
兵＂じ県文化財 i'A1f. 報告第207110-

有岡城跡・伊丹郷町m
ー都巾五1・両逍路fJt)'t飛行場線("し［区）近路改良工事に作う埋蔵文化財発掘潟介恨行(2)-

2000年3月

兵庫県教育委員会



巻
首
図
版
一
有
岡
城
跡
・
伊
丹
郷
町
空
中
写
真
（
一
）

1. .It斜め I・.ツとから

合— -孝蒻苔マ屯~:戸．．．
.• ,、 •_•r—~-·

ミ---
、•-- .'. 』'!lt·t~•1叩·lf'~"l•·... L ー ~:-~~L-疇、- • 

1-~~- : ~~·-'_:._....,,, つ＾ ＝ヽ・~~こー
字一宮秤．ー. -. ,. ・..、.... ___.,_~- • 
， ＇乏嘲加~ -予寡た‘‘ 一己生 ― 

ー・
, .,.,,. .: ~ 

,, 疇．—-;>· ". ・-----'1"i'、，
応~;J~'·~ふこ→~;-た. :--~~/ -~ さ,----.,.;,-・_・ ~t',s 
1心 ・泣這い']:年'.;:;..,ギ芝.--.:-;.璽i い、' - ....、．
五な·む卒·fを研哨ぎ，~. ., ・:., . • ••• • ;.'. .',, , 

ピ唸tt-1望狐,r:望:~?:"f>; -~ ~··;; ・、::~....; 、:."・-.・_ •. 
.; ,,...,--iヽ..-~f··: -'4. ~- • . ...: -- • ;'." .、•) , •'-• •• I —, ~J· ——: -:-::・. ; .. .'.  

.,.,_ 

:ヽ• \~ 生約.~ ~ ー:-区',-五←..... ·~:. 白..~-~- -,~ 
、 ｀ ー~ゥー～宕r ._―→―-さ :: - 芍.~ ,,,_ ,.  ヽ •一っ r .-ート ・`

. ... .. .. —- I 11~• ー・ - - ">·-~ ヽ -~- • · '~ V 』： : ジ1炉~喜虚呵~,_::~},\五ニー;;::・、ご晃~-:~.~・: 
潟-ー・學・ ,i ... ,;. ・・ ， ~ . -・・ . ふ'-I -' - • • • •··. ~ ·'—-=; • .-- • . ·-~ 
,, ..''•" :,,-;.._. -~ ・． -- - --

9 、~•纂.,_r.J ., .'t) 1 叫.• ...;.・,.-r f - _--=--f -・.-. ・'・. -!'" , ぃ; ~., l4_'f・・'・・:・.. -、I_<.・・ ~~ さ•、 7·_""·奇 ・:i.'~c,• ~~-'~ 胃主
ヅ>7-、'-"、i::、-. ,~,,- -. 忍9鴫］叫 t-,·_i~,.~:: りj~占・,'.I

J , -'.-:・・:t・・・-/,.;, -:_. ・_・・・ク・ タ― fl'-_:;. ー：: • I 

-~t-_f}l 
- ..... 『~ lー一、、一ヽ●＇；． 」 . - ~、(

-

~ 

2. 西斜め I'.空から



巻
首
図
版
二
有
岡
城
跡
・
伊
丹
郷
町
空
中
写
真
（
二
）

l. 東斜めL空から

霞
“ 
E
 

~ 

鴫

-----:~ —— 

II 

2. 第114次，凶介地.i.'Iと光明寺

.. 



i :/_-_~__ _1~-:·1;i1霞~I
:~~. ••• --~· し：．ご

'~-•.. • 'i場心!])~l.-=" j . :::; : :;. ・ _.-,、
＝昌一j_j麟 Ir

.,..,. ぇ==--~-:..:!.:..:.!:す:::::—~:::..::: …—· 亀し -• • . • ヽ~．

/ j I I (芦C:,-.: ,_./ • • 

出J:電：全二巧:;lこ•一
f, d 『ご生誓'-~」四叫疇C 見
屯 t~ ~ 

-.,..._ :,J -' 
（ビ~: ・-0~ ーヘも令，ぢ冨極・鴫,.~( 

、•"Q .--.1..J. ,':a心四.'-'•. • • ~ ~--;--ヽ---!,~I;
.. '•'."—. . —. ·-·--—·• 一,._..,_-• ..• • . -. ' .I 1 . ..-ュ,:,i.-..... ,~ ・・・・:--・・;--p ~ •. :, ●ベ・-. ' 

;;. 
ーr
 

巻
首
図
版
三
第

一
―
四
次
関
査
地
点
空
中
写
真
（

一
）

厩デ'- .,.-—-1- ----. . . .~ . 
• r 

"＂＂''、

巴顎 L
 

E
 胃＿讐.. :.- ‘ヽ

. . -, -- -・・ 

" 
一 ー・, ・ — -" 
- --• ー・-・

＇ 
一, ・ . 

● ...  

==二—.. -. . . .. 

＇ 
. -
一

＝ 三
二・
--. 

' . ― 

＝＝＝＝＝ .. -= :---11,.... ~ ~-.、. --
＇ ;:;;;......・ 

三主一

亘
~ 

目

ロ`―

H地lメ辿構lfli(~ I 1fli・ 松町iTli)



言
図
版
四
第
一
―
四
次
調
査
地
点
空
中
写
真
（
二
）

眉

C地区逍Hitnri <第I1fti・ 第IIrtri・ 第m血）



巻
首
図
版
五
第
＿
一
四
次
調
査
出
土
木
製
品

木ftli. 漆器 ・槌



巻
首
図
版
六
第
＿
一
四
次
調
査
出
土
土
器

・
土
製
品
（
一
）

~ 

• 
ヽ

『-底

~ 

雫
尼

,4 
貪名； 9雫 ー、ゞt: 

ヽ ツ
囀 ) ＇ 
”疇

，． 

r り寃一 ,ヽ. .,,. • 、,"'4~- • 1ai. ,...._ 



鼻

●

．
 

巻
首
図
版
七
第
一
＿

四
次
調
査
出
土
土
器

土
製
品
（
二
）

.. 

-ヽ
__.., 
、
一• 



巻
甘
図
版
八

第
一
―
四
次
調
董
出
土
金
属
製
品

骨
製
品

・
士
製
品
（
三
）

I 
. . . 

• • • 
• • < 

1
_
1
 

●
●
―
-

．．．．．．．． 

二
＿
●
●
一
＿
●
-
＝



第114次調査



例 言

I. 本店は都市計画辺路伊丹飛行場線改良工事に伴い、平成4年 7月27日から平成5年 1月14□まで
事前調査を実施した兵煎県伊丹市宮ノ前lTl:l・2丁Uに所在する有岡城跡・伊丹郷町遺跡の第

114次閾査の発揺関査報告杏である。

2. 過よ、兵庫県教行委µ会が発行した有岡城跡 ・ 伊丹郷町関連の~1i.報告密には、兵血県文化財閥

査柑告杏123冊「伊丹郷町発掘魂査報告柑一宮の前地区市街地再開発事業に伴う埋蔵文化財発掘品l

査ー」 1993年及び兵駆県文化財瀾在報告第164I冊r有岡城 .(JI丹郷IIJ追跡nー都市計画追路(fl丹
飛行場線辺路改良工事に伴う発掘関査報告 (1)」 1997年があり、本杏はその第3冊Hに当たる

ため、杏名を 「有岡城・伊丹郷町辺跡皿一都市計画逍路伊丹飛行場線（中工区）道路改良工事に

伴う埋蔵文化財発掘潤1i:報告 (2)Jとした。

3. 遺構の実測は、潤壺flが行った。 迅柄の製図および遺物の実測 ・製図は兵駆県教脊委貝会埋蔵文

化財戯査事務所嘱llf.:Uが行った。

4. 勾項は、遺構を潤究Uが搬影し、辺物については（株）衣川に委託した。

5. 本占の執節は埋蔵文化財潤査事務所、岡的正雄、岡田t.t.、西口圭介、菱田淳了、長濱誠司、

松岡千寿及ぴ兵庫駄県民生活部芸術文化課の長谷川浜が分担し、文費はb1次に1月記した。

6. 本野の編集は、岡崎の指荘のもと、岡田、菱田、松屈lが行った。

7 . .i1't物駈性表に記載の数飢のJji.位は、法且についてはcm、屯足についてはgを使用した。なお、有

効桁数については小数点以下2位とし、（ ）は現存の法伍を表す。

8. 本杏で使用した楳麻は大阪滸平均海水池を基とし、方位は国土座探5系の座界北を指す。

9. 木製品については、京都大学木質科学研究所の伊束径夫教授に分析を依頼し、鑑定桔果について

の玉桜を頂祓している。

10. 出土人什については、京都大学盆長類研究所の片山一誼教授に鑑定を依頼し、所見を飲いたもの

を岡崎が別表 （第7表 光明寺近世必 人骨集成）にまとめ掲載した。

11. 植実についてはバリノ ・サーヴェイ株式会社に分析を依頓し｀報告を掲載している。

12. Iii土品並びに写真、同而類は埋蔵文化財閥企事務所で保管している。

13. 発掘濶査及び出上品整理に際しては、下記の機関並びに個人から仰指荘、御教示を得た。ここに．

沢機関名並ぴに御芳名を記して深祐の謝意を表する。

京都大学露長類研究所、京都大学木質科学研究所、伊丹市教市委貝会、大手前女子大学史学研究

所、明石市教有委且会、堺市挫蔵文化財センター、（財）大阪市文化財協会、関西近世考古学研究

会、バリノ ・サーヴェイ株式会社｀片山一逍、伊東隆夫、藤井直正、川口宏海、前川 要、蛤谷

和彦、森 毅、稲原 昭嘉、細川桂子、角II1 茂、豆谷 浩之、赤松 和佳 他、 （順不同）
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を竹図版 8 第114次漬令出上金屈製品・什製品・土製品(3)

図版 I ィfl淵城跡・(Jt丹郷町の位Ir!

図版 2 イ「岡城跡・f}IJ•}繹町周辺地形環洸図

図版 3 布岡城跡・伊丹鰈町周辺等秘線図

図版 1 飛行場線と汲企地区

図版 5 第114次~ft地区と伊丹郷町絵図

図版 6 籾114次IJ.111:B・C地lヌの遺情と戊査区割り

図版 7 第114次漏査B・C地区基本土:M校式図

図版 8 f,{)J14次潟企光明寺岱地とg石

図版 ， 箱）lit次潤企溢碑(l)
図版 JO 第114次凸査江碑(2)

図版 11 m114次湯fi:B地lメ．遺情の概観

図版 12 !nl 14次ス査B地区土屈図

図版 13 弟114次潤企B地区遺情 第U・ID面遺揖岱地I

図版 11 筍11ヽ1次潟企B地区遺構 江地挽溝と石造品

図版 15 第114次渇1fB地区遺構筍TI・ID而遺構謬地a
図版 16 応114次潤介B地ll(遺構蔵什器(Il 

図版 17 第 114次濁~B地区遺構 蔵什器(2)

図版 L8 第11'1次濁fi.B地区辺構蔵仔器(3)

図版 19 第114次偽1iB地F遺構桶tl°I(I) 

図版 20 第114次汎介B地区遺構桶棺(2)

図版 21 第114次濱:ft.B地区遺構箱棺(1)

図版 22 第114次潤1t13地区遺構箱棺(2)

図版 23 m 11-1次,~企B地区遺椙石敷 {S FOl)と築地塀 (SF02) 
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~, 版 24 ~\114次渇一1f.RJ也[-<逍栢 イi敷(SFOi)・築地塀(SF021と石垣

図版 25 筍Ilヽ1次瀾介B地IX.逍構 光IVJ 、~·-,t,:党と位地

図版 26 第IL4次，繕i'f.B地IX:母構光1肘、ヤ.,j.:・il((礎,u)と火災層

囮版 27 窮114次f繕1EB地j,<迅t構 光1月、手本堂復元 I(第n面｝

図版腐り}114次閾ftB地「幻且梢光IYJ寺,t,党復元u(第11而）

図版 2!I ~114次渇企B地区追構 筍mrfii遺椙と下凶逍楕

図阪 30 筍 114次~11:C 地[-<.遺憎筍 Illll遣構

図版 31 ~114次潟1tC地I><.遺溝 池・柑敷培溝・窪

閃版 32 第114次コ丘C地区遺憎 りヽu面遺揖

図版 33 第11・1次刃企C地Iメ這情 が敷坑溝・敷瓦

図版 34 筍114次1J1'tぐ地Iメ遺憬 'JHI 

図版 35 m114次凸介C燒lべ遺情 磁CI>

図版 36 第114次潟ffC地[,(迅情雀し2)

図版 3; r;114次ス介C地Ix迅構 )~, i 

悩版 38 第11ヽ1次占介C地Iメ辺情 杓蔵I・U期

屈版 39 筍 114次~*ぐ地Ix迅構 筍m血団情

図版 40 第114次;lj11: C地lメ．迅構 中世lメ陣l溝と掘1Hl俎物に伴う根石群

図版 41 第114次1↓HtC 地,~迫構 中ttt!.i1・鍛冶炉

図版 12 第11、1次1悶1HH1:iQ物(1) ..t器・上製品(1) 火消壺(1)

図版 13 箱1111次，~1i:./I\ I・ 追物(2) J・ 器・I:製品(2) 火梢壺(2)

図版 ＂ 筍114次pりff/JII迂物(3) t・ 器・I.製品(3) 火梢壺(3)

図版 -ts 第114次』~ff.Ill l: 遺物(・1) l: 器.1: 製品(4) 火m壺(4)

図版 16 筍114次，n牡tH:.l:辺物(5) 上器・上製品(5) 火消壺(5)

図版 17 第lJI次，;l:lft.tll:1:遺物(6) 土器・上製品(6) 火消壺(6)

団版 ・・18 筍111次1月1f./HI辺物(7) 1~ ・上製品(7) 火梢・,祉(7)

同版 -19 第I11次渇1flllI辺物(R) f・Wr・I: 製品(8) 火梢壺(8)

図版 50 第114次""11f.llU:遺物(9) 上器・土製品(9) 火消壺(9)

図版 51 第114次，』社Iii土辿物(10) 土器・上製品(10) 掏磁器(1)

図版 52 第11'1次~1dfl: L:辺物111) 土器・土製品(11) 掏磁器(2)

図版 53 節l],t次1且社出.I辺物(I2) .L器・J_製品(12) 掏磁苔(3)

図版 fi4 筍 1 14次~fflll I遣物(I3) I: 器・I:製品(13) 闊磁器(ii)

図版 55 第114次iJ,lf1f./ll I: 選物01) ！：器・上製品(14) 院磁器(5)・ミニチュア(I)

図版 56 第114次潟1i./11上退物(l5) t器・t製品(15) ミニチュア(2)

図版 57 れ11-1次，.f.:4-ft/11L迫物'16) 上器・上製品On) ミニチュア(3)

同阪認 ~1 1'1次ia:41fIll I遺物C17) L器・I:製品(17) ミニチュア(4)・悶磁器(6)

図版 59 m11.i次，埠1f.llU.遺物¥18) 上器・上製品(18) 陶磁器(7)

図版 GO m111次，逍1i:出t.遺物(19) 上器・上製品(19) 洵磁器(8)
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図版 61 第114次濁企Illl: 迅物(20) 上器・上製品(20) 陶磁器(9)

図版 62 第114次潟介Ill上這物(21) 土器・上製品(21) 凶磁器(IO)

I吋版 63 第111次丑企1111:遺物(22) 」；器・上閃品(22) 囚磁沿(lJ) 

図版 64 筍1 14次~*IB f・ 遺物(23) I: 器・I:霰品(23) 囚磁器(12)

図版 65 第114次ぷ介IllI: 近物(24) ..t器・上製品(2.11 囚磁溢(13)

図版 66 第1 14次~ff/11 t迅物(25) 上器・上製品(25) 囚磁岱(l,j)

図版 67 約114次潤介IBI: 迅物(26) 上器•土製品 (26) 困磁器(15)

l司版 68 ~ll4次ilf*II\ 1-迂物(27) I:器.I.: 裂品(27) 凶磁器(16)

図版 69 祁114次汎介Illl: 迅物(28) 土器・上製品(28) k帥器・焼塩

図版 70 第114次;,(ftf11上道物(29) 上器・上製品(29) 上帥器・(I磁・近現代陶磁器

図版 71 第JH次コ介t11bU物(30> 瓦・瓦霰品(I) 鬼瓦

図版 72 第114次凸企111J這物(31) 瓦・瓦製品(2) 軒丸瓦(l)

図版 73 筍11ヽ1次占介1111屈物(32) 瓦・瓦製品(3) 軒丸瓦(2)・道具瓦・I:管

図版 74 筍114次凶介lllI: 政物(33) 凡・丸製品(4) 訂•ti.凡

図版 75 第114次；i射イf.111t迅物(3,j) 瓦・瓦製品(5) 敷瓦・｝り戸瓦

図版 76 第114次，日企IHt辺物(35) ,[j製品(1) 岱イi(1) 

,~1版 77 第11ヽ1次潤企HU.辺物(36) 石製品(2) 硲ィi(2) 

,~1版 78 布111次JlfflllI: 迅物(37) 石製品(3) 石仏(I)・-{:j五輪搭(1)

図版 79 第114次A介/1¥・l:俎物(38) 石製品(4,I し仏(2)・-石五輪搭(2)

図面 80 充11、1次i1'1f.lH土遺物(39) .(j製品(5) ィiii.輪搭(3)

図版 81 第114次i.11-fftfiL: 辺物(10) 石製品(6) _. 石五輪搭(1)

ri1版 82 第1111次1~1f/H I. 逍物(41) 石裂品(7) ーイi五佑搭(5)

図版 83 第114次11り1f/l¥I: 逍物(42) 石製品(8) 一石五輪搭(6)

L;tl版糾第114次逍ff/1¥l: 追物(43) 石製品(9) 心IL輪搭(7)・五輪搭

図版 85 第111次，刃介/!¥Lill物(41) 石製品(IO) (ir I 

閃版 86 弟111次潟介111:t辺物(15) 石製品(ll)・骨籾品 砒・飢石他

図l'JJ.. 87 箱114次~1i./11.1 1't物(16) 金属ヌ品(II 銅製品(1)

図版 88 窃11-1次出介出 I.迅物(17) 金駈製品(2) 鉄製品(I)・銅製品(2)

図版 89 第111次＂喝 1t/l¥・1:直物(-18) 金屈製品(3) 鉄製品(2)・銅製品(3)

図版 90 第11'1次，凋1tlllt追物(49) 金屈製品(4I 以製品(3)・銅製品(.j)

図版 91 第111次，凋11:111t迅物(50) 金属製品(5) 銭(I)

図坂 92 筍111次i.1'41i:lllL遺物(51) 金駈製品(6) 銭(2)

図版 93 窮111次凸介Illl: 迅物(52) 金属製品(7) 銭(3)

図版 94 第111次~1f.t" t遺物(:i3) 木製品(I) 箱棺(l)

図版 95 第111次Jlti./11・t遺物(511 木霰品(2) 箱棺(2)

図~i 96 第 111次~-ti.fH 1遺物155) 木製品(3) 箱棺(3)

図版 97 筍11'1次潤-tf:111I. 遺物(56) 木製品(4) 箱棺(4)
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図版 98 筍114次潤査出上遺物(57) 木製品(5) 桶棺(I)

図版 99 坑114次詞査出上遺物(58) 木製品(6) 桶棺(2)

図版 100 第114次鴻脊illI: 遺物(59) 木製品(7) 桶棺(3)

図版 101 第114次潟査出土遺物(60) 木製品(8) 箱棺(5)他

因版 102 が114次コ査出上遺物(61) 木製品(9) 箱棺(6)

図版 103 筍114次潤企/tt上遺物(62) 木製品(10) 木間・数珠屯・棗・容器

図版 10~ 粥114次濁査出上遺物(63) 木穀品(II) 容器・漆製品(I)箱

図版 105 第114次潤在出上遺物(6'1) 木製品02) 漆製品(2)箱・笞・椀

図版 106 第114次潤査出土遺物(65) 木製品(13) 箱(1)

図版 107 第11'1次ヨ企出土遺物(66) ＊襲品(14) 箱(2)

図版 108 第114次四査出土遺物(67) 木餞品(15) 箱(3)

図版 109 祁114次潟充出上遺物(68) 木製品(16) 笞他

図版 110 第114次謂査出土遺物(69) 木製品(17).竹製品 棺台・煙竹羅字

図版 111 が114次閃査出土遺物(70) 木製品(18)

図版 112 筍114次関査出土遺物(71) 人製品(19) 下駄・摘・縄他

図版 113 ~150次潟査這構陀償団

図版 114 ~150次濁を遺構(1)( 1:坑・便所）

図版 115 第150次潟査遺構(2)(水琴窟）

図版 1.16 第150次潟査遺構(3)(上坑）

図版 117 筍150次潤企遺構<4 > en方形焼土土坑）

図版 118 籾150次潟査遺構(5)(..l坑）

図版 ll9 m1so次講査遺構(6)(坪桶）

図版 120 t(i 150次潤査時期毎の遺構変遷図

因版 121 筍150次潟査周辺濁企地区全体図

図版 122 第150次潤査屋敷境の遺構平面図

図版 123 ~150次濁査柑敷地復元図

図版 124 第150次潟登出上J:器(I)(上師質土栂）

図版 125 船150次潤査出土上器(2)(均器播鉢）

図版 126 第150次四企出土上器(3)(閾溢・瓦）

図版 127 筍150次潟査出土上器(4)(染付磁器）

図版 128 第150次調査U:II・. l器(5)CW磁染付・廿磁・内磁・陶器売）

図版 129 か150次関査出上上器(6)(近代遺物）
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写真 図版 目 次

写真図版 l 筍114次渇介地点空中'lj'.t!- }. 西上空から返f,l 2. 兵Kから 3. 潤介地点と光明寺

写其図版 2 第114次真企遺情じ山(L) B地区(l) 1. 第I面 2. り~IIlfii 3. 第IIIlfli 

写具図版 3 れ114次3企遺構7兵(2) B地区(2) 光明寺店地（）．東から 2. I柘から）

写兵図版 4 筍114次凸企遺惰写只(3) B地医(3) I. 第n面(jlqから） 2. 究m川）（西から）

写真同版 5 筍114次凸斉遺情写真(4) B地区(<I) 第II面(liqから追萩と-!1敷SFOl)

写其図版 6 第114次濱企遺情写兵(5) 8地区(5) 第m面(:{j敷SFOlと築地塀SF02)

年真固版 7 虎114次渭企遺情写兵(6) 8地区(6) 第m而（石垣と本位火災状況I

写真図版 8 第114次占企遺惰写真(7) R地区(7) FR§ の遺構（溝SD03と片戸SEOII

写兵同版 9 節 114次凶査遺構~.!'H8 > B地区(8) 光明寺~\.地 成17器(1)

写只図版 10 筍114次逍充迅構が真(9) B地区(9) 光明寺仇地 成行器(2)

写兵図版 II 第114次汎企遺情写兵(IO) B地区(10) 光l!IJ寺店地 蔵ft器(3)・硲石

写真図版 12 ~114次汎丘遺情7兵01) B地区(11) 光明寺袋地 蔵1'.l"淵('1)

写人図版 13 tf-114次ぶ企遺情写J't(J2) R地区(12) 光l財寺ぶ地 汲l'J-器(5)・I・器棺

万真閃版 11 第114次函企遺情写Jl(13> B地区(13) 光lリ1寺!it地 蔵1れ器(6)

写其同版 15 筍114次汎企遺情谷真(Ml B地区(14) 光明寺岱地 火災Nと上器

、が真図版 16 筍114次X企遺情写兵(15) B地区(15) 光明、H削建期本位と岱地

写真図版 17 tl¥114次コ企這憬芍兵06) B地区(16) 光明寺岱地 桶棺(I)と祓竹器(7)

7兵図版 ）8 第114次囚企遺情写Jl(17) B地区(17) 光明寺冦地 桶棺(2)と箱棺(I)

写真図版 19 筍114次戊査遺憎互真(18) B地区08) 光明寺位地 桶棺(3)

1.j. l'{図版 20 ffil 14次関企遺溝＃人(19) B地区(19) 光明寺g地 箱棺(2)

1:f.t{固版 21 tfil 14次潤企遺溝写兵(20) B地区(20) 光明、柘猛地 箱棺(3)

与真岡版 22 第114次,'.J/1企遺構方・兵(21) C地区(l) 空中写只（筍I1&1・筍n直I・祁m面）

写兵図版 23 筍114次糾査遺構写真(22) C地区(2) ffi I面(M敷.JI戸・池・防空塩）

写真図版 24 第114次内査遺情写JU23) C地区(3) 第Iilli (建物・鼈・Jl:J1)

写只図版 25 筍114次調査遺情'IJ.!'4(24) C地区(4) tfillrfil (洒蔵・,~, i. 区画溝）

'Ej.1'{図版 26 tnl 14次ヨ企遺情写>'t(25) C地区(5) 第III面（洒蔵礎石）

写真同版 21 m 114次ス企遺情写兵(Z6) C地区(6) 第11而（井Ji・寵・洒搾り場男仕）
写兵図版 28 tiSIJ4次凸企遺情写只(27) C地区(7) 第11曲（直I-I) 

写真図版 29 筍114次凸査遺情1-;.真(28) C地区(8) お1I面（鼈l-2) 

勾双図版 30 筍114次潟企遺情＇与真 (29) C地区(9) 第m 而 （溝・上坑•井戸・硲）

写具岡版 31 ti'¥114次コ企遺情写兵(30) C地区(10) 洒蔵火災層と鼈

写兵図版 32 第114次凶査発掘』査風原

写双図版 33 第114次戌査tl.lJ:迅物(l) 上器・上製品(l) 祓什岱(l) 火消,Af(l)

写rn刈版 34 第114次閾査出土遺物(2) 土器・土製品(2) 級什器(2) 火m壺(2)
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勾：真L'XJI淑 35 節114次偽介IllI: 辺物(3) I: 器.I: 製品(3l 祓什器(3) 火梢壺(:i)

'lj火l叫版 36 第11ヽ1次戊介IllI: 辺物{4) t器・l:製品(4) 蔵什器(4) 火消函(.j)

'1fAl::<l版 37 第11、1次し閃企tt1J.:.il't物(5) 土岱・上製品(5) 祓骨器(5) 火消壺心）

'If兵1-ilh'li. 38 が11ヽ1次占介tll.t迅物(6) 土器・J:隈品(6) 祓行溢(6) 火!Ni:r<6)

·r):nr~l版 39 筍111次J:41t出 l遺物i7) L器 •土製品( 7 ) 蔵骨器(7) 火m必(7)

万:(t-l~J:IJ. 40 第111次汎介出 I:遺物(8) K器・I.畏品(8) 蔵什器(8) 火梢返(8)
ヽ

万比図肋 41 ~114次J,1-ft出 · I:遺物(9) t器・上翌品I9) 蔵什器(9) 火梢・並{9) 

?jμ_.[;<J版 12 約111次，ョ介出；I: 遺物(10) 土器・土製品(IO) 蔵什器(10} 火梢・ぷ(10)

万只M叛 .n 筍111次,.,;i1f. 出 L遺物(II) 土岱•土製品 (11 ) 蔵竹器(ll) 火消遥(lJ)
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I . はじめに

1. 調査に至る経緯

今回. i~fEが実施された伊丹市宮ノ Jj1J地区では伊丹市が行う市街地再開発巾業と並行して、兵屈県 I:

木部世宮上木'Jf務所が主管する都市1汁両道路伊n飛行場線迫路改良1JJ.粟が計画されていた。

宮ノTiif地区は、イi岡城跡 ・伊丹郷町の中に＃在するため、追路改良事業に伴い、過去3litlにわたって、

発掘.J.11i.が実施されている（第65次 .8--1次 ・的次i品企）。

今回の1l'i1f地点は I:地買収の廷れに伴い調介が未昨手となっていた部分について実施し、宮ノ前地区

の西に 1ヵ所 (A地12{)、東に2ヵ所 (B・C地区）の計3ヵ所の潤究区について、第114次関在として、

逍査を実施した。

A地区は平成3年度に濶社を実施した第99次関企の継萩地区であり、すでに既刊の「有似l城 ・伊丹祁

町発掘潤企報告'.!}IT」で報告しているため、本報岩内では記述をl'lll愛した・>

B地区は再開発に伴い移転した浄 L宗光明寺と砧地の跡地にあたり、また、 C地区はその東隣接地に

あたっている。

B地区は、光明寺の移転にiわいすでに、伊丹市教屯力委員会が本堂の南部について発掘潤査を実施して

おり、必地についても伊），Hli教T-1委且会と大手前女-fJ-: 学 （藤井直正研究£)が合間で必碑瀾在を実施

している。

また、C地区については、伊丹市災術館 ・Wi而文屈建設に伴い一部発掘調査が実施されている。

今回の潤布 （第114次瀾在）の実施に当たっては、伊}'J-市史などに掲載された占絵囮の分析及ぴ上記の

既往の汎在成呆を参考として、潟査計画を立て、汎査を実施した。

2. 調査の経過

(I)謂査の方法

第114次瀾介は、 A地区154.8rrf、B地区396.701、C地区367.Sniの計919niについて実施した。掘削は

現任の家極を解体整理する際に生じた整地盛上府を機械）Jで除よし、迫物包含層及び追構の掘削は人）J

で行った。

図面は'Jlifii . 断I目図については1/20スケールのものを基本として作成したが、退構の柚類によっては、

1/10・1/5スケールのものを適宜作成した。

与其は某本的には4X 5判サイズのモノクロネガ及びカラーボジを撮影したが、補助として35mmサイ

ズのモノクロネガ ・カラーネガ ・カラーポジを併せて扱影した。

また、 ;n構全屎万真については、足場写兵の他、航空'tf.!'.l扱影を併せて行った。

(2)調査の目的

潤在に当たっては、既往の潤登成呆、占絵固の分析などを基に、江戸時代の伊丹邸町の追構面潤査を

中心に、更に下府の中世有岡城 ， 伊丹氏城館l関述の辺構面~]土をも濁査対象として丈施したc

特にB地区においては、光明寺に残る光明寺縁起の整合性の確認をt眼に、縁起に記された元fO.2年
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(1571)の開）碑l雄、応I:2年 (1574)の9履正の完成、元禄15年 (1702)の人火災と宝永8年 (Iiill 

の再建、 IPJ和年IIU(1765~00)の人火による類焼と夭明8年 (l782) の再建などメルクマールとなる •JJ

象についての発掘閃企成~!からの解明を主要な潤査目的として、況企を丈施した

(3)調査成果の概要

(I 8地IX:

B地lメ．は前述した辿り、光tJ)寺の跡地にあたる。潤査は寺堂、硲地、/o)I褒の跡地を対象に行い、 )I<褒

を片づけた際のゴミ穴及び盛ヒを煎様で除去する作業から開始した。

＂｛夷跡はゴミ穴 と戦時中の防空溢で大祁分が批乱を受けていたが、江戸時代中期の築地塀の体礎が検

出され、それを鑓~'i として遺9鼻血を設定し 、 遺構面からは江戸時代中期の火災の際に作られた限芥の廃

束 L.J,しが数多く検出された。

また、 卜＂では占 t(t時代後期の須恵器を含む柱穴と沿が検出され、当該地区に僅かに残された占代の

俎揖を潤丘することができた

必地跡のコ企はまず、伊Hrli教Ti委貝会と大手riif女子大学が合同で行った廷碑i141tの成果に）しづき閥

企釦iifのg地の復元から開始したが．立地改秤後に盛tを行った際、かなりの部分で破壊が進み、 I・ 分

に復元できなかった。

本格的な発掘Jllfiは江y-;時代後期の袋地跡から開始した。

岱は •JJ.,iu潤企、発拙月企を辿じて、現代～江戸時代後期の近 ・ 現代硲が約基．汀戸貼代後期～江戸時

代前期の近Ill.ぶが150基-ff:(Lしていたことが明らかになった。

偽兌釦jiJの必地の配俯については、前述 した •fi前潟脊から、石敷近が寺本党から店の人II (111]) を通

り、俗地中央部の相家総代家の公前を経て、東奥の歴代住載のgに至っていたことが判IJJしている。

近世~\の汎企にあた っては、この石敷近の上面と同一 レペルにある面を必の昂上屈の趾り込み血と思

定して,,'1北を開始した

瀾牡の条'i果、近111:窮は坪秤形態の迅いから l:界紅と火俳店に大別されるc

I. ク似硲に使月lされた棺は木製の箱棺 ．桶棺が大部分を占めるが、陶器製の大型の甕も僅かではあるが

検UIされている また、 l:~硲には副拌品が多く伴っており、その植類も致珠、茶箱、茶迅n、t鈴、

玩具、焼↑fなど多種多様で、被作名＊の生前の生活を初彿とさせる輿昧深い行料を提供している。

火夕胆品に使Mされた蔵竹岱は火?I'!壺の転fflもしくは火梢壺形を昼するものが位も多いが．他に丹波焼

壺 ・甕、施釉困器の UK・急．須を転用したもの、白磁壺などがあり、その多くは西を伴った状態で検出

されている

また、火祁らは家放公もしくはlul族俗と考えられ、同一の必J.,りから複数の'\'l·~が検出された例が多

t、

土葬岱、火wzを通じて、gの埋葬時期を決定するtで重要な要素となる紀年jf1をもつ繕-liも買文6
年 (16661と屯}If;年 (l75i)銘の2例が出J:しており、このことから、少なくとも江戸時代1iif'f'の17

Ill: 紀rt渫にはすでに心地が形成されていたことがわかる。

その後、江fI時代中期に相次で発生した宝肝、明和の人火後の伽藍再建のm、人きく改葬されており、火
災の閃生したむ外を捨てた虎束上坑が多数樋削され、沼凜が破壊されているのが確認された。これらの
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結果から、現存の必地は天明年間以枠に,,.整情されたことが窺える。

また．出上人骨については点郡だ祝:.tn類研究所の片111ー道教授に佐定を依頓し、その条•;呆、 3~4 

歳の幼児から老齢の什格の大きい男竹人什を含む601木について鑑定結果を頂いた。

2 C地区

C地区では近代～中世に及ぷ合計$1(11の遺構I葡を検出し、頌介を実施したっ

第 l而は窮末～近代の牛泊・I面である。ここでは、人正4年の地店図を参考に述物配四の復氏をよみた

その結果西側に防空塩と池を配し．東側の泉通りに面して礎石立ちの母ffiCS以）1)を配する片敷が

復元できた，この屋敷地と南隣の松敷地との投界は．江戸時代末期から付・化する石組i名でL.t.~•~ されてい

ることが確認できた。また、揆敷地の内部ではJI・戸やレンガ積みの童が検出されている

第2・3面では江戸時代中期～後期の洒蔵及ぴ洒造1月辿の遺構が数多く発見されている

当該地点については宝flf7年 1757)付けの(11月の酒造家樽尺利兵衛が発給した上地ッ＇i:買に関する文

乃が残っており、検出された遺構群は文月からこの紹屋四郎＝郎の酒造施設であったことがうかがわれ

る

検出された主な遺構には洒磁ffj紐、杓造JIIJl・riの他、洒を絞る「阿弥陀耶」などがある。

が 1 面では元禄の人火以前の追情府が多く梵見されている 。 検出された遺構群の中で出 I~'11もから最

も問代が遡ると考えられるものには、 7,:, i時代初頭の遺物を含む火災陪のドで検出された枷1ヽHI建物が

あり、打岡城時代の遺情と与えられる また、 i[J.「貼代1ilJ期の第冶遺構も検出されており、中から貌形

鉄滓や炉隈が出上している 。 これらの母構群のJ?(Fから、洒成が建設される以前の中 Ill~-近 IIし）前期の

上地利用の状況が部分的ではあるが、ある牡陵川らかになっている＾

第5面では12世紀-15世紀代の溝で区画された月敷地と 12世紀後半~13世紀前半代の限南f{;_j'f磁碗を

謂抒する必が検出されている これは、 近のイi凶城 ・伊）．｝郷町閃述の濁企では・u例の乏しいjJtJ'jJI;:以
前の状況を示すものとしてil:f.jされる遺構群である

以上述べてきたように、 B·Cの 2 地屁の潟介を通じて当該~1i.地における1!1flbiif期から近代に至る

上地利用の変遷がある程度明らかになった

特に B地区で潤介された光明、~-近 IIり仕は従来、イjf,刈城・伊丹知町関係の澁査では •Ji例の少ない近世~i

地がある程度まとまって逍芥された数少ない平例であり、出上した棺、蔵骨器、 Ml]拌品、人1'tなど、近

世位の実態を考える上で伐収なrt料を提供した。
また、 C地区で検出された糾Ml月述のit"i造遺溝は、少なくとも江戸時代中期にまで遡るものであり、

「n本名所図絵」などの文献史料1.:"胡載されたr勺在をど占学的方法で検品しうるものとしてrl・111こ(Iiす

る打科である。
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3. 調査体制

(1) 発掘調査の体制

兌掘潟在は!~-Ji.Ii県土木品西宮上木•Ji務所の委託を受けて、兵トド県教行委U会が主体となり実施した。

潟査体制は以下の通りである。

謂査期間平成、1年7月27「I~平成5年 l月J,1日

調査面積 919rri 

調査事務 兵JtU県教行委U会埋蔵文化財瀾究'Ii-務所

所艮 池水義鉱

湖所長 渡沿 il'f (lJi-務担当）

三木正UII(」：木担当）

主任,J,lJ在導l"lQ 大村敬通

総務諜 諜 長 6井守・主脊沖守芳輝

企両潤整班 潤査専門U 池田正男 主企水11 ・岱夫

潤丘第2班 瀾企専門且輔老拓治

汲令担当者 jJ:11£. 第2班 主 査岡崎j[雄 主任西口圭介

(2) 整理謂査の体制

整理潤査は兵射県士木部西ビ上木巾務所の委託を受けて、兵1<ll県教行委且会が主体となり、埋蔵文化

財潟丘事務所で、平成9年度~ll年度の3カ年に渡って行った。年腹鉦の体制及び作業内容は以下の通

りである。

平成9年度 作業内容 ネーミング、接合補強、実測 ・拓本、復元、金屈製品 ・木製品の保存処理

担当勲U I岡崎 正雄.iJ_lj口 圭介.JJII古 1・)ぶf-(金屈器保存処理担当） ・中村弘

（木製品保f伐処理担当）

平成10年度 作案内容写真撮彩．写頁整理、姐構l叉1補IF.、トレース

担当戦nI湖鮒正雄 ・西LI ~ 介

、ド成11年度 作菜内容レイアウト、分析鑑定、報告,If印刷

担当戯且 岡崎正雄 ・ 洒口土介 • 岡田 衣ー ・ 菱田淳子 ， 長濱減司 • 松岡 r-
寿• 長谷川浜（県民11:_f和部芸術文化課）

・f-成9年度~ll年度の整理担‘り我，JtQ

宜ILI 麻f-. 板り［ 明f・岸野 奈i'ltf-・ 本窪III 炎f・・小山 みゆき・八

木和-r・松本睦 • 岡田美穂 ・ 綾小路公子 ・ 萩原聡美 • 111u 幸忠・

中西飩＋ • 島村順＋ ・栗111 美奈
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4. 調査日誌抄

'T'成 1年1n1inc火）本Hから発批潟1.tr;1始。浜出組及び内・,:iI: ~'•JJ務所伊丹出張所と現地、i.会。

•1i成 1 年 1 J I 20 LI C JJ l A J也[;<(/)~ 企について浜田糾、下11111れ安西 l業と打合せを現地で行う

、杓成 1年7月22口（水）監抒U11h所がぷnされる。

,,~ 成 1年7Jl27LI (月） B地区の光IVJ、r・ ~t地について 、 mn,li教ff委H会小尺谷氏と人 F前久［人~r必

井此,E教授からtiHllの提供 ・教ポを祓< A地区では地形測aからi:l11tを始め

る。

.,~ 成4年7JJ 29日（水）B地fx.<I)江地の塀Q).1台石組みを除};し、.'[.入り防止構を没四する

•fl成 4 ff 7 JI 30日（木） C地lメ：の,・,.人りJ)j11-: 柵を設骰する

平成 1年7月3111 (金） B地区は懐械掘削を開始し、客J:・ 表 1-~、i を除去する。

平成4年8月 In (火lB地区でサプトレンチを設定し、遺構の状況と l:-1.'j堆栢状況を把射する

．杓成、1年RJIIOH (月） B地Ix:サプトレンチの平板尖測をVil始する

・I'成4年8月II日（火） B地I><サプトレンチlfi整の上駁堆伍札況を検討する

‘杓戊4年8Jl 12口 （水） B地lメ．サプトレン+m~の上屈図を作成 明IIからお盆休み。

'I'成 4り.8月11n<月）作文を11flnlする

Y成 1年8月J8n(火.119A (水）の1山iI 1台風のため作案は中止 木内で1刈面等の整珂を行う，

·1~ 成 1年8JI 20n (木）台風の後,,付けから作業を再開し、 B地IX:は上~,j図の作成，，

1減 ,1年8H 2711 <木） B地区で人）J掘,~,,のためにベルトコンベヤーを設罰

平成 1年8D281::l (金） B地lメ．はJれ介を本格的に開始する

•fl. 成1年8ll3tn (Jl) B地区は遺印iの検出を急ぐへ

平成4年り）11 A (火） B地f.i(で人改井の行壺を発見し、光1,i,~に供芹後引き取って買う

., ら成 1年9112□(火）g地遺構のX企を糀紐する
·1~ 成4年9le! 7 [l C月）県教f{委U会トI.会孜fr・文化財諜Iや木氏が現地立会及ぴ指軋に来られる

平成 1イ「9月9LI (水）硲地遺構と寺の全f;t'1汎l(第 1血）を船る

平成4り:~J}JIOII (木）硲地遺憎（第 Illiilの平板測位を行う。

平成4年りlIIA (金） 硲地道憎平板潤1;t図を補正する

·1~ 成4年9JJ 1,n c木）廷地 ・,'j-地炭界のイi列の実測，

•ft$_ 4年9月18fl (金） 送地より内攪乱 1坑の掘削を行う.,

平成 1年9月21IJ {J]) B地区のm2 Jfll遺構 （西部）検ill面の万只搬影 行列溝を実測し、1L輪格他の

細部.~1-fを行う なお、西宮土木 •J~松J所fll nlll張所と C · D · E 地区の,~ffに

ついて打介せを行い、通路と通川辺の確保のために逍行方針を検討するこ とに

なるぐ

‘杓成4り9JI 221」 （火）B地区籾2血迅情I日 （東部）を検出

'I'成 1年9Jl25LI l金）雨中、し列i島の遺憎図を完成させる

・r-成 1年1011s n (月）寺木．咲ふ墳北'1i列断面団作成。必地沿溝のii1↑·,~(群の写真搬影を紐ける
・ド成 1年10I J 7 [l (水）蔵骨壺群(/)位府を'l'板測貸で作圏する
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平成 1年IOJJ10□ (I:) B地IX:~2 血道構全体年真扱影の準協を行う 。 ·1'-板にて逍t再配粧OOの補足を行

ギ成 1年IOJJ121」（月）U地区弟I(111航空写真撮影を行い、搬影後に東部逍構・r-板測址l'Xlを完成させる。
蔵竹器の細祁実測を開始する。

平成 1年10n1:rn c火）B地f:i筍3面遺構の検出を開始する ）こ手1i1J女・f大学必JI教授が米幼され、光

IPJ寺匁地形成について種々の教示を載く。

・J<成4年IOFII 1B (水）小144の中、公の遺構文測を継萩する 埋蔵文化財3企'I'務所の池[IJ企両温整班

lそが＊訪され、占企の進捗状況と遺構等について検，＇ すを行った

平成4年10月1911(fl)久しぶりの？さの中、 tt壺の実測と西部遺構 (S002.SK02. SK60. SK69他）

の l:IM1ix1を作成。

平成4年10)J 20 I l (火） B地区第3面西部遺構の平板測g図を作成し、寺の築地塀の断1fiiOOを作成する。

、l'hiIの・文測と取りヒげを繰り返す、

平成1年10)]2111(水）上坑(}).l. 屈断而図を作成する。

平成4年10月22ll (*)火災片付け上坑の上附堆積図を作成するc

、r成1年101123ll (金） 遺構断I旬図を作成する。 什壺は平面図と断面,~,とを組合せ、図lfii完成後に取り

Lげを行う。

ギ成4年IO月2611(月）B地区東の粘土取り穴の堆積t屈の撮削を行い、多くの木製品を発見して取り

1・ げを行う 下駄 ・笞等と瓦・陶磁器類が共伴しており .18世紀後平と考えら

れる

平成1年IOtl270(水）B地区の箱棺SX118の人骨と新たな箱棺を:Jlli.する。社会教ff・文化財品岸本

氏が現地立会で来られる。

平成4年10月2snc水）B地区第2回航空写兵撮影を行う。恢両省n会科学院モ副i所投と李：：：愧氏が現
場を見学される 光明寺と猪名野神社も見学される

平成4年10/129ll<*) B地I:{近構の部分’が真殷影を行う。遺溝実測も継粒する。
平成4年10)1301-1(金）削のため、室内で写真等の整理を行う。

•1t成 1 年11 月 2LJ(JJ ) B地区迅構火測を粒ける。 C地区のトレンチ断rni精企を行う 。

平成4年11月4II (水）B地Iiは第2回中間T.lJi検査を受ける。

平成1年11月5n (*) R地Fは6敷遺構等の実測を行う。

平成1年11月611 I金） 小I~の中B地侶SX118の人什の取り上げを行う。

平成4年ttJJ10日 （火）C地区にベルトコンペアーを設四する。

・白成4年llJlllU<水） C地区第 1而の掘削を開始する。B地(.i{は東歴(/)1.:.1.1同作成とSX226の実測と

人付の取り上げを行う。

平成4年11月12nし木）C地IX:~! 面の掘削を継萩する。 B地厄はr~遺構の実測を行う ，

平成4年11/116□(JJ) C地ll第1面遺構図（西部）を平板にて作成する
・杓成 1年llJl171」 t火）じ地Iえ第1而追構図（東部）を平板にて作成する

平成4年llJ-11811(水） C!tl!Iえ第II可航空写只撮影を行う

'P. 成 1年II月1911(木） B地lズは石敷の実測図を完成させる 築地Fの断血l:t:Jの作成も行う また、IU
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本‘~:Fの礎石下Nの I::焙図を作成する。

平成4年II月24日（火） C地lメ：は道物の収り上げを行う。

平成4年11月25[1 (水） B地区は最日り溝出上の土師器皿の図而を作成a C地区は追構細部ぢ兵扱影後

に池SXOI, SX02他の辺構断面図を作成する。

平成4年11月2611(木） B地区は最下屈溝出上の土師器llllを取り I.げるっ

平成4年11月27Fl <金） C地lメの瓦行・肋字楼・姥石などの図血を作成する

平成4年II月300Oil B地I><今は甫屯上駁断面図を作成 C地区はSKIS他の辺構の漸ち割りを行う。

平成4年12月2ll (水） B地区はSX66斬ら割り土層図を作成する C地区はサプトレンチや遺情の断面

図を作成する。

平成4年12月3n <木） CJ也Fは筍2面の遺情検1.1:1を忍ぐ。 B地lえ出 l:fh':{の人什祁理を始める。

平成4年12月7「I(}J)由で作業は,,.止。人什整理を絞ける 臥立歴史博物伯の1叫w永一L'f'.芸只が近世

掏磁器を見学。

平成4年12月8LI (火）小14:iの中、 B地区SX.216の棺内の竹製品(J)'IJ:兵搬影と‘又測を行う 京屈大学野

学部人類学研究室の片山一道教授に依顆して、人ftの鑑定を始める。

平成4年12月9n 1水） C地Fは第2面遺楕の検1.1:l状況を平板にて[11:Iを作成する，， 片山教授との人骨幣

Jl)lを継紐する。

平成 4年12月10□(,fヽ）人由 掏芸家正出氏 、行が陶磁器を見>'f.される
平成 4年12月11fl (金） C地区れ2面遺構検出状況団のレペルを完成させる

平成4年12R 1<1 n <月）宍さが厳しい C地区の第2面遺情を掘削する

平成4年12月15日（火）C地lメは第2面遺構掘削と土層図作成に追われる

平成4年12月16日（水）C地lをでt.1'52回口となる航空写真扱影を行う

平成4年12J117口（木）久しぷりの瞑かい潤査〇。遺構の上函断面図のf1成

平成 4年12月1811(金）荒Illの瀾企事務所から整理粋及班長他が見学に米られる

平成4年12月.2In(JJ) C地区は遺情のレペルを補足する。B地区は)fl. 西喰の l:~を検叶しながら全

ての実測を完rする。
平成4年12H22B (火） C地,~はm3面の遺構面を検出する。潤企いllについて現場で輔名班長、企画

潟整班種定主任と上社会議を行い、年末年始(J)T-定を決めるc

平成4年12月21ll (,f-) C地区で寵9、SK62他の遺構実測を行う。第：{ I紆遺情状況1・x1を平板にて作成す

る

平成4年12月25□(合） C地fx.で第3回航空写真揖影を行う。後、全凩'Jj.Aを撮り、遺構図の作成を開
始する。また、年末年始の安全対策について祇UJ組と協議し、正H明けの潟査

再開までの辺構の保全に努めるよう打ち合せをHう

平成5年 1)]511(火） C地区の潤介を再開する。遺構尖測

平成5年 IJJ 6 R (水）遺構実測を継紐する。畜の図化を急ぐ。

平成5年 IJJ 7□ （木）小1,1りの中、遺構のレペルをとる。
平成5年 lJJ 8 LI (金）直構の火測・レペル、辺物の取りヒげを暗くなる まで怜り返す

平成5年1月1111(JJ) C地区第3I前這構の断ち割りと一祁第4而遺情の検tりを行う。陪の上屈図の再
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検，,・tを行う 火災焼 l 血と火災片付け培の確品を四1~の4\i' で復,~する

甲成5年1月J2IJ(火） C地R筍4爪1俎溝の掘削と実測l'il化と写只撮影を行う。

,,!., 必5年1月13日（水） C地Jx.は隈 U11水lの作成。
・1勺戊5年1月14ll (~ ) 1:1:iの中、筍31111 [•]~1111111検代を終了し、潤在を一応終（する
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II . 遺跡をとり まく 環境

1. 伊丹城・有岡城の沿革

(1)伊丹城と伊丹氏

伊J・J-城の名が文献(・で確認されるのは、↓札北朝の動乱期の文和2年 (1353)fJIJ')氏の版であった森

+l1柘 J'lJ次郎某長の軍忠状に現れるのが初現である

この（）り1城をJJ;城とした伊丹氏は甲安貼代よ期から伊丹を本拠とした武卜で、文治2年 (1186)年、

関東ド文を抒領した加!i{i馬允親俊の係孔icか伊J-"HiJ.!ッ入道と称したのがfltJ・J-氏を称するはじめとされ

ている。fltJ・｝氏の行動が史料的に吋品できるのは親JCの係親盛の名がi[和 l介 I1 315) の「離~~八幡宮

丸'l」に見えるのが舷切である 親盛以後の1≫北朝期の伊J-J-氏の動浄は伊丹氏の庶流森本氏に伝わり、
7[Ji時代後期に水戸藩の彰考館で'J/し取られた「北j11f原森本文叫及び東京大学史村紺紅所に所蔵され

ている「北河肱氏家蔵文.!Flなとから窺うことができる。

これらの史料によると、伊丹氏は細JII顕lt.M 1lJl*li1~. 赤松光範、 1:岐刹i康、佐々木悩秀と次々に七

．求を変え、 1ti北朝の動乱期を巧みに牛き延び、やがて細川管領家が摂ill:守殺になるとその被nとなる。
L図．元年 (1467)に硲府を支えるイj}Jす晟の つであったM ill氏の内江を契機として勃発したLi:,~ { .. 

文lflの大乱はやがて全国的な,,.（t乱へと発h~するが、この乱に際して、伊丹仄をはじめとするi:だった摂

i Itの,,1人は西上してきた西軍の大内政弘の軍門に一叶的に閂り、摂沖の政治柏勢は出込のJiを加える'J.f

になる。

やがて、文明II年 (1479)、大内政弘が本拠の/,',I防に沿尽すると、伊丹氏をはじめとする国人Mはまた

細川氏の披nに復紺し、摂沖の政治梢勢は安定をとりもどす
行貸1細川政冗が賠殺された後、細川符切家に、その跡nをめぐって2派に分かれての内紛が牛じると、

fJり1氏もその内紛に巻き込まれ、元扶、 n扶などが戦死し、その間に、伊丹城も2J迂洛城したことが史

1'Fの心0からわかる

Jf<.~11 年 (1568)、天下布武を II 指す GLIKll~が摂津に伐攻すると、伊J'J-城の fJI'l'l汲卯はいち·~-くこれ

に応じ. ~~f =; )ヽ衆（三好屁逸 ・ -~f致Lk·'It成友通 i を攻め、その功により fPJ'r城を安格されているc

人11・.2 年 (1574) 、侶長の家r~滋人村if(は伊丹城を攻めて、伊丹視興を追い．伊丹城をfil,i;J城と名付け

てその城tとなった｀

(2)有岡城と荒木村璽

イil,l',1城に人った村屯は城に大規校な改修を）~IIえ、弛同な 「惣構え」の城をit/成させた

H if(によって改修されたイI岡城は摂iltをr巾に収めた荒木氏の屈城に相応しく 、より隙11,iなものに改
められ、惣構えは,~北I7畑、東西〇糾kmに及びその内団は大きく、屈q;I城祁）部、内郭部、外郭部の

3部分から惰成されていた＾

l 祁はo•n台地の束緑断庄上にあり、その外＂に内郎と外祁が大溝筋で1丸11ij されて、肋伽否として上

郭を取りまいていたc内郭には侍k{救が配阻され｀外祁には要所に片・女郎塚・ロ塚の3つのをが阻か
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れ、また寺院などを配した町場が形成され、堅同な城塞を形作っていた。

天正 6年 (1578).村煎は本頻寺及ぴ毛利氏と結ぴ、有岡城に籠もってm長に反旗を翻した。驚いた信
長は、家臣の滝Ill一益、丹羽投秀、明押光秀に命じて、有岡城を攻繁させたが、城は容易に落城せず、

10カ月にも及ぶ龍城の後、ついに、翌犬正7年 (1579)11月に俗城した。

洛城の直前、村菰は炭子を捨てて、尼崎城へ逃亡する。残された村爪の委子31人は捕らえられ、点都

六条河原で処刑された。

落城後の打岡城は、羽柴秀吉の手によって、 4年後の天正11年 (1583)廃城となり、堅摂を誇った有

岡城も村巫の改修後僅か9年でその歴史を閉じた。

その後、伊丹の地には再ぴ城が築かれることはなく、「惣構え」の構造は近世の伊丹郷町へと引き継が

れることになる。

2. 伊丹慨町

(1)伊丹郷町の成立と発展

摂律回II辺郡伊丹村は文禄年1開 (1592-96)にはすでに15町からなる町場になっていた。

江戸時代になって、この町に洒造粟が発展すると、町場はさらに拡大し、党文年間 (1661~73)には

古い町15町に加えて、北之n町 ・徴冶J引町が増え、元禄年間 (1688~1704)にはさらに湊町 ・大手町 ・

住吉町 ・‘常9名町 ・天王町 ・扇十町ができて町数は合計24町となっている。その後止徳年間 0711~16)

に橘町と宮崎町が生まれ、また卒保年問 (1716~36)には戎111rができて、伊丹村は27町からなる町場へ

と発展した。

この町場の周囲には北少路村、昆渇U村など14カ村が隣接していたが、酒造業の発展に伴って、隣接

'14カ村は次第に町場に組み込まれ、 18世紀前半には伊丹郷町として一体化し、現在の伊丹郷町の原形が

形作られることになる。

当時の状況の詳細は元禄5年～宝永元年 (1692~1704)に、伊丹郷町の8カ村（北少路 ・昆陽ロ ・北

中少路 ・ 南中少路 ・必畑 • 新野田 ・外城・外崎）を領有した謀府側用人柳沢吉保の領村の状況を描いた

柳沢吉保絵図から窟うことができる。それによると、領民のうち関民の占める割合は 1割5分程度で、

他は商人、職人、雑菜となっており、郷村とgうより、商工業人口の比率の窃い郷町の名に相応しい載

栗比率を示している。

(2)酒造業の発展

伊丹における酒造はすでに江戸時代以前の文禄・既長年間から始まっており急速に発展する江戸を

市場とする江戸校洒の産地として発展して行く。

伊丹の洒造業発展の要因としては、従来の酒造りが、酒を年に何度も少しづつ仕込む）i法で行われて

いたのに対して、突文10年 (1670)に、謀府より、寒造り集中の方向に仕込むよう指示が出され、伊丹

の酒造業がすでにこの硲府の指荘の誘因をなす技術を開拓したことがあげられる。

伊丹の酒造業は元禄期には最盛期を迎え、元禄8年 (1695)年刊行の「本朝食鑑Jには江戸を市場と

する江戸積洒の銘醸洒として伊丹酒があげられている。

i.I戸積酒造業はその後も、伊丹の主嬰産業として継続され、江戸時代中頃の正徳5年 (1715)には酒
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造*72軒、洒造株数103株．株応6万..(jを記鈷L、元文5年 (1740)には、fJtJ・J-1t'Jは将q{の御肪洒となり、

「丹醸」として歓迎されている

しかし、江戸時代中期のウ保16年 (1731)に米fdliの引き Kげを口的として、品府が従来の洒造統制策

を転換して、洒造嗅励策とるようになると、新興の西摂の海枠地・lj'jQ)灘IIと呼ばれる地域を中心とする

灘の洒造茨が台頭してくる。

灘の洒造菜はその後ますます発展し、 IS世紀後半には伊丹、池Ulを）日．倒するようになる。

このように、伊丹の洒込叉は18世紀後半以悶も現在に至るまで継萩するものの、江戸積酒の主要産地

としての地位は完令に灘に体われ、 「渥の生一本」と呼ばれる銘洒と共に、灘がわが日を代表する洒造地

帝となって、今Uに王っている。

(3)近代以降の伊丹郷町

明治になると、江戸時代以米、栢造抹制度で絞制されていた洒造菜は人さく変貌し、新たに酒造鑑札

制度が存人され、増税と洒造業再編の動きの中で伊丹の洒造粟は決定的な打撃を破る。

一方、澄五郷は対象的に、 時的に生産凪は激減するが、明治I~年には引治4年の正石応の2倍にま

で回復し、伊月との必は更に大きくなった。

このような洒造菜のf{.illに伴い、洒迅業にかわって、 jJI月にはランプ、紺iiネル、マッチなどの近代_[

業が移柏されて、伊丹の芹菜構造は人さく変化してゆく 。

一方、産業を支える交通憬関の兄展を見ると、明治24年には尼崎(J}丹間にIll辺馬＂鉄近が開通し ．更

に明治37年には人阪塁餃1月を結ぶ、福知山線の前身である阪閲鉄辺が開通する。その後．大」£6年塚[.I

ー 伊丹間に阪~.紅鉄伊丹線が開通すると、伊丹は大阪市の近郊住宅都市の一つとして脱皮し、伊丹台地

上の仕宅化が促進された。また、伯知山線の開業を契様に国鉄伊J'I駅付近の沖禎地には人正から昭和に

かけて、東祥リノリ ューム、フジコ 、U東紡組、I]4'[£ 延、 K阪復r、台地上には住友俎T、ミノル
タカメラなどが相次いで巡出し、 ［業都市化が進み、第2次世界大戟を迎えることになる。

このように、洒政業を中心に近lltを通じて発展してきた伊丹は明治維新を契履に大きく変貌し、工業

都市、あるいは什℃訊Iiへとその竹格を変えて行くことになる

3. 光明寺の沿革と募碑調査

今fn]、B地区のヨ企の対象地となった光明寺は正式には浄土宋摂取山過照院光IYI寺と称し、現在、川

辺西国観世-a・:沿33所の筍32番札所となっているっ
寺伝によれば、このSの削建は荒木村前が人城する 3年前の7C亀2年 (1571)にまで遡り、開祖は百

万迅知恩寺門跡F春 I・.人とされている。

その後、寺は元禄15年 (1702)、明和 2年 (1765)の2度にわたって類焼し、現仕の堂字は天明 2年

(1782)に中輿純許 t:.人が再建したものとされている。

昭和54年の兵~H県近IU:il 、'i•建築緊急瀾在表によると、光1月寺は本代 O.:. IYJ 2年 (1782)建立の木造平

屋建瓦丑入/;J.)-rl磁桁fr8 1111 65.83坪）、山門 （同左）、 w炎〔同1i.〕と隅れ （昭和32介 (1957)建築の木
造平屋述｝、殷展迅18J平）及び沿地とで構成されている.,JJt. 内には笠塔婆塔身 （鎌れ時代前期）．俳人池田

宗旦（也公針）沿碑 （元禄6年）などがある。
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光l~j守は地の店碑については、 fJIJ'}市教行委U会と大r1iif女（，大学の合lu1潟社が11'われている

その結果、双地内にあった建立時期が分かる絡碑は江戸時代,iii期の店安年「ij(1648~165])から昭和

"t till (1926~ I 988)までのも(/)を含む109).!;にJこっている

これらの中で明治から昭和建ヽ.,.の近 ・現代のものを除く汀．い時代のものに隕ると、元禄の大火後の宝

11<. (1711-1715) ~ ,;,. 保年間 (1716-1735)建、'r(/)も(/)が11114胆あって最も多く．次いで大火直前の几

トが「:fill建v(/) 7)1-, が訣いているc、

また、明和2年 (17651の人火以降、‘な字が再建される天明2年までの安水 '1ii4~1780)~天明年

問 (1781~ 1788) ill立のものは社5)J;となっている

更に、元禄の人火以前の脱安~n:~年間述i'i(/)ものが18)↓、 Jt様の大火以ト↑、明和(/)人火までに迅―立

されたものが27),し、明相の人火以降、明治初年までに建,1.されたものが33甚あって、明和以降のものが

紋も多い 屯安～元様年lallは58年、宝水-~IPJ和年間は70年．安水~I:.!比舟間は88年で、それぞれの時期

の 1年1111の俎立数を.itn・すると、夏安～元禄年間は0.3基、宝永一叫利I年間は0.38晶、安永-J蔓応年間は

0_375)}. で約2~3年に 1某の割合で述立が行われている

これを、元禄人火の直後の1冴水年間の年'l;均迂立数0.5)よ、明和大火後の安永からR,lp.j年間の<t11~ 均述

； t. 数o.sntと比ぺると、建"if.)};数は大火後が‘匹年と比ぺると1.6倍から 2伯となっており、大火後改非が

行われて.,1aが新造されt・ことが班われる

以 tのことから、この近llt~については次のようにJうことができよう

すなわち、光191:ヤ岱地は、少なくとも l 711~紀中頃には形威され、 fPJ'rの洒造業が最盛期を迎える几依

年間には、その建立基数の つのピークを迎える

しかし、元依の大火によって大きな被1澤を受け、その復躾が行われる宝永年IIりに大きく改併されてい

る

その後、りl和2年の被災を紆て、天lJ]の常字11f建期に1りひ改作され、その後、人きな改非をそけるこ

となく 、現在にtっている

壮

I. 兵瓜,.i史編集Wl"l委U会 ） 97S{j"" f兵JillP.l-史」 :'j\3 ,~ 臥K県
2. lしJ,l(O,し史“染屯l"J公u会 1!18がI・ 「兵庫臥rt!Jl'J'I I i'.t 虹籾，』．
3. f1l J'J-1h史紺1'.1.'/181なn会 1972年「fJJ丹,ii史」第3を伊丹rl1
，I. 兵峠県人 ,·,n~輿刊行公Ai': 1983年「兵庫貼人:ri-WJi氏」檜I'祈閏fll版センター
5. 小長谷l治・ 11111宏淋 19%i!-「伊j'}氾町のil'l11l"l」「Iり内近世身占ヤ研究JIV ll:1内心11ト・号占7研究会
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第 1喪伊丹郷町災害史年表

5
 ，
 

U
J
 

1

4

8

1

 

王

g̀暉□
157151157
鉦

~
 

1596-J(iJ.1 
1613 ~ l(i公3
162-1~1凶3
16-14~16-17 
16-18-1654 
1655~ 1657 
16."'lllー1閾
1661 ~ lfi,2 

席
1釣 ,1.'t!).元
l臨 ~li03 I註がfllll

I臨
1690 
16叩

1702 
1701-1710 
1711~1715 
1712 
1716~ 17:3(:) 
17公）
17:10 

17'11-17'1:I I、叩f.1111
17'1/i 延'i3 

岱

[JI5965667482

7

7

7

7

7

7

7

 

l

l

l

l

l

l

l

 

li9'l 
1801 ~ 1803 
1812 
181b 
1818~ IS: 刃
18: 灼-1凶3
18-14 ~ I糾7
18-18-18.'>.1 
IMI-llt')!l 
18f-,() 
1邸 l~lAf>-1

旦

り・・ り
治水 I
嘉,i;,i;
文杓I2 

永,1:17 

K文2
K文If¥

水~A lI 

,i;((!. 2 
仄Jf2 

人if6 
文lA年間

, ~u年 IIU
JCffllf llll 
立水年[11]
,F. I呆年間
屯'i,;;<l'Jnl
1J11~s,-m】
)i佑年m1
．虹文年 rr~
廷 if2 
廷':i{:;

几l"A,i. 
元tA3 
,r.!AI~ 

n;l,tl5 
宙[,k年 II~
ti.!! 年 II~
1I. 徳 2

,;q炉1叶I~

•1-1i14 
ん文5

立延,i:
'if.lt'i 7 
'ir.lti・9 
IPJ.fll 2 
IPJ.fll 3 
'i;i: 永,i.、
X.IVJ 2 

、応政 1
, /ff)年1111
文化9
文化13
文政年Ill]
人保<r11u
弘化'J,ll[]

出永~r.u
安絃年1:u
IJ延冗
文久年1111
几泊冗

I 
鷹応2
叩柏J(
・杓IX.2 

← 'If JTI 
「"'愧，；し」に伊多丈武が所の名がμぇる
多m神社文1'} 田地寄追状」に「fJげ｝」の地名初μ
「{JI}')-城」の名が初めて占文3に見える

flt J・t城iよ ・LUX城するが 「細川やJ家品」によれば、「惣情
え」の先駆的形想が見られる。
向・揆の猛攻に耐える

:~{ .u没の勢））に抗し．難攻イ遠らの城のヤ心を得る
（「細川1釘家1':cJ)
fJI Jj城蚊後の城J:.LJt}')-親興は織町、!~が人ぶすると,.t !< 
ルにつさ摂iltぞ守，退と呼ばれる。

元木けふが伊丹設興を破って{Jt)')-に人城し、イi岡城と改
める
け屯が{,1此に1え旗を翻し、は長軍によって{jf.-tj城は柑城
..:.の中、嘘9が町・梵松llf・魚屈町 ・材木町 ・中之III・竹
序町 ・ 絹J;;{llf ・ 柳llf · Jt節町 ・ 米/'\{IIJ ・ 紺.h~llf· りEl¥-
町・祈町・南町・鰻足町の各lllfあり

△ Ii Ii¥鋳の紀年銘

光,,1-~ 関連：1im 

摂取l ll ii!!fl粽光明、~•Ill!削

△ JG51 (縦安4)

この叫1までに..Itノ●r・n冶が町ができる 1△ I(沿2(・化文 l)他
l'JIり,';焼ける △ l(i7H (延-~・、l)他
•6(数．昆陽H-61. 北少路付76、中少路村18.外鯰村18.
外域Hl9、ぶ畑H12. 
暉靱字焼ける 1△I知（砂1じ）
この頃までに．常”町 ・ 天土町・~,.町 ・if!町 ・大手 △ 1691 C,cM4 l 1也
町・坂町・仕t,(袋）町できるし
"位町から1H火し、 160軒が焼ける。
嵐JL町を伊勢町と改名する＿
反、£冒［から札ノ辻まで洒家16軒などが焼け．飛び火して
ト市場も焼ける 万稔寺~宇再び娩ける I 
,,, 少格村から北ノロ町へかけて439軒が焼ける

△ 1705 ('iりk2 > f也
H~ 町・債（毀）町できる △ 170;, (ti~, じlf也
吹求飛び火で鰻町焼ける
戎町でさる ，△ lil8 c•;r.l~3l I也
北少路村西表からIll火し、 80訂が焼ける
洪水で外幻け・ ・r,r, 揚村が減失し、 tt手堤160'1'が川Itと△1739 c, し人Il I也
なる

外給付．，む畑H・外坂村などの川成 ・紗人地が復Illされ
る
人f町鍋兄：j~ 兵衛および拍松庄(j衛門の洒汝が娩ける。
杖¥I/ヽ 界焼ける、
北少路村からIll火し、 13軒が焼ける。
北少路村からIll火し、 6軒が焼ける。
戎町から/II火し、 6軒が焼ける
人風でa1fgノ1i1J}tQ)立木75株倒れる

総松町鍋舷油左幼門の醤油磁 2~成が焼ける

軒I•少路H・北中少路村で火災あり。
野・H御供所からIll火し、 3人が死ぬ，

大洪水で占城卜の坦が切れる

光明、')'g池改作

△ 17-13 ('だ保1i:)
△ I 7-11 (it. •'l 几）

1¥174!1 ('(t延几）
△ 17!>:l C'i、・1:t3) 
△ 17f•I (U}J.filん）
fJtH人火にて光'"、"類焼。

△ ms (安Ac2)他
光rpJ.~q, 輿鍵1'f#tll人が
党 jを 1り仕する
△ 17H2 (J~IJJl 2)他
△ lilll ("fl政［）他

△ IRlfi (文化13)

△ 1819 (文政 2)f也
△ 1830 ( J~f呆,i:) f也

△1割6(ii, 永,i;l
△ 1855 (安政1i:lf也
/¥1860 (lj延Jし）
△ IH63 (文久Jし）

△I郎!i (J~ 応TC)
△ 1874 Cllllm 7 l f也
△ 1917 (昭柑13)f也

久~C.Lti.氏の{II丹繹If災t炉i表 If{1凪庄年代格記 から抜朽
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第2表光明寺墓地・ 墓石集成(1) ＊幅ど襴年りU↑年

No. 西肝 ~,-'iJ・ 傭与 No. 西屈 年サ 倫与

2 I I 1!>65 
J61!t 71 1829 文政12I 

昭和40 17 llt入寂 75 l725 ウ保10 ＊溢・ft器砥：』
3 1973 昭和48 18 lit人寂 76 1975 町和55 迂t
4 77 ＊蔵什器確認

5 I 78 17糾 明和元
6 79 k輪塔
7 80 石仏邊点
R 1718 r/.保 3 h.fi 81 台座のみ， 1701 ,c:M14 白石 82 1816 文化13 退之
10 1731 >'f. 保16 台石は1713(正徳 3l 7世 83 1899 明治32 1860. 1858. 18邸述立
11 1740 Jし又 5 1719 ("?'. 保4) 84 
12 85 
13 86 
14 l!i1l 昭和17 紐之 87 1682 天fll2 1662 (、だ文2l 

15 1913 昭和18 述之 部 石仏地蔵
16 1943 昭和18 述之 89 1711 iF.此元
17 !95R 昭和:l3 ¼! 之 90 1709 宝永6 天保2 (18.11) 
18 1R5R 安政 5 ~r兵衛 91 
19 1936 昭和31 速之 92 
20 1970 昭和<15 述之 93 1698 元慎11 1693 (元禄6'
21 1978 昭和53 木製 94 ＊蔵什器直認
22 1965 昭.ftJ40 迅之 95 1705I 宝永2 1677 (延宝5)
23 1978 昭和53 I 96 1724 i;>'. 保 9 地蔵立9象
24 1961 昭~1139 97 
25 地蔵i't.f象 98 ＊祓·:~苔確認
26 99 1980 昭和55 木震
27 100 1981 昭和56 建立. 1944 (昭和19)
28 19'10 昭.fllt5 101 1980 昭和55
29 1753 7.Jh 3 午 ・1746(延”・3l卒 102 1691 元~~4
30 1875 明治8 叫．囀， メ•． 103 1684 ＂亨元 1651 (漫安4)
31 1816 文ftl3 104 1676 延 4 1678. 1681. 1681. 1694 
32 105 1784 天明4 述立
33 1887 IPJ沿20 ai 106 地磁
31 1858 安政5 迂之 107 1789 夭明9
35 1938 昭和13 辻之 108 1968 昭和~3 述 ，'f.
36 IR7R If! 泊11 r ¼J!V之 109 191/l 昭和23 達り．
37 1776 安水5 ＊蔵行器確認 110 1863 文久3
38 18-18 贔水冗氾之 ＊政1')-器確認 111 1740 元文 5 1711 (正邸元）
39 1797 文政9 112 1792 寛政4 立之．
40 1830 .i..ft13 113 1775 安い
II 1784 X明 4 ll4 
42 115 
43 五伯の水佑 116 
41 l9i5 昭れ150 地磁イ;rn. 同 117 
4S 1821 

文政" I ， 
118 

16 119 

＂ 
19:lR {{和33 itヤ』 120 

18 121 1756 宝沿6 l75!, (延ワ:2) 
19 173.'; •7, f呆20 122 1754 宝r,f4 
so 1819 又:fl{2 ,,, 建ヽ '.l 123 石仏地蔵
51 124 石仏地蔵

;2 I "~J ん文ヽ' 125 
53 1917 k. 花6 ih. 立 l:t6 ,f, 詳
5,1 127 れ輪裕・
55 , ＊蔵1れ器確認 l邸 石．綸塔
:;r, ＊誡・；？器確認 129 斤輪塔
-:,1 1871 りlm 7 11¥2,t (文政 7) 130 不詳
:;s 131 不肝
59 立文!), 10・ 宅水2 132 1816 文化13
60 133 1731 が保16
61 183•1 X保 5 述 I°/. 134 1773 安永2
62 l!125 昭和14 述立 135 1731 午保16
63 1973 昭和48 仕之 136 石仏地蔵

64 137 
65 1743 、化保3 138 

I 
66 1782 応Pl2 1752 (官:rlf2 > 139 
67 1720 'Xt't!、5 140 
邸 1956 U(iftl31 述之 1<11 
69 1749 冗延2 1716 (延・7-3) 142 
70 1951 附.fl)26 143 石仏遍蔵
71 1758 宝113-8 169•1. 1697 (元禄7, 10) 144 石仏
72 1115 五輪塔

73 1744 'fl保 4 1729 (?'. 保14) 146 石仏地蔵
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第2表光明寺蔓地・裏石集成(2) ＊絹ど欄年8は卒年

No. 西l汗 年号 {I考 No. 洒射 年号 籠考

147 石仏地蔵 220 
148 221 
149 222 1816 文化13
150 223 
151 224 
152 1786 天明 6 225 
153 不詳 226 石仏地蔵

154 227 
155 2認 五輪塔

156 229 1i.翰塔
157 li17 卒保2 230 
158 石仏地蔵 231 石仏
159 232 
160 認3
161 234 
162 石仏 235 
163 1835 夭保6 236 石仏地蔵

164 t江保？ 237 石仏地蔵

165 台座のみ な迅 打輪塔

166 石仏 磁9 五輪塔

167 1797 窪政9 公〇 1745 延亨2
168 1834 天保5 241 五輪塔

169 1753 宝)ff3 卒 ・1746(延卒 3)卒 242 五輪塔
170 243 水入
171 244 不詳
172 181 I 文化8 245 
173 五輪塔 246 
174 五輪塔 247 石仏地祓
175 石仏地蔵 248 
176 五輪塔 249 
177 1747 延保4 173,t (Yf-保19) 250 地蔵
178 251 石仏地蔵
179 252 
180 253 五輪塔

181 254 五輪烙
182 255 五輪格

183 不詳 邸6 五輪塔

184 257 打輪塔

185 258 万輪塔
186 石仏地蔵 259 
187 260 石仏地蔵
188 261 五輪塔
189 262 台座のみ
190 1720 が保5 丸尽六兵衛 263 五輪塔
191 地蔵 264 五輪塔
192 265 九輪堺
193 Ti. 輪塔 266 五輪塔
194 五輪塔 267 
195 沈8 五輪塔
196 269 五輪塔

197 270 五輪搭
198 271 五輪塔
199 272 
200 273 五輪塔
20) 天和6 274 五輪裕

202 元妹？ 275 .(-j仏地蔵

203 276 斤輪塔

204 277 万輪塔
205 278 五輪塔

206 
207 
208 
209 
210 
211 1767 19J和4 1761 (宝府II)
212 五輪塔
213 
2M 
215 石仏地蔵
216 1755 宝暦 5
217 1696 元禄9
218 
219 
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第3表光明寺墓地の墓碑の変遷

内 Ill' ff り 込碑年サ 庄数 蝙 ,~ 

I 

1618-IG;,J 頃安!J'IIIJ Jf,:,J(I艶安Il I 

1652~ 1654 1{(1t.、年!Ill

゜1655~l(i57 IJJl!l・{I'!Ill 

゜165S~l66り Ji治り/IU 0 

1661-1672 丸又tr!Ill 1662('t:i'. 又2).1669 (~ 文9),1670(1Y. 文10) 3 

1673-16ゆ 延-~ペ,:uu1676(延'il、I).1677(延rに5l. IG78(延宝6) 5 ヽ

1681-168:, A.fllり11IJ 1681 (X.f1J ,~). I邸2(文.fll2 l J 

168'1 ~ 1687 l'-l ,;, if JIU lt>8'1-l W~(元1 I 

16郎 ー 1 7◄):i ri:.t/.. 年llU 郎）)(,dieヽI),1'.>~3(,i: 採6l .1696C1i: 快9l. 1967(,i; 7 

tf<H)i, 1698(元l"t-11! . l 701 (Ji: 様14),1702{元妹J5)

1701-1710 i{水年1111 liO:,-2 (宝永2J. 1709(宝永6) 3 

1711-17):, 11 rt! 年IUJ 1711 2 (1Fft.:. 元I,1713(I日も3I 

゜1716~ 1735 'll'RイflllJ 17]8('i.j呆3).1719('以保ヽ I). 1720('t-保5l 1724(•if?. LL 

9'・1725け［保10,.1729ぃ；q呆141.1731 (t/-保lnJ
173SC'i俣20)

1739(ii: 文 ll.1710-2(元文5J 3 

1736-17-10 元文り1閃 171~ (花保元） 3 ． 
1711~ 171:l 1化iは年間 1, ,14 cl{•1· ,u .114c;- 2 c延,;i:3) I 

1711 ー li4i 延 -~•1f'I/U 1719('む廷,u ~ 

17,11!~ 17~.0 ・んせfj;・1/IJ l i53 C'~ftt 3 l. 1758 C·t.•1:f I:¥) I 

1751 -1763 宝ltl年 lill 17い(IりHnん） 2 

1761~1773 Iり1111年間 1775(安水2).1776(安水3) I 

1771~1780 安水r11111 17821天明2l. 17凶 ー2(天!Jj.j l 2 

17bJ~J7~ XIJJfJ'同 1789('/!敗庄）. 1792('fi. 致4).1797(冗政9) 3 

1789~1800'ft致,,rll 3 

1801~1以）J I戸IIりl:U 18161文化13)

゜1801-1817 文化介間 181!!(文政2).1821 (文致4).1824(文政7).1829(文 1 

1818-1829 文政年1-'ll 政12) 4 

I 18.10(~ 保冗）. 1831 (反保2).1834(天保5)

1830~ IR4i k. ff!tftUJ 3 

18-11~ 18-17 弘ftWflU11郎 （“にl

゜lf.18~1853 ~ 水年lllf 18:',5<安致JC)• I 11;.f. (安致2).JR! 芍-3 ¥安政 It I 

1851-1859 安政年間 1珈 (}j延JC) <1 

1860 Ji延年間 1863(又久3l I 

1861-I部3 文久'FIIIJ I 

186-1ー1邸5 几治り 1閲 l&i5(窪応,i;)
JRllli-1郷 ltLc、年間 11'174 (明治7J. 1875-2 (IJJ治1)1,1876IJJ治!)I I 

18fi8~ Hn 1 !JJ治il・-IIU 1878 (叫治11).1886(明治19).1887(明治20). 8 

1R99(1ltJホ22)

19 I 7 (人116). H.12•1 (人If・13).192.">(人u.14)

1912- H• 茄 .k. 11年1111 1938(昭柑t:ll.rn,io-2 <昭和l~I . 19-12(昭和Iii. 3 

l!J26~ lfl邸 尉惰1年fill 1913-2 (ll/{.f11181.1918(昭和231.1951'昭和261. 28 

1956-2 (昭和31).1958-2, 昭和33),196れ昭和39).

1965-2 (昭和40).1968(昭和431,1970(昭和•151,

19n-2 <昭和481,1974(昭和491.1975-2 f昭和50〉. 店地改併
J!)78-2 (昭和531.I 980 -2 (昭和55),1981(昭和56)

I 
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III. 遺構

1. B地区

(1)遺構の概璽（図版6)

B地区はC地Fの西にに接して店定されており、現光明寺の北側、 Ill~丸1J•J祁分の l:.に入リ地として利）ll 

されていた部分である。＇渇1fl人は1+-i北約33m・東西約12mの貶））形を;iしており、約396.7面について潤

在を実施した

1ヽ,;&地は、潤介I前は、光り1、}の敷地となっており、大i[4年の地mt叫では内側 I/3は宅地、東1IJI2 
/ ;jは光＂悶(/)本 '.t(及ぴそのliifi(Jj(北側） に営まれた硲地となっていん

潤介はE地跡と光1りり•·本•::;•~が、西側に存在した宅地の曲介から始め、 ·-t地• 本党移転に11'ぅ盛土とゴ

ミ穴を1幾械）Jにてrr:.1:した後、人）Jによるm1tを実施した＾

逍介の未＇；米、移心以前の光 fり寺,-ff. う、本党、硲地、本；；；・と俗地を結ぶ位道や小咲と,':£地をFりJる溝、

寺とt地を仕りJる梵地、幾良かの火災に什うゴミ穴など17世紀から 19世紀にわたる光flll ·,~.,に係わる遺f1i

の他、鎌ftll、}代の泊、 ,!itlt貼代後期の溝を検出した

これら各時期の遺壻面は、地111而 Lから形成が始まり、基本的には火•Ji と Jj·付け ・佑地 （盛上）の段

陀を踏んでtt.J-J1され、現地女にtっているが現代の廷や家屋解体に伴うゴミ穴や防空j及の財削によ'.)

て宅地であった世＂が,.、 Lヤ全体の柑'',祁分が地山以下まで掘削されており ．遺柑r11+が汗i失している
また、残りの部分についても公地改作や本立の移転による削•1! • 攪乱を大きく受けている部分が多くみ

られた

(2)基本層序と遺構面の骰定（図版7)

潟在I'!.の1悧悧虹においてm&.でさる甚本的な~jrr,は以下の通りである

I I必．七 ・i1:l・り約11. , 3 )火災Ml• (I )整地!i.'1 1· 5火災~[I . 叫各地fclll · 7 火災JMm • ~; 柊地mm •

・.!/'. 火災~,j1¥'. !IQ整J也/(,11¥'・ 11'.火災'clV·11上壌~II·13整地TriV • i-! 1地tll~

火災~'$は微細に見れば、火災による受熟血（赤化したl\'i). 火災によって控覆した炭・灰・焼:l:k1、史

に被覆した炭・ ~k. 炊 J:/\.'1 を均した火-,~片付けMに分かれるが.,t,:r-; では一括して火災りと}<現する

uR,J盛上は本‘代の移軋 L•Jtに件うものである

2~It壌~l は、移転l前の本咲に仲い形成された土壌Mである 上血より本放移転1前の悦れの抜き取

り穴が切り込む。

3. ~'1は笠地~1 I I・ に薄く止がる炭 ・ 焼 l:~である 傑店約18.9ml前後 火災K、1Iとtfぷ
11:~ は火災Jo;,jl・D IIIJに仏`がる111 さ 15tml前後の黄茶色砂礫よりなる格地~H である0 l. 血より脱イj(/) 

据え付け穴が切り込む

,5 .. 陪は整地屈nI. に沖(Jj、がる炭・焼上料である。歴科約18.7mlflf後し

{~' "1は火災h-1n・m IUJにlムがるI'/さ2Scmt前後の黄褐色砂礫 ．灰色極細砂よりなん整地Mである 1:山i

より礎{1の据え付け穴が切h込む，灰色極細砂は部分的にL壌化しており、 6Jctが形成されるまでの

JIilにt'Fのn.~1111が粍過したことを窺わせる 粒地~a と呼ぶ
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:J)Rjは⑧層上面を被覆する肛み!Ocrn弱の炭・焼土図である。調脊区の東側において比較的n<.澁査

µ西傾では、地山の出現レベルが為いため、 ®~形成時に削られ残っていない。火災肘皿と呼称する。

R庖は標甜18.40ml前後において広がる黄褐色シルトまじり極細砂よりなる整地層である。匝みは約JO

cmと薄い。整地屈mと呼ぶ。

R形は隣査区全域に厄<Ji.,; がる火災粕一炭 ・ 焼土培である 。 火災~IV と呼ぷ。

⑩陪は探窃18.20m前後において広がる整地柑である。Nは簿く、黄褐色砂礫．灰色相砂などを敷き延

べて形成されている。整地附IVと呼ぶ。

⑪層は⑫層 ・⑬陪上で検出された炭・焼土的である。 Jr;lみは2訳mを越える部分もイィ：在する。 火災問V

と呼ぶ。摂店18.lOm前後。

⑫層は⑬附 ・⑭附上をJリ：＜ 被覆する（：壌粕一茶灰色シルトまじ り極細砂附である。揉窃18.00m前後。

⑫灼は15世紀末の遺物を含むSX244・SD07・光明寺本堂創建期に本棠基境部分に造られたと考えら

れる方形上坑を被覆している。

⑬陪は⑭陪（地Ill)直上に部分（内に検出される整J也層である。盤地の時期・性格には不明な部分が多

いが、 $007によって切られている部分もあるc 整地~VI と呼ぶ。

⑭屈は土地利用の述いもあり、改査区西憫では窃＜揉窃18.30m前後から、東側では低く、 18m前後で

出現している。

以上、潤査の結果、少なくとも 5(n! の火災が平面 • 土柑断面において確認された。このため、溝1Eは、

火災層を鍵駁として実施することに努めた。但し、火災料が薄い部分も多く、実際の潤査においては、

基木的には、移転前の硲地の而より下を大きくに 3而に分けて硝査を実施した。即ち、④陪上而ー火災

屈r下の整地面卜を筍 I面（第 1逍楕面）．⑥附上面をtとして検出した火災削rr下の整地面r.<第2迅

構面）を第II面とし、R屈上血の火災培m下の幣地血（第 3遣構面）及ぴ⑬所 ・⑭沼上面ー火災屈w下

の整地面（第4迫構面）及ぴ火災層VFの整地面 ・地山面（第5遺構面）上の追構については、閲査期

間の制約もあり、最終的には地山面において検mし、全只写真 ・航空写真撮影を行い、第m面とした。
但し、第4遺構面については本堂基境の変遷沿程を把掘するため、莉査を行い平板測品を実施している。

さて、光明寺は．寺給起では元屯2年 (1571年）に百万辿智恩寺門跡玉春上人によって開碁創立され、

天止2年 (1574年） に11.0藍が完成したとされている。

また党文）L年 0669年） 「伊）1郷町絵閑」において光明寺は確認できる。

光明寺J,'/j辺は、 「布岡庄年代秘記」によれば元禄l2年と元禄15年に紐けて大火に罹っており、元禄12年

には「寺院六ケ寺洒家十六軒」が焼失し、光明寺はこの時に焼失したと考えられている。さらに、元

禄15年には 「鼈数439軒」が焼亡したとされている。

元禄15年の大火の後、本堂は「有岡庄年代秘記」の記載及び近年発見された棟札から宝永8年 (1711年）

に再建されたことが判っている，，

寺は更に、宝暦 7 年 (1756年） • 明和年間 (1765年 ・66年） の（-JJ丹大火で類焼し、天明2年 (1782

年） には中興純井春牡」-.人によって再建されたとされる。

以上の寺緑起 ・火111-記録 ・ 1Jりt市教守委且会の潤在成果 • 本堂の解体記録に加え、今回潤布の出土遺

物の年代観を勘案して、結論だけを述べると、炭層が厄く 、非‘常に且く焼けた火災附Vは時期的には17

世紀前半の火災によるもの、火災層Nは元禄12年 (1699年）或いは元禄15年 (1702年）の人火に伴う
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ものと考えられ、第 3整地層は宝永7年 (1710年）の本堂再建に1中うもの、火災層IDは宝）仔7年 (1756

年） もしくは明Ju年間 (1765年 ・1766年）の大火による類焼によるもの、⑥屈は天1月2年 (1782年）

の再整備に係わる整地であると考えられる。

以下、各面 （遣柄検出面）の概要について述ぺる。

(3)移転以前の墓地と第I面の遺構 （図面8~11) 

第1而は、歴邸18.8m前後に広がる移転前の本党 ・磁地の状態を示す迅構面である。

但し、検Illした第 T面は、移転li1fの寺域の旧地表より 一M下であり、間に火災陪と考えられる炭沼

（火災t¥"1I)を挟んでいることから、蔽密には、移転前の本党 ・絡地 （これを現代の寺 ・硲地と呼んで

おく。）よりもやや古い状況を示していると考えられる。

第I而の具体的な時期は詳らかではないが、 主に近現代の辺構を検HIしている0 後述する第町而では

19世紀fiiJ-,~ の遺物を開IJ葬する硲が検出されており第 u 而の時期を18世紀後半~ 1 9世紀前-~と想定するな

らばI911:1: 紀中葉以降とすることができよう。

第1面では、移転前まで残っていた現代のふ私の区画が明らかにされており、区直内から、改拌された

現代の骨壺よりも古い骨壺が出土している。また、区画外からも、現代よりも古い、江戸時代後期の骨

壺が検出されており、新111況在した状態で検出されていることが判る。

移転前の硲の区画等については、 ~I 而の潟企によ って明らかになったが、 硲石については、 発掘関

査前にすでに撤去されていた。しかし、硲石の撤去IPIに大手前女子大学による廷碑関査が実施されてお

り、この謂在によって、店石の配骰状況と年号が明らかになっている。

それによると、移転l1ilの袋地には、本堂の北側の東西約20m・南北10m弱の敷地内にll2基の公が確

認されており、匝南角の磁門を入って、東西方向に 4列・敷地西端に南北に 1列と東側に南北に l列、

さらに東奥に歴代it侶の硲所を配骰していた。

墓碑銘の一部は図版9・10に図示 し、第2表に集成したが、江戸時代前期の脱安4年 (1651年）から

延宝4年 (1676年）・天和元年 (1681年）．貞が元年 (1684年）や中期の冗禄15年 (1702年） ．宅永 2

年 (1677年）. ft保20年 ( 1735 年） ・元文 4 年 (1739 年） • 安永 5年 0776年） ・天明4年 0784年）、後

期の文化・文政年IHJ(1816~1829年）、碓木の炭比；元年 (1865年）までの硲碑銘を確認している。このこ

とから、経地の形成が少なくとも江戸時代前期にまで遡ることが明らかとなっている。

迎情は，調査区の西半部では、火災に伴う火 化`かたづけのゴミ穴SKOl・S K02を除けば、同時期の

迅構と認識できるものは乏しく、近現代の遺構である防空以が2カl祈存在する以外は宅地撤去時の攪乱

が存在するにすぎない。

潤丘区東半については、本棠と硲地に係わる辺構が検出されている。西半の宅地部分と東半の本裳 ．

涵地の境を示す遺構は検出されていない。

必のl凶画 ・）tti~ 以外には、直脊IiのJw端では、移転前の本党の娃用の北曲を1私画する石列が検Illされ

ており、 ,{j列に付けられた本堂へJ-.がる陪段が見つかっている。

基境北而の石列は、現況では階段部分を中心に4m程度残＃しているに過ぎないが、溝状の痕跡とし

て西走し、澁査区の東端から約15.5mの地点で直f月にrlbがり、 北西の隅を造りだしている。

溝査区束端に＃在する礎石は、康隈断面に付一存する礎石の抜き取り ・据え付け狽とともに本営の北東
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端の2r.o分の総1iであったと井えられる?

また、石列の前血には、束l'!i)i向に走る硲地と本党とを仕切るイi列溝がイ[;{j_しているc 石列溝はl'I然

hに加え硲石一心五輪格によって造られており、溝内法約10cmを測る>(この6列消は笏n面において

すでに営まれていたものと考えられる ）石列沼はぶ1i:.r<の東端から111現し、約12m内走し、 1(ffJりに1tlヘ

曲がり、基撹石列へと延び、史に）.Ulfの北内隅に沿ってクランクしている

この石列溝は本堂の西血から北,ru史に心地との脱を巡り、 B・C地lメ．間に現在も流れる溝へ取りつい

ていたと考えられる。

また、基禎北洒隅の前1面には、硲ィiを転If)した硲門の使イi及ぴ塀跡が検Illされているぐ磁["Jの船は約

L5mを測る

硲門から-~地内には"f..(jを救いたら逍が存化している 敷ィiは硲IJlJから約3mで東へ曲がり、硲所

巾央にある梢家総代の知祈付近まで延ぴることが確品された。

第 I 曲の遺構の配四は、西'I'部に•t地跨とどえられる這情の乏しい郎分、東・和の南端に本堂、 その,iii

面に本党と公地を分ける溝があり、木党の北洒端のtiiJ而からg地へ入る虹,.,と敷石の店道がはじまって

いたと推定される。

(4)第n面（第2遺構面） の遺構（図版13~18)

A. 概要

第 u 面は火災~Ofの整地~'1U I・ において検出した、屈本的には第 r,,uへとつづくレイアウトをもつ

迫情面である 第II頂ilt)l-,本的には祁 J 面へと絞く レ イアウトをもつが、後述する f~の第mmiとは人

さくレイアウトを迎えてお•>. mm • ~II 血JUI で、寺・公地の利JIHki兄が大さく変化したことがtlJfJJ し

た

り~[l 血iの時期はイ渭1な l.r.も多いが、 19世紀前半の迂物が副葬されているS'¥:21Rを時期を与える災4ムの

一つとして、第Ulfliの成立をx.lV)2 年 (1782年）の光叩かのjfj:~伺以悶と捉えるならば、 18111:~.+.~19

ltt紀前半代の時期がり・えられよう

遺揖は、』査F西中部においてはゴミ穴 ・火$)ヤ付け上坑、 中央祁では岱l"l・ 必追、東半部では本代

の北曲の石りIJ及び本‘党と心地を分ける(1りI)溝そして火非による公地が検111された。

漑介区の西 I・3には、ゴミ穴・火'Ji片付け土坑である SK 03・S K (16・S K 07・S K 09・S K 25・ 

S K 30・S K 35・S K 58が穿たれており.ft屈・店地としては使mされていない 南北方向に設nされ
t..: 1:U (SD03lは排水に使Illされたと与えられる

虹ドのレイアウトは．）卜本的にはm1血とluJじである 本党と~~地に係わる辺情が検出されている

また、 tl!i1'の宅地部分と束,,~の本,;;,:・ 公地の)~を示す迫構は検Illされていない＾上管溝S01)3 と •f~行し

てIll北に走る築地塀 (SI、・02)は、かIlI面においてまだ輪邪を残しているが、 SK25・S K35にりJられ

ていること、士柑断liiiで9よ．築地塀を切った上坑の I・.面を火災~'1 IJ が被穫 L ていることから、 ~0lftiで

はすでに鰻くなっていたnf能什が窃い

はのド繭 ．什o,l;j以外には、 J11i:lメ．の南溢では、光l月寺本常の部が砿品されている。潟企lもlヒ・東樅

の観杖から礎石は第0血の火災後もJr,) • 箇所で持ちヒげられており．本改を限る石列 ・硲石は、全てお

1面に継萩され、基本的なレイアウトは筍I面に引き搭がれたものとgぇられる
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第11tfllの追構のレイアウトは、 tり中部に宅地跡と考えられる遺情の乏しい部分．東‘位）1ti端に本堂．

そのIii/[[Iiに本収とら地を分ける溝があり、本堂の北西端の前面から必地へ人る~,門と~\迅かはじまる

硲f'りの位rnは約 l面にり1さ継がれる 必近についても、木棺gsX218がイi敷に面して営よれているこ
とから、筍Urfliにおいても、必迅は敷石をもち、第I面とはぽ(ti)じ位訳を辿っていたとどえられる

検Illされた'.tit!よ． •一部に箱式木棺が使用されているが、大·~は、火秤による坪併がr体であり、 上師
tlの火m し咄や丹波焼:.;.~. 甕などを什改器として使用していたc

位は、 ~I 血・現代俗の分布とほぼ爪複して検出されているc その分布から、以下の辿りにグルーピ

ングできる

1群 込門を入り l「1面にある仕群 (SXIO-t・SX176・SX178・sxrn.1・SXllvl・SX218).

2訂 ~Wl を人り、イ沙IJ渭に沿った列 (SX174 · SX175 · SX 102 · SXI03·sx1n·SX l72·SXJ7 1. ・ 

SX170・SX168・SX169・SX203・SX1-16・SX147・SX148・SX170・SX204・SX199・SX200・SX201・ 

SX197) 

3群 2群とはg迅を杖んで北側の列 (SXlll・SXH9・SX150・SXJ60・SX162・SX163・SX16'1・

SXl65・SX167・SX177・SX220)o 

, er ,2.-ar . c3群の東傾にある硲群 (SXL44・ SX115・SX!43・SX107・SX108・SX109・SXllO・

SX208) 

5群 1.4)群の史にi'f後 （東問）、歴代俯（月の必所の位骰にある必肝 (SX180・SX181l 

"6°1群 I)・(3群とは硲迅と与えられる空間を挟んで北鱈.4郡の酉憫の列（ゞXI12・SXI 11・5Xl40・ 

SX136・SX139・SX!31・SX135・SXl28・SX 129・SX 126・SX127・SXJ30・SX132・S入121・SX125・

SX116・SX119・SX120・SXl21・SX122・SX123・SX117・SX189・SX106・SX!&:i・SX2沈．

SX236・195 l。

7'1群 i-111tlx. 北4¥t部分に位沢するg群 (SX245他）。

8 r.r 'f~'l の俗辺を越えて西闘へJムがった硲群 (SX112·SX113·SX11I・SX115・SX190・SX191・SX240・ 

SX2-12・SXZ.13・SX239) 

岱の人 •r.は火作公であるが、 I,肝には、 19世紀初頭の遺物を屈l祥した箱式木棺SX218が{-f.(1している。

箱式木棺はSX218以外にSX.167・SX.232・SX228・SX236の4甚が-rr在しており、 SX228・S X236 

の木棺についても筍 Drf1iに作う可能性が考えられる。これに対し、 SX232では H・lよりmJI• m血IIUに

ft-うと名えられる火杵什・,::i(火梢・，;:i) が入れられており、第m面に伴うものとどえられる。

また、 SXl19では‘印’りI・7年 (1756年） の虹碑が倒れたまま検出されており、 l.Uiを残したまま整地

したことが窺える 祁11u'Jiが椛地 ・糀偏された時期を知る手掛かりとなる

後述する火災MIUから第uJfii~ 伽完了時までの間には約30年の時間が粍過しており、その1111に＇莉まれ

たと考えられる火夕似れも多いと考えられる

硲a,rnにおいて検111した店の1(1にもやや時代が逆tるものが幾つか含まれており、火柑壺の編りから、

SX 108・SX 195・SX 198・SX 119・SX163・SX 136・SX 103・SX 120・SX 116・SX 121・S 

X 192などはt4¥Il・ill u'tillりに ·~1·まれたものと考えられる。

これに対して、のa1r1i整佃後に件まれた火非硲としては、 SX146-SX 1~8·SX 199・SX 211な

どがあげられる
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B . ..tな遺情

・t 石列溝 (liJ版11)

石列溝は潟介区束嬬よりtll現し、匝＂へ約 12m分が検出された。名地と木棠とを仕切るために営まれ

たものと考えられる ん列溝は径15cmから10cm程度の自然石に加え店石・ ーイin輪塔によって造られて

おり ．溝の内杖は紺約10cm.深さ約10cm前後である

この石列溝は第 TI川においても継紐して使Jtlされ、概安において述ぺたように本党店l!lの内側に沿ヽノ

て走り、 ~l地の前曲を辿り、 C地I.,{ との校を南北に走る溝に流れ込むものと考えられる。

2) 木棺•俗 SX2l8 (~! 版21)

潟企区中央部より検HIした行i式木棺仕であるn群） e ~ は.~門より北へ入ったif.血に位irlしており

（①群）、移転Ii仰の仕碑）乱介による池57の1f(fに営まれている。また、 SX210とりJり合い先行する。

廷は，火~1H~·付け l·J/(SK71を切って営まれており、長ガ形の硲漿に箱式木棺 (~棺）を入れている

紅墟の規校は長辺約10:;cm・ 短辺約85cm・ 残什する深さ約85cmを測るc 揖lffllは地111に辻する

箱式木棺 (Ii!棺） は、 ・辺が約56cm・他辺が約54cmのほぽ正方形を星しており、残付｀する深さは約37

cmである 使用した木棺のIi(板は2枚の板、残イfする側板は一枚の板によって造られており、各板は鉄

釘によって接合されている

木棺は若T粕を県に伽るが、ほぽ束111im北に各面を向けて安罰されている。棺内からは北東.,・・に頭必

什、北凸半に数瓜とともに肋什・日悔けなどが検1Bされている。また、棺の1りい部には茶illJしを入れた

茶箱と考えられる汽板が散乱して検出され、その下より罷付が検出されている

木木棺からは楽焼1-f.しの茶碗や茶Ill筒．漆裕りの棗が出土している。それらの多くは棺の1U't・部から

川上しているが、肱位f'ttの特定はできなかった。棺の北西半部には数珠と肋介・ヒ腕仔が集中し、 1釦世

半には茶箱らしき薄板が多数散乱している。薄板の下より罷竹が出上したことから、遺体は棺の西より

に安骰され、朕の前もしくは1:に茶込9しが副葬されたものと推測される

楽焼写しの茶碗のR}WJから1りlit紀代1前半の時期が考えられる

(1) 木棺必SX22R (I叩1版22)

瀾布区北壌沿い中央より検出した箱式水棺硲である (@群）。洒隣に接して木棺硲SX236が付在する。

移転前の ~~{i島凋査によるNo.74の直ドに営まれている。

SX228はSX236と隙間がないはど密liして並んで埋葬されているが．符下の屯なり具合とUI現レペ

ルから、 SX236よりも後にJlr.糾されたと与えられる。

店凛はSX2.16と共1りしているuJ能竹が翡く、不幣な長方形を呈している。長辺（束西）約1.30m・ 短

辺（南北）約90cm・ 深さ約125cmを潤るJ

箱式木棺（沌棺）は、とがあり・えイfする 規校は、一辺が約54cmのほぽ正方形を兄しており．内法で

はI&置を測る 棺の仝f.'6は約郎CII.棺身の全長は80cmあり、棺底には窃さ 4rmの脚が付<. 

使用した木棺の底板は 3枚の板から．開板も 3枚の板によって造られており、各板は以釘によって接

合されている

棺内からは櫛 l本の他、往生咲集を出した短冊状の木簡がm土している また．棺Ji(:には竹製品が入

れられていた。竹製品は竹を鉗線で紡わえた球状の籠様の物であったと与えられる 竹岐品がひしゃげ

た状態で1凡Lしていることから．遣体が竹岐品の tに釆っていた可能性もどえられる
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④ 木棺硲SX231l (図版22)

曲査区北猥沿い中央より検1ilした箱式木棺磁である（⑥群）。 東隣に接して木棺硲SX22Sが存在する。

移転前の秘碑』査による悩74とt-'o.76の間に営まれている。

SX236はSX228と隙llUがないほど密行して並んで埋葬されているが、若干の煎なり具合と出現レベ

ルから、 SX228よりも先に埋葬されたと考えられる。

硲漿はSX236と共用しているuJ能性が窃く、不整な艮方形を呈している。長辺 t東西）約l.30m・短

辺（南北）約90cm・深さ約170cmを測る。また、 SX236は西の上に 2本の間地石を並ぺて釆せている。

盗石は長さ約 Im・幅15cm程度の大きさである。

箱式木棺（座棺）は、溢があり完存する。規模は、一辺が約54cmのほぽ正方形を呈しており、内法で

は48cmを測る。棺の全裔は約8&m、棺身の全長は80cmである。

使用した木棺の底板は2枚の板から、関板も 2枚の板によって造られており、各板は鉄釘によって接

合されている。

棺内からは煙哲1本 ・櫛2本が出土している。

R 火拌硲SX146・SXI47・SX148(図版16)

火葬硲SX146・SX147・SX148は瀾査区の東半、石列溝沿いに営まれた硲址である（＠群）。

経は、石列溝沿いに長さ約90llll幅約70cm、深さ30cm以上の舌状の硲壊を穿ち、3個の什壺と、 1個の

白磁合＋の道髪人れを埋納している。更にその下には、径40cmの位凛を穿ち骨壼1個 (SX148下附）を

埋納している。

これら計5個の骨壺 ・道慶入れは、慈図的に同じ場所に納めたもので、家硲の状態を示しているもの

であろう。特に SX146・SX 147・SX148の3基は．横一列に並んでいるc

また、舌状の硲壊の抒後には、 一石五輪塔残欠3碁を含む5個の石材が染められており、品の上部に

何らかの必襟となる施設をつくり出していたものと考えられる。

SX146・SX147・SX148の3基の埋納順は、中央のSX147、SX148、SXJ46の順である。

SX146・SX147・SXl-18の硲猥の更に下には、SX234があり、 SX234自体も幾つかの早桶の切り合い

の後に営まれたことが判明している。SX146・SX147・SX148に連なる家磁は上非から火葬襄へと同一

地点で変遷し、長期fill使用された磁地であったと捉えることができる。

R 火葬岱SX149・SX150・SX160(閃版15)

火非磁SXJ49・SX150・SX160の一群は、潟査区の東半、 ②群とは硲道を挟んで北側の列 （③群）に

ある。 葛は、 一辺約70cm前後の方形の硲猥を穿ち、2個の骨壺 (SXJ50・SX160)と、1個の硲碑SX149

が検出されている。

経碑SXlヽ19は、碑文を下に倒れた状態で検出されており、碑文には、原田殷消助の名と、「宅暦7年

RN夭 十一月廿 ・LI (梵字）加四智光信女」と刻まれていた。硲碑に記された宝暦7年は西歴17513年

であり、恐らく後の硲地の整備（第2而形成に伴うものと推測される。）に伴ってそのままに埋め込ま

れたものと考えられる。 その点では、箱 n 面 • 第m面間に形成された蒻と捉えることができる。

硲墟に埋納されたSX150・SX160のうち、 SX150は閑碑SX149にM部を壊されていることから、地碑が

他常であった時点で埋納されていたものと推定できる。また、返内に石が入れられている。

SXI60については、判断する材料をもたない。
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硲碑SX149・SX 150・SX 160の一群は下Mに I:非硲等はなく 、長期Ill!使fl)されたぶ址とは言い雅い し

かし、移転前の第碑調介では、硲碑SXl49とluJ一銘文の店碑が発見されており、注Hされる。

（か火拌俗SXI44・SX145Cl図版17)

SXl44・SXl45は②群 ・⑥；群の東側にある硲群（（4）群）の岱である。硲堀の南側の一部を授乱によっ

て削られた状態で検111されたJ

SXJ44は径約IOcm、深さ約30cmの円形の必墟に坪納された火消壺を蔵骨器とする火俳必である。

SX145はSX144の下~'1から検出されており t和20cw程度のP1形の硲救に小沢1の壺を入れて祓1す器として

いる。SX144の掘削によって元位骰から浮き上がった状態で検出されている。

複数の祓tr器を箱めた必戦の掘方はft:在しないが、東側に接して同規模の火梢壺を蔵骨器とする火今l

硲が＃在している J

( 5 ) 第置面 （第 3 遺構面 • 第 4 遺構面 • 第 5 遺構面 • 第 6 遺構面） の遺構 （図版13~15・22・25)

A. 概要

第m而では第 3 迅構面 • 第 4 逍構而• 第5辺構面 ・紛6遺構面の迫構を検出している。

第3迅構而は元禄12年以後、宝水 ・明和年間の火災以前に営まれた寺及ぴ袋地に係わる追梢群で構成

される逍構面である

第 4 迂構血は、 17世紀Ji~・r-から元禄12年の焼失までの期1111に営まれたと考えられる寺及び沿地に係わ
る追構群で構成される迫構而であるu

第5迅構I面は、光1月寺創建掛I07世紀前 ·1~ ) 及ぴそれ以前の布岡城に関述する時期（戦国～安土桃il l

時代）の遺構群で構成される遺梢面である。第6迎柄1付は繕介時代 ・占項時代後期の遺構群で構成され

る姐構面であるn

B. 第3逍情面の概要（図版13~15)

第 3 辺構面は、火災/\'1 lll と火災~'1IVの問に営まれた迫構而である。

ぶ:tili酉半部には,ti.It方faJに築地 (SF02)が走り、その西側については、ゴミ穴 ・火弔片付け土坑

が穿たれているc

姿地 (SF02)と'IL行して逍iftli中央には、敷石遺構 (SFOllが走っている。SFOiは第I・ll面

の石敷の必辺の下Mに位置しており、第3辺構面に伴うら道であったと認棠できる

S fOlの東側は、主に火mし戒を骨蔵器とした火葬必を主体とした必地であったと考えられる。第3
迅構面に伴う火葬硲は第2遣構面の火葬硲とも汎fl.しているため詳らかではなく、加えて、後述する第

4迅構而廃絶時（火災培IV)から第3迎梢面整備完了時までの間には約10年の時間が経過しており 、そ

の間に営まれたと考えられる火葬らも多いと考えられる。

火梢壺の紺年から、第4逍構面廃絶時 （火災附N以後）から第3遺構面廃絶時（火災柑ill)までの約

50年間には、 SXIIO・SX112・SX177・SX125・SX1'10・SX161・ SX137・SX133E・SX162・

S X 13!! ・S X 138・S X 241などが営まれたと考えられる

また、箱式木棺SX232、早桶を使用したSX233についてもこの間に党まれた可能件がおい。

早桶を使用したものとしては、この他に、 SK94を掘り込んで造られたSX229、SK73を掘り込んで遥

られたSX225・S X226・S X230、SK89を掘り込んで造られたSK85(桶を埋めており、早桶と考えら
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れる）、近接するSK81についてもこの間に営まれた＂［能性が窃い

本棠と硲地の投については、硲地の西即こついては先述した通り南北：こ通る必逍があったとどえられ

るが、おT・a,,nにイ紐した~In) · 塀Q)仔在は認められない がI・U面において硲地と本党を1+1北に

分けた石列内は."fl,jの祁m面では、ぷ掘りの消SD06としてほぼJii1・の沿所で検Illされており、約II1fli 

とlii1ほ：こg地と本炊を1H北にI-<:切っていたことが判明した，

第U直iの本茂の総イiは、殆どが抜さ取られているが、礎,Cil・S K 66・S K 74が対応するものと与え

られる

経り）忙骰や~;aを 11r•細に復元することは雉しいが、大まかには、経の配17tは以ドの通りにグルーピン

グできるc

A肝一溝S1)06に沿って並ぷ・ク~J (SX173・SX232・SX233) 

B群ー、ぶJtl!(7)中央を如日に並ぶ列 (SX162・SX164・SXl77・SX230・SX225・SX226.l

C群ー,J.'4i:区の.(tlitに沿って炉ぶ・列 (SX133・SX136・SXJ37・SXllO・sx2:;1・SX125)

D群ー lit近の内側に岱まれた~ (SX112)

また、 ~t道については．敷イ1遺惰SFOIからg地内へ入る廷逍が、 A · R 群 l関. B・C訂fillにイt在した

ことが想定でさる

節3jft構面の硲の配的よ、 A詳は'i'詳に、 B群 1よ① ・ ・(~群、 C肝は↑許 .6訊 DHtはrs訂へと、細

分化して~2遺情曲に踏襲されたとどえられる これは、第3迅構面では必地の州端を南北に走ってい

た魚,{iをもつ I:.~辺が、筍2逍情面では南西限から硲地内に入h、東l柑）J Iiりに営まれることを受けて、

細分化していったものであろう。

C. お3道構血のtな政情

I J.. 併岱SX232 < l~J版20)

S X2~2は ,JI.I介1 .1.虹 ,.,_部より検Illした箱式水+1澤である。SX232は東側に牝ぷSX 233・S X 234・S 

X235. 世側のSX222と・列に4しんでおり、SX233とは切り合い、新しい

S X232は''1初、箱式人棺が営まれたが、 ヒ削より火祥什壺 (66・67)が刑納されている

この 2 糾の火4糾竹壺の11.~JUJは 18 111:紀中頃ー末にかけてと考えられ、第ll血の11期に人れられたと与え

られるが、2伽lともに横倒しになった状態で1B上しているJ これは、 SX232のムが狐氏し、棺内へ活

ち込んだことによって. I: 祁のft・ぶ (66・67)までが｀沿下したためとどえられる。このことから、箱

式人棺と1↑・-itのJIJ暉叩期には、さはどの町間的隔たりはなかったと与えられる

硲墟の規校はft8:icm、 ~H,する深さ約70t-mを測る 浴壊の形が円形である点は他の箱式＊棺とは沢な

るV 揖削は地111に辻・する

箱式木棺（巫棺）ば、 ・辺が約S7cm・ 他辺が約5&mのほぽ正方形を'Jlしており、残イ（する科さは約47

anである 1史Illした木棺の底板は枚の板．残仔する側板は一枚の板によって滋られており 、各板は鉄

釘によって接合されている

2 1: 炉硲SX233 Cl叫版20)

S X2331.l: 渇*'メ虹,~部より検Illした，` 桶（いわゆる早桶）を棺として使Illしている。SX233は東傾

に斗ぷSX 234・S X 23!'i、西間の、SX 233・S X 222と一列に並んでおり、 SX232とはり）り合い、先行す

る，
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桶は直径約90cm残什する深さ約50cmrJ>~凛に据えられており、桶の大きさは残＃位大径約5&m.Ii枚

の桶傾によって造られている

桶内からは、人骨が出上しており、上困からは必材と考えられる木片とともに浚器が出上している。

、3上葬~S X234 (図版20)

S X234はSX233の東側から検ll1された』棺材は残{{していないが、検Uiした硲墟の形状から桶 （い

わゆる阜桶） を使用したと井瀾される。

検出した痕跡から、桶は,ru苓約的口梓度のぶ演に据えられており、桶の大きさは痕餘からは祥らかで
はないが、内部に収められた笠窪な遺物の出 t状況から怪約tl(kmを大きく出ないものであったことが判

る 堪城の深さはSX23Jと比べ約30cmi~いが、使JIJされた桶の大きさによるものであろう。

S X234を特徴付けるものとして¢貨な111土遺物があげられる。桶底より、 31点のミニチュア掏器・上

人形・ 1面fが出土している

S X234の位匠は、筍llI面において述ぺた SX 146~ S X 148が営まれた硲の直ドにあり、明瞭な先後l関

係をもつ硲址である

(!) 上葬必SX 225・S X 226 (図版19)

S X 225・S X 226は、筍4遺構而に伴う火事Ii付け上坑SK73を切って埋納された桶 （いわゆる早桶）を

棺としている経であるまた、 I: 坑SKi6よりも先行する可能性が麻い。

S X225はSX226に切られ古い。桶は町径約80cm.残＃する深さ約40cmの岱墟に据えられており、桶

の大きさは残-ff.最大径約50cmを測るu

S X226はSX225を切り、後川する 。 ~liはU径約90cm、残存する深さ約30cmの経漂に据えられており．

桶の大ささは残存餃k.i冷約60c・mを測る。

桶内からは、人行が出ヒしており、 LIMからは火葬竹壺が傾いた状態で出土している。

また、桶瓜外面には、桶を縛った卜文字の縄が残仔していた。

R 上秤砧SX230 (図版19)

S X230は、第4遺憎面に伴う火事片付け七坑SK73を切って拙納された桶（いわゆる？桶）を棺とし

ている店である。桶は1((径約80cm.残存する深さ約50caの必城に据えられており．桶の大きさは径約45

cmである。桶内には、桶の益材の他、 2個の火葬竹Ji(81・101)が埋納されている。

また、 SX230の必墟掘方哩土には仔壺片が含まれており．古い火葬廷を壊して桶を埋めた11T能性があ

る。

1.6 火非~SX136·SX13i·SXl38 (図版16)

濤企区の中央北より、 f群の廷辺とろえられる空間を挟んで北側及ぴ東側の列§,群に位柑する区址で

ある。

SX136・SXI3i・SXl:58rJ) Jムの蔵竹器が縦 ークlJに並んで検出された

丸は、全長約 Im、輻約55cmの長方形の沿墟を穿ち、中央にSXl37を据え、 SX136・SX138を後から

裡納している。公墟の深さはSX137部分で約35cm、SXI:16・SX138部分では約20cm前後である

火葬gsx1J6・SX137・SX138は、第1I曲においてほ演を検出し、潟介を行ったため、第1I血の項に

おいて記述したが、蔵骨器に使用された火il'I滋の編年観からは、 SXl36は18世紀中頃から木、 SX137・

SX138については．やや古く、 18世紀前'f.代の時期が与えられ、第3遺惰面に伴うものである。
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も築地 (SF02) (図叛24)

函査区の西半部より検出された築地と芳えられる遺構である 部分的にSK25・S K35によって捐壊

されているが、規代は、船約50cm~OOcm・残什長約7.5m・残{t=~約20cmを測る

英地は、基底部に径10cm~20cmの石を敷き、地IU上からなる濁貨茶色細砂況じりシルト(/!}.み約IOcm>・

、化瓦 ・濁黄茶色紺1砂況じりシルト ・平瓦の順で積み浜ねて造っている

S f'02の延只上にS001が{(.化するが、SF02と関連するかについては小1りである。

,§; ~ 道 (SFOi) ([Xl~J.24) 

頌脊区の中央部より検出された位逍と考えられる遺構であるo 1¾1北に止り. ill企区を横断して検出さ

れている。岱辺は、潤介区中央部ではSK7Uによって損壊されており、潤ff.IX.北沿では、SXI15・SX192・ 

SX193が上面より掘り込まれ、 6敷を損壊しているc

石敷の規模は、船約70cm、i-t10cm前後の石を1知打している .{j敷は、紬j側には比較的直線的な而をも

つ石が使用され、内側には比較的小整な心を使用しているu

R 溝SD06

溝SD06は第 1 面 • 第2面において検HIした石列溝の下柑より検Illした 船50匹 ・深さ15cmを瀾る。

溝は全長約 7mを検出している。流木は、上州の石列滞とlul様にC地lえとの挽に存在する地割りの溝

に流れ込んでいたと与えられる，また、溝の始まりについては西端をSK71よって切られており、判然

としない

D. 第4遺構面の概要

第4遺構而は、火災屈I¥'の下而にある堕地""I¥'上に営まれた遺情群である。第 3遺構面と第4遺構面

の間には火災陪 I\'のかたづけと暫地~'1m形成時の土取り穴があいており、特に岱地部分での遺1鼻面の残

りは非常に恋い状態である。 しかし、本五墓墳部分については攪乱を受けていなかったため、基瑣周辺

については第4遺溝Uii(J[確には整地k.1IVが薄いため、火災陪Vl:.而）において一邪精査を行い、筍4

遺構面に伴う礎石の抜き取り穴を検出することができたc

第4遺構面に対応する遺構としては、築地SF02下に存在する J:Jti:S K47・S K48、井戸SK58-. 更

にJ_坑SK47・S K48と切り介い先行する石垣迫構、石垣遺構とりJり合い、先行もしくは同時期に＃在

していたと考えられる 1:坑SK16などがある。また、第3遺構而において述ぺた茄近 (SFoll・溝SD

⑯は笛4遺情面において既にイf・在していたと考えられる。

溝SD06の北＂については. -.)-域の整傭に使用した土取り大とおえられる SK 92・S K 93・S K 94、

火災.¥"}I¥'の片付けに伴うJ_ti.SK71・SK73・SK76・SK88・SK91があき、人きく遺溝面を損壊し

ているc

築地 (SF02)については、先述した様にSF02が17世紀末ー18世紀代の上器を廃棄したSK48を児め

ていることから 、 第 4 遺構面形成II,~には存在していなかったと巧えられるが. S F02と平行して南北に

走る石垣遺情が．、~:JI.(/)西を限る境であった可能性がある。

第4遺構面に伴うと衿えられるはは、上祥袋が主と考えられ、 SFOiのド附より検出されたSX250な

ど早桶が使用されているものがtr,4逍1鼻面に伴う硲と考えられる。また、 SX222・SX234・SX235につ

いても同時期であろう また、箱式棺SX.232・SX233についてもこの時期まで遡る可能性も残る。

また、出上した蔵什若Q)貼期からは.SX216・SX 168が第4遺情血の時期に人り、 SXll9-l23・SX109・ 
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SX14I・ SXI73-2・sxrn,1・SX189・SXJ91・SX71がこの時期まで遡る可能性がある

これらの位の配置から北追を復冗することは位しいが、溝SD06に沿う・列 (SX222・SX2:H・SX235)、

火・HJヤ付けによって滋構面が人さく破柑しているため、更に』企15<.の北培際に近い、 SX229からSX22-1

を通る北側の列の計 2列のu柘社の列が想定n,米、その間にg辺が通っていたことが乱！定できる
E. 第4辺構而の主な辺情

n I: タ胆裕SX 250・S X 210 II刈肋22・23'.I

S X250はSFOiの下けより検Illされた、 t切址と考えられる I:場［てある。 形状は、 1~!'\0cmQ> :t隣と径55

cmの且廣が重枚した状態で検川されており、ともに深さはlOc11前後である，

S X250を切って1屈より SX2-13が営まれている

S X250と同様に、 SFOiの F屈よ I)検mされるものに、 SX210があふ径約50cm・ 深さ約35cmを測

るやや不整な円形の上救である

S X240を切ってt層より$X 115が背まれている，

S X250・S X210 ともに、 J:~のほぼl11J-の場所に新たに必が営まれていることから、位と推定して

おく。

2) 石用遺h'll(図版2.3・24)

築地遺構 (SF02)のflMより、 SF02と ·1~行する}j向に検出された 石煩遺情は：1坑 SK16とりJり

合っており 、後出するが、 SK46をJI!¥めずに：K坑内に心虹を情築していることから、 1:.t, しとl11lUl{?{1. し

ていた可能性もある

.(j垣遺構は．全仕約3.1rn分が検HIできた [f:40cmから70cm前後のK度の石を I:坑Ii(に並ぺており、 1

段もしくは2段が残付しているc その｛名さは約50rmを測るまた、大型の石を秘まない部分では、径JO

cm~20cm程度の心を密に積んでいる-

石垣辺溝の性格は詳らかではなく、 SF02に先行する寺域を似る築地の人り底部のUF能竹もある。

F. 第5這椙而の概要（図,:l.(29)

筍5遺楕面の遺情は. 17llt紀1iif'ドの政物を含む火災f..'3Vの下面より検出された L本的には、地山1(11

上において検出しているが、 一部、粒地KがVII面から切り込むものがある。また、上壌MVJ-1friからりJ

り込むものも存在している11(能性は邸い。

り~5 辺構面の退構は、人さくは. 2つの時期に分かれる

・番nは、 15軋紀木から16l1t紀1irJ'j:.、今つは16世紀よから17世紀前半の辺物をもつ遺憎である

本改基壇 Fに存.(fする｝）形 Lりし、 I. 帥器Ort群が出上した溝状這憬SX244、SX244のK屈にあるSD07、

h垣選構と切り合い先行する l:.tASK 16、Jt戸SEOI・S E02がある。

本潟企区の南闊において1鴻成2年度fJIJ-Jrti教'(f委u会によって実施したお100次.:,1rでは17llt紀1lif'「•

の火災によって焼け落ちたと与えられる創建期 (I期）の本党が検出されている

この17llt紀 lfif半の火災~1が、今渇1tf双7)火災屈しにあたる。

火災1H¥'による炭 ・焼J:は本名）卜墳部分にr11く堆積しており 、西側に向かって徐々に薄くなっており ．

ヨ企[J(内では東端から束西約IOm・ 南北約3mの）i形に広がっている。

火災'MV下には、 ~,W茶灰色細砂汎じ h シルトMが被覆している。 ⑫屈はIU地iとを形成していたとそ

えられる土壌柑であるしその下lfriには礎イi剃え付け穴.}j形上坑 • 土帥器群を出 tする S X244などが(f
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在する。方形七坑は、 SD07と伴に球い整地屈（整地悩¥1)を切って掘られており、地山 I::.に整地を行

い、近情が営まれたことが判る。

) jl杉 l:j~しはその位間の検討から、第JOO次逍介において検出された創建期 (I期）の本常:1,翡!ff内に位齢

していることが分かり、 (]1J建期の本堂基Iiiに伴う逍構と考えることができる。

創建期 (l期）の本立基頃の四周のうち、西裾は、後述するSX244の上而に位rnする幅約1.7m・深さ
約30cmを測る逆台形の断而形状を里する溝状の遺構 （：以下、SD06と仮称するc,)が、基頃の裾部を巡る

浅い湾にあたるaf能性が考えられるc S D07は平面検出は行われていないため、詳らかではないが、第

100次凋介におけるf~l建期の甚培の世樹の延北上に位骰している。 これに対して、本堂甚翔の束据部分に

ついては、潟1£1ス東端から約 lmの部分において基掛裾部と考えられる洩みを断面において確認できて

いる，

基澄以外の迅構としては、地山面から掘り込む井戸SEOl・S E02があるc 何れも 1テ五輪塔以外に

は出七遺物がなく、或いは更に占く、布凶城期の可能性もある。

G. 第5迫情面の主な追構

① 方形上坑（図版29)

方形上坑は1J.'d企区東半南咽際より検出した。上坑の大半は濶企区外にあると考えられるが、検IH状況

から、上坑の形状は長方形と考えられる。

規楼は、東西 (f.f辺）令艮約3.8m・ 南北（親辺）検出長0.5m ・深さ約20cmを測る~ I: 坑は、伊丹市

教育委H会による第100次瀾充では検出されておらず、 B地区と第100次潟在区との間で南北辺は収まる

ことが判明した。このことから南北 （短辺）の規校は Im以内と捉えることができる。

上坑は全体に肛さ scm,前後の粘上を貼り付けており、⑫陪によって埋没している。性格は不明である

が創建期の本堂基用部分に、創建期に掘られていることから、本堂駐培に作う俎構と捉えることはで

きる。

，・21 溝状辺構SX24..t 
S X244は、南北方向に走る溝状追構である 先述したS005が梗没してゆく最終段階において流れ込

んできているかもしく 1ふ坪没後に流れ込んできている。 t-.~には.S D07が訳複して".(y:在しているc

溝の断面形状は!ID.状を岨しており、規模は幅約1.2m・深さ約10四を測り.f.J t.5m分を検出した。渭は

北側において不分明となる,.(ilj建期 (I期）の本堂基壌の曲砿に位骰していること、また、走行につい

ても、本堂甚駐の世辺の向さと,{・Jnのないことから、 SD07をS、X244の一部と考え、 SX244自体が、甚

牡の裾部を巡る汲い溝であった11[能性も残るが、出土逍物の時期からは、 (ill姓期以前の追構である可能

性が科い。

溝杓からは多屈の t師滞皿 (566-572・574・576・577・580・587)が出 l:Lている。皿の時期は15llt 

紀末から16世紀前平まで遡ると考えられる。

(j・, 井戸SEOl l岡版29)

逍介区西半祁より検出した，井桁は 一石t輪塔によって造られており、基底の一石が残っていた｀井

桁の掘り方は楕円形を＇せしており、長軸約 1.6m・短軸約1.3m、検出面から約15cmの深さ．井桁の内径は

約 Imを測る。

ハ・開は径約0.9mを測り、約2m掘削したが、安全のため、基底部までは掘削できなかった。
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④ 井戸SF.02 (f-xl版29)

汲査区洒半部北隈閃より検出した索掘りの井りである 径l.lmを測るe約 Imの深さまで掘削したが、

安全のため、）＆底部までは掘削できなかった。

H. 第6遺構面の概要（凶版29)

tt 6遺構而は、鎌8時代と占m時代後期と考えられる遺溝である。
鎌6時代の遺構は、溝SD02・S D03・S D04がある

占れ時代後期の遺憎は、溝状遺揖SK59がある

また、詳細な時期は、イ遭りであるが、鎌れ貼代から宅町時代にかけて存在したと8えられる SDOSが

ある。

］． 第6遺構而の l.な遺構

'J'溝SD02 (l';r:J版29)

S D02は束匝方向に走る溝である。幅約 Im、深さ）黛mを測る。SD02は東へ延ぴ、 C地区において

も東西方（りで約25m分検出されており、更に東沿でltiへ,rr角に曲がることが砿認されている。
R 溝S003・S D01 (図版29)

S D03は船0.9m・深さ0.28m・検出長4.6m、SD01は紺0.8m・ 深さ0.15m・ 検tB只7mを測り．約 l

mの間附を空けて、 I山!ft・は'I!行して南北方向に走っている。流末は共に、 S002と約 Iml前後の空間を

空けて終わっており、計画性を伺せる。また、 SD03では溝けに約15~20cmの川原石を側石として並ペ

ている。溝内の出上遺物から各溝の時期は謙介時代と推定される。

T 溝SD05 

S D05は、囚企Fの東猥中央から出現して世向さに走り、やや斜行してコ企区西半において,ti歴へと

ll'Iえる幅約3.5m・深さ約 Im前後、浅いじ字形の断面形状をもつ溝状の遺情である S 005はその大鳥ド

が、萩咀下に滸っているため、下肘への断ち割りトレン＋によってのみ把担しているn このため、不明

な点が多いが、 S1)02と切り合い、新しいと与えられる。 また、浅くけl く断［釦形状から、 n然流路の~"I

能性も店い。溝内からは．瓦片が出 tしているが、時期を決定できるものは乏しい，後述するSX2il1は

S D05が埋没してゆく紋終段階において流れ込んできているか、もしくは、 Jll!没後に流れ込んできてい

る可能竹が店く、大まかには、鎌6時代以降、!{~町貼代木までの間に復能していたと考えてよいであろ

う。

④ 溝状遺溝SK59 

溝状遺構SK 59は、 ~,ff区南西隅において検/l_l している。 幅約90cm · 残≪長約 1m・ 深さ20cmを測る

が、 S002に切られ、形状 ・性格ともに判然としない。須恵器片が出上しており、占tJ't時代後期と推定

される。

(6)本堂遺構について（図版27・28)

木堂の基積遺構については．各面の概要の箇所において部分的に触れてさた ここでは、本堂遺構の

変遷を明確にするため、第 2・3・4・5遺情而の状況について｀まとめておきたい

A. 第5遺構fiti形成時の本甜迅構（固版28)

第5遺構面における本堂遺揖については、 11l・・らかな部分が少ない。fJtJ•J 市教11委tl会の第100 次潟企

30 
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では、本汲査の火災1M¥'のより削述期ととえられる本党辺構を検出している。1

第100次鴻介において検出された胆日は束世12.8mと報告されている＂本潟査区では、第100次ロ企

において検出された基墳の裾部にあたるものとして、西傾のSX244及ぴ渇査区東壻の落ちがある｀

第5遣構の基頃に伴う礎,(j. 抜き取り穴は．悦石 l 下~ ・S K 72・S K 66・S K 65・S K 86があげら

れる。礎石の据え付け穴の規校は Im前後である。

礎石 1下層と SK74のllll漏は約2m、SK74・SK66、SK66・S K65の間隔はそれぞれ約4m、S

K65・S K86のIIU船は約 2mである。このことから、.(jlj述期の本裳遺構は、身舎東西zrJJ(8m)、に半

間 (2m)の庇部がf.Jくことが判明した。この柱配皿は、第100次凸査においても確品されており、南

北2間 (12m)、東西2間 (8m)の身令に、半IUJ(2 in)の庇（もしく は緑）が東 ・酉 ・淘3}jに巡

ることが判叩した。北面の庇については柱穴が1悶企区内で検出されておらず、なかった可能性が砧い。

第5遺溝における基墳の規役は、充100次潟企の潤企結果を勘案するならば、 東西12.8mを測る。r+1北

については、北惧の基墳総が扮 5迅構においては不分明のため、推測となるが、第4遺構而の基壇裾か

ら推定するならば、内北16m程度と名えられる

また、礎石穴列の内側 (1ti憫）を中心にi;L:f1flx内では19鉗の仕穴及ぴ礎石据え付け穴が検出されてお

り、時期差のある小規揆な碇石建物もしくは、店頃に伴う何らかの施設が存在した可能性が窃い。

B. 第4遺情面形成時の本咲遺情

第4遺揖面はtiSIOO次Jl1iにおいて検111したU期にあたる

第4遺揖の晶団にf'I'・う礎石・抜き取り穴は、筍15遺惰而と同様に．況石 l下ltJ・SK 72・S K 66・S 

K65・S K86があげられる 佼ィiの裾え付け大の規困は Im前後である

基壇の規校については．筍5遺構OOに存在した裾部の溝はなく、不明である。

c. 第2遺情面 ・m3 遺溝血形成時の+~逍構（図版27)

第3遣構面iにおける本党追構はiいかではないが、が2這情面の範石の幾つかが、第3遺楕而から絣

萩していることから名えて、第2遺構而において必磁できる本堂に近い規模の建物が存什した可能竹が

ある。

硲2遺構面に対応する闘石は、 'It.面では、礎.(I1以外には検出されていないが、渭企区の南壁浙面に

おいて6ヵ所、逍査区の束隈断lfliにおいて 1ヵ所礎石もしくは礎石据え付け穴もしくは抜き取り穴が確

認されている。このことから、本伐遺構は、身令求世41/IJ (約12.5m),に東西両側に帽1.5m程度の庇部

が付くことが判明した。但し、北州隅には礎,fjはなく．秘辺に合わせて庇が切れていたと巧えられるc
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2. C地区

(I)遺構の概要

C地lメ：はB地区の東隣に1妥してよ定されており、現抽術文wの北謂に位ftし、東辺は貼泊13サ）ビ約池
出椋に川iしている。,l'.11fli(は南北長31.4m・ 東西長12-15.5mの変形 5 角形を I~ しており、約3675出に

ついてコ介を実施した

囮女地は、人:1E I介の地籍図では宅地となっており、曲食は近現代の必上とゴミ 9ての 名部を機械）Jに

て恰上した後、人力によるM企を・x雄した
潟在の糾果、幾度かの火災に伴うゴミ・大など近代の宅地に係わる遺構の他、江H時代の洒祓．洒造関

係の辺情・鎌6時代のit・人棺位を検Mした

これら各時期の近1昂l面は地山山i1-. から形成が始まり、基本的には火 •Ji と！け付け・杯地 i盛上）の段

陪を踏んで為I.げされ、現地Kに登っているが、現代の家屋解休に伴うゴミ穴や防灼よの姐削によって

掲乱を受けており、遺構が汗i~しているものもある。

(2)基本層序と遺構面の設定 （図版7)

i:11i区の 1tJ増面において介取でさる基本的な~'11{, は以下の通りである，，

C地Fの Ucl堆積は）↓木的にはB地区とlu1じであるり第 1血の火災層が余りりl駆に残っていないこと

を欧けば、以下に 1枚<J)火災射が8取でさん Qf屈の地山血に中世の迅tiりがあり、整地>..'1・上壌k1. 

火災”がfi'iみ爪なり ~,,kへと fっている

＆本的な~Jr,は以ドの姐りである

H益1:・,2i 1: 壌柑 l・l火災MI (不分1m-1~ 地J..'1r• s 火災~n •<6',tt地,111・ ？ヽ）火災h1ID・8

整地h'1III・!l火災l(iJIV・10 t壌柑I¥'・椛地Ml¥'・D火災K、1V・ g上壌屈＼會・113地'''"
、l•. ,'1盛上は』介tiifのも地移転TYJlにf'I'うものである
i 層上壌~'1 [は、移転前のも地にftい形成された 1:壌層である。 山1tl~の西沿部分以外は削られ残る

部分は少ない

_,31/(1は笠地MI上にil'く広がる炭 ・焼l:Mであるが、 B地f,<に比べ遺＃状況が懸く殆ど残っていない，

（火災,,,sI) 

1.,1.-1は火災K、1T・Il I月に広がる/.'/.さ15cm前後の此茶色紗礫よりなる慈地"3rである, l-1fliより礎,{jの

据え付け穴がVJり込む，

、_5)1{1は整J也~rnr. に薄く広がる炭・焼 U-1である 図1i.l刈西晴では摂邸約l8.8m1i「I後で出現し、 .Jlj企区

東鯖では印さ20cmを越え、 Lr;i'.<堆積している。

16' ~1:. 火災~TI·ID 間に広がるJi) さ 25cm前後の黄褐色砂霞．灰色似細砂よりなる整地Mである ぶff.

区束半部では松地~'1はII/み約 5rmと湖い。翌地k>lu。

7悩はsM J: 面に被覆するJI/.み!Ot.1Dliliの炭・焼上附である,,:, 企区の東開において比較的Ji/<. 1r.J1i. 

R西傾では、地111のIll現レペルが高いため、 M'1形成時に削られ残っていない 火災しれ恥

&,/¥'iはね茄18.50m1id後において広がる凶褐色シル 1、まじり極細砂よりなる益地!clIllである

§ ,~ は.llftlメ．令域に印＜／ム．がる火災附ー炭・焼.l:~である E9'I'部では火災ft1mと瓜なり不分明とな

る"(火災Ml¥'l 
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⑩ ~'1 は椋高18.20m前後において広がる幣地Nである。 附駆は薄く 、 黄褐色砂礫 ・ 灰色利砂などを敷き

延べて形成されている。上壌化する部分もある。上壌層IV・整地J0"'0 
QI'• 府は⑫層上に検出されている炭・焼土焙である。西` 自部で厚く、 20cmを越える部分も+r=在する。（火

災層¥I)栢t1i18.l5tn前後。

1i~,1は]};~'1 ,-. に被覆するし壌¥'1一褐灰色シルト砂買 I:である。鑽介時代の逍梢に披覆し、清の埋土と

もなっている。上壌r.'1V~ t:'! 閥!8.00m1前後。 ⑫層上が~5 追構I船

,i:ii>,".1は地山である。探悩18m前後で出現している。地山面卜.が第6逍構面。

以上、潤企の結果、少なくとも 5阿の火災が1傭H.上陪断面において確必された七このため、濶介は、

火災附を鍵h¥jとして尖施することに努めたcしかし．火災附が薄い部分も多く．実際の瀾介においては、基

本的には、移転前の屋敷の面より下を大きくに31fiiに分けて溝究を実施した~ ):!IJ ち ． ＠叔上曲一火災料

a下の勲地面i上をtr,I面 （第 1. 第2遺構面）、；③翔1-.面を土として検出した火災肘皿下の整地面上 （第

3 俎構画） を第 ll 面とし、⑩柑 上面ー火災~IV下の整地而 （第 4 迫構而） 上の逍構・⑫柑ヒ面ー火災陪

v下の整地而 （第5迫構l面）上の迫構については、濶釦Ulftllの制約もあり、最終的には第6辺構而ー地

山而において検出し 全駄写真 ・航空写真撮影を行い｀第m而（第4・筍5・6逍構而）とした。

C地区のN「fは.B地区と歩本的に辿いはないが、平面精究を実施した遣柄面は、 B地区では硲 J面

では第 1遺構血、第a血では第2迫構面、第皿血では第3~第5辿構曲を汲介対象としたのに対し、 C
地区では、第 ［面では第 I. 第2迫構面、第u面では第3追構面、第m面では第4俎構面～第6追構面

の追構を潟査対象として出企を行っている。

以下、各而の迅構について概略を述ぺる。

(3)第1面 （第1遺構面～～第2遺構面）の遺構（図版30)

A. 概要・

第1面では甜末から近代にかけての生活面を検tt¥した。

C地区関辺は大正4年の地店図では宅地とされており．東側の泉町通りに而して、細艮い地割りが記

されているC C地罠は泉町通りと銹屋町通りの角地にあたる一噴をほぼ瀾在Iiの中に取り込んだ地点で

ある。

渇査の結果、呆通りに面した東側では礎石建物 H東 • 井戸 2 基 ( S E03・S E04)・ コンクリート水拷

l晶・ゴミ穴群、中央部には池2£、縦2品、更に百端では防空壕l力所・ゴミ穴 (SK4-I)を検出したc

また、溝査区のrt-i端からは東西方(11]に走る爪組の構が検出されている。

戯在区の南端を東西方向に走る石]iljf胃は、人(iF.4年の地箱図においても記されているもので｀南傾の

-'1': との培に仔在するD 第1面においては北側を石糾とし、南恨lj(且flち隣の宅地開）については平凡を

並べて溝Ii-Iとしている。この溝は、 B地区の石列溝とは位閥を述え、同・の地割り上には{.{在しない。

溝底には一部漆喰が迫ffしているc また、筍IIf而(/)函企に伴い、 ~I 面の溝(/)下層では、第 I nM>溝に

比ぺ小振りな川原石によって組まれた清を検出し、清底にはやはり漆喰が敷かれていたe このことから

溝は少なくとも伊J'}郷町においてi鼻に漆喰が使用される硲末まで遡ることが確かめられた。

瀾在区の東半部には礎“建物が ・棟検出されている。礎“は38饒所で検出されており、径約50cm程度

ものを使用しているQ
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礎石建物の規|応は 1町l確ではなく或いは複数棟が•R複している uf能性も残るが、東端に並ぷーダりを東の

梁行きと考え、東西棟行さ14,8m・Iヤ1北梁行さ7.4mの建物を想定しておく。井戸SE04は連物内に~111

された井戸であろ加また、建物の範IJIIと頂複し、 1ti'I'・都を中心に上間が検出されている。

これに対し、西側には池が(t屯することから、上に庭として使rnされていたらしく、建物は併在しな

いc

濁脊lえ北咽際において検出された 2)~の竃は煉瓦を使用し、イ11Jれも近代のものであるが、磁に伴う上

屋施設は確認されていない。

B. 第Iiiiiの主なjQ構

① 硲,(j建物S801 (図版30)

漑芥区の東キ部において検出された礎石込物である。悦心は38箇所で検出されており、径約50cm杜度

ものを主に使用している

検111した礎石のうち述物の隅に据えられたとろえられるものは一石のみで、その大半は内祁の柱支え

か、梁行き・桁行きの地桁に伴うものである 残仔した碇イiの配骰から建物の規校及び間取りを復元す

ることは饉しく．或いは複数棟が1T1ntしている可能竹も残るが、現状では l棟と考えておく 遇充Ji{東

沿に北ぶー列を東の梁行きと・りえ、東内棟行さ14.8m・ltl北梁行さ7.lmの建物を想定しておく。唸石llll

の距離は、約0.9mを測るものが人'14・であり、その点から建物の規段は、北西の東西4問 ・南北3IL1を欠

く、東西棟行き16113、,tJ北梵行さ 8問の規校の建物と3うことができよう

建物(/)範囲と煎複して、 ,tげ部を中心に :.ftllを敷いた Lill]が検出されているやこれに対して北半分

には焼土が広く検ILiされており、仕物内での利川の仕方に差異があることが判る 後述する井戸SE04 

と北西隅にある水楕SX03はいずれも俎物にfi'うものと考えられる。

S E04・S X03が建物に1↑う施設であるのに対して、南桁行さ際に並行に＃在する瓦列は｀後述する

石列溝北r,1の延長の施没とどえられる ，l!Uち、 ,fj列溝よりも建物は後に建てられ、建物の範囲の内側に

瓦列が残＃したと捉えることができる イi糾溝の而半祁は建物の範棚から免れたため電残存し、そのま

ま敷地内の排水に利用されたと芳えられる。

、2 石列溝 (SDOl~SD03) (図肋30・31)

ィi列溝はC地区南端を求匝方向に流れる溝である。溝は19枇紀代を通じて幾度か造り替えられたと考

えられ、少なくともが Illliから卜~j,j,j(/)の21而に全るまでにSDOl ~SD03ll> 3度の溝を検出した。

SDOIは先述したように北沿!ifを1にiH祁Orm直後の石で、南溝），！はヤ．に桟瓦によってつくり出してい

る。溝は、 ;¥11£区内を縦断してU(「していたとどえられ、途切れ途切れであるが全此約30m分を検Illし

たe 規段は、 ~ii} (溝内法）約25cm.深さ約7CIDを測る。

SD02はSDOIの卜:~より検出している 卜層のS003の溝底に漆喰を貼ったものである。途りJれ途切れ

であるが、残存延尺約IOm分を検出した 規校は¢品 (i名内法）約20cm・深さ約15cmを測る。

SD03はSDOIの FIMよI)検出している 出北肉清Jr.Iを上に径約15cm前後の石を並べて造っている 途

切れ途切れであるが、残打延及約!Om分を検出した 規投は船 (i鼻内法）約40cm.深さ約15cmを瀾る。

ぶ )~,iS E04 (悩版30)

関査区束半部より検II¥した瓦}忙,-.iである。径約12mの1'1形の掘り方に一枚約25cmの井戸瓦を使用して

内径約90cm(J)井筒を沿っている， -1~バ瓦は2段分残っているが、掘り方Looのレペルから推定すると更
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に2段は上部に依まれていたuf能性が7::iい。

井筒の下而からは全屈IAm・ 転30cmの見地石2木と全1<0.!-lm・幅30cmの見地石2本によってIIの形

に組み合わせた井桁が検出されている。 ,~がは安全のため~掘できなかったため、深さなどは不明であ

る。なお、このSE04はSB01の屋内に出えられたJt戸とそえられる

(4)第n面 （第3遺構面）の遺構

A. 概要

筍11面（第3遺構面）では18世紀代を中心としたり：活血を検Iiiした

第 3 遺溝面は、火災~Ill と火災~ I\'の 1111に背よれた帖地IW上の遺情を中心とした遺構群であるC Ill I: 

遺物及びB地区のコ査成果を勘案するならば元禄12介以後、 'i£水 ・1Vlf11年"りの火災以前に背まれた遺構

と捉えることができようc

箱2面では｀酒蔵及び洒造関連遺情が数多く検出されたc 姐I胄は仝域に及んでいるc 特に、占牡区の

ぼぽ全域を覆って巨石を使用Lた礎石が点{Fしており .k規佼な建物の{(.化がf,1)える。

当該地点ついては、後述するように、宝Jtf7年 (1757年）付けの1Jt-J'l-の泊迅家紹片四郎：郎が発給し

た土地売只に関する文5が残っており、検出された181ft紀代の追溝はこの紹h{の泊迅施改である可能竹

が心iいc 加えて、当該地周辺には多数の洒蔵 ・洒造l関辻施設が現什しており、 1tlf川には「岡山家」が現

存している。 加えて南隣の伊丹rli美術館 ・柚術文庫建点に伴う I~企においても1凶l111家に関述した洒蔵関

連施設が検出されている。

礎心・建物は1真査区全域を覆う大規校なものと考えられるが、 jし体的な規I応は明確ではない また、複

数柚が巫複している可能性も店い。店舗 ・釜厨と洗い場 ・洒成といった似々の機能をもつ複数の建物が

複合し建物群を構成している可能性が,:::;いとろえられるが、ここでは、道構の上Fi{構造の復元にはg及

できないため一棟の建物として此述する。

述物の規模は、溝によって光明寺闘とlを削されている内関と現辺（泉町辿り）に面する東開について

はほぽ渭企区内で建物は収まり、柚行さ10間 （約30m)と考えることができる 北鋼については．現鑽

屈町通りに北面しているが、悦石16と切り合って、洒搾り竹菜に伴う!JJ柱と名えられる遺構 CSK157・

SKI06)が潤査区北喋沿いで検出されていることから．更に建物の範囲は北聞に1ムがるものと名えられ

る。 現道下へ罰構が延ぴることはB 地区光明寺秘地においても確品されており、 if~貼代の通りの幅が

現道よりも狭かった可能性が考えられよう また、南囮については、 ,J.11f.l刈tf{『に恨数の磁があり、 1潟

査区南整を越えて建物の範囲が広がることは確'Jこである 潤企lメ．束,~端の矩形に張り出した，悶介[x.沿か

ら礎石41が検出されており少なくとも述物のrt~嬬は総6いまで延びる＂［能代がそえられる 以 Lのこと

から推測される建物の規模は、東西棟行きJO間 (30m)・1ti北菜行さ 3IUJ 02.5ml以ヒの規校が考えら

れるのであるn

建物に{1' う遺情としては、土坑• 井/1 ・ 迂・男札状遺憎などがある~ .~1f. li<東沿、屹石32~42を糾ぶ

線より東側については小規模な士坑が密集して検出されている これらはゴミ穴として使川されたもの

が多く．通りに而し、店維などに使用された空間であることが窺われる

具査区北東端では先に述ぺた男杜状逍構 (SK157・SK!On)がイ'f'.{fしており 、!)J柱状迂I胃の1ti側は迅

構が疎らな空間である。
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潟査区の中央には人役の）~>•SE07及び近接して {i積の焚I」をもつ大型の竃10 ・寵 II が検出されている

これらは洒米蒸しに使mされたも(/)であろう また、国IO・磁IIの南謁には洗い場であったとそえられ

るイi敷が検出されている 史に~m,(中央やや内よりの南培付近にも大屯の鼈 9 が窟1を見せている 鼈

10 ・ 磁llの西側には火 •JJJ\·付けのゴミ穴が人さく掘られているが、それ以外は遺情が疎らな空間となっ

ている｀

溝査区の酋村部には小規校な磁i・8及び瓦積みO)l~p"SE06がff:在している

以上のことから、 jfl構は東からゴミ穴群・リ｝村と空IUJ・n戸と大芍寵 ・空間 ・小規揆な竃と井戸の馴

に;JP_んでいることが窺える，

窮 1血において検ti¥したイ濱li鼻<SDOI)は、弟21fiiでは小規校な石を使用した接喰貼りの溝 (S002・

03) となり、総{i建物を含む他の』構より Hりで'i牙まれている。このため、礎石建物が｛雑、した時、{,、

(18世紀）にはI州日の敷地との間に地..,~f} はなかったものと考えられる。

8. ~O I葡の上なift椙

n・ ~ 打建物S802 <!ill版32)

使用されたた石は、 一辺約 lm前後の）］形の趾り方をもつ往50cm前後の石を成ねた人殷の礎イiと、礎

石の掘り）jが明蔚でない、往30cm1iif後のイjによる小規f灼只な礎6に分かれている そのうち、 Imを越え

る掘り方をもっ伐{il7・岱li19・ 伐1i67·~ ―{i Iを巡る東西棟行き 8間 （約28m)・南北梁行き 21川 （約

8 m, の範囲に人型の悦石吐物が：いっていたことは研てであろう。更に．現近 （泉辿り）に血する東側
については;.1~区断血に磁イIの掘I)J, のUF能性があるt坑SK20や、やや規役が小さい総イ139があるこ

と、多数の l:坑が叫-tffx.の火沿に密集していることから少なくとも現潟査区応から 1問（約2m)分は

東へ延びる 11f能性があり、東fllf~出行さ 9問（約30mlの規伐がどえられる

梁行きについては、イ渭1な．点が多い 関企区以端に想定される柱の並ぴの南への延長 1 には、四i'tl~

端において礎石111が検Illされていて、建物の1切嬬は咬石IIまで延ぴる可能竹が考えられる 北閲につい

ては、現近に北而しているが、礎イJ16と切り合って、油搾り作業に伴う男柱沼構 <SK15i・SK106lが

晶脊I.{北澤沿いで検HIされていることから、更に建物の鈍囲は北傾に広がるものと考えられる 現迅卜

ヘ辺構が延ぴることはU地区光IPJ!,-硲地においても確認されており、江戸貼代(/)蝸段町通り(/)船が現必

よりも飲かった叶能性が与えられよう C地[,(の1+.i憫において，具牡・作理が行われた1n凶旧象のi杓祓で

は梁行きが 4 間のプランとなっており．その点からも，i~介[.1<.内で検出できた梁行き 2lllJ分以1・.に北側へ

仏．がるUF能竹は応いとどえられる

南憫については、関ftlX:1が収に複数の磁があり、潤企lメ．の南堕を越えて建物の範uuが広がることは砒
実である 但し、建物のIt!側については、悦.(i2・ ,,·10と切り合い狙複して東洒にとる溝SDIX~及ぴ

SD03の巾＂には {i列がtf:{↓ している 消は建物の南鯖を巡る地桁の痕跡の可能件が考えられ、 lu]様の石

列は旧因田家の泊蔵においても検出されており、内蔵墳に伴う布石礎石と認コされている また、 SB

02では｀総il19・ 迂石62・ 鯰-u10・ イ汐IJ.縫イ ,:;.1の ltr行と •f!行して約50cm内側に総石11・ 礎イJ016・ 礎(i

63・礎./161. 位.(j58.礎.(j36・ 悦.£i59・ 鯰ィi60・ 礎ィ日・礎,[i22の列が見受けられる 即 rさに 2列に

延ぴる礎イiダIJは1111:f.llII家においても検出されている これらの点かう磁石19・ 礎イ162・硲石10 · li'i•I·

礎石5'1の桁行き池分がSB02tf)1ti1~ であった可能竹は硲いと考えられる

以 1-のことから抽測される俎物の規校は．束也棟行き 9IIり130m)・南北決行き 3間 (8m)以 Kの規
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Mとなる

では、磁9を中心とした濁企1x:,w収に接する迎憎群はS8021こ狐さないのであろうか。明確ではないが、

S802の1ti桁行と平行して、礎{j18・ 礎-lil3・礎し・25がtf在している 紐イ125はS802の礎石4と接して

いること、礎石化についても硲イi-17と近接して花んでいることから、 $1302と帖合した建物が南囮に＃イf

した可能竹が考えられる IU凶川家では、釜屈部分が突り1しているプランが』められることから、 S802

においても少なくとも東1'tiliHrl7m分においてはS政）2と結合した建物があった、もしくはS802から突

HIした建物沿分がff-£此た11f能性が名えられるc 様能的には、 Jt,_, . 磁が沢かれた釜屈部分であったと

どえうれる2

, 2 tt戸SE06 (I可版3o・:m

潤ff.IX.: 世嬬より検出した、nmが凡積みで｀片餌が索掘りの井戸である ）t-桁の掘り方は直径峯）1.35 
mのPl形を同している。 J~桁は掘り）i内に水・rに'F'・瓦を 9段積んでおり．瓦と 1ーが互附になるように積
まれているり 残＃する~:りさは約13cmであるが、 SE06は上部を現代の褐乱によってm壊しているため、
更に40cm以上はあったと名えられるc

t「謂は1打径約90cmの円形を'1lしている 深さは更に Im以上掘削したが、安全に配磁し完掘していな

し'~

3 片JiS E07 ([-:tJ版30)

X企区中央東より検Illしに人問の瑾10・11に近接して（:(在しており 、洒米蒸しに使用された井戸と

ろえられる

JI戸は、片開が索掘りの）tパである。Jt節の径は約2.lmを測り、井＂は打 T窄まり、直径約1.35mの

1リ形を足している。深さは IIll以 1・.掘削したが．更に下へと絞いている

.4 鼈9・SK93 (f-:tl版36)

溝北区1tJ整に沿って・祁が検111されている iti米蒸し用の2店必J炉祁の'I'地下式の大型磁であろう。

焚11のあるh形の掘形 (SK93)と燃焼屯 （鼈9)の一部を検出している ，

械形<S K93lは燃焼水観の11については瓦と土を互屈に積んで収を沿っているが、それ以外につい

ては、往30cm~50四のn然Uによるb積みによって限を迅りだしている

掘形の規桟は、全長約1.70m・検IMIJl.Om・深さは床血まで約I.Omを測る

燃焼室の規梱よ、 1勾法で1t1.径約1.35m・ ~ ぶさ0.88m を i.11~るB

撚焼布の底部に据えられていたと与えられる灰落としの溝状の藷設はi141fl刈外もしくは閾介区の関消

にあたり判然としなし'a

ふ・rdiJO・証11・ SKlOO (l~I版351

閲企区中央より検出した 磁10・竃11・SKJOOは酒米蒸L用に使Illされた・ド地F式の2必述＆限の

大刑磁である．

伽形 (SK100)は．焚口間を保く 3h rJ)樅を径30cm-·40cmの flfJ.~ィjによる4j積みによって隈を造りだ

している 掘形の規校は、全虻約1.55m・船2.55rnの横長形を里しており、残イiする4j組みの深さはJt1fi1

まで約0.65mを測る，掘形の北西隅には、,::,さを迎えて、石が3段に据えつけられており、焚Uに Fり

る附段としていた。

燃焼~{は 2 つあり ．焚 I J に fi1Jかってム Taにあるやや小規校な竃10と .fif~:- ある竃llがそれにあたる
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mllOは、掘形の軸線に対してやや北向きに保って酋まれた磁であるc

規校は内法で11¥if:約1.17m・ 邸さ約0.70mを測る。燃焼室の猥は背灰色細砂竹怜細砂を川いて構築され.

,{ i材が-1・1材としてJillめ込まれている，

性焼~~の底部には1人はでJ~さ約1.40m・輻約20cm・ 深さ15cmの「凹J形に組んだん恨lいの灰洛としが

点けられている，使illされたイitれのJff.みは8cmtiif後を測る。

磁 IIは、 4~tl形の釉線に対して •1qrに営まれた鼈であるc

規mは内法で1fO'f:約1.30m・麻さ約0.70mを測る。燃焼室の境は赤褐色細砂買葎細砂を用いて構売され｀
内哄には補強材として焚11を含め仝而に岱20~40cm・科さ40cm前後、匝みl:icm内外の知冊形のし材が巡っ

ている

撚焼名の底部には内社で此さ約1.70m・船約30cm.深さ約IScraの「凹j形に糾んだ石岡いの9夭浴とし

が設けられている 使用されたイJHのfl/.みは鯖I'1で13cm前後 ・底石では約20頃を濶る

6 !,JJ柱状遣構 (SK157・SK106) C同版34)

SK157·SKlll6 はぶ企l,{虹,~q).J1企[£.北収際より検出された土坑である 規校の近似した隅丸方形の

J..Jii. が約30cmの間烈をおいて一列にヤんでおり、 SK157は只辺115m・短辺0.85m・深さJ.2mを測る"

SK106は比辺1.5111 • 知辺0.8Ill・ 深さ1.2mを潤り．両者は船50cm・深さ約20cmの清によって粕ばれてい

るし

2 :Jtの上坑は11りに深く守たれており、ともに1天色もしくは灰茶色細砂を埋上とし、ゴミ穴 ・ 火 ·1~,ヤ付

けといった廃~ I坑とは-b~り1を沢にしており、溝で結ばれた迫構配骰からも一つのn構（洒造に係わる
装f(t) の可能竹が窃い

泊政にはi~搾りのJt-.搾（り業に使）りするために建てる杜一男村が存.(fするc 深く穿ったSK157・SK 106は

2)J. 並んだ男1団辺構の柑1り月であった11]能性が考えられる。但し、 SKJ57・SK106にはリHIと七ットで

併在するn:搾されたirlを溜める眠戒の辺構がないなど、従来の関企例とは遺構の形状に追いがあるため、
断定はできず．洒米をつり Kげる起!((慣である阿弥陀車の柱の掘り方である可能性も残る

( 5 ) 第m面 （第 4 遺構面 • 第 5 遺構面 • 第 6 遺構面） の遺構 （図版39)

A. 概災

第m面において検ti¥した辺構IJ:大きく、第4ll構面～第6這構面の辺情に分かれる。

布 1 遺柄血は17llt紀Jj『-,~から元舷15年の人:-k.(I 705年）以前、第5遣情diiIJ:1:j岡城貼代から 17世紀,i~

半、 m6血は鎌介時代である
B. 第 1遺楊1紺の遺構

秘ID而は地111まで姐削を行 Jヽて遺揖検出を行っているため、第4遺構面に伴う俎構と確定でさるもの

は少なし、

第1遺憎血の迅情と考えられるものとして．沢治炉 .I: 坑SK 185・S K I 87・S K I 09・S K I 73・S 

K 198・S K 161・S K 170・S K 171・S K 172があげられる。

鍛治炉道構を除いたK坑群は、桁円もしくは不整ff)形をしており、概ねゴミ穴として掘られたものと

門鮒できる

！ヽ， 鍛治か遺情 (I切1版39・41l 
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鍛治炉辺1昂は、』介区•I•央北壁よりから検出した。井戸SE10と切り合い先行する ・J! 頂1形状は、長

軸約2.00m強・短輪約1.18mの不佑形な長楕円形を呈する。断血形状は深さ約25cmの戊いOil状であるc 士

坑内からは碗祁鉄滓．炉lilJヤが出i:している。

C. 筍5遺構血の遺情

第5遺情面の遺情と考えられるものは、掘立柱達物がある

掘吃往建物を構成する仕穴の一部には根石として一石可輪塔・石仏を使Jllしているものがあり．江戸

時代前期の火災~\i の下より u穴が検出されたこと、第 6 遺溝面として品三している鎌倉時代の溝を

切って掘られていることから、イii均城時代の遺構の可能性も考えられる

掘立柱建物は3棟検出されている。

(~ 掘む柱建物A (図肋39)

趾立仕建物Aば閲企区の中央部において検出された。 桁行き方位を .\'82• Eにとる、東内桁行き 8間

｛約12.Sm)・1t-i北梁行き5間（約8.7m)の規模が推測される 柱穴の人・ドは後世の遺構によって損壊・

消失しており、 i条35rm内外の柱穴が20個以上検出されているが、建物の情造・規t>'!は明らかではないウ

内鯖のuが殆ど検出されないことから、方形の柵であった可能性も残る。
(2 掘立柱建物u(団版39)

掘立仕建物Blよ況企区東'V-t昴において検出された。掘立H建物Aと切り介い新しい。桁行さ方位をN

so• Eにとる、東内桁行き-tltlJ (約 8m)以上・内北梁行き 3110 (約8m) の規投が~t測される 。 柱穴

の大千は後世の遺情によって捐Jえ・消失しており、径30cm内外の柱穴がJO観以t検/11されているが、述

物の情法・規校は明らかではない

<3 掘立柱建物C (図版39)

掘立柱建物Clふ111tP<東半祁において検出された。掘立札紐物Bと甲複するが先後関係は判らない。

桁行き）i位をN80"Eにとる、束西桁行き 21川（約4.3m)以ヒ・南北梁行さ 31川 （約1m)の規投が推

測される。 札穴の人 •j•.は後世の直構によって損壊 ・in失しており、恨石を持つ径40cm内外の柱穴が7個

検出されているが、建物の性格，規桟は明らかではない。

D. 第6遺構面の遺楕

節6遺構面の遺情とダえられるものは、沿及び溝がある。

S, ¥1S K162 (I刈版41)

堪 (SK162)は漏企区の中央東北から検出された。

岱は木棺岱の11T能性がんく、不整な隅）L長方形の硲讃内に木棺の狽跡と見られるイi機質を含んだ長}j

形の変色部がみられた

硲凜の規校は全K約1.75m・ 船約0.80m・ 深さ約28cmを瀾り、横断曲形状は逆蒲鉾形を品している。

木棺の痕跡は全長約1.19m・」tuの小n紺約50cm・南側の小n祁約35cmを測り、必濱底に最Kで約4cm 

の窪みとして艇跡が残っている

木棺は小11の糾の払い北側が頭部であったと考えられ、棺外には北関小11の内鰐の氾塙坪際に、 3枚

のt師器IIIlと 1個のl'I磁碗が副祥されていた。

l:器は、 3枚のJ:師器!Illが白磁碗のドに霞かれた状態で、棺飼に傾いた状態で出上している

(2) 溝 SD 10・S IJ 13・S IJ 14・SD 15 (図版39・10)
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鎌g時代のiJは-1本検Illされた この内. S 015はB地区から延びるもので. R地Ix.ではSD02と呼

祢している

S DISはC地I-<では,..4ffii<内1やから出現し．束へ約25m走り、直角に曲がり、約G.Sml村へ流れて，瀾牡

区外へと延びている 溝の走向は、 :-,:75・じを測り、輻1.6m前後、深さ約15cmを測り 、断1伯形状は浅い

皿状を'r!.している

S D14はSIJ 15と約I.Imの問開をあけ、 ,ti~t方向に並行する＾ 潤Ji.Iヌの 1杞ドから出現し、北へ約 fim

延ぴるu沿の先沿1よSKH/8に切られ定かではないC k向を;¥1s· w にとり、船50t111i~f免深さ約 5 l'ID 

を測る浅い溝である，i村のq1程にはSD13が取りついており、 luJ時期に｛（在したと批測される

S D13はiflff.li<康収から11澳し、 llliへ約5m走り、 SUHへと取りついている。淋のk1,,1は、 傘ヽ71,.

Eを澗り、紺 Iml前後とやや広く、深さ約20cmを測り、断面形状はnn状を'11している。

S VlOは潤1t区東収からIll現し、 1叶へ約9rn Jtり,SK 162に切られてm滅している illiの,tlulは、 N
80°Eを測り、 SJ)1:i・SI) 15とほぼ4PhLて{{(I: する。溝の規段はq1程では船 Im前後、深さ約20cm

を測る 溝は幾度か!tiI) 1(1されたnf能t1:がある，溝の束・匹嬬はともに1.5m~ 2 mt'll文に広がっており、

あるいは船Im・liさ6mf'l度の張出部が（｛任したuJ能性もある J

これら 1 本の溝の町期は Ill上追物に乏しく時期が判然としないが、 t2lll紀後 -,~- 1 3111.紀1i1J・1湛ij(/)逍物

をもっSKl62にりJられて先行する..:.とを含め.12llt紀代と推定される、

また、 i名の性格については會 SDISはB地(,{を含め東西方向65m以 Kの貶さをもち、 in角に曲がるこ

とから、集洛やH勲地にffうlメ.I嶋1青のnf能性があげられる

、I+の溝は叫l_t集枯1こIi'う[)(11hii昆とどえておく

りl川・など文絨
(1)小長谷 1I. 泊 l!l92「IV !i {j凶城・fJI/"tl!lff 筍100次.il:r*」 「f-Jげtifi岬立文化財J:11r概恨 1 』 fJll"t1h 政 fr'~

11会
(2) (II-!)文化11-1ill沼物l't!ft-H:術協会&I lOOO r¥f,: 度文化財 HI秘JUI求{t't』保({fl.JI(I:•JC様；1.'1'} (JI It.Ii 
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N. 出士遺物

1. 土器 ・陶磁器

(1)土師器及び土師質土器

1.m以汲ぴ 1師質 1ヽ器の器柚としては、皿 ・銹 ・火令・祝炉・売.・./:;: およぴ同＆・火梢,;,(およびlull.:・

焼瓜位・灯IりIIしなどがある。これらのうち、糾かや火泊也の中には凶憐とどえた）iがよいものも{r・イt:し、火

il'I咄およぴ111]釦!i~焼のUF能性がt沿いが、今佃は土師灯土器として扱った、

ここでは、各硲禎ごとにその慨略ならぴに特徴を述ぺる。

(i1 IDl (f~ 版69556~591) 

Oilには．ロク U使用のものとロクロ末使用のものとがある。

Uクuf屯tllのもの (38'1)は、底部切り離し技法は糸切りで、底祁内面の不定）沖1ナデが認められない

ものである

ロクロ未使用のものは、成形.;;:, 笠技法からみると、内面ナデ・外頂1オサエの後、口紺部にヨコナデ

が論されるものと、ヨコナデか必められないいわゆる 「千づくね」のもの (567・571・572・586・5!)1)

とがある litが部にヨコナデが施されるものは、底祁の凹むいわゆる「ヘソ皿」の形態をとるもの (566・

56.'I ~570・574・ 576・578・580・581・ 588)や16世紀末に西口本一帝で遁イパこ認められる形應(/)も(/)

(585)、爪品か丸味を持ち体部からそのま ま口縁部に至るもの (580・589)、Ji(:祁が丸味を持ち（人部から

そのままやや尖り気味のU粒部に屯るがW手のもの (579·582 · 583 · 587) 、 Ii'€部が丸昧をもたないもの

(573・575・577)などがあり、パラエテイーに臼む なお、 573・575・577・582・583・591の底祁外

1n1には、皿llt{が必められる

, 2 ~{I~]版G6 532・ 図版69592~598) 

縞には、いわゆる 「1111さ造り」のもの (I類）とぽ9造り のもの n類）とがある

いわゆる 「Ill)さ込り」のT類は、成形時に底部から口絃部まで叩き技法によって作るもので、成形時

の川1き板を残す IA~I (592・593・595・598)と残さないI8類 (532・591・:i9Gl とがある いずれも、

底部外1h1はケズリによって患く整形され、底部内面はナデもしくはヘラナデ渇笠が施され、 LJU祁内外

llりはヨコナデ，附幣されもなお、1B 類は、「l紺部外面のヨコナデ丑粒がu•~部下端まで及んでおらず、叩

さ机をiiりした時のナデj揖整が外lfli(I) (本部 I::端～口籍部下端付近に認められる

いわゆる 「型辺り」(/)n類 (597)は、 Ii(部の成形に世I/l')を使用するもので、 1・1絃部をJi紅部とは別鮒に

粘 1の枚み 1げによって造り．底部外（［［には成形時「離れ砂」の痕跡が認められる l 11籍祁内外血はヨ

コナデ，.Ill~されているが、底部内（面にナデ謁整が忽められる。

これらの沿の{[・社期間は、 lA類は16世紀末~17枇紀後'1'・、I B類は17llt紀1i1J'1'0~17llt紀ぷ n類は

1711! 紀よ袋~I8llt紀ii『I'・と与えられる

(3 火令 (IXII版59327・[オ版79603・604) 

火令には、 jt--f犬のもの (603·604) と円岱状のもの (327) とがあり 、 1i1J~-は 3JI! を持ら、後名は吊fc

を持つ

、I; 規が（閃版59605) 
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枇か (605)は、逆台形を'Aし、北方形の焚き11部で、灰の掻き出し口を下部に持ち、 1本部外rfnには陽

刻の文様併がある。

ri')甕 (00版68564・565) 

甕には、最大径を体部 1゚．位に持ち、 0緑郊の外反するもの (564)があり、体部内外面はナデ濁整で、

口緑部内外面はヨコナデ成粒が施されているe なお、体部内而刷毛目濁整．体部外面ヘラケズリの後ナ

デ講整のもの (565) がある。

(6) ~ およぴltll~(閃版42 4 ~ 6) 

壺には熊頸磁に近い形態のもの (I.IJllと直II壺 (0類）とがある。

I類には体部の張り出 しの蛍いもの (6)と弱いもの (4)とがあるが、いずれも粘上積み上げによっ

て成形されており、体部とn絃部との境に段を持つ。なお、出上状況からは、 5がりげ者に伴う丑とそえ

られる。

.r,・ 火ij1滋およびfii]{i.(図版12-50)

火消壺には．ロクロ使用のもの<n類）とロクロ禾使用のもの (I類）とがある

I類 (I~3・8・10・11・13・15・17・18・20・22・24~28・30・32・3,1~36・ 路） は、枯上積み

上げによって成形されており、体邪内血に成形時のオサエの痕跡を残し、体部外面はナデiJ/J整で、 U紐

部内外面はヨコナデ渇整が施されている

II類は、 I類とftil様に粘上の積み上げによって成形されるが、体部の粘上積み上げは 21,,1に分けて行

われている。また、 ）同Hの粘 I:積み I.げ部分が底部から外反気味ではあるがほぽ直線的に立ちヒがる

II A頚 (40-12・41・47・40・51・52・54~58・60・62・63・65・67・86)と大きく外反して立ち1-が

るDB頚 (69・71~73・76・77・79~81・83・84・88)とに分けられる なお、 88は、形態等の特徴か

らIIB頬に分類されるが、 1本部外面にはナデ潟整が施されている。

また、出t状況からは、 7・14・16・19・21・29・31・33・37はI類に伴う必で、 39・44・46・48・

50・53・59・61・64・66・85はIlA類に作う社である。

これらの火ini:{およぴ社のイf.紐期間は、 I類は18世紀前半、 Il A類は18世紀中頃～木、 UR類は1811ト

紀末-19世紀前‘ドとどえられる

J） 焼塩（岡版59339・図版69599~601) 

焼塩立には．粘上積み卜りげによって成形されるもの CI類）と粘土塊を判り打いて成形するもの (D

類）とがある..,

I類 (339・599・600)は、内面に成形時のオサエの痕跡が確必できる体邪はコ ップ状を昂し、端邪が

やや尖り気味に収まるII籍部は、内外面共ヨコナデ潤整が施されている。また、 11狛 (60))は、筒状の

体部内面には板状T.J1.による粘上掻き取り痕が確認でき、端部が尖り気味に収まる口緑部は内外血共ヨ

コナデ潟整が論されている I類.n類共. 17llt紀代の所産と考えられる。

⑨． 灯明具 （図版70606・607) 

灯明具には、灯明1Dlとひょうそくとがある。灯明llll(606) は、灯心立てを持ち、体部内外血のナデ

面竪の後、口縁部内外lfiiにヨコナプ瀾整が施されている。ひょうそく (607) は、体部外miは!ill]"f: LJ IJll 

整で、口絃部内外曲はゴコナデ戊粒が施されている。
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(2)陶器

陶器には光地別に見ると、丹波、 {Q前、堺 • 明石、肥I前 ． 瀕戸 ・ 追濃、京 ・ fJ楽・箕了~. 明石及ぴ産

地不明のものがある3 ここでは、各産地別にその概要及び特徴を述べるn

u 丹波

いわゆる「丹波」の生産地を名えると、広義には、 l□f'I 波I~のうち現L兵庫県に編入されている篠山

市 ・*1: 郡の地域、 Iii掃内同のうち 1叩脇市と多 uf郡 ・ ）~II求部、 In摂ift国のうち丑田 ,Iiを含む地域が~-ぇ

られ、狭義には、篠山rli・ 氷上郡の地域がどえられる 餃密には、後行で生産されたものを 了丹波」と

呼ぶべきであろう しかしながら、出土品そのものからは1りl瞭に分別しがたいので、本廿Hjrでは、あえ

て区別せずに両r.・を包括的に「月波」と呼ぶことにした。
丹波には、甕 ．壺 ・Jtu・徳利 ・行 ・襦鉢 ．鉢 ・火入れなどがあるっ

(a)史（図版51101 ~ 112・図版52・[以1版53・図版51114・ ll5・('XI版66531・539・540) 

甕には、口枯部が内彎気味に立ち上がるもの (I類）と口給部が外反気味に立ち上がるもの (ll類）．

I.I象拙祁がいわゆる 「T字状1を止するもの<m類）、口給部がくずれた 「T字状」を呈するもの (I¥窺I)• 

ロ舷部がいわゆる 「し字状」を2するもの (V類）とがある。

I 類 (531) は、 16世紀後-~代に帽前から技術移入して生竜を開始したいわゆる「丹波系Jの人甕の系

閑を引くもので、口緑部外曲に凹線を持つ u類のLI縁端祁は丸く収まるが、口絃部の外反度が強くほ

ぼ水'I'-方向に開くもの (540)と緩やかに外J又するもの (IJO)とに分けられ、後者の体祁外而の頸部か

ら体部1(1位には凹線が巡る。

m類には、 体部外面にカキnの必められるもの （皿A類）と地釉のヒに上釉が論釉されるもの (IDB 

即、地釉のみのもの (illC類）とがある ill A頚のntl部靖祁には2~3条の凹線が施されるが、 イ本部

外1面のカキ目の施文範囲によって、類部から体部中位に施文されるIDA l類とイ本部上位にのみ限られる

ill A 2類とに分けられる また、 illB煩の上釉の施釉方法には、流し掛け手法で施釉されたillB l類

(JOI~ 103)と岱描手法によるillB 2類 (105)とがある。illClti (l().J)は、外l川に褐色釉亀内血に灰

オリープ色袖が施釉されている

I¥'類は、 m類に比べて体$1'.位の張りの少ない1本部形態を早し 、 節~Iii手法で 2~3 カ所の流し掛け凪

に紺袖するもの (113・115)と椅描手法による流し掛け風の施釉とともに4-5条のカキIlを施文する

もの (111・539)とがある。V類には、最大径をII給部に持つもの 007) と1本祁上位に持つもの

(108) とがあるが、ともに雄釉方法は節描手法である。

また、窯詰技法の判るものには、胎土1:1のもの 003・107・113~115・539) と輪 I・チのもの 012)

とがあるe

これらの甕の存統時期は、 I類.u類は17世紀代、 illA l類は17世紀後半ー18世紀初煩、旧A2類は

181り紀代、 mB J 類は17世紀後半~1811~紀1iif'ド、 mB 2類は18世紀木ー19世紀IJIJ'(':、me類は18枇紀後

ド`、 IV類 ・V類は18世紀末~19ltt紀と考えられる

なお、W類については、ここではJ・J波焼として報告するが、U縁部形態や赤褐色を呈する胎上の色.;1.1.ll{f 

赤褐色に発色する釉』等の特徴から人谷焼の可能性が店い。

(b)、：:t (laj版5191・93~95・97~100・ 図版54119~122・124・ 閃版63509・ 図版08562) 

心には、外反するn縁部を持つ I類 (509)といわゆる「呂宋壺4 の形限を棋倣した横耳の付く四」・女
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であるII類 (562)、絃佑状のII給部を持つ皿知.II粒部が屯絃状を'.-!するW類.I J類邪が囮("(rちI:が

るいわゆる可切7返」の形態を応するV肌 11紺部が受n状を足するViii(95・97・98・120・121)と

がある

J類ば、短く外反するU紺部端部が尖り気味に収まる.n類は、 f本部上,r.に最K往を持ち、 11'l:、［する

頸部と端澤を折り返した下舷状11舷を付つ mil'iは、縁帯祁に[UJ線 (99)または沈線 (ll9)を持ら、 ,iii

行は｛本部 I:位に稜線が形成され、休部にカキIIが施されている，IV類には、Mの付くもの<I¥ R預）と

耳の付かないもの (IVA類）の(d1jY.・ があり、 IVJ¥狛 (100)のLI粒部形態は、体部からそのまま11枯部に

ii I)、II緑祁が外方に丸く肥Jf,lする また、 IVil飢には、尖り気昧に収まるl」絃部のもの il22)と外伯

するIJ類部嬬部が下絃状になるも(/)I 124 lとがある V類には.LI絃温が内傾する＼．＼類 (911とほぼ

,ri: .-1. するVB知 (93・94) とがある

なお、 m類 .¥" A類の体祁外血には釉北が流し掛けのfs法で施柚されたもの (100・119)があり、ま

た、 \1類の体部外面の厖袖方法はすべてt.~描fs法である また、窯詰技法の判るものには．胎 I.Iれのも

の (97・100・120)がある

これらの並の存統時期は、 I 類は 17111 紀代、 D 類は17 1lt紀前半、旧 ·VA類は1711t紀後 ·r•~ 18flt紀前

,,.、 IVA知は18世紀後半、 IVB灯I・VB'1tl・VI類は18[11:紀未~19llt紀riif'f'と考えられる。

tel片「I(固版51 89・90・ 図版63 507) 

片11は、最大径を｛本部中央に持ち体祁形態が壺形を厄するもので、口絃部がiv:<、1.ちI:がるもの (89・

90)と受I!状のIJ縁部になるもの (507)とがある また、窯詰技法の判るものには、胎上IJのもの (89)

があるn

(d) 徳利（図版5192) 

徳利 (92)は、いわゆる「船飴利」の彩態をとり、 n緑祁はやや角張る溢部がk絵状を'1!する

(e) iri C閃版5196・l'xl版51123) 

胎 I.・ 色凸などから丹波と与えられるものには、粘上紐を貼り付けたつまみを持つもの (96)と成形

時に作り出したつまみをもつもの (123_1とがある Ill)行は外面に黒色泥で文様が描かれており、後行の

底部切り雌し技法は糸切りである

なお、 /lit状況からは、 96は過\~類に、 123は¥J0:!NB類に各々伴い、これら壺のu粒期IIりはともにJR

lせ紀木-19世紀前'I'-と名えられる

(0 揺鉢 （図版59326 · 35 1·1~1版fi:I·65)

拙外の分類およびその編年・イ（萩期llllについては｀先学の研究（長谷川 2000{t・）がある。

ここではそれらの研究にもとづいて概略を述ぺる なお、以下の記述は、長谷川分類字にi¥拠する。

I 類には中 l!.tf廿皮の系沿を純粋に•ii< l A類と、 II粒部が外傾する溢面となる等やや変符した形でlflIIト

丹波の系請を引<TR・ 類とがあるが、今(11JQ),.11介では、 IA 2 Cヘラ）類(514)とI8 I知(518)、1B 2 Cク

シl類(515・519~522)、IB 3粕(326・523)とがIllI. しており、前2者は17l!l:4も中頃までの,w希と名えら
れ、後2者は17世紀中袋~17世紀よならひに171じ紀'111fi-l8lll:紀1j1j半の所産と与えられる

また、 I類のうち外傾する口紺祁濯面を残すlB類は、 n縁邸外血に肥rt部を持つn知へとその形態

的・技術的系謂を引き継ぐが、今(n(Q),S,ftでは、 IIA類 (351・525・526) とIIB知 (524)とがIllI: し

ており.iiif者は171仕紀後半~18ltt紀ti11'Iらり）、後tは171ft紀末一18世紀巾頃の所性と各々どえられる
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絃惜部を持つ1¥1類は、 16llt紀後 ·1~代に伯前から技術移入して生産を間始したいわゆる 「月波系lのt占

鉢の糸講を引くも(/)であるが、今tu]の凸企では、 IVA類 (516・517・527)およぴNB!t、528)がlliI: 

しており、 1i1ぼは17lit紀後岱~18llt紀111lflの所庁と与えられ、後者は18世紀巾頃~18111紀木のi祈がとど

えられる

(g)鉢 (i;(j版51l lGl 

鉢 (116) は、やや内げク¥.P+.に立ちヒがる体部からそのまま「I籍部に土り、 11緑端部が丸く収まるも

ので.≪ 揺外血にヘラ彫りの波文を枯つa
<h) 火人 <I刈板63511・512) 

火入は (511·512) は、以Mで、 f~i祁中央で 一度＜ぴれる形態をとるが、そのくぴれJ紀合いは小さく．

その出上札況および共i1'•迅物、周辺の潤企'JH列（兵Joi{県教甘委H会 199;,J)から、 17llt紀~-ー 18flt紀 ti珀

の所庄とどえられる

,2, 俯1前

憐前芹と名えられる製品には•,:':(. 売 ・競冴ljがある。

(al 曲 （凶版59317・I-XI版63308・ 図版66513) 

317は平底で1本部はほぽ1!'1.線的に I:/n.:'I'/. ら上がる。 外面の体部下 1只こヘラケズリ .JI~を籍す。16世紀

後半~171!1紀liiJ'日 508 は ·T~底で体部は人きく内彎し、 口籍品が外反する 外1{0は施

柚される 5・,~ は'l'底で休部は）迂きく胤1U1し｀短い類部を持つ。油壺の可能性がどえられる

(bl 売 (t刈肋665'11・5-12) 

5-11・ 閲2はいずれも、 11粒部がl・.fに拡張し、外血には凹緑を 2条施す。偏1111焼VJりの閲品でt61ff:

紀代の所光と考えられる

(d) 徳利 （図版6、1566 511-518 

5--11 ~臼8はいずれも巴利/¥・である 516の体陥外面には惑印がヘラ柚きされる。

ふ堺・ IPJ.(1<I刈版67)

堺• 明{i殺のば鉢については、底部の内外lfliに焼台の使Jtt板跡を残し、 4本部外LFTRがヘラケズリ朽形さ

れる点を共遁．しKとする力で、 Ii.(池内IUI<1)椛nは、堺性拙鉢がいわゆる「ウ ルマ クJを持ち、 1りJイi

発梱鉢が放肘状」を吊する、((に花異があるとされてきたが、明石にもいわゆる 「ウ ルマ ク」の製

品が仔,(fすることから、 (1IIJJ'f'地の分別は困難である （稲原 2000) ~ したがって、ここでは堺・ IPJ,(iとし

て一括して扱う なお、以卜の記述は稲lJ~分類等に神拠するっ

今Intの出企では、従前堺派とされてさた 1類と明石産とされてきた［狛とがある I li'Iには I-I It 

(55,1) とI-2類 (553) とがあり、前行は 18tlt紀前·1~-19世紀前半、後者は18世紀後 ·1•- 19(:t紀後

tと与えられる n類 (555) は、 TI-I類に；いiし、 18枇紀後―衆~19枇紀後.,・・の所社と名えられる

(!!,,• 肥前

肥前発と号えられる製品には皿、椀、瓶、屯、鉢がある

(a) Jil1 ([~J版59 300・305・ -110 1~1版61 156・ -157i 

3fMl・:105はいずれも、低い店合をもち、体祁は緩やかに外上方に立ち上がる 11粒部は人さく外J又す

る 17世紀ri'.げの時期がそえられる 110 tよ店台を没く、祖く削り出し.1本部は巾位でJillflllし、内lftiに

段をもつ。内外血とも施釉するが、外OOの体部下半以下は露胎である。171Lt紀切JJJtの時期がどえられる；`
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<'156は比較的船の広い輪必台をもち、体部は僅かに内彎するC 内外面とも鋼紐釉を紬釉し、 lif_祁内而は蛇

ノIJ状釉ハギする。17泄紀後半-18llt紀1i1J半の貼期がどえられる。457は比較的t,1が広く、低い窃台をも

ち、 1本部はヒ位で屈曲する。内外而とも施釉するが、外面の体邪下半以下は露貼である,17世紀中頃～

後半の叶期が考えられる。

(b) 椀 （図版60358・359・406・407・411・412・図版Gl423・424) 

椀は硲台の形態及び全体の形状から、閥台を浅く相く削り出し、 U紺部が必F外反するもの (407・

111 ) 、やや深い輻の広い輪店台を削り Ill し、"'~部内面に門部をもつもの (406)、船の狭い沿整な輪窃

台をもち、外面に施釉の後、白泥で波状に油文するいわゆる！刃毛目円汗tba(412)、細く比較的低い輪窃

台をもち．全体に京焼風の端整なプロポーションを呈する肥前系京焼風淘器椀 (358・359・423・424)

に分類できる。 刷毛目唐沖椀、京焼風淘器椀は,:~台夷まで全面に施釉されるが、 406・407・Illは外而

の体部卜平以下は露胎である。407・111は17llt紀初頭、'106は17世紀前半、 -112は17llt紀後ド`~18世紀

前半、 358・359・423・424は]7枇紀後't-ー18111:紀,iir'taの時期がそれぞれ与えられる

(c) 41:. 駅 （図版60408) 

108 IJ: 短い類祁をもち、口縁部は大きく外／又する花欣である。 施釉の後、更に、 ~1濁釉を施釉し、 2 

釉が溶け合って滲んだ印象を与える いわゆる朝鮮,mi化瓶で17惟紀前 ·1~代の所殺である。

(d) '!:! C図版60409・419) 

40!)は帖土様ををき上げ、内外面を叩いて成形するいわゆる叩き行沖で飯肘亮念の製品と芳えられ、

17世紀初頭の時期が与えられる -111は休邪は内＂し rfi_立する祝い類部をもち、 n給部は端部を水平

方向につまみ出す。外面に灰釉施釉の後、鉄釉で紅,,rなf,'f.化文を描く 絵t.!rflt'.!::!で17世紀初頭の時期が
'j. えられる。

(c) 鉢 （図版GO415~421) 

外は厖文方法の述いから、内l面に匝彫りで蓮弁文、 ・t宝繋文、平花文などを施文し、史に白ileで象嵌

するいわゆる三島Fの鉢 (415~119}と鉄釉施釉の後、 l'I濁釉で波状に施文する憫1:111, 1t iJ! 鉢とに分類

される ＝島手鉢は口縁部の形態から、 11絃邪が外反するもの (415・416・419)とそのまま斜め上方に

引き L:げるものに分類できる いずれも17世紀後＇ド -18世紀前半の時期が'j.えられる。

,5 蜘,.,・文濃

瀬I'・文汲性と考えられる製品には、 (iり付、 XR椀、行合、皿、連華台がある＾

la) 肘付 （図版59323) 

323は平底で.I約部を浅く円形に削り111し、 t似邸は止立する。17世紀初頭のぷ野(riJHの底部であるし

(bl 天II椀 （図版59341・ 550・f?XI)阪GG519) 

311・ 550は底部を欠失するが、 rI籍部は僅かに外反する。5'19は比較的幅の1i.、い輪邸台を浅く削り出

し、｛本部は上位で屈曲する。U縁部は仰かに外反する。いずれも大烹期後半から述1,J式登窯期前期の製

品と与えられ、 17Uじ紀前半以関の時期が'j.えられるe

(c-) 椀 （図版59551) 

体部がほぽ匝立する灰釉椀で19世紀前'I'.-以降の貼期が名えられる。

(d) 呑合 (00版66552) 

方形を呈する型物香合で、外面は舷釉、鉄袖で施文するw織部香合である。17世紀前・t-の時期が考え
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られる。

(c) fill (図版59316・I叫版68560) 

316は低い高台をもち、内外miとも灰釉を施釉する。大烹期の製品であろう 560は細く低い科台を

もち、口樟部は外反し、型押しで波状に整形するいわゆるひだ皿である 19llt紀1前半の時期が考えられ

る。

(0 蓮蛋台 （図版68561)

型物で内血に鉄釉でr,t花文を施文する

(6"京 ・信楽

京 ・信楽産と考えられる製品には茶巾位、椀、製監がある。

(a) 茶rli節 （図版55140) 

-,~ 底で体部は直立する。外血には鉄釉で雁行文を施文する。

(b) 椀 （図版5514 I) 

手づくね成形で、霰に丸みをもち、体祁はほぼ直立し、口緑部はfiiかに内傾するc 赤楽茶椀の写しと

どえられる,Jヽ扱りの椀である

(c) 賢監 （図版62・198)

艮楕円形の底板に体部を貼り付けて成形する。外而には揚羽蝶文を飲釉でスタンプしている。

7 月子 ・明石

在地の算了~ . 明石痘と考えられる製品には必、土瓶がある。

(a} 益 （図版54 127・ 129・ 図版68562) 

127は128の近である。中央に球形の摘みをもつ。129は130の必である 治とで中央部に楕円形の摘み

をもつぐ559は中央部に刃状の摘みをもち、外面に沈線で施文する

{b) 上瓶 （図版54128・130) 

いずれも底部はやや上げ底状を2し、｛本部は大きく内胄する 体部外血上位にツル受けと注口を貼り

付ける 苫、土瓶とも1911±紀Ii伯卜以降の時期が考えられる。

§ 資地不明の腐器

この他、産地の明確でない緬釉掏器には壺、甕．盗、椀．芯．須．鉢などがある。

(a) 返 （屈版5189・90) 

いずれも、平底で1本部はやや内野し、 n絃部は僅かに内はする。

(b) 甕 （図版5199・100・[::cl版54122) 

99は平底で、体祁はr.位で,1111111する 口緑部は肥匝し上下に拡張する 100は平底で体部は内丹し、ロ

絃部は玉縁状に拡張する ） 22は •f!底で体邪は僅かに内彎し、訂部に2カ所耳を貼り付ける。

(c) ~ (図版54123・127・I吋版57216・217・図版66533・ 図版68557・図版70611) 

王には急須の盗 (2161、沿泣 (123・557)、円盤状の(IJ平な出、近 ・現代の杵炉の溢などがある。

<d) 椀 （同版61425・ 図叛62470・488・ 閃版68563) 

椀には体部が内彎し、 U紺部をそのまま 1:/iに挽き出すもの (425)、体祁が直立する怜形椀 (470)、

見込みが比較的広く、体部が内＂するもの (488)、体部が内悶し、口絃部が外反するもの (563)などが

あるし
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(e) 急tJ1 Cl><l版57217) 

社 (216) とセットになるもので休部J:位に怜状の把手をもつ＾

(f) 鉢 (I-xi版55l41・['XI版60422・L'XJ版614窃）

外には'I咽で体部が1f(立するもの (144)、l1枯部が外反し、波状に整形するもの(、122)、人”で11阜よ

部がIJ,点状に肥）'/.するもの (.158)などがある

(3) 磁器

磁茄には庁地りIJでは"小l製、肥tli/、瀬戸・美濃及ひ産地イ澗］のものがあり、種別では白磁、 w磁、染
付，り磁、染付、色絵磁器などがある，ここでは、発地別にそ(l)概要及ぴ特徴を述べる

1 中f'I製

中~I製磁器にはi'I磁碗と ,·;化碗がある

(Al r'I磁碗 (I-xi版70608) 

応台は浅く削りUIし、体邸はj((綿的に斜め上方に延ぴる．口絃部は上粒状に肥厄する。内外面とも透

明袖を施袖するが、外lfliの体部卜半以 flj.露胎である。横Ill・ 森m分類の内磁碗IV類に相・りし、 12111紀

後lー13tlt紀111!'1°'の貼期がt]-えられる。

(B)~; .(I:, 碗 (l':(J肋59266i 

21ifiは比較的船の広いぶ台をもち會内底見込みは広く、体部は1((線的に外r.JJに延びる6 外面には1,,:,化

文を抽文する Pj.l'!laj版61263~266参照）→胎上、色ぶから17世紀1iif半の沌州烹の製品とどえられる。

この他、細片のため、 1:-1化していないが、万真団版61256-260は16恨紀後'J:.~17ill紀 1iiJ., このfit徳鎖｝屯

の#化碗と名えられる

2 肥ii•J

肥Ii誼とどえられる磁常には白磁皿・紅皿、 iり磁否炉、染fわ'i磁及ぴ染付がある。

(A) f'.1磁

白磁にはill!と皐Lllllがある

lillは細H のため,-~,化していないが、 ,,1:n同版61288 ~291・295は1710:紀前半の初期伊/jりW丸9打ち11D.
と与えられる

糸「1111 (f~I)版55 138・139・I 85・['X曲57225-227・図版5824 I)はいずれも芍茄I)成形で會外面に放射

状に沈線を施文し化弁を}<.tJlする。 内外面とも透明釉を詣釉するが、外面の~·5台脇以卜は盆胎である

225は小パれで実Jll,1111, とtfうよ hはむしろミニチュア製品であろう cまた226は他の象Illllに比べて科f1ttが

人さい いずれも、 18(lt紀後 'I~- 191I~ 紀前半の時期が考えられる一

(B) r'r磁作炉 （図版635031 

比較的船が1よく低い硲台をもち、体部はほぼ直立する。n緑端部は内側に水'l勺こ折りIIIJげる 外1ruは

＇り磁釉を施釉 するが内lfliは露胎である

(C) 染f.J,'f磁

染f.l,り磁には碗とtfがある

(a) 碗 (1-:cl版02501 • 502> 

いずれもIIt点邸が外収し、外血は＇ヤ磁、内面は染付である。
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(l,} ftが (l叫版63506) 

丸底で、 3カ所に悴状の関を貼り付け.11粒部は外IJ.する 外1fi1は“磁、内面は染付である。

(1))染付

染付には碗、杯、と、懸化生、甜麦猪II. illl、励11¥jfも利、仏具碗、鉢などがあるn

(al碗 (IX)版ss131• 133• 13s • 131 • 143 • r21版60362-361・図版(i)、1-49・450・466・t叫版483・

486・487・490・il92 ~49-1) 

碗には/I'!;部の器隈が1r;,:<、淡い呉姐で施文するいわゆるくらわんかT碗 (131・487・490)、秘台が細

<~:~ いJ1、東碗 (-166)、「l粒部が外反する端JJ.碗 (492)、点焼風の溢幣なプローションを埜する点焼風碗
I I :i5・,19:J・ 1IH・1)、焼成があまく胎土が附代の附胎染H (362~36,I)などがある。くらわんか手は!Slit

紀後1'代．広東碗はIR枇紀後半~19枇紀rilf'F.沿反碗は191H紀,ii「卜以降、京焼風碗は18泄紀代、淘胎染

付は17世紀後會f.~18世紀前半の時期がそれぞれそえられる また．外而の文様には一,n網日文 (449・

450)、 : ,re網II文 (486)、舌輪に惰文 (131)、丸文 (,190).・L: ・宅繋又 (113)などがある。

この他、細片のため図化していないが、 'IJ'.北図版61267 ·270 ·277·282 · 283は 17ltt紀前 ·~の初期伊

万甲とどえられる

(hl 杯 (I刈版55132・1:i1・図版62rn; ・'179・it81・ 495) 

杯ばJ!IJ(・で11緑部をそのまま斜め上方に挽き I.げるもの (13-1・'179・495)と低い輪科台をもちII粒祁

が外Ii.するもの (132・478・481)に分類される 店台をもつものは論文方法の違いからコンニャク印れj

で施文するもの 032・、t8ll と手描きのもの (478)にIx.分される 132・-181は18世紀liif半代に、 -178は

18 lit紀RLぼ 一後'I'-代に｀平底のものは19世紀Ii『1ら代にそれぞれ比定される

(d 必 (l':<l/版55112・図版61167・168) 

いずれも碗のぶで、 142は碗 043) と七ットである

Cd) 懸化生（図版59268) 

・r底で体沿は1(1.立する。外面に只須で界絲を 1条施す 17llt紀1}1/半の初期伊万里である。
(e) 経よ招（」 （同版60395・ 図版62496・497) 

いずれも低い岱台をもち、体部はill,·~する 外而の文様には蛸,,!tぷ文 (395)、1;,.イと文 (496)、狛化文

(497)などがある。いずれも19世紀前半代の製品であるっ

(fl llll ([叫版59280・ 図版61454・図版685581 

280 は底部は~i笥底を沿し、口樟端部は尖り気昧に収める 17111: 紀前半の初期伊万里である

この他、細Jj・の幻亀同化していないが、吋兵図版61271-275・278 ~280・28-1・蹄5・292~291は17

世紀Ji附I'のM期伊5甲と考えられる。

心4・558はいずれもtll製の皿で、内外面とも透明釉を施袖するが、外面の邸台脇以下は露胎である，

また、 1』:Eiir勺lliiには蛇ノ Fl状釉ハギが認められる 18世紀1i1J'I'代の波佐見の製品であろう。

(gl卯洒比利 ([・41痴 I461) 

展のくぴれた枷瓶形を·~し口緑部は外反する~ 18111.紀後'Htの製品である。

(hl 仏！し碗 (LxJ祝61462・463) 

規い開部をもら、碗の体部は内坪する打1製の磁器であるc 18 [U: 紀後t代の時期が考えられる

(j) f-1,: (1-;<IJl反62499・500) 
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いずれも蛇の目凹形高台をもつ。500は体部が上位で屈曲し、口緑部は僅かに外反する。いずれも19

1仕紀前半代に比定される。

{j)否炉 （図版63504) 

平底で短い脚を 3か所貼り付けるQ 体部は此立し、 U絃部は水平に内側に折り101げる。

③ 瀬戸 ・美沼

瀬戸 ・美沿産と考えられるものには染付Dilがあるっ

(a)染付皿 （図版55136) 

やや濃い只須で卒花文を施文し、呉須はやや滲んでいる。19世紀前半以降に比定できる。

④ 産地不明の磁器

この他、産地の明碇でない磁器には1-'-I磁、,';-磁．染付．色絵磁器がある。

(A)白磁

白磁には器、壺、皿、杯などがある。

(a)益 （図版54125) 

壺 (126) とセットになるもので、閑状の摘みをもつ。成骨器として使用されている。

(b)並 （図版54126) 

低い邸台をもち、体部は囲立する。吝 (125)とセットで蔵骨器として使用されている。

(B) ,'i"磁

廿磁には鉢、香炉と花生がある。

(a)鉢 （図版59281) 

体部が大きく内丹する鉢である。

(b) 香炉 (I~版61429) 

低い麻台をもち、体部は大きく内彎するc

(c)化生 (I刈版61430) 

低い{:Ii台をもち体部 f位は大きく内野し．頚部は直立する点形を呈する。

(C)染付

染付には苔、散り蓮華、碗、 llil.杯などがある。

(a)雀 （図版57212・図版62475) 

いずれも婉の五で'1,'i.化文を描くもの (212)と広束碗の盗 (475)がある。

(b)散り蓮華 （岡版58255) 

製造り成形で、内而に草花文を描く。近代以降の製品であろう。

(c)碗 （図版59266・ 図版61451・452・471 ~473・476・482・484・485) 

碗には｛本部が直線的に外ヒ方に延びるもの (266)、体部が内野するもの (451・452・471・472・<173)、

広束碗 し176)、小咆のもの (482・484・486)などがある。

(d) Dil (図版61'164)

外面に窄花文を描き、内面に不明文をスタンプする。或いは杯の可能性も考えられる。近代以降の製

品であろう。

(D)色絵磁器

一印—



色桧磁閤には水漁、仏J!、化瓶があるc

a)水滴 (ljj版61-131) 

内物の人物形の水滴である 抒血に札LIが穿孔される。

<bl 11、Jし（図版70609) 

金属器を投倣した鎖泣jしである。ガラスf.1で光沢に臼む。近代以降の製品である

(c)化瓶 (I刃版70610) 

609・fil Iと→述のもので、金属器を佼倣し｀ガラス質で光沢に店むし近代以陪の製品である

2. 土製品

l製品には数珠下:. .I鈴．器物形、ミニチュア土器 ・陶磁器、人形、動物形奮面f、不明土製品など

がある，

(I)敬珠玉 （図版55146~155) 

血往0.6~0.8cmを測り、中央に穿.fLする数珠玉である。表面の彩色は全て失われている，

(2)土鈴 （図版55156~162・図版56195) 

Kさ1.05~-1.汝II、窃さ1.2~2.7cmを測る。刃砧り成形で、中央蔀に貼り合わせ痕が残る l淵1iには枡

を辿す.flを"!:)'.flし、内部には球形の]:.を入れる，， 外曲の彩色は全て失われている

(3)翡物形 （図版55183・191・192・図版57214・図版58248・249・253) 

R常,,.沿で使mされた沿物を写した沿物形には鼈形 (183・218・2<19)、灯訊形 (191J 、 ~I形 ( 192) 、

風か形 (214・2-19).枇かの喪の f形 (253)などがある。214の灯籠形は両烈造り、遁形 (183)、馴形

(192)はHJ¥t造りである

(4)ミニチュア土器 ・陶磁猜

ミニチュアの I:器・困磁器の器種には、壺、溢、急須、上瓶椀、徳利、水必し、 71り必し、行'l'fA、

•li箱、 JIIlなどがあるn

(a) ·,i~1 (l-:(IJ~i..57 215) 

平Ii(でi本部が内丹し、俎い11紺部をもつ。外面に述弁文と・Jr文'rj';を型押し崖文する。

(b) 社 (111版57216・218・220) 

216は217と七 I卜になる急須の社である。218は219と対になる土瓶の苫である 220は221~223と七ッ

トになるtf(箱の必である

(c) 急須 （閃版55191・図版57217) 

し・ずれも．（本部日{fjにt'.i状の把Fとi.i=.nを貼りつける オリジナルの形態を忠文に投倣している

(d) I瓶 (~I版57219・ 同版58215)

2 19 は~(218) と七ットになる 外由はヘラ削り潟笠する"245は体祁 I:面に化蝶文を線刻する

tel 碗 I図肋57228~230・ 四版58212・243・254) 
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いずれもM造り成形で、 22hは外面に型押しで亀甲文を施文する

(0稔利 （岡版5518-1・187) 

181は休部外1fi1を押さえて、動物文を貼りつける 187は同様に体泌外1(1iを押さえて布袋9象を貼り付け

る伽tiif焼お袋徳利を忠実に楼倣した徳利である。

(g)水淡し Cl咄版55192・193・図版57221) 

いずれも、 fI舷部に 1カ所注IIを貼り付ける水差しである

(h) itll必し (l・zj版55186) 

必をもち、 1水邪 l.1!11に芍押しで花弁文を施文する。 ミニチュアとしては比較的人さく ．あるいはオリ

ジナル製品の油淡しの11f能性も考えられるe

(i)行,,.鍋 （閑版57213) 
屈い注11と屈 •f'な把手をもつ オリジナルを忠実に校倣している

(j l [i箱 (1-:c]版57221~223) 

;2'i (220)と七 I卜になる 八角形の底板に粘上板を貼り付けて成形する。オリ ジナルを忠火に佼倣し

た精巧なミニ_,...1. アである。

(kl llll (l~ 祝57231・232. ・234・ 235・図版58214)) 

いずれも咽造り成形で、 231は外面に蓮弁文、232は内面に幾何学文、花弁文をスタンプする 24-4は

菱形を呈し、内lfrlに灼化文を翌押しで施文する~ 235は織部焼を民倣したものである

(I) 鉢 (I'~肋57233) 

Jf'/込りの外に粘上椿を捻った把手を貼り付けたものである

(ml盆形I製品（図版58237) 

形辺り成形で内1itiには木~, を及現する。木霰の盆を忠実に校倣した 1製品である

(5)人形 （図版56194・197・201・図版57203~205・図版58236・238 ~240) 

人形には1山j型造りのもの U94・197・201・ 205・236)) とfづくね成形のもの (203・201)とがある。

l山jl¥t辺りのものには福助像 (191・2:36)、恵比J.j像 (H)7)、f守像 (201)、太散持ちi象 (236)などがあ

る また、f：づく ね成形のものには花嫁像 (203)、荷を1?負う商人像 (204)などがあってパラエテイー

に1:rんでいる また、人形ではないが、｝ヤ芍造りのH 、~-、 Mなどあり、~\笑いの部品と名えられる。

(6)動物形 （図版56198・199) 

動物形にはl白j限辺りのりJ株に腰掛ける猿像 (198)と手づくね成形(/)fell猿像 (199)がある。特に、

H,8は別［状rJしで彼の体tを及現した朽巧な製品である

(7)泥面子（図版57207~211) 

いずれも、 粘上板から型抜きしたもので、表面に 「Jり」、キ (207)、幾何学文 (208)、家占 (209).ill 

文 (210・ 211)をそれぞれ型押し施文する。

(8)不明土製品（図版66200) 
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中央部でJtt11ll1し｀先端を＇）ミらせる上製品で男根形を屯するが用途は不明である

3. 瓦

瓦には、軒丸凡．卓f., 頃をはじめとする展恨瓦と、井戸瓦、紙瓦などのliJ!瓦とがある。

ここでは、各U別ごとにその慨略及ぴ特徴を述べる

(1)屋根瓦

歴恨瓦には、訂丸凡 .'T'l1・}1..鬼凡がある

軒丸瓦は、大序！のものと小,~のもの (K27~K32)とがあり、瓦.,,祁の文様は、人開のものには三ツ

巴文 (Kl2~K20・K22~K25・K31 ~K31i)と幾何学文 (K21)、桜と思われる化文 (K26Jとがあり｀

小利のものは納化又である そツ巳文の周辺には．いずれも珠文が配されるが、珠文数は12個のもの

(Kl2 ·K25) ·I~ 憫のもの (Kl3・Kl4・Kl6・K23)・14個のもの (Kl5・Kl9)・16値のもの (Kl7・

K18・K20・K22・K24・K34Jなどがあり、また、巴の尾が長くIra!線状になるもの (Kl9・K251と尾が

知く (rd線状にならないもの (Kl2~K18・ K20・K22~K24・K3・1 ~K36)とがある また、幾何学文を

持つものは、幾M''t文の周辺1こ11偽の珠が配される。なお、 K35は、瓦‘りが廿1JJ状に欠損しており、

通常の軒九瓦とは沢なる使用）i法をされたものと考えられる。また、対化文を持つ小型のものは、築地

塀などに使川されたとそえられ、 8菜のもの {K28~K30・K32)と10袋のもの (K27)とがある。

軒平Ii..(K38~K55lは、瓦芍文楳が,91;,.文のもののみである なお、全体の形状は不明であるが、

鬼瓦の一部とどえられるもの (KIO・Kll)が堂焼土などから出土している 現{i-する部分は、 KIOが

212cm x 1 2.7cmでJ~l さ 2.5cmを瀾り、 Kll は38.&霞 X23.8cmを瀾る。

(2)道具瓦

辺具凡には、）1・J直 ・載凡がある。

井戸瓦 (K74・K75)は、 28.8cmx 21.7cm及ぴ25.8cmx 23.0cmで、ともにmさ3.9cmを測り、やや内観に＂
曲し、外側に沿り留めの山形の女I)みを2列に持つc

紙瓦 IK72・K73)は．ともに一辺2&mの正方形を早し、及面にはクシ描きの文様を持ち、四限の角

を穿孔する

4. 石製品

今[iil(J)~牡ではfi製品が約190点出 Lし、このうち63点を実測した 内J~は石込物53点、石臼3点、硯

3点．砥行4点である，

石遺物

今同の1謁介対象地は光り1、f硲地の跡地ということもあって多数の石造物が出lした ただし光明寺q

地は近路建設に先、i~って移転し、この時地 i-.にあった虹石や6硲類はすべて移転先へ移動されているc

今lril出Lした石沿物は供先序としての忙格を失ったもので、蝿没していたもの、または溝の石列、）t戸、礎

石などに転用されたものである したがって残7f状態も且~f とはいえない。
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図化にあたっては銘文のあるもの、残＃状態の良好なものを優先している

墓石 (Sl~S5) NH状をμするもので、 IF面と側面を加Iし ff而のみ木加 l・で粗1(11を残している

底部は'I叩に加tされ台府に改iftするものであるつ正面はガ形9こ彫りくぽめて戒名と命n、ム開而に施

主を ~JlF している 頭祁の形状は残{yする Sl・S 2についてはかまぽこ状である S Iは宝l:H.:年

(1757)銘がある S 2・3は年サの部のみ残＃するが、 S2は宝J廿年IIり、 S3は安,k3年 (177-t)

の可能性があり. 18lff紀巾～後ドのものである S 4は残欠のため全在は明らかでないが、在文六年

(1666)銘がある 1卜血は2段に彫りくぼめ戒名を刻否する。rt而は,k/JIJT. である 推定復元幅は30cm、

奥行さは25.icm・である 他のt;i-6と比較して大祁のものである。石材はS2・5が砂竹製．他1よ,{E{ぷi併

製である

板碑 (S7) 法柑経~11 を !tll書する題 IJ 板碑である。 頭部は111形を足し、梢i部に 2 本の切れ込みをもつ。

il-血を）j If~ に彫り＜ぽめて法滋経の題日を刻由する。紀年銘はないが17l!I. 紀以前のものであろう。

石仏 (S6・S8・S9) S6は花湖内製で、板状の石材に座像を浮亥IJする。仏像の}<,現1よ簡略化され

ているがFは定1:11を帖んでいる。S8は破mが井しいが、本米は舟形をやするものと推定する iF!fiiに
戊くtE(象を浮刻するがI糾滅のため細部の様fは明確でない。化(titl岩製である S 9はlift部が丸い舟形を

兒する。11:面は光1'f状に彫り＜ぽめて庄像を浮刻している。 イI:.~岩製である

一石五輪塔 すべてイEii4i',;製である 再利用に伴い打ち欠かれ全容のわかるものはない 残イf・状況をみ

ると、火翰以下が残{{<S12・Sl5~20・S31・S32)、火 ・水輪が残(f(S21~珀 ・S34~36)、水綸

以ヒが残イf-(S 37・38・42)、火綸以上が残1t・ (S39~41)、風 ・火水翰が残{f-< S43・44)、風 ・火輪が

残.(.{.($47)、空 ・風輪が残ff.(S 15·16) がある， 再利用にあたっては、地輪、火 • 水輪、空 ・ 風輪9こ

分割される傾Jiりにあり、断面が丸く先の尖る空 ・風綸の利用頻度は低いようである

なお、 S47の風・火輪に梵字を~rn しているが、他のものには銘文などは 、り）認められない

空・風輪部は残{tするものは少ないが. S15は球体に近い空輪と半球状の風輪からなり、両名•の楼は

深く彫り込まれている 数比的に多いのは胴の張った円柱状の風輪の上に'f':球状のな輪を1rtいたような

形状のものである S 12は風・火• 水輪の幅がほとんど変わらず、税が線刻のみでJ<.以されている。

火輸部は軒溢部を打ち欠くなど残仔状態は且好でない。軒｛がrらで端部付近から反り始めるもの．阜f
全体が以るものがある また溢部の形状は、やや外憫に開くもの、ほぼ直・,'Lするものがある

水輪部は位も形態の変化をれ収でさる部位である。1i.輪塔のそれをサ夷的に楳倣し、断1A1・‘杓旬形と

も円形を尼するもの、 'fl面はやや丸みを残すものの断面は隅丸方形を用するもの、 M・fl.ftし火・地輪と

の災を線女りのみでK現するも(/)があり、この顛で変遷していると考える S 15なと丸みを持つ水輪部を

もつものは他の部位も冗輪搭の形態をよく残しており本面査区出上の一石五輪格の中では古いタイプの

ものであろう。逆にhか1な水輪部をもつS31などは他の部位の退化も進んでおり、叫代の下るものと )5・

える。

地輪部は形態の変化に乏しいため、 I閲独で111土したものについては図化していない S 15~ S 19・S 

33は直））休に近い形状でh℃部を平川にカII工しているため、 ~m式と考える S31・S 32はド1咄和が未整

形よたはU然血を残しているためill!.立式と考える。なおS31・32は訂}jf本に近い亜円礫に粍疫の}RIIを

施して .,{ iム輪裕としているようである＾

S 10・S 11・S 12は地綸祁正面を舟形光1Y状に彫りくぼめて座像を汗刻したている 仏ftの及現は簡
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略化され、 S10・12は足の表現が認められない。手は線状の表現ながら定印を結んでいると思われる。

いずれも地転部の下半は欠損しているが幅に比べ長さがあることから埋立式の一万五輪熔と考えるっ

五輪塔 (S13・814、S48~53) 各部位がlj1.独で出土したもので、七ット関係にあるものはない。材買

はすべて花腕岩駿である。S48~52は火輪である。S48・49・51は上面に、 S50・52は上下面にほぞ穴

が穿たれている。幅33cmのもの (S48)と22cm前後のもの (S49~52)に火別でき、さらに後者は硲さ

14cmのもの (S49~51)、12cmのもの (S52)に分けられるc

S53は水輪である。最大径を中位付近にもち、その断面形は円形を呈する。下部は上部より幅が狭い

ため F部がすぼまる形態となる』上下I虹とも平坦に加工され、中央にほぞを打ち欠いた痕跡がある。S13・ 

S 14は五輪塔地輪部と思われる台座に座像を浮刻する。Sl3は欠祖が必しいが、 J:面の中央にほぞ穴を

穿ち、底部は粗整形である。正面には舟形光背状に彫り＜ぽめた中に半円状に退化した蓮華座と錫杖を

持つ座像を浮刻する。S14は正而 ・左右側而 ・背面の4面に限から中央へ浅く彫り＜ぽめて座像を浮刻

している。座像の表現は、正面は合掌し、右側面とn面は左手に宝珠らしき仏具を持ち、左闘面は定印
を帖んでいる。背面の限像のみ袈裟状の表現が認められる。

石臼 (S54~S56) 粉挽臼の上臼 (S54)とド臼 (S55)、茶臼 (S5G)を固化した。粉挽臼は花岡岩

製である。S54は約 1/2残存し、復元径は32.6cmである。溝の切り方は8分圃.8溝である。S55は約

1 I 2残存し、復元径は30.2cmである。溝の切り方は8分両 .6溝である。S56は茶臼の下白である。約

l / 2が残＃するが、周緑部およぴ底部が欠損している。復元径は約20cm、受け皿部の怪は約15cmあり、

中央に芯陸穴が穿たれている。

硯(S57~59) いずれも長方硯である。 S57は海部の•部を欠く 。 硯面は長方形で匝部の緑は欠捐して

低い。1T部に「上□［コロ｛ほ」の刻行がある。S58は硯而が及ガ形を呈し、悔部と陸部の区別が不明眈で
ある。緑は比較的シャープである。背部にI(:産元をしめす「赤闊100」の亥ljf'}がある。S59は残欠である

が?t部に判祝不明の刻杏がある。

砥石 (S60~63) いずれも欠捐しているが、 2面以上の使用痕が認められる。

5. 金属製品

金属製品には、銅製品と鉄製品がある。 銅製品には、蛭管 ・ 銅線 ・ 銅銭• 仏具などがあり、鉄製品に

は、釘・小）J . 錢 ．鍬 ・火笞 ．鎚などがある。

(1) 煙管 （図版46F 1 ~ F 5) 
煙管は雁首 ・羅字 ・吸口から構成されているが、今回出土した煙管は、羅't:の部分が熊く、 Fl・F

4・F 5は、雁首と吸口がセットで、 F2・F3は、雁首のみ出 l:Lている。

材1'fは、 F1 ~F4は銅製品、F5は真絵製である。F1・F 4には、鍍金が施されていた。

Fl~F3はいずれも、脂返しの而曲がかろうじて残るが、火皿の補強帯はない形態であり、 Flは

火1111の部分が欠損している。

F4・F5は、阻返しの湾曲が無く 言頚部と胴部が一体化している形態である。

F5については、雁酋と吸口表面に漆が塗られ、吸口圃には、桜の花が線彫りされていた。この吸口

については、実体顕微鋭での詳細な鋭察の結果、表面に塗布されている淡のドにも梅の花が彫られてい
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ることが判明した。これらの状況から、指の化を線彫りしたが、何らかの理rJ1で失敗したため、この文

様をIIIJいてつぷしたのち、漆を棺布し桜(})化が線彫りされたのであろう なお、 F5については、材質

分析を奈良1!1立文化財研究所の村 I・片氏にお願いした

煙行の変遥については、た学の研究から次の様に要約できる ， n火皿が人型から小Jf~ft1 る p 糾脂返

しが人さく灼曲する「infIr聞」のものから約曲が小さくなり無くなる。(3)火皿補強帝があるものからな

いものに変化する これらの変遷の特徴をふまえて占呆弘氏による遅行の紺年に対応させると Fl~F

3は、 N期で1811t紀後半.P 4・P 5は、 V期で19ltt紀代に対応する。

(2) 釘類（図版47・49)

今同の潟査では、多くの釘と鎚・楔が各 l点出土した。釘については、令て断而方形の和釘である

和釘は、虹の形状から大別すると．頃作り出し煩・り~tr類 ・ 折釘知に分類できる。一

頭作りだし知の中では、叫に逆台形状の板状の作りだしをつくる角jf(F 24・40・42・62・Rl・82・ 

86・881と小型の釘で頭がキ球状を呆する蟹H釘 (f,'89)がある ，

り）~rmの中では、頃の作り出しがない切釘 CF83 · 84 ·-1:H と両嬬の尖ったjt,tl!な釘で、板などをつ

なぐのに用いられた合釘 (F76・87)とがある。

折釘類では、屈部と同じKさで頭の曲がった折釘 (Fli~l9・24・88・F90)が出 Lしている

これら出 l:した釘のなかで、 SX218・S X228・S Xね2・SX236出上のものについては、出」→状況

から木棺に使用されたク「であることが判1リ1しているe

F 1161よ楔、 Fll!Iは2つの材を合わせるための鎚である

(3) 晨具類 （図版47F 91・図版49F 120) 

鎌．鍬がある F91の鎌は片刃の鑽である 牛の部分の木竹は欠拍している。

Fl20の鍬は刃の部分が3本に分岐したいわゆる備中鍬である。頃中鍬は、 iJ.J ill寺代後1':(冗仕以~t) に

現れたとされている。

(4) 武器類 （図版48Fl05・106) 

小）J、小柄の訥がある.,F 105・F 106の小刀は刃部のみ残っている。Fll8は小柄の柄で、 l「rtuのみ刻

み文様があり、全面に鍍金が施されている

(5) 仏具類 （図版48F 95) 

六器は、硲台のついた碗に台皿を燿えたものが許通の形であるが、今回は、窃台のついた碗のみが/Jj

tしている。

F951ふ鉗製で、麻台はあまり麻くなく、「l粒部は外反する 序招による使用痕が認められる

(6) 装身具類（図版48F 96) 

銅製の毛抜さが1H1: している F'96は、 両＂而に魚々( ・で文様を施している。
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(7) 台所用具類 （図版48F 103・図版49114・ 115)

鉄製の，&丁と火笞などが出 Lしている F113の包丁は刃先が挟いいわゆる111ガ包1である 的の祁分

には木質が残＃していた F 114・115の火存は木岐の柄はなく、 Fl14は上祁に円形の箇りが付属してい

る.F103は、たばこ刻み包］のNJ能性があるが細片のため小＂明である

(8) 家具類 （図版48F100・F102・F103) 

FlOl·l02は、 1\l~りの引き手金几と考えられる。いずれも蕨手形の引き手金具で、 FIOIには、 tt2.5cm

の円形叩令具が、またF102には｛怜2.5cm菊化牲金具が付屈していた。

FIOOは、箪笥や,j襖の引さ f•にをかれた巻さ金具の部の可能性がある。 木質に金lしがなかれ鋲で留

めている。

(9) その他

I・..cのほかに、 鉗現 ・鏑り金Hなどが出土している，

F 7 ~Fl6・F92は、 it0.05cmの鉗緑である。F7~Fl6が出J:したSX218は、竹カゴが放射状にくず

れた状況で出上しており、この出土状況からこれらの銅線はこの竹かごを留めるために使1T)されたと考

えられる

F99は、銭共をいれたIll,(f袋の残什であるが、当初どのような形状だったのかは小明である

F101は、鮨り金具と考えられる＂上 部は菱形で透かしが論され、柄がついている｀

(10) 銭貨（図版50~52)

錢貨は合,ll125枚Illl・ した大きく渡米銭と本邦銭がある 渡来銭はほとんど北木錢であるが、一部1引

銭や,t,i*銭が含まれている。

111 I: した渡来銭は、氏〇通賓 (F208)、元祐通ff(F209・F210)、紹咆辿u-(四11)、火絨遁賓 (fl別）
f;\宋通賓 (F2 16· F230) 、治•ft元賓 CP231 ·F232) 、 永楽通貨 (FrnO) 、大観通賓 ( P'?.:H) などがあり、

図化したもの以外にも、煕珈元貨、乎宋元貨｀屈定元賓が出1:している

また、本邦銭としては、窃永通宝がある"1芯lk通宝は元来、佐藤新助

という水1--iの甜人が1626年()!水三年）から鈎造を始めた一種の私鋳銭

であるが、 1636年になってiLPふ~府は公鋳を始め、それ以降硲末まで230

余年の間幼造された •fi. 水遁宝の幼造期ru,は3期に大別されており、 I

期{c1i・fJ_水）は、立永13年 (1636年）～叩屈2年 (]656年）. 2期（文 し

銭）は、 'fl文8if, (1668年）から及租3年 (1683年）. 3期 （令囚各地で

増鋳）元舷10年 (1697年）～延11-4年 (}7'17年）に分かれている .,

今印II1:、したものの多くは、新'ti永に駈するものであるが、 2期に幼 I-

伐 i't'名 ＇ 初幼→ 
天柑油賓

,;i宋辿 l03R 

泊'I',i:. 106-1 

熙1'lJt: 10611 

Jじ也辿 1078 

,c柏通 1086 

I「)~~,i:. I IOI ii• 

k観辿 1107り、
-; 造され、 1rに「文」・;,:を配する文銭も14枚確認できた，

虹元賓 1260<1・
また． ・文銭ではなく.1頭に波文のある四文銭も 1点出 I:Lている 「 」 1 

水交辿寅 MORり

(F2.16) その他に、 ,t,'fl_水のuf能性があるものも見られるJ 第4表 出土銭貨の初錆年

これらの銭1'tの中には、らのMIJ~品である六辺銭に関係すると考えられるものがある
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仏教において現軋に牛をうけた衆りては、その業（将悪の行為）の結果に応じて死後六逍（地は道・飢

餓道・畜牛追・修羅逍 ・人間辺 ・天道）を輪俎する宿命にあるとされ、六逍銭は、この六道輪也の息想

に某づき、死名を作る際に棺やg墟内に埋葬される銭のことであ
＇遺•~ I f屯類 1枚致

る 18世紀 •t<ばには、通行捐失の観点から禁止令が出されるほど

盛行するし

六迫銭を情成する銭祉は、さまざまな渡米銭が組み合わされる

場合と1、f定の銭のみが組み合わされる場合とがある

今回出上した六辺銭については、全て在永通宝が使用され、中

には、文銭が人枚そろった例もあるため、同種類の銭貨を組み合

わせた衣図がうかがえる

6. 木製品

(1)籍棺 （図版94~97)

WI -W41よいわゆる箱棺であるc

二SX223 笈＊通宝
SX221 I・丸水通官

SX228 I 1だ永通'i;—: 

6枚

6枚

6枚

6枚

SX235 I竺ぷ通r,; ~ 枚
第5表 六道銭の出土遺構と種類

WIはSX218から出 I.した平面形が正方形の浅い木棺（箱棺）である 爬板は60cmx 61cmのほぼ,r-:

)i形で、2枚の板を接合面に 2箇所釘を打って接いでいる 合釘を打つ場所には因で線が引かれている，

傾板の残イr麻は39.9cm,Pl板の継ぎnは、溝にホゾをはめ込むように組まれている 板のITJ.さはl.7-2.l

cmである。必は失われているc

wzはSX228から出上している。平面は正ガ移闘面は縦長の長ガ形の箱棺であるっ底板は53cmx

59.5cmで.3枚の板をそれぞれ3箇所の釘で接いでいるc 輻3.2c直程度細い板の中央を船9cm>< 2 cmll 

どりJり欠いた棺台が四因に打ち付けられている。溢板は53.8cmx 55cmでやはり 2枚の板を 3箇所の釘で

接いでいる。側面の板はやはり 3枚の板を接いでいる。板の厚みは2.8-3.1cmである 必も含めた仝体の

,..~ さは85.4cmである。この大きさから考えると、座棺であろう。鋼面には、紐跡らしきものがみられる

W3はSX232からtlll:しているっ底板は2枚の板を接いでおり、 55.7cmX 55.3t111 底部外面には、カン

ナ傷がよく残っている。側板の残＃店は46.5cm。唾宜方向に釘を打つ□安の渇の線が残っている画もあ
る。板の11/.さは1.7cm。とは失われている。

W4はSX236から出土している。溢を含めた全体の大きさは59.6X 61.4 X 77.2cm 他の棺が底板のヒに

側板を載せるタイプであるのに対して、これは組み合わせた側板の下端から 2cmほど浮かせた位既に底

板をはめこみ、釘で留めつけるものである。なお、謂板の下端の中央は1.8x 1.2cm程度の切り込みがあ

る。 1枚椒の投の裏側にはメ）物の痕がみられる。溢以外は2枚の板を接いでおり、厚さは2.7~2.Scmで

ある。側面には、紐跡が残るものもある。

(2)桶 （図版98~100)

W5~13は、桶、もしくは粘桶を利用した棺（早桶）である。 W5~9は傾板、 WIO~t3は柚の底

板である。咲板の直径は欠りlしているものもあるが、 45cm~50cmで、いずれも 1枚板ではなく、 M枚か

の板を木釘で継いでいる。継ぎ合わせている個々の板の幅は一定しない。印さは0.8~2.7cmとばらつきが
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ある。

側板も幅に人小があって・定の規格はみとめられない。 I•/;さは0.6~1.35cmである。F嬬の少し上には

タガの痕跡が残るもののある

(3)板材 （棺材）（図版101・102)

WJ4~¥V20は椒材である w11-w11はSX216から1り上した箱板である いずれも．長辺の一）iが

磨耗i:しく、もう方のIむ辺から少し内即こ釘穴が並ぶ。Wl6・17は釘穴のある辺に2箇所切り欠きが

あるWl8~W20はSX232から出 I:している。これも及辺が府耗している，短辺はホゾ組のため、・段薄

く削ったり、細Kいホゾ'¥くを削りこんだりする加上がなされている

W2lはSX216の櫂方からtlJtしている。破損のため、元の形状は不明であるが.2辺が曲繰を描く板

である。

(4)数珠玉 （図版103)

各廷より．多数の数珠上が出上している中のいくつかを図化しているu 数珠玉には、 W22~25、29、

34、35、103、04のように直径1CID前後の大型、 W39~41 、 63 、 64(/)1/i'l~8mmliif後の中型 W38.99~ 

102、163-166の11¥径5mm1l~ 後の小型のさ種の大きさがある W29. 39、103.104は1代交する方向にも孔

が開けられている W6;1、似は開面形が打塁玉形であるc W99、 WIOOは.M •j!な平玉、 W123、124は扁平

で憫面に楼がある・Jq改である。それ以外は直径が店さをしのざ、＂而がややひしゃげた楕円形である c

(5 l木簡 （図版103)

Wl69は、 SXi!28より111t-した。将棋の駒を縦長に引き仲ばしたような形態の墨杏のある木簡である

頭祁を鈍fりに尖らせ、そこから3cmほど下がったところまで、闘1{1iを数mm削っている。幅5.5cm、長さ29

cm。下の両澗緑が剥雌により欠mしている。一番Kには 「ん」と・字が内かれ、「空海が心の中に咲花は
I阿弥陀より他にぶる人ぞなし」という和讃が二行に分かちむきされている。(22)

(6)棗 （図版104)

¥¥'170はSX218からIUI. した1t'({J:5.3cm.器~4.4四の打に、器~l.6cmの五が伴う黒漆塗棗である。 必

と身を合わせた総店は5.2cm,底部は碁筍底である。

(7)容器（図版104・105)

Wl71はSX236から 111」• した性平の近具である 単1n:方向にザイLした四角い把手（別材を挿入）のつ

いた容器である。rtf¥.2.5cm、肘部最大径は3.8cm、岱店は4.1cmである l"I籍1(1下に2条の凹線がめぐる

Wl72もSX23Gから出上している。 辺5.9cmの悶丸方形の板で、五であろうかc 印さは3ーである

片面の周粒は 3DDD~ りで斜めに削っている。

¥Vl73はSX91から出 Lした12.sxLOcmの悶丸長方形の漆泳りの似である。IL/.さは2血 "1dij面に漆が漁

られているが、片面のI山1切辺の沿から3mm輻で塗られていない祁分があり、もう ・面は、 両短辺の端か

ら2.5mm内罰に2mmいでやはり塗られていない部分がある この短辺には3箇所、 Jむ辺には中央に 1箇所、
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径0.5mmの小.flをかっている。脚付さの箱の底板であろうか

Wl74はSK71からIll土した漆裕りの箱の傾板である )7.6 X ,j Clllの長）J形の板の短辺の中央を他の鯖

板のほぞと絹1み合わせるためL1cmX0.2cmの大ささにりJり欠いている I'/さは3mmである l山i而とも注塗

りであるが、外血は開漆に退色のため元の色は不明であるが、桜の花などの楳様を描き、内IUIは赤桧を

i面に挽っている 内l面の短辺の沿、 9砧4mmほどは、他の材と組み合う接l.(となるため、 一部漆が喰ら

れていないり＂而の組み合う部分は (j概f'lの釘でWIめられていたようである。

Wl751J: S K91から/Htした油町）の箱の底板である 破片であるため仝体の形状はイ溝明であるが、丸

みを帝ぴた形である ”さは25•· !Iii而に注が強られているが、四板と接する祁分には漆は液られてい

なし'o

(8)箸（図版105・109)

Wl76は直径：i mm、残仔艮14.5cmの笞である・,浙面は111形で、漆婆りである

¥Vl95・196、199~203は漆塗りではない笞である Wl93・196はSX218から/BLした七ットで、艮さ

は16cm前後、浙tiりは四辺形で．太さは0.6cmと実用にはやや人い。WI99~203,iS K94から出 l・しているし

27.8cmとややJ~いものも 1点あるが、他は22~2.l5cmとほぼ揃っている 断1fuはほぽ円形で．太さは0.5

~O.&口である

(9)漆椀 （図版105)

W177・178はSX94から111-1-.した漆椀であるc いずれも{.'り令付近の破片で、令体の大きさはイ；明であ

るo Wl77は底部が佗めて原い。

(10)箱 ・箱材 （図版106~109)

¥Vl79~19IはSX218から1111.しており、茶迅具、茶箱の箱板であるuf能竹力沿；ぃF

WI79~182、188~194ば此}j形または正方形の板である 人きさは、 9.5x 14cm~8.5 x 8.5cm fi1. さ

はおよそ2一短辺あるいは小口面を斜めに削I)落としている
Wl83・IRIは2x 13cmのほぼ同型(111人の細長い板札である 短辺を斜めに削っている。

¥¥'185は12.8x -I.firm. 印さ 21111の板材にPHLを穿ら、 j((i吾3u.長さ 2cmの楕材を垂直に辿し込んでい

る。

Wl97・198はSX228の棺内からTLLLしているほば(ti]形同人の細長い地い卜かである

W201~206はSX216から出J:した箱などの一部の細只い板で、接合のための釘穴がある W20il.205 

はほぽ同じ大きさで、平而だけではなく短傭血にも釘穴がある。 W206はJ~側l面に穴がある

W207・208はSX94、W209はSX236から出上した細長い部材で、これらも接合のためのTR穴がある

(11)煙管羅宇 （図面110}

W210は煙行の認字である＂破片は2片に分かれ、 1trif.9 mm. 残併長さ5.7cmである。

(12)棺台ほか（図面110・111)
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W211はSX228からIUI: した沌板で、箱棺の底面に打ちつけられていたものであろう 角材に判りこ

みの加工があり、釘穴が見られる。

W212は細長い板材のJ1Lj烈辺にホゾを作り出した部材である。

w213~230は SK9,IよりHILしている。いずれも細長い角材の向沿を蒋く削りこむ加工を施した部材

で、この部分に,,ヽflが開いている。W213のみ大きいが.W214~W230はほぽ1.. J 112 luJ).: である。この藩<

加工された邪分を残（（していないょ材に並べて釘で打ちつけたスノコや桟のようなものの·~と考えら

れる

(13)下駄 （図面112)

W231は楕円形の台部に台形のmを組み合わせた構迅下駄のうら、木内にはめ込まれた柑が台部をn通

し、長からみえるタイプのいわゆる露IJIIド駄である。このタイプ1よil・けでは、 iTr3・初期から17世紀前半

にかけて盛行し、それ以粋徐々に祓っていくという。只さ205cm.~17.5on. 1岱さ 5Clll- 大きさから考え

て女物か。

(14)払子 ・拌（図面112)

W232は仏几の払(-(はっす）の柄の捏りの部分である，直径およそ 2cm、残イf:nl7.4cm。

W233は芹 （こうがい）である 頭部はおよそ 2cmの立方体の卜lriiのみfりを1面l「J..りした形で、 1本邪は最

大径1.2cmから細くなって尖端は')ミる

(15)橋 （図面112)

W234~237は蒻である W231はSX2認から出土している (ifが＾て失われているが柚の1'i面には

丸の中に四弁のTJr./1:. < ./l:.1fのんれに入隅があって、尖端がそ個の丸い突起をなすようにみえる）を配し

た投様が3つ金色でt//1かれている nの山は弓なりで、いわゆる鎌介形タイプの飾り橋 (ttfi櫛）であろ
ぅヵヽ

W235~237は令てSX236からIll上している。W237に裔摂らしさ 「111に止」の文字がある以外は黒文

の実m的な闘である W235は嬬が止線(Iりにカットされており、棟の曲線が緩やかである。1'fの肛みが9

ーと印い。W236は棟が111なりに中秘になっており、端は鋭角にカットしており.・/'f側の船が歯の部分の

幅より広くなっている 1'f q)[fJ. みは5皿である,W237の憬l.t丸味をおぴており、沿も丸くおさめているn

行は9一とW235とf,i]様に1リい。

(16)縄ほか（図版112)

W238はSK91からti¥1: した 3本撚りの縄であふ sキ撚りである中央の部分は撚られたままで残っ

ているが、端9よはつれた状態である 棺を結ぶ縄であろう

W239もSK9'1からIllI・ している 一方は欠捐しているが、投}j形の角を洛とした池板である 小孔が

みられ、 ・部焦げ11がみられる。
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V. 自然科学分野の分析

1 . 伊月郷町遺跡出土木製品の樹種

京都大学木質科学研究所 伊東隆大

兵f.U県伊rtrn宮前2丁nに所在する伊丹郷町（第111次』をB地ix)は江戸時代寺院硲地として知ら
れる 同地区において．天正年1lllの剖建縁起のある江戸時代寺院「光明寺」の本党の一部と俗地が関介

され、多数の I.葬、火葬の埋葬遺構と土塀 ・石敷や火災片づけの土Jfi.が検出されており、白長年110から

明治時代まで約300年間の寺院とg地が検証されている'

ら地の埋祥辺構の桶棺・箱棺、士葬副葬品の数珠・櫛 ．漆途棗などの1訓枠品と火災片づけ L坑内

に寺院で使用されていた漆器・茶箱 ・ 下駄・壺 ・ 苫 • 仏具 ・評などの木製品が数多く出 I:している

ほとんどが厄形をとどめた木製品であるので、同定用試料は割れH部分や欠損部分から採取し、最11ヽ

限に留めた。

これら、人片から安全カミソリで池い切片を作製し、スライドガラスに載せて、カパ ガラスを被せ、

ガムクラールで封じた。

樹柚li"•l定上の顕微鋭的特徴

一菜マツ (PinusL.Subge.n.Haploxylon kochne) : 樹厨誼が存在する。樹脂細胞はみられない。放射仮辺

行が{'?在する，放射仮辺行の水平堕に鋸惧状突起がみられる

スギ (Cryptomeriajaponica D.Don) : 晩材幅がやや広い 樹脂細胞が晩材祁で接線方向に疎らに什{1す

る。分野咽孔は典型的なスギ型.• 

ヒノキ (Chamaecyparisobtusa Endlicher) : 晩材帖が狭い 樹脂細胞が晩材部で接線方向に続らに{[-在

する。分野増flは輿堕的なヒノキ型。

オニグルミ (Juglansmandshurica~laxim.subsp.sieboldiaoa Kitamura) : 散孔材。大形の近行が蝕らに

分布する。

プナ (Faguscrenata Maxin,.) : 散孔材。近管は111穿礼と階段が孔を打する 放射組紐は,r列放射糾絋
から仏放射糾織まで様々な相のものが分布する。

ヤマグワ (MorusausLralis Poircd : ~ 孔材。小近管は不規則な集団をなす ,r. 穿孔でチロ スがff・任す

る。放射組織は異性。

イスノキ (lJistyliumracemosum Sieb.et Zucc.l : 散孔材。閉段穿孔。軸Hftil柔細胞は接線状 放射組ほ

は沢性。

ナシ属 (Pyrussμμ.) : 散礼材ぅf胆穿礼。道行にらせん肥厚。輪方向柔細胞は散在する。放射組織はr,11性。

サクラ属 (Prunusspp.) : 散孔材。単穿孔。道管にらせん肥m。放射組織は数列
ウメ (Prunusmwne Sieb.et Zucc.) : 散孔材。年輪はじめの近管はやや大きく印孔状となる 爪穿孔

迅行にらせん肥収，
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ツゲ muxusmicrophylla Sif'b.et Zucc.l : 散.fl凡辺行はきわめて小さい。 階段~-fl, 木繊維の屯はI'/.

い。放射糾織は異性で、通常2夕LJ

エゴノ キ属 (Styraxspp.) : 散-fl材 附段穿ィし軸）j Ji•J柔細胞は晩材部で接線状にかつ陪状にな らぶc

放射糾紐は多列邪がりlylj部をはさんで )-.下に連なる。

伊n謁•r追跡出上木製品の樹植同定結果は筍 6 及9こぷす通りである 。 同Ji.からf11J俎粉ti.I上木褻品の樹

種の出」・傾向をみると、以ドのような傾向がみられる。

(1)数珠f:・にはウ メやナシ浜のような緻密で硬いfわがJI-)いられている

(2). にはイスノキやツゲのほかナシ屈が用いられ、いずれも相当に硬い材である。

(3) 棺材には—．袋マツやスギのようなjl袋樹材が）IIいられている。

(4) I企椀にはプナがRNいられている

第6表伊丹郷町木製品樹種同定資料一覧

I it恥 0. 伽磯No. 這物名 1 辺構名 Iい代 樹檜
I 
棗 S X218 iL P エゴノキ

I 

数珠E I S X218 江 fi ウメ

茶箱？ S X218 汀~ 戸 ヤマグワ

4 I 極棺必 S X225 H ,_; こ瓜マッ

5 W39 致 ー［ SX認6 ii. ,.; ナラ属？

6 WIO 柚棺底 S X22ti 江が スギ

7 Wl04 数ヰド S XZZ8 江戸 ウメ

8 WJI Mfl'rll'<; S X233 江戸 -. なマッ

， W235 岱 S X236 fl: ,・1 ツゲ
10 W236 聞 S X23G n: fi ナラ~ ?

．． 

11 W237 櫛 S X236 江 I'』 イスノキ

12 WJ71 'ct. S X.!36 江戸 サクラ

13 ¥VJ71 もの代 S X236 江戸 オニグルミ

14 Wl!J9 ~- SK釘 if ii ヒノキ

仏具 SK虹 汀 1i ヒノキ

＂ 
SK9'1 i]_ } j • スギ

浜椀 S X9-1 u i.i プナ

I 
汰椀 S K9-1 f[ ,, プJ-

t ' 
19 W230 I 口の{-~人 S K94 江，， ヒノ4

20 

W17:J 丁[ F漆駄箱“ S K94 if. 戸 ヒノキ
-+ 

21 

I 
W231 H. p スギ

22 W231 江,_; 欣孔材
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2 . 有岡城跡・伊丹郷町の種実分析

パリノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

天正年間に創建された江戸時代の寺院 「光明寺」本誂の一祁と絡地が今阿潟企された。その結果、多

数の I:非、火非の埋俳遺構と K塀•石敷や火災片付けの I:坑が検出されているC .g地の埋葬遺構(SX235)

の棺桶底の副非品とともに種実が検出された。これらは3つのt師器皿の上に骰かれていたものであり、

埋拌時の供物や狸非儀式用t;flj葬品の一部と考えられる。これらの種類を知り、他の江}j時代寺院必地と

の比較を行う慈味で、種実同定をtiった。

I. 試科

試料は、 SX235から検出された種実遺体3点 (No.l~ 3)である。 1試料には数個の破9ヤが人ってい
るc

2. 方法

双眼実体拙微鋭で、その形態的特徴から種類を同定Lた。

3. 結果

3試料のうち、 No.:!は上塊や礫であり、征実ではなかった。No.IおよびNo.2は種必片で、本来 1個体

であったものが、それぞれ4~5の破片に分かれたと考えられる。推定される形状は6mm前後で｀や

や縦につぶれた球形である，灰褐色で表曲はざらつく 。木質で固く、 4~5裂する性質がある。このよ

うな形態から、この種子はシナノキ科のポダイジュ (TiliaMiquelianaMa.-i::in1.)であると考えられる。

4. 考察

ポダイジュは中国原産の木で、仏教にゆかりのある樹木として寺院などによく植えられている（ほん

とうのポダイジュは、クワ科のインドボダイジュでシナノキ科のポダイジュとは別種）。ポダイジュは新

宿の登呂寺(□)氏. 1991)や法光寺（バリノサーヴェイ株式会社、未公表試料）で数珠として検出され

ており、当時数珠の素材として使われていた痕跡がある。おそらく寺院等に植えられていたポダイジュ

の実を、副作品として納めたものと考えられる。そのほか、法光寺ではメロンやトウガンなどが副葬品

として添えられていた遺楕もある（パリノ ・サーヴェイ株式会社， 1996)。

-65-



VI • おわりに
1. B• C地区における土地利用の変遷について

今lnJの渭介でば B地区では光1リj与の近fltlじ群を中心に、また、 C地区では酒蔵遺憎を中心に、古代

から現代に至るそれぞれ6IWの遺構而が確認され、また、貼期区分の 1では。遺構面及び出上遺物(/)検

討から．大きく I--¥I期の8貼期に、さらに、火災とその後の登地終（までの時間を考慮すると、 14小

期にわたる上地利用の変遷が想定できる

以下、ここでは、当該逍査区における土地和,mの変遷について、は認された火災面を中心にまとめて
みたい

なお、火災曲は5面確認されており．そのうち、 rt2次火災而は元U12年 0699)あるいは元禄15年

(1702)の火災面、約3次火災I「IIは明和年間 (li65・66)の火災血と考えられるが、節l・4・5次の

火災については文献 f-_(/)此載はみられない，

1期 B地区で清状遺構SK59が情築される時期である。lfi上追物から古ttt時代後期と与えられるり

ll期 B地区で溝SD02-01、CJ也FではSD10・S DJJ-15、経SK162が情築される時期である

窮SK162から/tt上したl'I磁碗I¥'JJ1の時期から、 121ft紀後平~13世紀前半の時期が考えられる，，

m期 皿期は人きく中111・後半期に“する辺構群で構成される時期である。HU迅t物の年代から、 3小

期に細分される

m 1拇l B地区において溝状遺構SX2'11が'i月まれ時期である。出上した」：師器IIJlの年代糾から151lt

紀後半~lGllt紀前1こ代の時期がそえられる

皿ー 2期 B地区において井pi.C地区において根{iをもった掘立柱述物が営まれる時期である"UI 

土迫物からは明確な時期比定は囚題であるが．光り1寺本党の創建期に先行する、イf岡城期の

迂構群である可能性が硲く、ここではl6flt紀後'I'代と捉えておく

m-3期 8地区において、光明寺のが；tが削建されて、が 1次火災によってil'I失するまでの時期で

ある。検出11iiのJ:屈を被穫する火災図Vからは、貿易困磁では、僚稔鋲窯pfi(J) ,,; 花、澤州窯

産のl~吼1と、国産掏器では、瀬n・梵il!'t系天H椀．志野laJ付、肥前系では、唐津並・椀 ・鉢、

初期伊万 1印碗 ・ 花ttなどがIll上しておりこれらの遺物から、 17世紀111!'I~を下限とする時期

が想定される

1¥1期 I¥'期は第 1次火災かられ2次火災までの時期、すなわち、 17粧紀前'I'から17世紀後半の時期で

ある，，

I¥'-I期 B・C地区において、第 l次火災の火'l'£1ヤ付けを行い、鞍地を完了するまでの騎期である。17

世紀前平の時期が考えらえる

I¥' 2 llil R地区において、光明、和の本常が再娃され、経地が'/:tまれはじめ、 C地IX:において、第冶

炉 ・ゴミ穴な どの遺情が構築され．第 2 次火災によって焼~するまでの時期である。出上遺

物には上師苔火削壺、焙烙、肥前系の J~手唐HtJf.:・刷毛LJJ.!tilt外、 J;t焼風困特碗｀陶胎染

付椀などがあり、これらの遺物の年代観から、 17llt紀中頃～後'j'.・の時期が与えらえる。
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V期 V期は第2次火災から第3次火災までの時期である。

V -1期 第2次火災によって消失したB・C地区で火lJJ.片付が行われ整地が完了する時期である。

第2次火災が元禄12年 (1699)もしくは元禄15年 (1699)に発生したと考えられること、及

び近年発見された光明寺の再建時の棟札銘が宝永8年 (171I)であることから、 V-1期は

18世紀の10年代と考えられる。

V-2期 V-2期は本堂の再建がなった宝永8年 0711)から第3次火災によってil'f失する1月和年

問 (1764-71)の rJ]すなわち 18世紀前 i~~中頃と考えられる。 出J:迫物には肥前系の緑釉llll、<

らわんか手碗 .nnなどがあるっこの時期.c区では洒蔵逍摺が構築される。

V1期 VI期は第3次火災から第4次火災までの時期である。

VI -l期 VI -l期は第3次火災によって梢失したB・C区で火引片付けが行われ、幣地が完（する

までの時期である。光明寺の本立は寺（云では天明12年(17.82)には再建されていることから、VI

-l期は明.Jll年間 0764-71)から天明12年 (J782)のfillすなわち18世紀巾頃の20年間と考

えられる。

VI -2期 VI-2期はB地区では本堂が再建され、経地についても再整備が行われ、第4次火災によっ

て焼失するまでの時期であり、 Ill上遺物から、 18世紀後半~19世紀前半の時期が考えられる。

C地区ではこの時期にはV期に引き紐き洒蔵遺構が稼働していた時期である。出上迎物には

堺・明石産襦鉢、肥前系くらわんか手碗.Dll・広束碗、瀬戸・文汲系染付磁器などがある。

¥11期 碓未以降、近代を含む時期である ~ B地区では V1期に引き続き、袋地が営まれる。 C 地区では

品査区との稜に石列溝がつくられ、南隕の敷地との間に挽界が意点されるようになる，

渭期 光明寺移転前の状態で、潤介直前の状況である"VI期とは火災肘を挟むが、 土地利用の状況は

大きく変わらない。

2. 光明寺本堂及び近世塞の成立と展開

次に、今回の調芥で検出された逍構群の,i,で特徴的な、光fYJ寺に係わる本党基項、近世搭地の変遷に

ついて、本堂甚Jflが創建される皿期から近世後半の¥ll期までについてやや詳しく見てみたい。

ll1期

前節で概観したように、光明寺の本堂基堵はID-:J期にはすでに第 l次火災によって焼失している。

検出而の上而に堆積する火災,WVに含まれる迅物群から、 m-3期はL7世紀前年を下限とする時期であ

ることは前節で述ぺた通りである。それでは、本党甚培の創建期はいつまで遡れるのであろうか。火災

~vには16世紀後半代にまで遡ることが可能な唐汗壺、明甘花などが含まれており、明確ではないもの

の、夭正年間 (1573~1591)には堂字が完成したとする寺（云に伝えられる時期とそう隔たりのない時期

に、本堂基梢の創建期は求められよう。また、この時期には硲地はまだ形成されていない。

w期

IV -L期には明確な近構は見られないが、続く IV-2期には第 1次火災で焼失した本堂が復典し、ま

た近世必の使用が開始される。必は、早桶を棺とする土非経が中心であるが、土葬墓では他に丹波焼売

を棺としたもの、また火葬必では丹波焼戒を骨壺としたものなどがある。
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V期

v-1期は祁2次火災で焼失した寺の慈地が行われた時期であり、火'liJ¥・付けの際に穿たれた廃泰 I:

坑SK71・76・88・91などがある。tJJtlりからは肥前系の店津椀 ・1111. そ島手鉢、 ill毛 □唐沖~.)尼1i1J

系京焼風閾器椀、 J・}波焼ば鉾など17111紀1iir'I・・～後'j;.の時期の遣物が出 I:Lている。

V 2 期はり~2 次火災で焼失した本名が1引度復興した時期である

岱地は、 L柑硲では｀早桶、箱式木棺、丹波焼翌を棺として使Jllするものがあり、また、火葬店では

士師器の火m•,i~ . 丹波焼曲、施釉陶器壺．甕などのU常渥器を行壺として転Illしたものがある

＼り期

¥1 l期は給3次火災で類焼した本常の松備時期であり、 Fi~ をKLりl2年 (1782)におくことがでさ

る

また、ぶの配mは大きく改変されており、火•Ji片付けに伴う士坑は関企Ixの西 1 / 3 祁分に集中して穿

たれている

VI -2期は第3次火災で類焼した本咲が3lullJの復興を遂げるPl期である 以後本党は立て杵えるこ

となく、 'l濁成の移転の時期まで存萩する

岱地はヒ拌硲では箱式木棺、丹波焼甕を川として使用するものが、火4ド~~では上師器火消壺、）・J-波焼甕・

壺、栢袖困器壺 ・甕などの口常雑器を11-壺に使）廿したものがあるが、 J・・作岱は減少し、火m滋を11壺と
して使用した火弗~~が庄尚的に多くなり、施釉閾器のn常雑器を骨並に転IIJしたものがそれに次ぐ。

¥11期

¥11期は約4次火災によってw期とF分され、 19枇紀の前半以関明治までの時期と考えられる ¥1期に

属するものには丹波焼甕を棺として使mする I:葬裕、また白磁咄をtN!として使用する火作岱などが見

られる

3. 酒蔵遺構について

C地区で営まれた這情の中で特徴的なものとしては洒蔵沼構があげられる。これらの洒蔵迫情が最初

に営まれるのはV-2期すなわち18枇紀前染以砕と考えられる 洒祓』構はその後、第4次火災によっ

て焼失するが 1収にされ¥1期を通じて採叉し、 ¥1期入ってその活勁を終.Q.させたものと考えられる

それでは、 V期、 V1期のそれぞれ時期の洒蔵の所{1M"は誰であったかについて．文献 I・.から窺われる

成米をもとに少し触れてみたい。

当該地．点は「天保15年 (1841))叩澤町分1川絵図」から、f11丹邪町のうちのfJIH村 （町）の泉町に屈

していたことがわかる，ここでは、考』の使1'1:t、「大止4年fJt)'J町地岱LXI腑本」に従い、本町通りに添

う泉町の 1地 -tit・濱に番地を付し、以卜この地番によって、は述する なお、 197・198番地は近代に分

喰されたもので7_{/i時代には ・粒さの上地であった。

まず、 194番地は江戸期には米間因・鹿島射 （岡田）利兵衛邸があり．それを取りなく 193番地は初め

洒造求 • 松凩 'J·兵術、後には同じく洒造家 ・鹿品屋祈右衛l"Jが1祈打して明治に土っている。

この囚m家に仏わる岡田家文内の中に宅Jtf7年 (1757) 5月付けの和泉町（ママ）の柑足利兵衛から

鹿島兄利兵衛9こ宛てた家屋敷瑣り状がある。

湛涙された柑敷地は、和泉町洒関で}d13 llll、衷行町並であり．東は大辺、州は溝切、南は次郎兵衛、
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北は四郎 二郎とある。 血 r,~は2畝8歩であるc

東は本町通りに接し、世の清切りは、すぐ丙にg接する光明寺との培を限る溝であると名えると、』

渡された歴敷地は196番地に該当すると考えられる。前記K正4年の地lttL:.:11こjドされた面積が2畝15分と

それと近いことも傍証となろう。したがって、南側の195番地が次郎兵衛後家、北側の197・198符地は四

郎→郎の所1i地にあたると推定できる。

今,.. , 検出された洒蔵逍情のうち 1~7·198番地で検出された泊蔵遺惰はこ(/)四郎三郎の所イi地内にあっ

たもので、このことから四郎三郎は伊丹の洒沿・求・紹屋四郎一郎と考えられる。紹屈四郎二郎は・だ文3

年 I1750)には外城村に本誠とIll店を持ち、 111n町にも/l¥l占を持っていた。検出された酒蔵遺惰のうち
V期に属するものは、この(JI丹町の出店のものと考んられる。

また、 ¥1期にはこの政は沖同展庄兵衛 （あるいは庄太郎1の泊蔵であったと名えられる。その根拠と

しては、梶曲’；しの8した「打Ji'j,11 お(tlft」 1 伊丹洒家盛哀之•j.J.Jに、泉町の柄家として「艇八」「油庄lの

2蔵がr,cされている 「紙八」は1ih酒造家・紙屋 （八兄）八左衛門であるが、彼は泉町内では東側の

337番地に「天~,,家」蔵をもっていた。したがって｀残るのは 「iIt庄」の蔵とdうことになり、 197・198

番地の蔵がそれに該当すると考えられるからである

更に明治16年 (1883)には竺木l.i.しが197番地に1心住していたことが伊丹洒造組合文苫から分かる 彼

も洒造家であったらしいが．実態は現在のと..:.ろ不明である '

今阿の~$£では、 mn面Kにおいて、 一fttに酒蔵遣構を検出したために、 V期の洒蔵遺構と ¥,1期の酒
蔵遺構を分けて検出する..:とがでさなかった。その中で亀検出された人型の礎心はV期 .¥1期を通じて

使用されたuf能件が窃いものである，

また、磁10・11は火災培mによって埋没しており、 V期の洒蔵遺構に{f.う磁である また、磁10・11

との位lrtOO係から[Ji]時に機能していたと与えられる井,i 7もまた、＼＇期に稼勧し 、火災層mによって切

られている J これに対しぷ日企区1打端にff(fする磁'1~7については、火災IC-1mを切って造られており、上

血には火災/clIlが堆積している。このことから、これらについてはVI期の洒蔵遺揖に伴うものと考えて

よいであろう。

また、また、 ご木左七宅と 15・えられる明治以降の追構群からは当1ti地点が酒蔵であったrir能れは低い

とどえられるが、煉瓦製の磁遺構が検Illされている

4. 光明寺近世墓出土人骨及び副葬品について

光1り、料近世凡からは全部でfi3体の廿が111I: したが、内2休は動物竹で。また人1')-と斬定出来ないも(l)

が 1体含まれており、人1↑と疫定されたものは60{本である・

これらの人・りは京都大学霊・屁類研究所のlt1l1・ju教授に鑑定を依頼し、所見を頂いたものを岡幻がよ

にまとめ、筍7表として掲載している。出t人什の詳細については第1J.<. に讀るが、ここでは'}1_から

品み取れる事項及びr,~l伴品などから推定でさる被葬者の,,.1iiiの生活について、芯T-触れておきたい。

まず、人1↑の内訳であるが、男性ttが12体、男性1·tの UF能性が(.'~いもの611'、女性骨が5体、女性の

可能件が必いもの11体、性別不明のものが26体確認されている ， 性別の比l~は男性ヽけ及ひその可能性の

店いものが300/o、女性骨及びその11f能性の邸いものが27%、性別不明のものが-13%で、性g1JがflliEPJ 
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能な人骨では男性骨の比中が~rT-邸くなっているc

また、年齢別では、男竹竹では~t年前後のものが l f,j.、 ~J:年～熱年が4f,j):、,.~年が l'本、熱年あるい

は老年がHt,.と札年以関の比較的年齢の店いもので占められているのに対して、女性竹では20代後半が

1 体、 ~l:年が3体、 u年～熟年） f-1-、18~50歳が1体と男性に比べ、年齢がやや低くなっている2
また、男竹行の11[能性の,.·~いものでは、成人が2体、壮年～熟年が11-1-、熟年~[年が1体.20-,10 

歳が1体であるのに対して、女性什の可能性の応いものでは、 18~25歳の行年什が1体、 H・年若Lくは

熟年が2体、熟年が 1体. 9.~ 年行しくは名年が1体、 20-50森が1体と、やはI)男性に比ぺて、比較的

若い年齢での死亡中がやや必くなっている

更に、性別イ、明の人fl'では、 3淑~5級の幼児が3'本、 10寂~18汲の少年が3休.20歳~30歳のT年

が 1 体、成人1わがlH本、 ~J年が 21や 110汲~60哉が I 1本.~, 年～熟年が I ~、~\年が 1 体、和引が 1 体

となっている 幼児竹が,~.2%、少年竹が14.2%、守年1t4.7%と打年Mの先む名が33.1%にも及ぴ、その

死亡中が窃いことがわかる。

最後しふ被~r.-の竹別・年齢•あるいは生前の生泊を偲ばせるものとして I[(要な副葬品について、若

r触れておきたい。
凸非品には椀、賢翠などの出磁器、 ミニチュア陶器 ・人形.t鈴、 lfll{・などの I:製品。鉗銭、 i'lfi'な

どの金属閃品など、種類・用途から見ても様々なものが含まれる。これらの中で披.$.行の人仔と副葬品

がどちらも "-ff-(F し、被炉名•の'1:前の生活を偲ばせるボ例としては、 SX218の111t例があげられる~SX 

218からは人什とJしに、楽焼1;しの茶婉、京焼系の茶巾岱、棗などの茶近！！が111lしている』埋葬時期は

楽焼＃しの椀がr入の'1/しであることから、 19世紀中頃以降と与えられる
また、被炸l°J・は50~70代の男性とどえられ、茶逍を趣味とした窮木の伊けの商人の生活を幼彿とさせ

るものである

被研名•の人1·t と IJlH~品がと＇ちらも残っていた例はこの SX218のみで、 1刹作品と被拌5の年齢、性別と

が比較検討できる：tt料には）ぶまれなかったが、この他、特喰すべきものとして、 SX2訊出上の湖葬品が

ある。SX234からは人形、 i/i!.1f1if、ミニチュア陶器が大祉に出 tしている ミニチュアの閑器はオリジ

ナルの製品を忠尖に模倣しており、特にN0235の皿は、復典糀部を‘りしたものとどえらえる。これだけ

多様な掏器がgに一括雌納されることはオリジナルの製品では考えらず、オリジナルの製品からは窺い

知れない、 18llt紀後半代から19世紀前真r代の掏磁器の七ット関係を知ることがでさる且if(な行料である。

また、 SX221、SX235では、伝統的なヒ師器皿の埋納が見られる さらに、 SX 216·2~3 · 224 · 

228・235では'{Y.水通宝による六追銭の児納が見られた

今(111の報告では、人1・tとriJJ葬品が共件した例が少なかったこと．ミニチュアの以器類については、そ

のオリジナルで製品について． 一部を除いて、産地1叶定がm鷺であったことなどから、評しく検uすでき
なかったが、近世!itからtり上するこれらの笠店な副非品は近世の伊J-}の商人培のfl常生泊を復元するJ:

でi't頂な梢報を提供しており、これらの前l葬品の分析・検討は今後のほ週としたい。

注

(I)この項については、伊州l況．博物館長和島恭仁雄氏から御枚ホを受けt・
(2》交焼万しの椅については必t'rh:ir「'1氏より御教示を得た。
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第 7表光明寺近世墓人骨集成 (1)

No. ,i,~ fW・減竹硲 A・l'l'部位と特徴 竹別・化し年齢•特徴 閾昇品

叫溢什 ・ト頒竹('りの脱陪） ・/,Iり＇什．

什壺>Jo.l 火.f¥l 火mヽ蛉10 k腕1't・ 胸枇・腰柑.("l't培航あまりし 男・1がr
ていない） ・空・l't.肱関節・人腿什 m

. I -

骨-::,No.3 火什

リnJ..:.きい） ．脈・l't 焼成不良

火il'Iヽ：出29.30 I 

~7~1rJ) t-- 火~II 火?1'1・,砂 頌lflillfi必・ 1111ft・指ft.胚ft(什叫1.: ？・成人 (111年か） 釘函
·l·t~.'l線が夕しる） 形態が異常経小
I 

SX102 火郭 火i1Ni!87 lllllii't・ドfM't・ 宜1↑ ？・成人 I 
＇ 

I レー

SXlO.l 火,~ 火i)'f¥沈5!1 叫必竹 -~flfl竹・人制1't· り:•::; . U'n' 男・ ~I年から,_.,lf 1 骨（数J',)
I 

t 
凶必什・ト加・It(mが小さく {j-.苫、切
肉と ~t•1を除く術は11 1iiJ に脱;~、虫 1'ff

火fl%i
による阻秘扱あり ）-~ 2 頸Ill . J,llll 

SX叫 火J~ 1't・fflft (小柄）．肋ttcm 1肋什の肋 女'. 然{!"かと・年69. 認 軟什は什化が巡む）・椎i't(!JI構から F
位胸什の破J¥)・大関ftまたは評什 肋

I 

軟1・tの・rt化が追む

SX101-2 火りP 火ll'f咄77.7'1 I -—--
SXIO!'i 火りド 凶岱壺89 lKlli・l'l'・胸柑，1・;. 開Mli1'rt 1't Jt'IHIイl ? . 成）、 I り ） ．・'fl.i'l• ·*bfl' ・人Ii.ii'~<1"/'頂

S106 火非 出岱ヽ 砿356.357 I 
岨li.11・~ld'l'c仙tt1t1111fりのJr1度がに

SXIOS 火jJ
火m,i:, ぶい）・人腿竹 (Ji.<i1't凶 .ii(:L. 沿 男?. .ti年から熟

I火液10ffl39;>cii 9」1 J¥・J・Rfl・1: 騎 恥竹鮎合面の輪邪年が明駁であり、 <r齢は壮年から熟年

SXI卯 ・ヒりt ｝ 人↑｝ではなく人証の'ti1't焼成されて
し、なし 9

珀li.11・l:胸什 I近位鴻及ぴ迅位部）．

SXllO 火邦
膠憎 （弱い4↑培HI・ 撓仔 （近位溢小さ女?. u年から熟

15.1-1 い） ・ ~-ft. 各栓I-crf廿多数・指什焼年
成良 ・小さい・かなりのt:・齢

印必什・肋・rt. I. 腕-ft.'fl.ft・,,,r I 
什・人~~-け（小ぷり ） ・評介・ 1f1足↑t

SXI 12 火抒
火7n、臼 介ルの↑卜が'iばある・恥什納介が波 /,(. 20代後'I'・
17.16 うった応じで⑳代・出序3{,{jり ・焼成

むらがあり、沼位によっては焼成小良．
mこflftilメトの什が焼成小J'l

SX113 火作 火il'l..::X3

類ffl・I・闘竹 (j-k位蝙・近位濯）．

SX114丘火＂ 什項↑ わ） 仝身の1'tがある ・llJ1 年
と類fll,.Iが焼成不良・小柄

I SXIIS I ? ・10-60儀 1尼前点焼風椀124

SXIIS : 火作 未'Iのバnれ 1人臼0,1) ? ・3 ~ 4俎
I -

~X116 火作 火

SX118 火作
宣什 ・k腿什 人ttであると息うが断

？ 
定でさない ・焼成イ；良

SX119 火作 火iN11'x 叫utt・ト孔什・ 'ti..1'I'·J~f'd1' 1'tが 女？・成人
14.43.15 比較的咀丈なのでおそらく成人

ISX 119-123火什 H波 'ヽ•f99

llfil.:-tt (Ill{況及ひ孔様吹起降の形状か

SX120 火仔 火il'i¥.;;!57 らリJl・評什 ・胸椎.~lffl什 . ~ft.)· !JJ・札年1戊人
闘ft.~*什 各関節面にと人性の1't
壻州がないので成人からu~ ．ヽ焼成且

頭と竹（縫介紺がr,1瞭に残っており ~I
~"から熟年の初め・ト加ti\ 1人r1 ,~r 2 
.t,:1.1-前に＂脱 ( A.1.~ft-J な 11J能代あり・
~Hli't牛えている I·'flffl ・指什・胸

SX121 火作 火fi'J'oii.63 机．腔f1f・ ・丸竹 (11rJ.1'tからリ｝性の ,J ? ・30~40汲
NF能忙点い） • 履1't 全身の什がある・

I 
腸1・tの1t端親がii'!えている・ftQ)縮小
変形激しい ・焼成良 ({,iii/闘1・トの焼成
ややイ~U)
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第 7表 光明寺近世墓人骨集成 (2)

' No. I埋杵 棺・.!!_け硲

t 
火 ~r, I r:SiJ岱1:':190

人＇け部位と .t¥徴 副狙＼、＇1

SXI24 

SX:125 .. 

← 
sx 125-2 火作

丹波売112

火梢--:i2

火irlixll

頂み什・ト顎竹・鮒1'~ ・fill什 I ? ・成人，
頭必竹• 印楕.~ 了甲*・'リ)ft・脊枇・
楼枇・ •fl.·け・人腿竹、全身の廿がある I男 ・H年から熟年

竺泊(9fo
火仔 火il'l'lt':!加

火梢,ii35 人腿-ft

珀jiff

火ifl~50.51

SX l33E 火 ~I 火m液25
頭紀'l'(I恨閥籍の形状から女）・JIJ汁｝・
仙竹・ t・枷・バ輝 ・及符1't・ 紐 I, 久 1 ・壮年から熟
（腸ft1.lはつく ） り

SX134 火伴 丹液118

亭ず戸1:1
SXI祁 仕

”火
火泊五
引.53

頃.,.,.-m 2矧批 ..だ-rt(. 部） ・大腿
竹 (fl'溢線ゆ合） 介クは残っていな
い• 長惰什9「あり・焼成良（大腿什什 I女 '・20-40,兄
頭周辺の焼成はやや必い）

SX!-:rl I 火~ I 火il'f-.i:>27

叩 rtlt・お2叫 I.肋廿片少々・槌サ
SXl38 I火昴 I火il'i'i:tWII /'1少々・ Jltttl'片・大腿1↑I -+: (Ir.~I I ? . 成人のuf能性

ィ,!Jj) ・店の竹のみ人る

sx1:m 火ll'l 火il'Iヽ伝3-1.33

SXJ40 

SX141 

S'¥142 

S:¥ 14:i甍
内

火4ャI* in i:(6.5.9 I 碩五什 （馴面煩け・後血'ti''鯖叫1n・上腕1t(ft頻ゆ介） 1女？．壮年

頭が1・（数,.片あり ）．尺ft(紅合線よ
火拌 In波甍103 く残っている） 全身の1-tがある・ II., . 壮年

叫か否かはィ哨・編H多数

火祁 ＇磁Ztl配~.129

、 |― ゴ戸柑•五―・人腿1'!- '虹そ
-, ・ ・l・t溢ゆ合）・D11'(什船ゆ介l

9J ? . 成人

叫・ 叫・ J・如 （什頭顧J¥あり） ．
胸柑（下位）．＂団 5~ 6 J¥・ 各.{~叶？．壮年成人 (20
行什破JtlOl'i以L・全体に焼成溢良低 と以上）
し‘

.il't襲人れ1"5

頭l.f*・胸惟・人腿1't・Ii胚竹 令打
SXI侶 I火!ll 丹波甕97.96I・fl-格があると考えたJiがよい.i~ は,~ I !I: ツ 20-50議

らない・焼成R↓

ト類什．鋲什・胸罹．衰枇 ・/1l11't・ r
SX148F I 火~ 1 -xm咄11.10I騎什・ 厩1't・U'i'l-11、F足の1']-はな ？・社年から熟年

い・焼成良

SX150 1火:f¥l

SX.160 火作

sx 161 •1<.fll 

SXl62-2 火井

火in壺幻
火泊屯4

火il'f,{;{5:1

火m..aお lf.llt1't 5 、 6 片• 閲椎什片 5. G片 ・
四肢l~*-lt? ,, fol人分あるのか？

？・ 土1、Il6~152 

SX163 火弄 1火in、/:>i9.48
- I 

火irl壺20,19

丹波甕108 口□F'li.F28 
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第7喪 光明寺近世墓 人骨集成 (3l 
し＂旦四罰竺十 一 人・ln印と礼徴

町椎.JlJJ什・刷枇．股椎・丸廿 ・大腿

SX16S 火SI' J-J波甕111
竹・肱l¥i1'<・n[1't おそらく全身の1・t
＇があるものとりえられる ・大坐什切艇
が人さい・焼成は邸分的にやや不良
I -

丹波甕1106
9
i
o
i
i
 

冒
sXI

tUIJ・タEl'..年齢•特徴

女・ -U~・

副葬品

火作 微纏1'tl~ 多数・焼成人竹であろう

SXITJ 

7."{173-2「:;;,11
I 
丹波売116

-
,
1
 

9
.
 

)"J-i皮史IOI
1 頭紀·~. /rlり屯..L腕ftIf蝠）・k腿)", I ? ・JS;;t. 以上
II 

一

SXl73-:t 

SX175 

SXl77 

頭'li.1't・F;;貞1・rrmエナメルf!{がとぴ．
火拌
， 火消•泣26 I憤根m頃・切伐と「Ill!あり .1·/1岬・rt•

I l'll ... 11) 悶1t"t~f~1iヽ ：温ぶ炉·
頃み4↑. J:-. 腕・It・ 評-It.歯極クの」と

火炉 火fl1u72 行11'Iiかな I)まじる ・1体分かどうか
も小明・娩成身布に良

. ' 
火i1'1li:!お
I -
｝｝波甕．瑚

火iril!:i8.7

州

拌冒
火fl'・

久．？ ・18~:.!5汲

? . ~J q・ 

竺

―言[

仙骨 I・r・20から30歳

頭溢ttC 3 Ii l ・勁4ffl • ~14-1 ・rt . 肋什・
n波 10sI創l廿 ．・虹サ ・胸りI(胸椎骨体3偶）

他微小↑tJヤ

釘F86.F87

i 
? . I成人

火inu1

化lEけ90,り1

SXIOO 

丹波~100

火泊返13

丹放-i:1119→ -
火作

SX251 火4¥!
I ' 

戸
火作

火11'1必
-17.46 
l't波壺36i

SX252 

SXl92 

火計i 火滸壺
38.37 

火炉
火il1返65.64
丹波売115

I 

L: 閥trm頭がはなれている）・文竹・
K腿骨（竹111'1が雌れている）．膝凸竹 ・ 

I ? • 1-1-1s浪
l — -m < F顎人「Ii↓1~1 かお 2 人臼ifr. 咬
耗はほとんとないことから末祈出で
あっfr こと巳えられる）. J: 腕竹・胸tff. . 

I ? ・tu~ 15滋

ill~· け （関・,t頑丈・ 下顎↑｝は惧がな
い） ·ffi仔・訂'11-fl- ・肋・け・ 1!.-ff' (~竹
祁分）・楼11・人腿1')-I祖線が発追）．
膝li.1't(人さく爪丈）．尺骨・開介・悦
什 ．距什・中足什 仝身の竹がそろ

引?・20--40俎

う・カ・なりK柏・筋肉がよく発辻して
いた ・焼成のため全体に縮む ・足の骨
で焼成がイ＜允分な部分がある

碩必1↑・Nl 11・<胸柑・腰惟I.尺1↑ (f 
端）・人腿ft

甕117

へ騎．． ．
 

竹H
 
．
 

竹五

J

頃

直

3
 

五
お

1
1
2
9
2
 

消
仔

苔
―塁

|
火79

化

伴火火
，

ャ
—
ー

心
一
3

5

6

7

 

9

9

9

9

 

l

l

l

l

 

SX

」

S

x

s

x

s

X

リJ• 舟が1:あるいは
と・年

., • I戊人？

男.~I 年 trrf後招[1135 

頭必什・胸柑.m-rt. 屁棋.I: 腕サ・ リJ? . ~I {jの後1こ ミニチュア
k腿什.~'ft . illJ竹

頭.:1↑ C/i Iぷ・l'l'.(~> . 印椎•in什・- t—竺-'~'"-
りt・I和 'j-(1畑） ・li1i腕-f'r・tW リJ.H年から熟年

頃-l.t•l'r 滋I\多数-~什 ．頬什・下顎
骨）・ 1'l1は犬,tt とりH~r2 ~:; 本のみ、他
は仕前に閏脱 ・llllit-'t;の囚紐の形状から
男 ・類札I・ffl.1't・11/甲竹・上腕骨（よ
く焼成） ．尺1↑・ •l•Mt II¥・指fl11: I リ）・熟年からt年
令りの什がある・わりと小柄・胴体
部の1↑の焼成は比較的弱い
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第7表光明寺近世募 人骨集成 (4)

No. Ill!~~ ti"! ・蔵竹岱
SX198 火fl¥ 火?l'lii.42

SX199 火jjl 火in立12
H波...-X93

人竹部位と~H及 I性別 ・死亡年齢•特徴 副奸品

戸 ---hm,1: 出朴137

I-

SX200 火作

!ill.: 1'" IT顎竹6下a-i1り邸分残行）．＂
叩・t. 膠柑片多数（零状什培殖が強く

火il1ic75 兌辻している ・大腿1'Uc大腿'ft>1m部の虹やや忠い（この部分の紐Iヽ
が少ない）

男 ・熱'I・

二I::I火irtuooI 
SX203他II "'砂"'I煩6.-l't.m滑 ．尺什 ・砕 ・t腕
SX204 火停 丹波甕131 1't・腰堆1't・大腿1'卜 （迫位溢）．膵什

I ''  
(ili位濯） n-i'r-M-の岐1;・は多数

心 t. 
SX210 火揮 火麟84 1't . 暉

1-- I I 
工"リッピングスあり ・やや小柄か

SX211 火炉 H波甕98 頚柑・胸Kl・111'11什.i↑盤廿 ．胚ft.,~ 腕什、r腰KLが小さい ・飛令 ・小柄

銭I噌1136-Fl,1I

• ― l 
t帥1111閲 I

柘I1133・+!、136

？・成人 肥惰焼戦131

？・熟年 棺iJFAA.145

女 ・壮年

S入21:.!

SX214 
I I 

SX216 幼の歳4
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の
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甕

107
~
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波

12

贔
m
甜

木

磁-非火7
 
2
 x
 
s
 

u~ 玩r↓・I鈴161.162
ド92・錢Fl4J~Fl1i
箱板¥¥'2(),1-206 

SX218 I :1:-4~ 箱棺

JI!(砂(~は.(jの~2 小臼歯より後が
伽悔雌脱./r.. lよti'iI小綱より後は生
1lil離脱）•松 1 創椎 16."i ~170cmくらj男 ・50-70汲
いの紅サば

Iそば品り
紅 li'O・邸 Iii?!—底
W:,-.Wl岱l

SX219 ミニチュア七ット
246-25..'i 
I 

SX220 火iドl火ilNt訊

SX221 l.:~I 抽柏
丁 iiiis19.582
F91・錢Fl48~
Fl53 

sx~ 旦日叶桶棺
SX222 :I: 評袖"

ミニチュアセット
236~:t<l!'i 

SX2匹

SX2241 .t:fl! 

SX225 .i渭

銭Fl54~16'1

•J 

柚棺

桶棺

SX226 

I 

SX2'l7 

I 

SX22J3 

1: 邦

火昇

I-

桶ffj

I'  

頭必什（後頭竹） ・l1JIT1ft・肋ft. --p. 校
1'1-. 1t•T0ft ・大腿1'1- (Ji:) I 女・ ~L年

与と
さヽ

の
ー‘、
も
カ
る

角

あ
F
 

ヽ`カ
什⑭

ft ．
 

t
の

＊＇ 姦t 
un 
．
岬
什
駿

119尺
戸
邸．咄梢火 男・壮年から熟年

上帥llll587

.ftf11i__(板Wl2・8JI
板W9

ミニ＋ュア201.202
桶傾椒W5,W6
桶底板WIO・W21
数珠J..W39'WJ02

憶tl・F1・錢
Fl78.Fl79 
玉・鴎 • 他

~ 

舅IF7-fl6・打F40-75
戸-fliO
姐 f¥¥lllTWlal鸞
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第7表光明寺近世墓人骨集成 (5)

No. JII渭棺・釦心 人如即と特徴 四•死亡年齢•特徴

三二戸［霊鱈□
戸;::~: ~::A 
SX233旦:l主:fl'.「血植加棺 I tfl 
SX四

柚fl)

間砕品

W7・Wl3 

皐LIDl501

SJF76~F80 
WIB~W:.!O 

IITSI. 殴・邑板¥¥'JI

ミ—,-ュア203~
205.207 
-211.213~235 

ミニ＋ュア位199
1:面■573.575.STI 
錢F171~Fl76~t舒 1

二SX函ヒ葬” 
桶棺 I ,11 

桶棺 一戸
I 

頭 1t.~1-; ・人腿il・ f位椛什 1↑ 
I SX2,11 火炉 火麟36I-買はぜい弱・出fi(棋がある 女・壮年から熟年 -—~ 

SX242 I上費 呻 ＇ I.T.Jstl~ ミニチュア
・ 139,143.1出ぶ

SX243 I t fll I 桶棺 ミニがア112.189.191

土藝■珈 .201郎 -2
＇ SX2H I 土Jt<I fifr棺 I 俎,4邸蔀ぷ.567~3.5805i2.'i 
二已下•三閤竺;,靡．＂討 1磁？いない状

百 ・Vt・$/lft. 寛竹・指ft・Kl炉片あ
火作 火il'lii73 り・ 日位から上肢の長符什敵9ヤあり

? ・3 ~ 5汲

SX 女・ 18-50淑

戸灼;;::;;;-
SX119-12 I 
四 II ,}(fl! 

小柄・焼成J.'.l(部分的に,1;良）

頭必1't. 汎lfl ・胸柑・腰椎 ・ 寛·rt• 1'41 
成人であろう

'H↑ 

？・成人か

峨砂・類椎 ．叩・/ti叶 ・胸枇 ・ 1
宜i↑・人腿・It・膝ll'r'I'・足根什 惟ft ? •r; 年の成人
のリッピングスは軽微
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第8表土器・陶磁器・土製品属性表 (1)

．ヽo 地区 遺構 種 SJIJ 器種 11 ff 器硲 Ti~ 佳 1 ~曳存糾 伽 名

1 B SX177 土師器 火梢咄 15.'15 31.6 20.35 5/6 祓tt器 I li"I L8Cti1/'f 

u ？ B SXIお ー土師器戸火m壺 (:W.6) 公.3 21.3 416 滋什器 l粕 l8C1i1/'r
3 R SXIJ3 上師器 火朋並 (19.8) 27.:3 公）.9 216 ~,;;-沿 l糾18C前・ド

4 8 SXI60 1: 師器 1・; 咄t 81 8.5.5 12.1 5 6 蔵骨器

5 B SXI40 上師器火消咄ぷ ( l~.5 ) 2.0 5 6 蔵1・t器

(i R SX140 土帥器 火汁I屯 10.0 9.0 訟l 完形 i1:.1't~ 

7 B SXJ77 土師呂火il'litlr. 20.1 -t.5 完形蔵什器

8 R 
SX1I竺-10ドI:師師器 火梢・並 16.l i6.7 17.9 完形 蔵什器 1頬l8C1FJ中ーと， 8 SX 器 火梢壺 17.9 -105 3'6 蔵骨料

10 B 竹屯iI土面器 火inv.':< 15.2 24.95 19.4 5/fi 蔵•n;r..;. I 類 18C前-~

!>Xl25 土帥器 火m心t (18.3) 27.l 20.5 3/6 蔵・tt器 r頴 l8C1iil平
B SX135 土師器 火ilh:ふと 20.0 3.3 5/6 成1↑器

B SX25J 土師器 火iM:1 18.0 28.3 19.5 5/6 成骨器 I類 ISCJjifキ
．． 喜8 SXIIO 上暉器火m虹 1邸 3.7 ・ 5 6 蔵咋

110 JCili器 火梢・必 12.8 202 11.3 5 6 蔵什器 1類 l8C1iiJf-

112 土師器火m~心 16.1 3.6 - 完形1祓竹5―
112I 土師器 I火梢~.i.:( llA 19.0 12.4 完形 蔵什岱 r fl l8C1i~ 平

199 土師器 火il'!戒 (11.-1) (22.1) 172 l 6 祓什溢 T rft l8C1i1f半

R SX16-1 : 七師苔l火麟a:1695 (2.35) 4 6 祓佑器

20 B SXI印 上臼器 火梢壺 (12 7) 汲1.5 13.5 416 祓骨器

21 8 l SX114 上師器 火消忍沿 (16.2) (4.0) l/6 蔵骨器

22 B SXll 1 上師器 火il1咄 13.0 21.0 14.3 5/6 蔵骨器 T類 18CliiJ半

23 13 1 SX150 土師器 火柑i壺 (I 1.3) (21.3) 14.6 4/6 蔵什器
2'1 B 骨壺 土師描 火m壺 (18.4) 28.4 192 4/6 蔵1・t器 I Xii 18C前半
25 R SXl33 上師器 火梢滋 121 20.6 13.7 5、'6 蔵什器 l頚 18Cl消阜ト

26 B SXl73 上師器 火m壺 (123) (20.8) l硲 216 点骨器 l'3i l訊:11,半
'l:l B SX137 上師器 ，火梢壺 17.5 272 18.7 5 6 蔵1't器 I頓 18C前半

祁 u SXIG2 土帥溢 1 火ii~屯 (10.6 (20.81 14.9 3'6 蔵1t器 I 類 l8C 1i~半

公 D 什壺3 上師器 火返と 16.1 12 4/6 蔵什答
．．． 

没 B 竹必3 土帥器 火梢壺 12.8 19.15 14.3 4/6 蔵-tt器 T類 1紀 ,iir半
••• 

31 8 SX138 上師器 - 5/6 蔵f~器

32 B SXl38 [. 面器 17.7 5/6 蔵竹器 l類 l8C1iif'f・

33 B SX139 上緬器 ・ 完形蔵骨器

3•1 B SX139 土師器 20.9 完形蔵骨岱 l 類 l8C1i~半

35 亨B SX旦：；翌： 36 t師器 14.7 5/6 蔵行器 1類 l8C1i1f.ド

37 t師器 20.7 5.2 - 516 蔵竹器

祁 B SX252 

39 8 S.¥ 108 土師器火irl\;:!~22.95 6.3 :, ー b・ 祓11れ岱

10 8 SX108 上師器 火梢~ , IG.5 26.0 17.55 416 蔵什器 n J¥類 18C巾頃～木
11 B SX195 土師器 火WI壺 19.8 切.8 20.2 416 成什岱 ll/¥fil l8C1l1g'1~ ~ 
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第8表 土器 ・陶磁猜 ・土製品属性表 (2)

13~~:::~〗三三:~冒
No 地F 遺 •t/Ti. 種別器極 LJ 径器店底ー竺」残（岬 偏 ¥ 
ト ・

j L- ~ 
42 j SXI98 土師器 火jfj返 120I) l "'Jl) 22.8 4; 6 祓*苔 DA類）llC中頃～木

-16 
I 

17 

56 B t SX176 
57 B SXl20 

5ti 

59 

60 

61 

62 

63 

L師器

l: 価岱

士帥器

J.:師器

i傘．師器火a証1
:t師器 ・火消遥

祓什器 UA奴 18C中!ti~木

咄・器

II ,¥類 l8C巾頃～よ

蔵什器 n .¥知 i8C中頃吠

叫ー •1.6且 l/ 6 1蔵什器 Il J¥1:il I如中竺
(12.l) (C8.6l '± こ：行器 llAれl8C中印～未

3.2 - I 6 蔵竹器

12.25~15.63 完形蔵•['}器 DA類 18C中頃-~
, ― 

19.5 I 14.1 1 6 蔵・tt器 DA類 l&C巾頃-~

竺 1玉， n3.o>I 1s.11 13_,1'1'6 蔵骨器 DA灯I18C噸～末

虹器 II.'¥釘I18C中頃-~

~1't2:; ll A類 18C中頃～未

三喜類18呻□
51 6 蔵i't器 !IA珀I8C1匹i~末

滋什器 II A類 18C中頃ーよ

成1'J・器

祓什器 Il A類 J8C中tu~末

土3.0 』4,6 汲tt器1 完形成什岱11B頂ISC末~19Ciiu牛

・完形蔵仔器

12.0 完形 馘仔

72 B SX175 1土師岱 23.2 17.9 1 6 蔵什器IIB頚JRCA-ー19C前'f¥

B SXIO00 i 35I :土I: I: 師器 O ・ 3/6 1磁四ー・・ — 
75 R SX2 帥悩 1ヽ.0 - I'6 

L 紺苫 1 "~51 竿,, , lき~ZillDtl LllC炉 19C酎
101 土師甜 21.2 <l5.8) 3/ 6 没什器

197 L師器火柑,:'d.i 15.1 3.9 - 完形蔵1't?.:f

197 l師器 火泊壺 I 1.0 17.15 I I.I 完形立什器llB l't !SC末~19Cl前↑

133 土師硲 火消返 I 1.0 17.38 12.8 I 6 蔵什器DB禎 18Ct~I9C 前1~

245 . 土師器火H'liY返1 14.4 3.6 I ・I完形泣サ器
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票8喪 土器 ・陶磁器・土製品属性表 (3)

i¥o 地区 遺構 種四種 II 叫器窃 底径」9坪叫 傭 考
' 

83 B SX245 上師器 火梢並 9.9 15.55 ll.7 5/ 6-+ 磁tn:.asm,邸~-19C 消-'f-

火梢並 13.7 19.8 14.2 5, 6 辺1·~とIIBU'i 18C~~ l9C 繭キ

上師西火泊壺五 13.1 2.9 -t, 6 蔵｛？岱

SXl46 I :t師器 火消並 101 16.l 11.8 5 6 蔵竹召 DA類18C中頃～未

SX102 j土師器 火消壺 10.75 1599 11.9 3 6 誡骨閉DB罰!SC末~19C前半

220 上師器 火沿壺 14.7 17.51 14.2 完形 蔵付器

105 厖釉陶器 遥 9.23 12.55 8.4 完形 蔵什器 丹波焼

123 施釉陶器 盗 7.8 13.25 ll. ⑱ 完形 蔵竹器 丹波焼
I 

109 施釉陶器 壺 9.8 15.75 15.65 5/ 6 蔵fl・器 丹波焼 VA類

6.0 15.35 11.7 完形

199 施釉陶器 叙 8.2 14.6 7.4 2, 6 蔵什器 H波焼 VB類

施袖掏器II 壺 ' 9.-1 
12.95 8.0 5、6 戌什器 n波焼 VB類

甕 17.'1 (8.55) 1 6 成1れ岱 け波焼 ¥'I類お釉困器 (10.6) 

戸 .0,

~97 B 8 
SXl 18 施袖困器 (4.0) -I 4/ 6 祓什器 J'h皮焼

SX148 施釉淘器 甕 (9 3) 2.0 51 6 祓仔器 J'Ji皮焼 ¥1狛

SX211 施釉淘器 売 10.52 14.0 9.0 元形 祓骨器 ）'Ji皮焼 \~ 類

SX119 施釉潟器 壺 (l3.8) 15.9 10.4 4/ 6 蔵11'器 ）‘｝波焼 皿類

SX185 施釉淘器 壺 9.9 14.45 9.65 完形 蔵1・t器丹波焼 IVA類

SX173 施釉洵器 売 15.35 21.8 12.1 116 蔵什器丹波焼 IIIB I類

甕 06.0) 21.7 11.4 4 6 蔵什器 }'}波焼 ms 1類

103 B SX141 施釉掏器 甕 18.05 20.7 11.15 完形蔵,nk 丹波焼 田Bl狛

104 B SX230 崖釉陶器 甕 199 23.1 13.l 1ヽf6 蔵什器丹波焼 mc1類

105 B SX20I 施釉陶器I
鼻...,`  21.6 17.05 13.45 完形 蔵f・t器丹波焼 皿B2類 I 

106 H ID面 施釉陶器l 甕 09.3) 22.45 {15.6) -l/ 6 蔵1't器丹波焼 IDA 2類I 

107 B SX216 厖釉陶器 甕 I ヽ11.85 50.12 25.9 4/ 6 蔵1't?.~ 丹波焼 V類

108 8 SX lfi7 施釉掏器 甕 32.05 40.75 17.4 416 蔵竹・器 J・J波焼 V類

109 B SX216 施釉闊器 甕 (18.6) 20.25 13、8 216 蔵骨器 け波焼 皿A l類

110 B SX169 施釉陶器 甕 18.9 21.1 15.7 完形 蔵-l:t硲 m皮焼 u類
lll u SXl68 施柚防器 売 21.3 23.5 14.8 完形 it1'tl器丹波焼 m A l類

112 13 SX124 施釉陶器 甕 (11.8) (51.S) 19.9 4, 6 汲什硲 n波焼 mA 2頚
一113 B 硲35 誨袖陶器 甕 18.5 59.7 23.55 完形 禎竹岱 n波焼 IV類

114 R ~36 施釉困器 甕 11.1 I •17.3 20.15 416 祓竹溢 J'J波焼 IV類

115 B SX192 雑釉淘器 甕 (19.9) 22.5 13.3 2/ 6 祓竹器 ,n皮焼 IVII 

116 B SX173 f施釉沿器 鉢 18.4 12.7S 12.3 完形 成竹器 }'J・ 波焼

)J7 U SX1901也施釉淘器 甕 10.15 10.8 5.85 1/ 6 蔵什器

I)18 B SX134 施釉困器 甕 32.55 25.95 l9.6 完形 蔵什器丹波焼

119 R SX189 施釉陶器 返 (1'1 2) 16.45 ll.45 5/ 6 祓行溢 l't波焼 m知

120 B SXl9I 施釉淘器 壺 I (10 0) 12.6 8.4 316 巌4れ器 J'J波焼 IV類
一121 B SX71 施釉泡器 壺 I 10.0 12.3 8.-15 1/6 蔵什器丹波焼 N類

122 B SX203他崖釉淘器 ~ . ., 1112; 芦.4) ()l.6) 1 . 6 蔵什器丹波焼 l¥'8類
123 I B SX209 I誨釉翔器l 溢 I (10. 2.5 4.7 2'6 蔵什器丹波焼
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第 8喪土器・陶磁器・土製品属性表 (4)

.t¥o 地I~ 遺惰 往別 器禎口径 器店底径残#'¥. 備 考
繭’

12 t B SX209 施釉掏器 て耳壺 (10.6) 19.4 12.9 4 6 蔵什器丹液焼 l¥'B知

125 B SX217 l'I磁 壺必 13.65 1.4 I 完形 ilfl'器

126 8 SX217 I 1・1磁 ≪ー屯、 15.0 10.8 10.2 完形 成行器 125と対

127 B SX217 施釉陶器 上瓶溢~ 6.4 4.4 完形 絨{~器 ~r-- 明-1i焼

128 B SX217 施釉阻器 上瓶 7.6 13.4 I 7.9 元形 蔵什笞鑓了~・IJJ石焼
I I 

129 B SXI42 施釉掏器 土瓶溢 10.5 2.55 4 6 蔵ft怨 舞 f・叩石焼
"" 

130 B SX112 施釉掏器 t瓶 14.5 13.2 825 41 6 蔵什器百｛・IJI石焼
トー

131 R SX204 染付磁器 碗 9.3 5.15 3.7 完形 肥l~系くらわんかf:- 18C後'I'-

132 B SX73 染f寸磁岱 杯 6.95 4.2 3.2 完形 肥前系くらわんか手 18C前半

133 B SX203 PI 染付磁器 碗 6.6 3.3 2.5 た形 肥前系

131 8 SX75 染付磁器 杯 7.5 5.92 4.62 完形 肥前系 19C 1iif'ド
＇ -
135 B SXl9・1 染付磁器 碗 5.8 3.0 2.3 完形 肥Iii!系 l8C代
I 

＇ 

136 B SX203P2 染付磁器 皿 7.8 2.53 3.18 完1ti 瀬戸・笈濃糸
c-一

137 R SXt98 染付磁器 杯 (5.25) 2.6 (2.8) 肥前系

138 B SX198 l'I磁 紅皿 5.1 1.4 1.55 5/ 6 肥前系 18C後'l'--I9C前1ら

139 8 SX2-12 白磁 社皿 -1.4 l.3 I 2.45 た形 肥前系 18C後・1:一19C1i1J'I~ 

110 B SX218 詣釉凶器 茶巾筒 公6 5.25 2.75 完形 J;(焼系

111 13 SX218 籍釉掏器1 椀 6.5 5.9 3.2 完形 ：応焼-r;し

竺f磁訃 Zi 6.95 2.45 2.85 完形 肥前糸

242 染付磁 ＆物 7.4 3.23 3.7 完形 肥前系 142と対

222 磁溢 香炉 9.0 I -t.98 6.5 完形

Hti 磁器頃t嬰入れ 6.5 元形

162 上製品 数珠玉 ，f<0.65 巾 0.7 r/. Ofi 完形

~* 162 J..製品 数珠厄 長。.7 rt1 0.75~J 0.7 

162 l・ 製品 数珠モ長 0.7 巾 0.75rt 0.6 

162 上製品 数珠玉長 0.55 巾 0.6 Pl 0.5 完形

162 土製品 数珠至長 (0.6)巾 0.71 Pi 0.6 ti 6 

151「B SXL6Z 土製品 数珠モ 及 07 I~0.7 ' 厚 0.65 416 

152 I3 SX162 上製品 数珠屯 長 (0.3)巾 0.6 fl,! 0.6 316 
'"" 

153 B SX2'12 t製品 数珠屯 長 0.75 IIJ 0.7 ll/. 0.8 完形
＇ 

151 R SX242 l製品 数珠玉 長 0.65 巾 0.8 /IJ. 0.75 完形
• 一

155 B SX242 t製品 数珠玉 長 1).7 巾 0.7I 117, 0.7 完形
156 8 SX239 上製品 土鈴 柚 2.15 el 16 I 完形
157 B SX239 上製品 土鈴 桟認 rl 2.65 ・I完形

戸160178 s雷品 土鈴 積匹 日四5 完形

SX2 品 i: 鈴 靖泣 n 2.89 I 完形
SX2竺」」；饂 土鈴 損 2.3 ~2.7 -I完形

161 B SX216 上製品 土鈴 桟 lお,.u I 完形
162 B SX216 I上製品 土鈴 棧 I.IS If. 1.J I 完形

t 
163 C 

K1国[1面上製製品 而子 72.0g 

K4 品 1 面T I 16'1 C 40.5K 
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第 8表土器・陶磁器 ・土製品展性表 (5)

No 地区 追構 植別 器種 U 径 器科 底径残存半 協 考

165 B SK85 土聰品 面了・ -17.0g 

166 B SK85 上製品 而子 26.0g 

167 B SK20 上製品 面了— 37.0g 

168 B n面 上製品 血f 39.0g 

169 B SK09 土製品 面子 32.0g 

170 C $D02南 上製品 而子 28.0g 

I 171 B SI位5 上製品 而子 52.0g 

172 R SK85 t製品 面子 I 27.5g 
I 

173 C SDOS 上製品 面子 36.0g 

174 C SK03 土製品 面（ 35.5g 

175 C SK07 土製品 面f 37,5g 

176 B SK09 上製品 而子 39.0g 

177 B I而 t製品 而子 10.5g 

J78 B SK7!l 上製品 面子 17.5g 

179 C J 3 n面 士製品 面十 14.5g 

180 C J4 D面 上製品 面子 15.0g 

181 B SX12 土製品 女」能形 r11紐 科 6A 臥Z.6 完形 両型

182 B SX12 土製品 鎖楼形 巾 tO ,:, 5.05 II): 2.05 光形 両型

183 B SXl2 上製品 逝形 rH s.45 召 1.5 長 3.1 完形 片剖
I 

184 B SX195 施釉潟器 徳利 1.8 5.9 2.7 完形 朔物

185 B SX195 白磁 紅皿 4.6 J.55 1.4 完形 肥1i1f系 !8C後半~19C前半

186 B SX195 ＂！訊屈； 急須 4.25 2.65 2.8 完形 型物

187 B SX242 無釉陶器 徳利 1.1 5.3 2.35 完形 備前布袋稔利ミニチュア

188 B B焼土 施釉掏薔 徳利 5.05 4.4 2.05 完形 型物

189 B SX2-13 ＂！鵡印 椀 3.9 2.0 1.45 完形型物

190 B SX72 上師器 椀 5.J 7.4 2.8 完形型物

191 B SX243 ＂猷•,i/t 急須 (2.6) 4.0 2.6 完形利物

192 B B礫E H鵡嶋闘 J¥・u 5.65 2.45 2.85 完形 型物

193 13 B礫E k誼鳥川8 片LI 5.15 2.4 2.75 完形 型物

194 C SEll -t製品 人形 rlJ 3.45 i¥':i -1,91/!l- 2.7 -1/ 6 両型福助人形

195 B SK85 上製品 上鈴 Ill 4.3 窃 3.7 ． 完形

196 C SK06 I: 製品 人形 両咆虚照俯

197 B SX195 ニt製品 人形 巾 8.3ill !IA厚 5.85 完形 両型恵比}J(象

198 8 G3GH燎層 施釉陶器 動物形 ,11 6.6 t/i 8.05匝 5.5 完形 両型猿形
トー 。

199 B SX235 土製品 動物形 巾 2.95r:6 t55 I< 5.15 完形 手捏ね成形猿形

200 B SK38 上製品 陽物 巾 2.7 J} I 1.0 ？ 

201 B SX226 I: 製品 人形 巾 4.2→岱 8.01厚2.85 完形 両刑十守像

202 B SX226 上製品 人形 巾 4.85高 8.6It/. 2.45 完形 両型 二番斐鈴

203 B SX234 土製品 人形 ,,, 3.7 麻 8.3邸 Z.O 完形 手捏ね成形 嫁人形

204 8 SX234 土製品 人形 巾 3.25,;Jj 6.15 厚2.55 完形 手捏ね成形荷売女

205 B SX23'1 土製品 人形 巾 2.41裔 2.9lリ1.35 完形 岡型福助人形耳に鉄釉
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第8表 土器・陶磁器・土製品属性表 (6)

No 地区 俎構 種別 器種 U 径 器邸 底径 残存率 備 考
I 

206 B SX239 M防うそ〈 巾 0.7 (4.6) ，1 ． ろうそく

207 B SX234 t製品 面了・ <I> 3.0 7.5g 「iり」

208 B SX234 上製品 而子 <f, 2.9 10.0g 

209 13 SX公U 上製品 面チ rf, 2.9 8.0g 「月』」

210 B SX234 上製品 面子 <I> 2.9 10.5g 「鵡」
I 

211 B SX234 1: 製品 面＋ r/J 2.8 9.5g 「鵡」

212 B SX234 飲仔糾紐l届 益 6.45 1.5 完形 鍋島焼写し

213 B SX234 飲胃菖鯛呂 急須 6.8 3.7 3.05 完形

t!l4 B SX234 飲暉柑り昏 風炉 6.2 4.85 3.9 完形

215 B SX234 飲n紺綱器 ー'.!;:!.y 
(2.9) 4.2 3.15 4/ 6 

216 8 SX234 飲f蘊檜紺器 溢 2.2 0.65 完形

217 B SX234 飲釘謹阻届 必須 2.6 4.0 2.7 完形 216と対

218 B SX234 飲胃紺細届 la: 2.9 1.75 2.2 完形

219 B SX234 歓m謹伐呂 1: 瓶 2.3 4.95 3.15 完形 l

220 B SX234 紋酎篇樹紺呂 ~ lヽ.l 0.61 3.22 完形

221 B SX234 飲j1{篇謝阻器 重箱 4.0!'¥ 1.4 3.1 !) 完形 220と対

222 B SX234 飲頁籠謝阻届 耽箱 4.05 1.5 3.18 完形 220と対
， 

223 B SX234 飲印謹爾沿 机箱 3.9 1.58 3.2 完形 220と対
トー

224 B SX234 紋R蘊櫛粒 片17 3.45 1.8 1.65 完形

225 B SX234 白磁 紅Jill 2.15 0.9 0.75 完形 肥前系

226 B SX234 白磁 紅皿 4.2 1.6 1.85 完形 肥前系

227 B SX234 白磁 紅llll 4.7 1.5 1.4 完形 肥前系
＇ 

228 B SX234 飲買蘊檎榊器 椀 2.1 1.5 1.18 完形
＇ 

229 B SX234 軟n篇籍隕召 椀 2.3 1.5 1.3 完形

230 B SX234 飲R篇籍眉召 椀 2.5 1.4 1.4 完形
＇ 

認 l D SX234 軟n篇籍咄 llll 4.6 1.0 2.3 5/ 6 

232 B SX234 飲月困紐l召 l1I1 5.15 1.19 

' 
2.85 完形

233 B SX234 軟買唇籍剛器 皿 2.7 2.4 完形

234 B SX234 軟n雌胃召 皿 5.85 1.3 3.4 完形

235 B SX234 歎n眉紬爾召 IIIl 5.9 I 1.45 3.45 完形 織部＃し

236 B !:,X222 土製品 人形 Ill 3.4 科 ，1.75 S 2.9 完形 両型

237 B SX222 土製品 盆形 7.8 0.9 6.75 光形 木製盆の写し

238 B SX222 上製品 n形 縦 1.15慎 2応 厚0.35 完形 福笑いの一祁
239 B SX222 J.: 製品 9形 縦 2.7横 32Lり0.65 完形 福笑いの一部， 
240 B SX222 上製品 n形 縦 l.8横 l.85r/. 0.75 完Jfi 福笑いの一祁
241 B SX222 染付磁器 紅llll 4.8 1.55 l.65 完形 肥前系

242 B SX22Z 軟firi釉い目 椀 1.8 1.05 0.9 完形

24:! B SX222 軟酎雄胄召 椀 1.6 I.I O.R 完形

244 B SX222 歓n胆覇5 皿 4.2 0.7 1.5 完形
＇ 

I- >--

245 B SX222 軟m脳樹呂 土瓶 2.05 2.9 2.0 完形

246 B SX219 施釉淘器 羽釜溢 2.1 完形
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第 8表 土器・陶磁器・土製品属性表 C7 l ー・ ー・

No 地I>( 遺構 祉けIJ 器性 □径1器応底行残#1t 憐 月・

247 13 
＇ 

SX219遁釉均器 羽釜 3.7 2.9 2.25 完形

218 B SX219 上製品 磁 (4.7) 5.9 8.1 完形 ，

SX219 紬釉隕器 ヒ輪 4.55 4.88 3.75 3 6 I 

250 SX219 施釉陽器 羽釜と 12 光形

251 SX219 施釉陶器 材釜 2.3 2.1 1.45 完形

252 SX219 上製品 送骰 2.45 2.15 2.1 完形._ 

253 SX219 施釉凶器 ・社 0.5 完形

2!;,1 SX219 施釉阻器 鉢 4.0 1.95 1.3 完形

255 SX219 染付磁器 散り述崩 4.9 元形 肥Ii~系

256 B 三焼J.:い'f化磁器 碗 r凡'j化 16ぐ..J;:~J7Cりif'r

25i B G2焼 t t~'lE磁器 婉 り1けイEl7Cliff"I'・
I-― 

258 B G2焼J.:l'i ./E磁器 碗 明廿化 l7Clltrt----. • 一L
259 B G2焼L,'i化磁器 婉 明t'fイtl7Cliu'r-

260 B G2焼 I,7化磁器l 悦 明'1'Nt17C前-r,
261 B G2焼 l:染付磁器i 祝 I 肥前1系 MJVJnl万りI17CtiiI平

262 B G2焼J:染付磁器 婉 I I 肥1i1/系ヤ~JIUl(Jllj111. 17Ctii/'tと
• 一

263 8 G2焼 l:#化磁器 碗 I 沌州烹 l7Ctilr・r

264 U G2焼..L ,•; 化磁器 碗 I 湧州密 17C前 ·1~

265 B G2焼 l,'; {じ磁器 婉
， 

ii~ 州惑 17Ciil'I'・

266 R G2焼 I:,';--{E磁器 碗 Cl8.l) (7.7) (7.2) 2 6 滴州窯 17C1i伯r~

267 B G2焼上染付磁器 婉 肥1iiJ系初期fJI万甲 17C1ii1f-

(3.4) (8.1) 2 6 肥M系 初期伊万り!_17C1iif・ド

G2焼 t 11f磁碗 肥ti1J系初期(jtfj里17C前'i'
I -→ 

G2焼 I.染付磁器 碗 I 肥前糸初期(IIガ阻 17Cll~'i"

r.2焼 l染付磁器 皿 I 肥前系初期伊Ji児 17C前 ·1~

G2焼1:染f,t磁器 皿 I 肥Ii~系初期伊万り117C1i~l 

G2焼土染付磁器 IJJl I 肥,iu系初JOJ伊万り117C1~t 

G2焼J:染付磁器 皿 肥前系初期fjl月里 17C1ilr1'
ー’

← ~ 

G2焼J.:染付磁器 nn 肥titr糸初期fJリが1l17Cll~ 半

G2焼l・ r,磁碗 肥前糸初期fitn lJ! 1 ?c1r, 半
r. 2焼 l染付磁器 碗

I 
肥J)iJ系初期伊ガrr..17Ctlir半

278 A G2焼J:染f.t磁器 llll 肥li1J系初期伊万りI17Cii~'I~ 
＿＿ 

279 8 G2焼l:染f寸磁器 Ill1 肥前糸初期伊月り!17C"1iij半

認0 B G2魚糾瓜 染f.J磁器 皿 (826) 1.4 (2.9> 216 肥tiif系初期f)I月り117C前半

281 D G2焼J- 'l'r磁 皿 05.0) (3.5) -Ii 6 l;. F 肥前糸初期{JI/J 11! 17ClりI半

G2焼 I＇ -,7磁
I ト―

282 R 碗 肥前系 初期fjljJ 1H ! 7Cli'tf・1: 

283 B G2焼上染f.t磁器 碗 肥，iif系初期f)l万りI17CJJiJ'I~ 

281 B G2焼J:染付磁器 皿 肥前糸初期fllfj llJ l 7Cfiif半
I 
285 H G2焼上 染付磁器 皿 肥1lif系初期イ）t万11.111c前半

286 u G2焼上1染付磁器手塩皿 9尼1iif系初期fJt/J'It17C前半
I 

B I G2焼上 染付磁器1手塩Ill287 肥前系 初期fjlfj具 17じ前半
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第8表土器・陶磁器・土製品属性表 (8)

No 地(x 遺構 棟 ~I) 器種 n i希器窃 底叫残＃平 傭 ぢ
-

2邸 B r. 2焼 I: 「1磁 芍打ち皿 肥前系初期fjl万1ll17Ctiil・ ド

289 B G2焼 I: 白磁 咆打ちJill 肥)j,J糸初期(ttIi IJ!. l 7C tiil 1~ 
290 B F2焼l: ti磁 型打らJill 肥ti1f系初期fjlガ悽 11U(itt

291 [j 吹焼上 ti磁 咆打ちIlll(13.7) (2.6) 116 l肥前系 初期伊万T.17C前f
292 R G2焼 I・染付磁器 皿 (13.3) 4.l (6.2) Ii 6 肥liif系初期伊万rr17C1ii1•~ 

293 R r, 2焼 I:染付磁器 皿 肥tiif系切IOI伊万11117ぐ1ii1•~

294 B G2焼 I:染付磁器 llll 9A 2.62 3.5 316 肥前系初期IJI.がIt17Ctiif半

295 8 G2焼上ff',磁 堕打ら1lll 肥tiif系初期伊）jlJl 17C前↑

296 B G2常焼L1施釉附器 椀 I 肥前系 'Si~ 始rll 17C初頭
297 B G2焼 L枷釉凶閤 椀 肥前系 象全l,1f津 t7C初頭

298 8 (; 2焼 I:論釉淘器， 椀 肥り,1系行i'lt t 7C 1i1J i<. 
-1- ~ ＋ 

299 B G2焼 J:論釉紺器l 椀 I l氾11i/系 rJfj"Jt 17C前.,,·•t- I 

300 B ・r.,: 焼.1: 施釉淘器！ 皿 12.54 3.11 (3.6) I 6 I肥前糸如n胎I:lJ 17C切wI
301 B 党焼・上 赫釉淘器i 椀 肥前系射iIt 胎tll17<.: 初碩

．． 
302 u 党焼t 誨釉掏器 椀 肥前系がtiIt l 7C 1i1r'I'-

一30~! 8 堂焼l 崖釉掏器i 椀 肥1iif系店iIt 17C 1iif'~ 

304 R -;;:, 焼 l 論釉囚器 椀
I 

肥1iiJ系 f.'filt 17C 1iif'ド
- 4 -

305 B 常焼 I・. 綸釉出器 皿 (12.4) 32 (4.3) 2/ 6 肥前糸 I、;ifiIt i 7C 1F1'I' 
--+ 

306 B 吹焼l: 詣釉掏器 皿 肥前系 !.'tilt l 7C'/ltJ'I' 

307 I B F 2焼上 崖釉掏器 椀 肥前系 9、'tilt胎 ~.ll17C初頭
一

308 吋"常焼t
籍釉陶器 椀 肥前系 J,1f i It l 7C I前'r・

309 G 2焼 I権釉陶器 椀 (6.8) 11.65 '1/ 6 肥'"'系 J.1Jilt 17C 1iif't-

310 B r.2焼 I施釉院悩 皿 肥1)~系 J,'f沖 17('1iiJ半---. 
311 陶硲 皿 肥前系 f.'f汗 17C 111/'I'-

. . 
312 掬岱 Jill 肥前系 l.'tilし liC前・r-
313 附器 椀 巾同製xn椀
31'1 掏器 壺 丹波焼

--

315 悶器 llll 澱H・又溢系 16ぐ後半
ヤ

― 
316 樹器 11D. I -(l.95) (5.4) 2, 6 瀬h・美溢系 16C後・r
317 掏岱 'I:! · •· I (1.4)' 1.8 -1 6 饂Ji~焼

318 掏器 j/i I 
319 陶器 椀 I I 繭戸・又浪系 R. IJ椀
320 掏器 I I 
:m .ゞ..f 

t I 偏Ii~焼

322 B SFOl火鳥柚阻巴 屯.、-

323 8 
じ2国砂躾雄袖袖淘沿

向付 は9) (6.8) 3 6 笈濃系ぷ野 l7C初珀
-

32'1 u GJ.1 Fi.ii器.. 
~{25 B 党D 慧釉由器 甕 (60.7) I (9.15) -I l/ 6 偏1涌焼
326 R G2焼.I.綱袖囚器 捕鉢 (352) (11.5) ・ I I 6 丹波焼 T R~ 類

3271 B 党焼I: 黒袖淘硲 火桶 (26.5) (13.-t) - 2/ 6 丹波焼

328 C 位.(j5駐―}j 土師岱 倍烙 I 
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第8表 土器 ・陶磁器 ・土製品属性表 (9l 

No 地[>( 辺構 柚別 器極 U 径器高底径残＃半 偏 ：巧

329 Il on 
と—

3:,0 B 皿

3:31 R 悦
I 

332 B 
＇ ----

333 B 碗

334 B 紅紅胚H施釉凶器

335 1 B PiUWII染付磁硲 碗

3:l6 B ~UWllャ柚抽—釉釉隕岱； 椀
＇ 
337 B flti~ 見逍9 淘器 椀

338 B h姐卜のST 上師器 llll 

339 B ,{jjjj卜のST 1: 師岱 焼塩壺 (7.0) (6.95) I/ 6 I It l7C代
I ' 
3'10 亨B {i町下ののSSTT既-釉囚器 火人れ (12.3) 6.l 02.1) 116 丹波焼 17C ,IZ~l8Cり北ii
341 

綸;釉;:淘引硲. 椀-- ，(ILi) (;15) 
2 6 瀬/7 り~~系 17C 1iiJ半

342 R . liJ!1 fのST 皿 I 

343 -B :fi-Jn fのST - 焙烙 」_
344 B -l-i.bil'のST瓦行上器

-I 

火鉢 I (28,5) (8.3} -I 1 6 
345 B .{j .biドのST

~ 

無釉淘器 捕鉢 I 躍前焼
I 

346 II {j址FのST施釉凶器 椀
I 
~ 

i 347 B 石届Fの、ST l師器 焙烙

348 R 石.htドのST
I 

凡rtL器 火鉢 I I 
349 B 石J11下のST無柚洵器 炎 I 協前焼

350 
＇ 
B Iii以下のST施柚淘器 椀 I 

351 u (32.fi) (R9) ・I 6以下丹波焼 a A'1It 
I'-

352 B SK75 ， 瀬戸・'J:.濃糸 19C lii/1• 

~~53 R SK75 i 瀬戸・文汲系 ） 9C 1iぃ・ド
354 8 SK75 I 

355 B SK7:i 在地宵 19C1i[I半

玉計 B SK75 
357 I Il 

I -

SK75 (7.08) 3.75 3.35 2/ 6 1l1N裂
I . ヒ

3認 B SK!II (}02) 6.8 (4.4> 3/ G II! 前糸京焼嵐陶器 17(; 後半
＇ 

359 R SK91 (9.1) 6.7 (3.75) 2,1 G 肥前系

360 B SK91 染付磁溢 付、 肥,iii系11C1i,1半

:J61 B SK91 厖袖囚岱 椀 I : 肥前系点焼風掬器 1 7('後·~

I (9.7) I 
I 

I'6 I肥,iii系田胎染付 17C後1・362 B SK91 施釉由器 椀 7.13 I 4.14 

363 0 SK!ll 施釉因器 椀 1 (IO.I) 6.65 4.55 1(6 肥,iii糸掏胎染付 17C後半
--

361 R SK91 染付磁器 碗 (8.78) (5.45) 1/ G 肥前系淘胎染付 ） 7C後r
I 

:{65 C N 4 Il血 施釉闊溢 椀 肥ri~系 r.11i皐 17CI~牛

366 C N 4 II lfti 染付磁器 lill 肥前系 17('後・r-
I 

367 C N 4 ll [ljj 染f.J磁器 碗 肥前系 17C後キ~18Cwl半
~ 

368 C NIヽIl 1(1i 染付磁器

36!:I C N'1 II lfii 染付磁岱 碗 I 肥前系 18Clilf半
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第8表 土雅・陶磁翡・土製品属性表 (10)

No 地~ ' 遺憎~けIJ 器種口怪器----=--~lr底＿」［残炉名 俯 名

370 C N 4 II血染付磁器I IIIl 肥新1系18C前'p.~中紺

N 4 II面I施釉凶器 椀 1 肥Ii~系町 17C初叫371 C 

372 C ~t±P.!~.tl 染H磁器I 碗 (9糾） 5.7 (3.9j) 216 肥前系 17C後半~J8Cllif'ド
し＿

373 C N-1 ll而 染付磁器 碗 肥前系 l7C後半~I8Cl11f'r-

374 C N401fll 染付磁器 碗 肥lllf系 l8C前'p
＇ 

ヤ

375 C N4 11曲 施釉絢器 椀 I 肥t'~糸京焼風 18C前'I'-ー中菜

376 C N 4 U 1ui 染付磁器 Jill f 肥前系 17C111袋～木

377 C N 4 ll I而色絵磁器 肥前系赤絵17C後r
378 C N 4 II I葡染付磁器 碗 I I 肥前系 17C後半-18C初頭

379 C N 4 II rtn染付磁謡I 肥前系 17C後半-18C初頭

I 380 C N 4 D !HJ施釉Ill溢 鉢 肥前系 17C後半~l8C1iiJ'I'=-

381 I C N 4 D lfii 染付磁岱 碗 I 肥前系 18C前半

I 認2 C NIU血染付磁器 皿 肥前系 18C後半
I 

383 C N I ll iiii染f.J磁器 碗 肥前糸 18C前半

38-1 C 肥前系 18C代

385 B SK7 悶器 椀 肥前系点焼風 17C後'le.

認6 B SK7 掬器 椀 肥tiif系掏胎染付 t8Cliが1'・

387 B SK7 磁器 碗 I 肥前系 18C前半～中柔

路8 D SK7 磁 肥前糸 18C後'I:

389 B SK7 陶器 椀 肥前系 17C後半

390 B SK7 i:t.l器椀 肥前系掏胎染付 l8C1:涌 ·t~

391 B SK7 磁器 碗 肥前系 18C1iiJ半～中菜
＋ ＇ 

392 B SK75 染f.t磁協 雀物 肥1iif系 18C切頭
e一 I 

393 H SK75 染付磁器 貌 肥Jiif系 17C後半

3釘 B I SK75 染1-J磁器 肥前系 18C前'r・

395 B I SK75 染付磁器 蒋及猪口 (6.6) 5.tJ (5.9) 316 ,.e前系 18C後半-19CJiif半
396 I B SK75 染付磁器 碗 肥l涌系 l8C後半

SK7Sに染染｛f寸，J磁器 碗 I .__ 

397 B 肥,i~系 17C後半

398 B SK75 磁器 肥前系 18C前半

399 B SK75 磁器澁女猪口 肥前系 18C後半-19C1i~ 半

400 13 SK75 磁器 碗 肥前系 18C後半

401 B SK75 論釉凶符 椀 肥前系京焼風17C太

402 染付磁荏 碗 肥前系 18C前半～中菜
L— 

403 B SK75 染付磁器i碗 肥前系 18C後半-me1iir半

404 B SK75 染付磁器I 碗 肥前系 I8C後半-me1前半

405 

B 戸.罰SQK12H0匡畠染施付釉磁苫 肥前系 18C後半~19C1iif半
＇ 

~ 

406 B 陶店 椀 (I J.2) 7.1 4.2 216 肥前系唐津 17C1iiJ半
＇ 

'107 c 附僻 椀 (10.6) 6.55 （ヽIA) ;v 6 肥前系店津17C前半
I 

408 B 掬岱 瓶 (6.6) (9.45) I 1 6 肥riiJ系肝津17Ctlif'j:.

409 B 掏岱 徳利 (5.4) l'6 肥前系朝鮮唐汗 17Ctiif'I=-
トー

410 B 旅釉掏乱輪化Illl 02.2} 3.48 (4.i) 2 (j 肥前系唐汗 17CヤJJ!IJI 
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第8表 土雅・陶磁難・土製品属性表 (ll) 

I No 地尻 俎構 ［樟 SIJ 器挿 LI ft器 ？芯底 if: 残（ド名 帽 与

111 B SK48 施釉淘器 椀 (IQ.7) I 6.8 4.5 I 6 
： 

412 C II面 施釉洵笞 椀 10.j5 1.65 3.9 I 6 肥tlil系 17C後'l'-~18C1府半

413 C SK109 崖釉淘器 鉢 08.9) j, 15 1 I 6.9 2/6 肥前系 17C後半~1sc ,rrr半
114 C SK97 崖釉陶沿 ~ →#  20.1 (26.21 4/ 6 

~ 

115 8 SK16 籍釉掏器 鉢 (27.3) '155 2/6 肥,iiJ系 17C後'j'..ー1阪：till半
f 

116 C n面 吐 l"'Jt;t 鉢 (26.0} (6.8) 2/6 肥前系 t7C後"F~I紀 tiiJ・t:-

417 C SK145 厖釉陶溢 鉢 (22.2) (4.55) -1/ 6以下肥前系 liC後半-18C1i1J半

l (3 .. ,s) 418 C 1D刀渭訊t員誨柚~2.1 鉢 1/ 6 肥前系 liC後半~18C1i111~ 
'.  I 

419 C 1SK78西半施釉掏器 鉢 (27.6) (5.55) I l , Ii 肥前系 17C後'j:.~ 18C 1i1i'I"-

420 
c n moot誨:釉:Ill器

鉢 (33.8) 10.0 I (13_4) 2 ti 肥前系 17C後'r・~I 8C 1iiJ'I~ 

-121 C m面 綱岱 鉢 (31.4) 8.92 12.6 I 6 肥前系 17C後'j::.~! 8C lirJ~:. 

422 B SK71 陶溢 f~ (20.0l 7.18 41 6 肥前系 l7C後半~ISC前1"
I 

423 B SK7l 旋袖掏溢 椀 12.15 5.1 41 G 肥前糸京焼風17C後半

424 13 SX115 施釉困器 椀 (9.02) 5.78 316 肥前系京焼風 17C後半

425 B SKIS 施袖田器 椀 { 11.!l) 19 ( U 6 肥1iif系iil焼風 t7C後半

426 B .t頁3サ11.レ雑釉囚器 椀 肥1iif系;;r焼風 17C後'I'-

427 C 磁 色絵磁器 皿 (14.1) 3.25 2/ (1 肥前糸

428 I B SK73 染付磁器 la. 7.9 0.68 3/ 6 肥前糸鍋島）7C後半
I 

429 13 SK73 染付磁器 呑炉 肥前系 J.:fi I! l 7Cli1f半
I 

430 B SK73 ,'i磁 否炉 (!'i.95) ( 2/ 6 肥JiiJ系
＇ 

431 C SK78西半色絵磁器 水滴 111(4.0) (~.65) 只(,12.5) 2 .'6 肥1i1J系

和町のST施袖出器l
I 

432 B 椀 肥tiif系肝汗 17Cli1J・ド

433 B 石垣FのST施釉陶器 椀 肥1iif系 f,布1~l7Ctiif't' 

434 B h屈ドのST施釉淘器 椀 肥前系肝沖11c,府中

435 B nJJl下のST施釉淘器 椀 肥前系 1Jtm 17C前半

436 B 石垣下のST施釉淘器 椀
I 

肥IIお系柑津 17C1W'~

437 B 石煩FのST施釉淘器 椀 肥1iif系 r.rr~r 11c,i『ド
+ 

438 B .fi垣下のST施釉潟器 碗 肥1)if系 ！り汗 17C前t
［ I 

439 B h坦下のST施釉淘器 椀 肥J)~系店iftl 7Ctil'ド

440 B ~i届 FのST 施釉阻器 椀 肥lilf系店ir17C前↑
ーに

441 B 石垣FのST施釉凶器 椀 肥li~系 l,1ti.J!l 7C1i1r'I~ 
一1<12 B 石垣下のST施釉出器 椀 肥〇げ系柑津 11C1i1坪

443 B 石厨FのST施釉潟器 椀 肥1iif系 r.'fi~t 7C1iiJ'I: 
トー -~ - ．．． 

444 B 6均下のST施釉潟器 椀 肥前系 r.-fil" 17CHif半

445 B {j垣fのST施釉紺器I 椀 肥Ii~系リnit17C前・r

446 B 石垣下のST施釉凶器 椀 肥前系 l,1tl It l 7C前1'-

'147 B 石垣下のST施釉均器 椀 肥tiiJ系 1,ltilt17CJ前 •1:

448 B t石凩下のST 雑釉陶器~椀←- 肥tiif系 r.flft l 7C IJJJ'Iと

449 B SK17南半染付磁器 杯 < 10.0) 6.9 I (3.7) l , 6 肥前系

450 B 防空壕lI染付磁器 杯 (10.8) i2 4.65 2 G 肥前系

151 B SK25 j染付磁器I碗 I (9.2) 6.2 4.0 I 3、6 瓜議系
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第8表 土器 ・陶磁器・土製品属性表 (12)

::o地区這情種別岱柚[.]径器応底径残存1¥1 情
I I 

I 452 B SK9'1 染付磁器 碗 (9.65) I 6.65 (42) 4 6 肥前系

'53 B SK46 染付磁阿皿 ・13.55. 3.15ー玉戸]已
＇竺 C a頂l 染付磁悩. Jill T 11.9 1 3.55 4.15 1 5/ 6 肥前系 l8C11f'I'・
455 C SOOS r'l磁 輪化ll.ll (14.0) 3.-1 6.3 21 6 肥前系

—•— -1- I I . 
456 B SK46 施釉印

457 C SKIOO 施印J器

458 B G 2焼L 邸 l伶計器

459 B SK41 t'l磁

460 B SK10 染付磁岱 印はllll (9.9) 2.05 

461 B SK25 染j.J磁器御洒印IJ~
462 C SK19 染付磁器仏飯具 (6. 叫 6.51 
463 8 SK11 染付磁器仏飯n ,.. ,>
-161 C 瓦列 染付磁器 皿 8.86 2.55 

465 C SK 19 染付磁溢 杯 8.15 2.75 325 4/ 6 肥前系 18C後'「・~19C ri『,~

-166 C SK19 染付磁岱 碗 (9.15) 4.87 4.55 1/ 6 )肥前系広東碗 l!.ICliiJ'I'・ 

467 C かまど10染付磁岱 la: 8.15 2.5 
I I • 

468 C SE09 染付磁器 必 10.0 3.35 4.3 5/ 6 肥前系

469 B SK16 崖釉囚硲 椀 (9.8) 6.9 4.7 2 6 肥前系

470 B SK46 厖釉紺硲 ー 五―~ (9.0 ) 7.3 4.4 

471 B 咲：北研染付磁岱 碗 11.1 6J5 

472 B SK41 染付磁21:ii―~ I0.65 . . 5.65 
473 13 SK46 施釉陶器 椀 8.7 6.72 4.68 316 肥前系
I 

174 B SK16 染付磁閤1 碗 9.6 5.55 4.0 41 6 肥前系
- -- -. 

475 8 SK41 染付磁悩 ぶ・碗 10.25 2.65 5.75 完形肥前系. -
476 B SK41 染付磁器 碗 11.1s 5.95 6.s 4, 6 I肥前系広東碗 19C前・t:
477 B BG 3礫 t'I磁杯

478 13 SX72 染付磁器 杯

i~ ~ ~f: 忙
B礫E 染付磁笞 碗

188 B I SK9-1 染付磁岱 碗
三染f-t磁器コ 6.6ート

↑：： IF::: ー：—＋口~〗□い二かr, !SC後1
n血 染付磁器 ．＿＿碗 10.05 4.95 3.6 416 肥JjiJ系 19C蘭,~以焙

呵

両

叩

4り

9
フ

3.72 

ふ
工

5.05 3 6 肥貞系 m~17C後半~I而'"キ

(6.0) 2 6 肥禎系 1.ifil• 17C後半~l8C1j'(キ

・I 6以下肥前系店；lt 

1.4 完形肥前系 18C後'I'-ーl如前半

5.45 2/ 6 肥前系

3.8 完形肥tlif系 l8C後平

3.95 2/ 6 肥前系 18C後'f

4.55 4/ 6 肥1i1/系 18C後t
3.78 完形 瀬戸・災浪系 19Cllit・f.

ー・完形 肥前系

2 6 
I 

4.9 5'6 

戸
肥前系

肥前系

2

5

 

t
-
5
 
6
5
 

1.55 3.21完形 llEtiiJ系

~ 
489 C 

~ 

4.4 3.25 完形肥前系 l8C'11袋～後 ·,~

4邸 3.8 完形肥wl系 19C1iU半
--

4.85 3.55 4/ 6 瀬戸・芙濃系 19cni1•r-

1.39 2.85 完形肥ui1系 l8C1i1J半

3.5 2.95 4/ 6 肥前系

3.1 . 2.641祖形 1肥前系

1.7 J 2.,16 4/ 6 肥11i/系

2.751 (2.8) : 3/ 6 肥llil系

5.1 4.15 完形肥前系

3.1 I完形 肥前系くらわんかT-l8C後'"
4.6 完形肥iirl系
I 

3.65 I 4i 6 肥Iり1系

T 

10.15 5.55 

~.75 
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半

t
-t

前
~
前
前

c

c

c

 

1
9
1
9
1
9
 

考

~

～

～

 r
 

•• 

,． 

ヽ

代

代

後

後

後

c

c

c

c

c

 

1
8
1
8
1
8
1
8
1
8
 

系

系

系

系

系

系

団

前

前

前

i

皿

前

焼

」
旧
h
ご

肥

肥

肥

ln

6

6

6

形

6

形

屯

完

3

完

ん＂残

4

1

5

往

⑭

幻

5

訟

5

碑一
~
□8

8

499 

500 

50,1 

505 

506 

507 

508 

509 

510 

511 

一

頃中c
 

8
 一

前

前

印

木

C

C

I

じ

:2141
言
旦

482817

>
7438871612596

-

悶
u
U
i
m

は
”
悶
g
-g
両

呻
ー

皿

i

炉

炉

鉢

皿

化

碗

碗

鉢

足

＂

咄

壺

壺

甕

人

火

呑

呑

：

・

‘

輪

□

日
い
い
叫
五
磁
こ
―豆
g
-g

細

岬

岬

EII;[P悶
―"五

三汀
CL

三
5

吋
9

9

 

0

0

 

S
E
5
S
K
 

L
 c
 

C

C

-

C

B

B

B

＿B
 512'B SK91 無袖囚閤 火入れ 12.9 6.85 8.65 2 6 丹波焼 17C木~18C巾頃

513 8 ll1血 黒袖囚器 水盤 (31.2) 8.3 33.4 I fi以下丹波焼

514 
~ 
B SK87 無釉囚器 慌鉢 (35.3) 15.58 13.0 3/ 6 丹波焼 I A 2類五 叶言K08~; J¥-n外 (33.9) 17.1 <13.7) 31 6 Jf!1iif系 1.'filじ

516 C S008 無釉困閤 揺鉢 (35.6) 15.2 (16.5) 1/ 6 )・)波焼 I¥'A類

517 B SK67 無釉附器 描鉢 (35.6) 15.75 15.45 4/ 6 月・i皮焼 IV A類で ~<;KJ 03 紐 l附器ー 1揺 (33.0) (8.1) - 1/6 1'J-波焼 TR I類

二三:(322i (:s: : :',:、口鰐：
522 I SK79 無釉淘器 揺鉢 (33.6) (8.62) 
523 

524 

525 

526 

527 

528 

529 

530 

531 

C
.
C
 

c
 

SD08 I! 無釉陶岱 揺鉢

悶
5

5

5
邸

椀

完

三
言
g

5
卸

g

1
他

09
内

8

SK
屈

SKj
-

s
 

ー

c

c

-

C

B

B

C

 

- (92) 

古
-(6.15) 

ト•

-. 11.1s) I 
(19.4) (12.7) I 

I i 
(3;_.1) (7.0) 

(24.1)下

-•l! 6以下jni皮焼 l U 3類
， 

-, l/ 6以下Ir-ti皮焼 a 
I 

-d/ 6 以・ト~I 丹波焼 11 A類

-'J/ 6以下丹波焼； lli'¥類
T I 

-I 6以ト J'Ji皮焼 I¥'A'.ttt 

l 6 f丹波焼 l¥i'H ffl 
18A I 6以下丹波焼

I 

t 
瀬戸・乃濃系 ;:. 11椀

C43.4l I , i,-:,;-r-. . -i;-61 J峨焼 I狛
532 C $D08 土帥笞 焙烙 (27.6) (5.7) I 

切3.B 知i列施釉印土— 社 ~ ~ID類 17C 1ltrl~I7Cよ
完形 }'J-i皮焼
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第8表 土器 ・陶磁器 ・土製品属性表 (14)

器祉 1口径器出II /fr. 径如絆No T岬l 辺 I~H: 別
叫 8 41.~l ~'1、3ti~― 

I 

535 B 虹・1・1 施釉淘；名

芦
偏 ¥J 

. 
苔
一お

も

一滋
一¥

I 

I -- -

538 U 

539 C 

に
SX02 施釉凶器 甕

SXOI 施釉悶器 甕

I -
541 C SK210 無釉陽器 甕

542 B SK16 無釉淘器 甕
I-
543 U SK38 無釉淘器 厄―瓶

54'1 B . SK03 無釉掏閤 徳利

515 8 無釉掬硲 徳利

546 B 照釉悶器， 徳利

547 B SK25 馬釉協硲徳fllor甕

扇 B SK30南-
549 U !:,h.18・吐竺五
550 B 1;i: 焼 l. 擁釉掏器天II椀

t- t—-551 8 G 2焼 l袖釉田器 椀

3.7戸澤1Nii焼

.I.... 

(11.4)戸g
(9.75) 15.35) 

552 

553 

554 

555 

C i1 曲檜叫施釉囚~,合{-(身）

B
F
し

C
；噂嘔塁悶
EST 景釉凶器 慣斥

9.3 5.15 

(25.8) 24.15 ~4 2/二且皮焼 T類
60.0 19.5 - 1/ 6 鉗1iif焼 VlUJ 16C代

(53.0) (20.4) - 1/ 6 協lttい焼 V期 16C代

-(4.95) 8.75 :;1 6 鉗Jjif焼
．．．． 
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(11.4) 7.5 ~ .8) 3 6)f麟 1Jnt1 11c nrrt 
2 6 瀬,j. J.. 浪系 17じ前半
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困
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'1.15 
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7.G 
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1.45 

3.5 

3.3 

1.75 

3.7 

4.45 完形

竺完形に;if系ISC'tiiJ'I~ 

5.0 5/ 6 

2.7 4/ 6 瀬｝＇・文溢系 19C前·~
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SX2'11 

SX211 

SX24 I 

SX21 t 
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t師器
:1: 師器
← I: 面器
l疇．師器

土帥苔 ，

，I: 師器 I
;L師器

573 B SX235 I I師僻

574 B SX2,14 I I: 師器

皿
一
皿

皿

皿

一
Ull
-
ml
-
mI
-
ml

DIl

9.i 

9.1 

7.98 

8.1 

(7,75) 

8.15 

(7,5) 

2.0 

1.9 

ば

一
虚

一
M
-困
-
LS

完形

-'7t形

叫7.8 1.55 

• I 4/ 6 

ー，完形

・I 2i 6 
I --

4/ G 

• I 216 

．，完形

・ 完形
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勢8表 土器・陶磁器・土製品属性表 (15)

N―o '―"' I地区
遺構 極別 器極-~ .l 口径器邸 底径残存率 偏 考

575 B SX235 ,~ 師器 皿 11.0 1.8 ー 完形 1
I 

576 B SX244 上師器 皿 7.95 1.45 完形

577 B SX235 I土師器 皿 11.l 1.8 完形

578 B SX244 上師器 皿 8.05 1.65 完形

579 D sxi21 土師器 IIIl 9.9 1.85 4.2 5/ 6 

580 B SX2"4 上師器 皿 8.55 1.75 完形
I 

581 B 
SX巫221□土師器 皿 10.6 1.7 5.7 完形

582 B SX 師器 皿 102 1.95 -I 完形

583 B SK85 土師器 皿 10.55 1.9 完形

584 B 党北石列土師器 皿 5.85 1.15 2.75 4/ 6 灯明皿
・' 

585 B SK48E 上師器 皿 10.5 2.4 4.85 完形

…2三24 土阿師器586 B IIll 7.6 1.65 完形

587 B SX 器 llll 10.5 2.0 完形

588 C SK162 I土師器 Dl1 8.85 1.5 4/ 6 

589 C SK162 土師器 皿 8.4 1.7 3.95 1/ 6 
I 

590 C L23 II 上師器 Oil 9.65 2.25 ． 
完形 1

591 C SKI08 I・. 師器 皿 10.2 1.8 完形

592 B SK48 土師器 焙烙 (25.6) (8.25) 3/ 6 IA類 16C~~17C 後半

593 B 堂焼土 土師器 焙烙 (25.0) (6.84) (24.5) 1/ 6 IA煩 1紀末~J7C後半

594 B SK67西 土師器 焙烙 (23.5) (5.3) ,j/ 6 IB類 17Ci!IJ贔ic.~L7C末

595 B SK46 土師器 焙烙 (25、3) (5.9) 116 IA類 16C未~17C後半

596 B SK46N 土師器 焙烙 (25.7) (6.5) ． 116 TB類 17C前半~17C末

597 C SK97 上師器 焙烙 30.15 7.8 完形 u類 17C末~!SC前・r-
598 B SK46 上師器 焙烙 (25.6) (6.65) 2/ 6 

599 B SK48 上師器 焼塩壺 5.4 8.0 5.3 1/6 I類 17C代

600 13 SK48 土師岱 焼塩壺 5.45 &.7 5/ 6 I類 17C代

601 B SK沿 上師器 焼塩壺 (5.5) 7.65 5.0 5/ 6 n襄i17C代

602 8 西攪乱l 上師器
＇ 

603 B D2焼上上師器 火鉢 (22.9) 00.0) 06.3) 2/ 6 

604 B SX218 土帥器 火鉢 (26.0) 12.45 (25.3) 416 

605 1 C 皿面 土師器 コンロ (18.5) 13.5 16.0 3/ 6 

606 B -iix 8 -24 土師器 灯明nn 3.7 1.5 2.05 5/ 6 
607 B SK15 土師器 ひょうそく 4.8 3.0 3.2 4/ 6 

6⑱ I C SKl62 白磁 碗 15.3 6.25 6.2 完形 I¥'類 12C後.Iド~13C前'j<

609 B 也攪乱J色絵磁器灯明lllL -(21.6) 13.15 3/ 6 近～現代

610 I B 匝精企色絵磁器仏化瓶 1.2 19.9 7.05 完形 近～現代

611 B I酉攪乱1色絵磁器 香炉 11.15 , 6.3 Si 6 近～現代
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第9表瓦属性表 (1)

No I地区 遺構 US1J I 閉袖 及さ 巾 ぬ l残（岬 偏考

K I B 攪乱 瓦 鬼瓦 49.5 (45.0) 21.8 

― 
K2 B SKZO~ 楼濯 瓦 鬼k 10.3 (23.4) (12.8) 

K3 B SK30 瓦 鬼丸 (35.0) (37.7) (14.3) 

K4 B 百叩滋i 瓦 鬼凡 (23.9) (23.l) 

K5 B SK71 瓦 鬼瓦 (21.l) 118.8) 

K6 B SX193 瓦 鬼瓦 (27.1) ~l6.0) [u)一儲体

K1 B SX193 瓦 鬼瓦 (22.l) (L6.2) ful一佃体

K8 B SK60 瓦 鬼瓦 (17.6) (24.0) 

K9'B SK60 凡 鬼凡 (23.7) (25.7) 

KIO I B 堂焼土 ＇ 瓦 鬼瓦 {21.2) (12.3) (4.7) ？ 桃形

Kil B SK60 凡 I 鬼瓦 (26.0) (40.5) さ形文
＇ I l軒丸瓦 ，(14.2) Kl2 B SK94 瓦 (4.3) . 完形

I 

Kl3 B SK9tJ 瓦 軒丸瓦 14.15 06.0) - 完形

Kl<I B SK7l 瓦 軒丸凡 14.8 面径とする

K15 C SE13 凡 ff丸瓦 1<1.7 

Kl6 C ll面 瓦 軒丸瓦 13.6 15.2 
I 

Kl7 B SK94 瓦 軒）L瓦 (14.3) 完形

K18 B 甫点隅揖乱 瓦 軒丸瓦 13.2 
I . 

Kl9 B SK73 瓦 軒丸瓦 14.1 

K20 C SK97 瓦 訂丸瓦 (29.9) 15.35 

＇ K21 B 育~II乱 瓦 軒丸Ji. 14.3 

K22 B SK60 瓦 軒丸瓦 14.0 

K23 B SK38 瓦 軒丸瓦 10.5 

K24 B 西投乱l 瓦 粁丸瓦 ll.l 

K25 B G2焼上 丸 粁丸凡 8.7 13.1 5/ 6 

K26 B SK46 凡 皐f丸瓦 10.8 

K27 B SK60 瓦 軒丸瓦 6.9 

K28 B 北酎~ST翻

瓦中11If:ltを丸瓦
8.0 

K29 B tu.ti暉 瓦 瓦 8.0 

K30 B SK60 瓦瓦 8.3 
,-

酎紐土壕AI I K31 B 瓦 訂丸凡 8.2 

K32 B SK85 凡 軒丸瓦 7.8 I 
K33 B 婆地下 瓦器 上tJ・2 8.6 24_2 完形

K34 B SK60 瓦 軒丸瓦 15.2 (.Q名瓦）

K35 13 I西攪乱 瓦 軒丸凡 l5.4 rn宍瓦）
K36 B SK64 lL 軒）L凡 16.0 uば袋瓦）
K37 B m面 1 凡 I面（瓦 14.95 9.8 2.2 'え形

し

K38 C SK67 瓦 軒平瓦 3.6 23.4 

K39 C SK97 I 瓦
i|― 軒軒軒・¥ 瓦 4.2 24.5 

K40 B SK81 瓦 平瓦 4.5 25.7 

K41 B SK8i 丸 平凡 4.2 (22.8) 
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第 9表瓦属性表 (2)

No 
岬＇ 遺構旦jM~I 1 器神

尺さ 巾 匝み残＃宇 協名
~-

K42 8 SK76 軒平瓦 3.8 (18.6) 1 

3.8 (ISA> I K43 B SK71 軒平K

K44 B 内北隅攪 軒 •t!凡 4.o c16.3> I I 
K45 C SE13 瓦 .f•ll瓦 4.8 (20.9) I 

r 
K<16 LL SX1130 瓦 軒平瓦 3.7 (23.6) I 

K117 B SKil 3.8 (21.4) 
t 

K48 B 直東日畏乱 3.6 (I 1.0) ． 
Kl9 B SK60 3.7 (18.8) 

K50 C SE07 5.2 (20.0) 

K51 B 丙沿員畏乱C 3.7 08.0) I 
B lrti四翻clI K52 ,1.1 (16.8) 

K53 B 3.6 (11J) 

KSI C SE13 4.3 (29.8) 
- -ー一

K55 B SK20 3.2 (12.3) 

K:56 B SK71 27.1 14.2 

K57 C SK6:'. 瓦 I )L瓦 27.2 14.6 

叩 SF.I~ 瓦 丸瓦 2U 13.5 
f-- .... 

SE09 凡 丸瓦 26.2 13.4 

K60 C SK08 凡 丸瓦 (23.9) 14.4 

K61 B SK85 凡 丸瓦 12.2 広 10.0 狭 5.2 「大坂」
I 

K62 U SK85 瓦 九瓦 12.7 広 112 侠 5.0

K63 B SK85 瓦 丸瓦 17.7 広 9.8 佼位

K64 8 G3,4 ID lfll 且 丸瓦 12.51広 10.0 状 l2

K65 B SKS5 
叩瓦） L 圧1.s e " 挟3.7 KGG B SK85 1.8 広 9.9I挟2.3

I K67 
13 B 声SK8可5 瓦 11.9広 IO.I 侠 1.8

K68 瓦 甑 公.4 12.3 5.5 

K69 8 SXJ13D 瓦 ア瓦 27.0 (23.1) I 1.8 
I 

K70 B SXll3D Ji.1虹 25.5 (23.1) 1.7 

K71 B SK73 凡 23.6 (16.6) 1.7 

K72 C s2珈叶：k． 敷瓦 27.5 26.8 2.8 

K73 D G 敷瓦 切.3I 27.3 2.4 

しi叫K7!'> C J杓i瓦
25.2 28.5 4.4 「金岡瓦宗」

一R SXl97 瓦 片戸瓦 23.5 25.5 3.9 I 
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第1峨石製品属性表 (1)

如~o l 地l五 遺構 種別
器独一品・碑形ー状 法虻

石材 俯名

S l B SXl49 石製品 24.2Xl5.5X24.2 5 / 6 砂岩 宝后 L;t1: 

S2 I U 硲No28 石楔品 硲碑 L5.5X6.45X23.5 2 / 6 砂府 宝后 一闘九

SJ B 硲35 石製品 硲碑 4Q.7X) 52X24.5 5 / 6 砂内 三巾

S1 A SXl7'1 石製品 砒碑 20.4X25.6X25.8 I I 6 花9禎岩 宜文六

S5 I B 
I 

活No.J 石製品 給碑 12.3X I 0.9X22.5 2 I 6 砂府 歴治兵衛

S6 8 SK94上M Li製品 石仏 51.5Xl2.2X25.3 4 / 6 化lぷm B .(i仏

57 B Sl8 石製品 板碑 30. ヽIX10.2X22.6 :{ / 6 化{i<,i't} j甘無妙怯

S8 C SK205 石製品 し 石仏 2Q.6XJ3.5X2J.2 3 / 6 化尚<i
＇ 

I 

S9 B 常焼 I: 石製品 石仏 14.0X 6.3Xl7.7 3 I 6 花岡岩火化

石製品 1石塔石仏
I 

S10 B 石S26 31.5Xl7.IXL7.6 I/ 5 化尚岩火化 地地石仏

Sil B 碑溝19F ,~ 竺 石塔石仏 29.3XJ3.9Xl4.3 i / 5 化（油ti 地地イi仏
$12 8 石列溝31 石褻品 石塔石仏 35.2Xl5.6Xl6.8 2 / 5 化l≪il怜 地水火地什仏

ー・
Sl3 U SXI99 石製品 石塔石仏 18.7X21.4X2-1.3 I / 5 地

S14 B 石S26 石製品 石塔石仏 2 l.2X I 8.9X20.2 I I 5 花繭岩 地地石仏4

SIS R .fi22 石製品 一石五輪塔 47.3X]$2X2Q.8 3 / 5 花閥<i 地水火

Sl6 C 貶石35 6製品 一石五輪塔 41.1X15.9Xl8.4 3 5 化岡',; 地水火

S17 B 心夕~l溝認 心製品 一心・五輪塔 36.2Xl5.9Xl7.9 3 / 5 北悩岩 地水火

叩 B .{j 911溝13 石褻品 石^五輪塔 3L2Xl6.9Xl8.6 3 / 5 化函岩 地水火

Sl9 13 No4 石製品 一石冗輪塔 双）.7X I 5.7X I 5.3 3 I 5 花両府火化 地水火

S20 B 石列湛23 石製品 一石五輪塔 25.7XJ3.8Xl5.8 3 / 5 化iml,~ 地水火

S21 R ィi列湛29 石製品 一石五輪塔 25.0x I 6.5x l 7.4 2 5 花両府 水火
ー＇

S22 B 石列清16 石製品 一石五輪塔 23.5X)i.0Xl7.0 2, 5 化尚府 水火

S23 B 石列溝12 6製品 -{i丘輪塔 20.0Xl4.7Xl5.9 2 5 I 化尚';) 水火
S24 H SEOZ l 石製品 一石五輪塔 18.8Xl4.QXl6.0 2 5 化位i柑 水火

S25 C SEOL 石製品 一石百輪塔 18.8X 14.6Xl3.6 2 5 孔尚沼 水火

SW R （西南rズ） 石製品 一石五輪塔 2l.0Xl4.2Xl5.8 2 5 花尚{i 水火
S27 B 石製品 一石五輪塔 19.0X }5.3X}j.i 2'5 化尚i;; 水火

S28 B 心・ク~J溝32 心製品 一石1i..輪堪 20.2X I 2.8X 16. l 2 , 5 化尚沿 水火

S29 8 (174) 石梨品 •石五輪塔 13.8X}4JX15.2 2 I 5 化ltt.i府 水火
， 

S30 U S17 石観品 一石五輪塔 17.6Xl4.Q'><l5.3 2 / 5 花I函府 水火

S31 B 硲1:J~,11 石製品 一石可輪塔 39.6X l 6.6X 18.9 3 I 5 - 1Ef船~7地水火
S32 R SF.02 5 石製品 一石五輪塔 42.8Xl5.5Xl5.4 3 i 5 花固店火化地水火

S33 B SE02 6製品 一石五輪塔 28.lX J4.2X 11.2 2 i 5 化尚む 地水

S34 B SEOZ I 石製品 -,{.jJi. 輪塔 2!:i.1X182Xl9.8 2 / 5 化l曲府 水火-
S35 13 SX173 石製品 •石五輪塔 25.6Xl9AX20.4 2 / 5 花IMJ料 水火

一
S36 B SK3fi 石製品 一石在輪塔 24.9X)8.2Xl8.l 2/5 花/Ml府 水火

S37 C カマド9SK10 石製品 •石五輪塔 43.4X]9.5X22.l 4 / 5 花iMl府

S38 B SE02掘）i 石製品 一石五輪塔 27.8x]3.4Xl3.7 4 / 5 化柚m 水火風空

S39 B SE02(6) “製品 一心五輪塔 27.2XJ5.3Xl6.2 3 / 5 化尚料 火風空

540 C SK62 石製品 •石五輪塔 22.1XJ2.5Xl6.8 3 / 5 化1ぷi料 火風空

Sil B SZ5 石製品 一石五綸塔 23.6X] 5.1 Xl4.9 :l / 5 花尚府 火）乱中
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第10表石製品属性喪 (2)

丈No地区 遺構 種別 器種・形状 法は ,fj材 備考,_ 
3l.5Xl3.6XJ4.7 4万］一花li:il府S42 B SEOl 石製品 --1i五輪塔 水火風空

S43 B 石列溝11 石製品 ・6.h.. 輪俎_21.9Xl4.7X]5.8 3 5 I 化協,~ 水火風

S44 B 防空壕下 石製品 一石1i.輪培 22.5Xl3.4Xl5.4 3 i 5 化岡岩火化 水火風

S45 B 、炊焼 l:AB 石製品 -(i冗輪塔 16 2Xl2.5Xl2.5 2 / 5 化廣沿 風空
I 

$46 B SEO! 石製品 一石五輪塔 IQ.3X 9.5>< 9.8 2 / 5 花岡む火化 風空

S47 B SEOl 石製品 一石五輪塔 16.2X)2.4Xl6.2 2 / 5 砂料 水火

S4R B SK70 石製品 五輪塔笠 19.JX X33.7 l / 5 花尚府 火

549 B 石列溝17 石製品 ガ帖培笠 11,4X X24.3 l / 5 -<£rwt: 火

S50 B 石綬品 五輪塔笠 1-1.ox X22.l l I 5 化岡府 火

S51 B SXJ74束 石製品 五輪朽笠 )I.IX X21.5 1/ 5 化(~む 火

S52 0 SX1311+J 心製品 五輪塔笠 11.sx X20.1 I 5 花紺岩 火

S53 C SD12pit 石焚品 土輪柘 !8.8X24.JX23.9 l / 5 .(El函府 水

S54 C SK162 石製品 I,6(I 9.5X32.6Xl6.0 3, 6 花I函宕
S55 C SK162 石製品 石rJ 10.5><30.1X15.5 3 I 6 花悩・;;-

S56 B (Iii.It隣I:珊A 石製品 石臼（茶門） t12X 9.6Xl9.7 3 I 6 

S57 B 杭l 石製品 砥石 I J.9X 5.2X I.] 4 / 6 

S58 C CL5かまど 石製品 赤IIU関9此 l0.4X 5.8X 
I I , 

S59 C 1]而まで 石製品 硯 7.6>< 4.Sx 0.7 
--

S60 B r 2焼J: 石器 砥 8.8X 4.lX 1.8 
I 

S61 C SE09.13 石器 砥石 6.J X6. 3 X 0.8 

S62 B 党某墳 l 石器 砥ィi 7.6>< ,i5x 07 
•—• 

$63 B I SD03 I 石器 砥石 9.9X 4 .7X 2.3 
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第11表金属製品属製表 (1)

煙管 *'J: 残存長

No. 地区 辺 構 植別 器種 全長 火皿径 径 屈さ 偏 考

Fl B 堂焼土 銅製品 吸u 7.2 l1 0.1 表面に鍍金を施す

Fl R 堂焼上A区 銅製品 雁首 5.6 欠損 l.4 0.1 表面に銹金を施す

F2 C-K4 カマfITtt土5昇 銅製品 雁首 6.9 1.7 1.1 0.1 

F3 B SK64 銅製品 雁甘 6.4 1.8 l.l 0.1 
ー＇

F4 B SX227 絹製品 雁首 4.4 1.4 LO 0.1 表面に錢金を施す

P4 B SX227 銅製品 吸口 * 12.3 1.3 0.1 表面に毀金を施す

F 5 B SX236 兵鈷 雁首 *4.3 1.5 I.I 0.1 漆塗り

F5 B SX236 真鋲 吸口 7.0 I.I 0.1 外面は楼抱りの上に桜が線彫りで表現

F6 B SK64瓦埋込土 銅製品 不明 8.7 0.2 板状製品-
銅線 ＊は残存仕

No. 地区 迅 構 独別 器種 全長 径 備 考

r,7 B SX22暉内 銅製品 銅線 41.2 0.04 
I 

F8 B SX22油訥 銅製品 銅線 21.3 0.04 

F'9 B SX22就t上 銅製品 銅線 15.4 0.04 

FIO B SX22就t士 銅製品 捐線 10.8 0.04 

Fll B SX22槌L上 絹製品 銅線 10.4 0.04 

Fl2 B SX22暉土 銅製品 銅線 9.3 0.011 

FJ3 B SX22碑土 銅製品 銅線 6.5 0.04 
， 

Fl4 R SX22碑 I: 銅製品 銅線 6.2 0.04 

FIS B SX22邸且土 銅製品 銅線 6.0 0.04 

Fl6 B SX22邸上土 銅製品 銅線 3.5 0.04 

釘 ＊は残:(?長

No. 地区 俎 構 種別 器種 全長 輻 偏 考
- - -

F17 B SX167釘No.I鉄製品 釘 9.2 1.oxo.s 折釘、木買残存

FIS B SX167 鉄製品 釘 7.4 l.4XQ.4 折釘、木質残存

Fl9 B SX167 鉄製品 釘 8.0 12xo.1 折釘、木釘残イf
トー

F20 13 SX167 鉄製品 釘 *6.9 1.ox1.o 頭欠損、木質残存

F21 B SXI67 鉄製品 釘 *6-" l.OX0.6 頭欠損、木質残存

F22 B SX167 鉄製品 釘 *6.6 1.0x0.6 頭欠損、木質残存

F24 B SXl67釘 鉄穀品 釘 4.6 l.3XQ.9 角釘、木預残存

四5 B SXI67 鉄製品 釘 *3.9 l.8X0.7 角釘、足部欠損木質残存

F26 B SXI67 鉄製品 釘 *3.3 1.6XQ.9 角釘、足部欠損

F31 8 SX228 鉄製品 釘 *3.5 0.4X0.5 頭欠損

r-36 B SX228 鉄製品 釘 *2.3 0.4'><0.3 頭欠損

F40 B SX229 鉄製品 釘 7.6 o.sx0.6 角釘

F4L B SX228 鉄製品 釘 *4.6 0.4X0.4 頭欠捐

F42 B S.xmll紅l飩 鉄製品 釘 *3.5 0.8XQ.3 角釘

F43 B SX228 鉄製品 釘 *5.2 0.4X0.6 頭欠捐、木質残存

F57 B SX228 鉄製品 釘 *6.8 0.4X0.4 頭欠損

F61 B SX228 鉄製品 釘 *6.4 Q.7XQ.4 頭欠損

F62 B SX228 鉄製品 釘 *5.8 0.9XQ.9 頭巻釘、足部欠捐
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' 第11表 金属製品属製表 (2) ¥ 
F64 B SXZ28 鉄製品 釘 I*4.9 Q,4XQ.3 頭欠祖

F67 B SX228底屯l東鉄閲¥.', 釘 *2.9 0.4X0.4 面欠似．木買残什

F76 B s: 四~2lli卜鉄製品 釘 *5.0 OAX0.3 合釘、木質残存

F81 B 

SX233樋底喜以鉄：製饗品

釘 5.7 0.8><0.2 角名J

F82 B SX234桶品 釘 4.4 0.5><02 角釘

F83 B SX磁棗2tl 品 釘 *6.5 0.7><0.4 頭欠損、木汀残fi-

F84 B SX236 ii/, 釘 *6.8 

F86 B SXl75 鉄製品 釘 *5.1 

F87 13 SX175 鉄製品 釘 *6.6 o.sxo.5 合釘

F88 B SX210 鉄製品 釘 *5.5 l.lXO.i 角名］、木貫残イf

F89 B 1・t壺NoA 鉄製品 ir I 1.0 IJXQ.8 蟹n釘
F90 B 内撹乱3rn介．鉄製品 釘 *3.7 3,7x0.9 折釘

ー叫

FJ07 C SDIO 以製品r釘 * 10.0 * 1.8XQ.7 折釘、木烈残(.{.
＇ F108 C l I紅 鉄製品 釘 *8.3 * l.3xQ.7 折釘

SK49 以製品 釘 * 10.3 l.8XQ.6 折釘

FllO C カマド3 以製品 jJ *6.7 I 0.4X0.4 

Flll C カマド2 以製品 釘 *9.CJ 

Fil2 C カマド2 飲製品 釘
l 
*5.6」0.9XQ.6 

その他 ＊は残(tl~

No. 地区 道 憎 1種g1JJ叫 全長、l]ll)IJill紐II和荘：I備 考

P91 B SX22 
トー

P92 B SX216 

F93 B SX222 鉗 2.0Xl.8 0.J 錢金あり

匹4 B SK149 鉗 I.I 0. 佃 片而のみ銀金を施している
トー ・

F95 B 悦乱＋．坑No.3 鉗 3.4 3.1 庶揉による使用棋あり

F97 U tサプトし涵1叫り絹 12 板状のものを組合わせている

F98 R SK71鉗*3.3 0.2 I 
F99 B SK73 鉗 * 2.9 * I.I 銅銭を包んでいたイμが鈷化したもの

FIOO B SK36 創閲品 柄 * s.o * 1.9 * 1.s l木灯残存、金具を袋状折り,,りげ鋲tl・め
FlOl B SK38 創閲品 り1さfU 10.4 7.3 i1-ox1.o, 痺金具径2.5cm

． 
Fl02 H 防空壕No.2鉗製品 Iり1さf金真 9.8 j, I 0.7X0.7菊花座金具{f2.3cm

Fl03 B SK78 鉗製品 9ヽくコリjり*1.9 *3.5 0.6 褒面に木償らしきもの付れ

* 1.8 1 0.3 I菱形で透かしありFI01 C ~1 3 鉗製品 金Ji *7.9 
I 

FI05 8 SK48 鉄駿品 ：刀十柄 *7.-I * 1.6 02 

I 
Fl06 B SK41 双製品 )Jf,JJ昌L*— 13.5 *2.6 0.5 
Fll3 C カマド 鉄限品包r*28.o -1.7 0.8 ガ沼欠損、柄部投さ8.5cm、船1.6cm、-t-Vl残-:({
F114 C J1 鉄製品 ［火箸 * 36.3 上部欠1!1?

FllS C 鉄製品 火箸 * 21.1 上部径1.1cm

F116 C J 11li 鉄製品 楔 15.9 9.4 l.3X 1.-1 L字形， 

Fll7 C 04 
戸，i綸製M品i 

鑓？ * i.5 *3.4 0.5 

0.5 -1片面のみ刻みEl文様、全血に鍍金F!l8 B G2区 4如 Iii 9.1 1.4 
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第11喪金属製品属製表 (3)

Fll9 B G2区 鉄製品 鎚 5.1 1.9 0.5XQ.7 

Fl20 B SD03 鉄製品 情中鍬 162 16.7 I 1.9 且針穴？
銭貨 •Ii~~ 仔貶

No. 地区 辺 構 径 備考 No. 地区 迫 構 径 備考

F121 B SX12(下彬） *2.3 党永通賓 FI76 B SX235 2.3 究水通費

F122 B SXI2(下}M) 2.5 空,l<辿賓（文銭） Fl77 B SX35~25 2.5 党氷通買

Fl2・1 B SX12(T培） 2.5 窃水通t'f(文銭） Fl79 B SX227 2.3 立,k通賓

Fl25 B SX12 (下~) 2.3 ・立水辿貨（文銭） Fl80 B SX18 2.3 立永通賓

Fl36 B sx202 I 2.6 党水通賓（文銭） Fi82 B 六逍銭 2.5 党永通費

F137 B SX202 2.5 笈永通賓 Fl83 B 六辺銭 2.5 窃永通貸

F138 B SX202 2.5 窃永通密 Fl84 B 六逍錢 2.5 天屈通安（真苔）

Fl39 B SX202 2.5 立水通貨 Fl88 B SKlO 2.4 窃水通宵

Fl40 B SX202 2.3 ・紅永通貨 Fl89 B SK46 2.5 立永通貨（文銭）

ド142 B SX216 2.5 ~ 永i直w(文銭） Fl90 B SK66 2.5 水楽通賓

P143 B SX216 2.5 突永通賓（文銭） Fl9'1 B F2E 2.4 空永通夜

Fl4'1 B SX2Hi 2.5 党永通貿（文銭） F195 B 南東偶 2.5 究水通夜

Ft45 B SX216 2.5 党永通賓（文銭） F196 B 洒撹乱 2.5 党永通賓

F146 B SX216 2.6 窃永通賓（文銭） Fl97 B 北西糾 2.3 だ永通賓

Fl47 8 SX216 2.5 立水jfilff(文銭） F200 H 中央北梢査 2.4 立水通行

FJ48 B SX22l 2.4 立永通賓 F202 B 2.5 空永通百

f-149 B SX221 2.5 突永通賓 F208 B 下屈石敷 I 2.tl 元立通賓（行'JI:)

F150 B SX221 2.3 笈永通賓 F209 B 下屈石敷 2.5 元祐通夜（行m
F151 B SX221 2.4 買永通賓 F"210 B 下肘石敷 2.5 元祐通賓（豪1"r)

F155 B SX223 2.5 立永通賓 F'211 B 下刈石敷 2.4 紹聖通賓（行む）

Fl56 B SX223 2.5 槌ヽ永通賓 F215 C SK49 2.5 党水通貨
I 

Fl57 B SX223 2.4 宜永通賓 F'216 C SK36 2.4 品宋通哀（灰t'.f)

Fl58 f3 SX2邸 2.5 党氷辿貸 P218 C 13]4 2.4 究水通貨
, — 

Fl59 13 SX224 2.5 党永通賓 E-'219 C 石列精在 2.3 党永通賓

F160 B SX224 2.4 窪永通賓 F220 IC 2.4 究永油賓

Fl62 B SX224 2.5 窪永通賓 F221 lC 2.5 突水通-n(文錢）
F163 13 SXZZ4 Z.5 窃水通賓 F222 C L3 2.3 突永通賓

＇ 
Fl65 B SX228 2.5 党永通夜 F'l.24 C K3 2.5 党永通賓

F166 B SX228 2.3 I 窃水辿賓 F225 C M4 2.5 究水通祖

F167 B SX228 2.4 究永通賓 F226 C 04 2.5 究永通賓
＇ 

F!68 B SX228 2.4 窃永通賓 F228 C N4 2.5 究永通賓

Fl69 B SX228 2.3 宜・永通夜 l-'229 C 北サプトレ 2.5 ・此永通賽

Fl70 B SX228 2.3 突永通賓 F230 C N3 2.,J 良宋通n(笈害）
Fl7J B SX235 2.3 究永通行 F2.1I C N4 2.4 治平Ji.:賓（其{'})

Fl72 B SX235 2.5 党永通賓 F232 C M4 治平元賓（萩丙）
＇ 

F!73 B SX235 2.3 窃永通賓 F234 C 03 2.4 大観通布

FJ74 B SX235 2.3 在永通百 F23~ C SKll5 SK116 2.4 飛定元打

Fl75 13 SX235 2.4 突永通賓 F236 C K3 2.8 宜永遁買(1f11被文）

-97-



第11表金属製品属製表 (4)

No. 地区 還 構 径 備考 No. 地区 遺 柄 径 備考

F237 C 第 1面 2.4 究永通賓 F242 C 表採 2.5 党永通賓

F238 C N4 2.5 究永通賓 F243 C 表採 2.5 究永通賓（文銭）

F239 C :-,J 3 2.5 党永通賓 F244 C ィ消明 2.5 宜永通行

F240 C M4 2.4 宜永通寅 F245 C K4 *2.5 党永通賓（文銭）

F241 C 東中央 2.5 究永通賓 ＊は残ff-長

-98-



第12表木製品属性表 (1)

No 地区 遵 構 器 種 長（口径）幅（腹径） 匝（器~) 底径 礼径 備 考

WI Il SX218 箱棺 59.9 61.2 39.5 
I 

W2 B SX228 箱棺 53.0 54.0 85.5 

W3 R SX232 箱棺 552 56.0 39.0 

W4 B SX236 箱棺 61.l 60.2 79.9 

W5 B SX226 桶側板 {24.8) 18.95 1.35 

W6 B SX226 桶側板 35.5 9.5 1.3 
I 

W7 B SX229 桶側板 (15.5) 8.2 0.8 

W8 B SK94 桶側板 8.8 5.5 0.6 

W9 B SXZ25 桶側板 (21.0) 12.6 0.8 I 

WlO B SX226 桶底板 48.4 50.0 2.7 

Wll 8 SX233 桶底板 47.65 47.8 0.8 座板

Wl2 13 SX225 桶底板 12.5 113.6 2.0 

Wl3 B SX229 桶底板 44.8 32.5 1.5 I 座板

Wt4 B SX216 箱板 41.9 13.5 l.3 

Wl5 B SX216 箱板 44.4 16.35 1.15 

Wi6 8 SX21G 箱板 43.35 (11.3) l.l 

WJ7 8 SX216 箱板 43.5 02.9) 1.2 

Wl8 0 SX2:J2 5L3 (23.'15) 1.4 

WJ9 B SX232 54.8 9.9 1.’ , 
• 一

W20 8 SX232 51.9 19.5 1.5 

W2l B SX226 掘方内板 (20.03) (13.6) 8.5 

W22 B SX218 数珠玉 1.10 0.98 1.10 0.19 

W23 13 SX218 数珠玉 1.10 0.95 1.10 020 
a — 

W24 B SX218 数珠天 1.05 0.94 1.05 020 

W2fi R SX218 数珠モ 1.08 0.98 1.08 0.20 

W26 B SX218 数珠玉 l.12 0.96 1.12 0.22 

W27 B SX218 数珠玉 1.11 0.98 1.11 021 

W28 U SX218 数珠玉 1.07 0.96 1.07 0.2Z 

W29 B SX218 数珠玉 1A2 124 1.-16 0.25 3孔

W30 B SX218 数珠至 1.07 0.9.1 1.07 020 

W31 B SX218 数珠至 1.07 0.94 1.07 0.23 
， 

W32 B SX218 数珠玉 1.07 0.89 1.07 022 

W33 B SX218 数珠上 1.10 0.96 1.10 0.18 

W34 B SX218 数珠玉 1.13 1.00 1.12 022 

W35 B SX218 数珠玉 1.12 0.97 1.10 0.20 

W36 B SX218 数珠干． 1.12 0.97 l.l2 0.20 
＇ 

W37 B SX218 数珠玉 1.06 0.92 1.06 0.21 

W38 B SX218 数珠玉 0.45 0.33 0.45 0.14 

W39 B SX226 数珠玉 1.04 0.62 1.04 0.12 

W40 B SXZ26 数珠玉 0.73 0.67 0.73 O.IO 

Wtll I B SX226 数珠至 0.65 0.75 0.64 0.13 

W42I B SX226 敬珠玉 0.72 0.67 0.69 0.11 
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第12表木製品属性表 (2)

No 地区 ifi 構 器 棟 長（口径） 幅（腹径）原（器邸） 底径 孔径 備 考

W43 B SX226 数珠玉 0.68 0.75 0.68 〇.12
I 

W44 B SX226 数珠上 0.70 0.70 0.67 0.11 

W45 B SX226 数珠玉 0.69 0.69 0.66 0.11 

W'16 D SX226 数珠王 I 0.82 0.73 0.72 0.12 

W47 B SX226 数珠玉 0.66 0.78 0.75 0.12 
I 

w、18 B SX226 数珠玉 0.67 0.74 0.69 0.11 

W49 B SX226 数珠上 0.70 0.70 0.67 0.11 

W50 B SX226 数珠玉
I 

0.73 0.71 0.70 0.11 

W5l B SX226 数珠王 O.i3 0.71 0.68 0.11 

W52 B SX226 数珠至 0.63 0.70 0.66 0.11 

W53 B SX226 数珠玉 0.71 0.69 0.67 0.12 

W54 B SX226 数珠玉 0.69 O.iO O.G9 0.11 

W55 B SX226 数珠上 I 0.71 0.74 0.71 0.12 

W56 B SX226 数珠玉 I 0.70 0.68 0.66 0.12 

W57 B SX226 数珠王 I 0.72 0.69 0.68 0.1 J 

W58 B SX226 数珠玉 0.62 0.69 0.64 0.12 

W59 B SX226 数珠干 0.63 0.67 0.64 0.11 

W60 B SX226 数珠玉 0.72 0.72 0.71 0.11 

W61 B SX226 数珠上 0.60 0.71 0.62 OJI 

W62 B SX226 数珠至 0.65 0.61 0.61 0.13 

W63 B SXZZ6 数珠王 0.55 0.74 0.74 0.13 

W61I B I SX226 数珠玉 0.54 0.74 0.74 0.12 

W65 B SX226 数珠至 0.54 0.74 0.73 0.11 

W66 B SX226 数珠玉 0.56 O.i4 0.73 0.11 

W67 B SX226 数珠玉 0.54 0.72 0.72 0.12 

W68 8 SX226 数珠玉 0.54 0.76 0.75 0.11 

W69 B SX226 数珠3~ 0.50 0.72 0.72 0.11 

W70 R SX226 数珠干 0.52 0.74 0.73 0.11 
一l

W71 B SX226 数珠玉 0.48 0.78 0.78 0.11 

W72 B SX226 数珠玉 0.50 0.68 0. 邸 0.11 

W73 B SX226 数珠玉 0.54 0.77 0.77 0.12 

W74 B SX226 数珠玉 0.50 0.75 0.72 0.11 
I 

W75 B SX226 数珠玉 0.50 0.72 0.72 0.11 

W76 B SX226 数珠弔 0.51 0.74 0.73 0.12 

W77 B SX226 数珠玉 0.51 0.75 0.75 0.10 

vns B SX226 数珠£ 0.48 0.73 0.72 0.11 

W79 B SX226 数珠玉 0.54 0.77 0.77 0.11 

W80 B SX226 数珠王 0.51 0.76 0.75 0.12 

W8J B SX226 数珠天 0.50 0.68 0.67 0.11 

W82 8 SX226 数珠玉 0.52 0.78 0.74 O.l l 
I 

W83 B SX226 数珠土 0.55 0.75 0.75 0.11 
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第12表木製品属性表 (3)

No l地尻 直 構 器 種 長（口径） 輻（服径）形（器砧） 底径 孔径 備 考
＇ " 

W84 B SX226 
I 
数珠玉

I 0.52 0.72 0.72 0.12 

W85 B SX226 数珠工 0.50 0.73 0.70 0.11 I 

W86 8 SX226 数珠'f 0.52 0.75 0.68 0.11 

W87 B SX226 数珠玉 0.54 0.74 0.74 0.11 

W88 B SX226 数珠宝 0.50 0.76 0.76 0.11 I 

W89 B SX226 数玉 0.47 0.72 0.72 0.11 

W90 B SX226 数珠上 0.46 0.72 0.6i O.ll 

W91 B SX226 数珠玉 0.44 0.68 0.65 0.11 

W92 B SX226 数珠玉 0.55 0.75 0.72 0.11 

W93 B SX226 数珠至 0.53 0.75 0.75 0.11 

W94 B SX226 敬珠玉 0.45 0.72 0.72 0.10 

W95 B SX226 数珠玉 0.48 0.74 0.72 0.11 

W96 B SX226 数珠上 0.52 0.76 0.71 0.11 

W97 B SX226 数珠玉 0.55 0.76 0.76 O.ll 

W98 B SX226 数珠玉 0.55 0.77 0.77 0.11 

W99 B SX226 数珠予 0.18 0.53 0.51 0.1 I 

WIOO B SX226 数珠玉 0.20 0.55 0.53 0.Ll 

WlOl B SX226 数珠玉 0.33 0.48 0.47 0.15 

Wl02 B SX226 数珠~ 0.33 0.50 0.47 0.13 

Wl03 B SX228 数珠ヱ l.12 1.20 1.21 023 

Wl04 B SX228 数珠至 1.11 1.24 1.23 0.23 

Wl05 B SX228 数珠予 1.08 0.94 0.89 0.11 
. • — 

Wl06 8 SX228 数珠玉 1.11 0.94 0.87 0.12 

Wl07 B SX228 数珠上 1.09 0.97 0.90 0.11 

W108 8 SX228 数珠玉 1.09 0.96 0.88 0.11 

Wl09 B SX228 数珠玉 1.07 0.92 0.88 O.Jl 

wuo B SX228 数珠至 1.09 1.00 0.93 0.12 

Will B SX228 数珠干． 1.07 0.96 0.89 0.1 l ,.. 
＇ 

Wll2 B SX228 数珠玉 1.07 0.90 0.88 0.10 

Wll3 B SX228 数珠玉 1.00 0.84 0.82 0.14 

Wll4 B SX2公 数珠玉 1.08 0.94 0.90 0.12 
I 

Wll5 B SX2認 数珠玉 1.09 0.94 0.89 0.11 

WU6 B SX228 数珠玉 1.10 0.97 0.92 0.12 

WIJ7 B SX2蹄 数珠弔 1.09 0.97 0.92 0.13 

Wii8 B SX228 数珠玉 1.09 0.96 0.90 0.10 

Wll9 B SX2認 数珠玉 1.10 0.92 0.89 0.11 

Wl20 I3 SX228 数珠玉 1. ⑱ 0. り3 0.89 0.11 

Wl2l B SX228 数珠玉 1.10 0.97 0.89 0.11 

Wl22 R SX228 数珠屯 1.08 0.93 0.87 0.11 

Wl23 B SX228 数珠玉 0.42 0.88 0.88 0.13 

w12,1 B SX2認 数珠上 0.43 0.88 0.88 0.13 
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第12表木製品属性表 (4)

遺 情 器 祉 艮(LI径） 1転（腹約lLlt(器t:i>l...!! 底 tt 1L 往 1饂 考
， 

数珠J~ I 
0.43 0.88 0.88 0.13 

「ー数珠下
＇ 

0.42 0.87 0.86 0.13 
; 

数珠J~ 0.<12 0.88 0.87 0.13 
--t 

B SX228 数珠上 0.43 0.88 0.87 0.14 

W¥29 B SX228 数珠 1~ 0.4J 0.89 0.87 0.13 
I -

Wl30 B SX228 数珠玉 0.4:j 0.87 0.87 0.13 
I .... 

Wl31 0 SX2郎 数珠~ 0.43 0.86 0.86 0.13 

Wl32 B SX2邸 致珠玉 0.42 o.sC]―0.87 0.13 
＇ 

'I 'WW1l334 3 
B SX2邸 数珠上 0.43 0.87 0.87 0.13 

B SX228 数珠玉 0.44 0.87 0.87 0.13 
~ 

Wl35 B SX228 数珠王 0.42 0.87 0.87 0.13 
+- ~-

¥Vl36 B SX228 致珠モ 0.44 0.87 0.87 0.11 
『 I 

Wl37 B SX228 数珠f.. 0.43 0.87 0.87 0.13 

WI38 B SX228 数珠E 0.43 0.87 0.87 U.l3 

1W139 B SX228 数珠上 0.43 0.88 0.87 0.13 

B SX228 数珠玉 0.42 0.88 0.88 O.l3 

B SX228 数珠玉 0.43 0.88 0.88 0.l3 

¥¥'112 B SX228 致珠下． 0.43 0.88 0.88 0.13 

SX228 数珠I 0.43 0.87 0.87 0.13 

¥¥"144 8 SX228 数珠上 0.43 0.87 087 0.1:l 
~ 

B」
.. 

Wl45 SX228 数珠t 0.42 0.88 0邸 0.13 

Wl46 B SX228 数珠玉 0.-13 0.87 O.Bi 0.13 

Wl47 u SX228 数珠玉 0.42 0.88 0.88 0.13 

WJ48 B SX228 数珠"f.: 0.42 0.87 0.87 0.13 

WI49 R SX228 数珠£ 0.42 0.86 0.86 0.13 
トー

WJ50 B SX228 数珠じ 0.41 0.87 0.87 0.13 

Wl5l B SX228 数珠£ O.it2 0.86 0.86 0.12 

Wl52 B SX228 数珠ド拿 0A2 0.87 0.8i 0.12 
← 

SX228 数珠下 0.43 0.88 0.88 0.13 

SX228 数珠 1~ 0.44 0.87 0.87 0.13 

'WJ55 B 1 SX228 数~.l 0.43 o.88 0.88 0.1:J 
a I ー’
Wl56 B SX228 数珠1~ 0.42 0.86 0.86 0.13 

Wl57 B SX228 数珠玉 0.12 0.87 0.87 0.13 

Wl58 B SX228 数珠玉 0.43 0.89 0.89 0.13 

WI59 B SX228 数珠E 0.42 0.89 0.89 0.13 

Wl60 R SX228 i—数虹 0.41 0.88 四~ 013 

SX228 数珠I 0.13 0.89 O.R9 
I 

SX228 

t・ 
数珠玉 0 11 0.86 0.86 

SX228 数床玉 0.56 0.59 0.58 0.11 

WI61 B SX228 数珠ー1£ 0.59 0.54 0.54 0.13 

WJ65 B SX228 数珠£ 0.42 0.44 0.44 I 0.11 
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第12表木製品属性表 (5)

No 地区 還 構 器 楕 I此(11ff.)紺（腹径） 厚（器店） 底径 礼径 偏 与
Wl66「s7 ―薮五工丁 0.-12 --

SX228 0.45 0.45 
' 
0.11 

WJ67 B SX228 数珠£ LI 。.13 0.•14 0.44 0.10 

W!68 B SX228 数珠玉 I OH 0.44 0.44 0.11 

W169 B SX228 紅り 二 8.8 5.6 

I 棗身 4.45 5.2 4.4 2.9 
WJ70 B SX218 

!U¥r.i__J_ 5.2 5.3 1.55 
＿ 

WI71 B 

竺翌SX232268［ こ方容形器板二1.•9' -~ 

4.1 たばこの逍lし
I 

WI72 B 5.81 0.61 
し一

W173 8 13.4 0.45 祐i・J,?1
＇ Wl74 B 4.1 0.65 

Wl75 B SK94 曲物 9.8 4.6 0.5 

Wl76 B SE06 衿 04.5) 0.65 0.65 
， 

＇ 
Wl77 B SK94 漆椀 OJ 03.1) (4.8) 

． 

Wl78 汝椀 2 00.3) (1.5) 
... 一

- --

Wl79 H SX218 箱板

1 
9.7 14.0 0.31 

Wl80 B SX218 箱板 9.6 14.0 0.2 

Wl81 B SX218 箱板 7.3 13.9 0.3 I 
I 

W182 B SX218 箱板 7.9 13.88 0.31 
I 

トー

¥Vl83 B SX218 箱板 1.8 13.9 0.32 
- • 一 一ー

Wl84 8 SX218 箱板 1.8."i 13.85 0.34 

W185 B SX218 箱板 4.59 8.08 0.31 別材挿入

Wl86 B SK94 箱板 7.8 3.4 I 0.25 例り方あり

WI87 B SX218 箱板 4.4 7.7 I 0.3 
Wl88 B SX218 箱板 8.l 13.l 02 I 
I ト― I 

0.2~」
- -

¥.¥/189 B SX218 箱板 83 13.2 
-1 

Wl90 8 SX218 箱板 7.4 9.26 0.36 
I 

Wl91 B SX218 箱板 74.2 9.25 0.35 
ー＇

Wl92 B SX218 箱板 8.4 8.5 〇.25

Wl93 B SX218 箱板 8.4 8.4 0.3 
.... 

W194 B SX218 箱板 8.1 8.J 0.3 

Wl95 B SX218 笞 16.65 0.6 0.3 
I 

＇ 
¥¥'196 B SX218 笞 16.7 0.5 0.6 

Wl97 B SX228 -~ 0.7 9.6 I 0.1 棺内N0.5

Wl98 B SX228 笞 9.9 0.7 I 0.1 H・IIAJN0.5
＇ Wl99 B SK94 笞 広.-1 055 0.6 

wzoo B SK91 箸 (27.8) 0.7 0.7 

W201 B SK91 11/ 22.6 0.85 0.6 

W202 B SK94 苔 23.5 0.7 I 0.65 

W203 B SK94 笞 22.0 I 0.7 0.65 

W204 B SX21G 箱板 42.5 I 3.05 1.1 I 
↓ - -

W205 B SX216 箱板 '12.55 I 3.1 I 1.0 i 
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第12表木製品属性表 (6)

No J卵~ 遺 情 悩 .ftll jli(I 11'fl ・ピ,\(Jl~ f$. )

二~Iニオ !!jj三I 1.6 
径 卸考

一
I•—~ ~ 

W210I B 

孔径

□
 

1
1
1
2
1
3
 

?3C,

>

2

w
w
w
 

箱trrU

IWzJ41 B 

t
 

[

口

如

呻

u
3
B
B
B
 

□

ーニ
W223 

—t-
B 

SX236 様n

〗
三
ニ

O.X5 

0.35 

戸ドSK91
W232 B SK91 
I W233 B SK91 

W23、I B SX228 

¥¥'235 B SX23G 1 

$K94 

¥¥'236 U 

\\'237~ 

¥V238 B 

¥¥'239 B 

SK9-1 

SK94 

SK91 

SK91 

SK94 

SK94 

SK94 

SX236 

SX236 

SK91 

SK91 

!i.7 

(32.3) 

32.3 

I--

27.8 

28.8 

I 28.6 

一28.5 -, 
I 
28.7 

＇ 

`~ 
ヽ

＇ 
會
｀う

櫛

一褐

＿摘

一
獨

一縄

駄

子

力

下

払

こ
'
ー
＇布

~: 三
28.4 

28.9 

3.9 

35 

-I-

0.8 

11.55 

3.2 
I 

1.8 

1.63 

1.1 

1.5 

I 05 

3.55 

0.85 
I 

•— 
1.2 

I. 1 

I 1 

1.35 

1.3 

1.28 

1.2 

I 12 

—
-| 

I 

I 

w百てエニ~K91
9
1
5
9
4
9
4
 

S
K
S
K
S
K
S
K
 口

〗
玉
-
-

口

1
2
5
悶
ピ
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国

n

哭
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紅

2
⑬
⑮
碑

|
―
ー
工
ー
一
ー
一
＿
ー
一
L
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|
|
-

M

店

匝

国

国

国

虚

虚

暉

⑮

RO
紐

四

⑬

凶

m

：一ーー
□

―

286
釦

幻

戸

286
釦

288
証

159
叩

(

m

⑬

-32

I 

+-

I• 

f ,~ 一鴫i

I 

55 

13.4 

1'1 15 

1.2 

(10,251 

0.5 

0.95 
I 

1.0 

0.3 
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第150次調査



例 言

）．本りは郡r柘計画道路伊丹飛行場線道路改良事業に伴う、有岡城跡・伊丹郷町第150次i講代の発掘出

脊報告1~である。』1i:地点は伊丹市宮ノ前l丁目に所在する。

z. 講在はf成7年6月21u-s月3口の期問実施し、潟査面積はz.i9mである。

3. 遺構の実iJ!i]は．苫企貝 ．濁企補助貝が行い、遺構の笈図及び遺物の実測 ・製図は兵屈県教行委且

会坪蔵文化財~1i:平務所嘱北Hが行った

4. 本 の紺染 ・執笠は、山上雅弘 ・服邪党が行い、嘱託u,ト山みゆきの補助をえた。
5. 遺物の番号は、本文 ・挿閃 ・同版とも統 一している。

6. 本廿で使用した界店は大阪湾海水準を基とし、方位は国上座界系筍＼’系の径臣北を指す3

7. 濁丘で使用した遺物や、作成した写真 ・図版などは兵ば県教行委U会坪蔵文化財汎査!町務所にお

いて保管している。

〒 652-0032 兵血県兵扉区荒田町2丁LI-1 -5 兵庄県教行委U会埋蔵文化財潟査 •Jl務所

で9 078-531-7011 

8. 心潤企においては下記の方々から御教示を賜った。記して感謝します。

河U宏海 ・ 小長谷正治 • 細川佳子 ・角田誠
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第 1章 調査の概要

調査の概要

第150次週充は打岡城跡・伊丹郷町の3査の内、伊丹飛行場線に伴う旧企の第75次潟企区と第99次潤査

区との問に所在する。本潟査は伊月飛行場線に伴う霜査の殻後の潤杏である。

ヨ企地付近の襟ぶは17.5m前後を測るが、内査地の西隕は緩やかに傾斜して下り、東傭には石くなる。

西隣の第75次囚査区では遺構而が2而検出できたが、本渇査区では東に向けてやや堆積土が薄くなる傾

向があるうえ、全体に削‘杓が1.：しいため遺構面の検出は 1面のみでおこなった。

第2章 遺 構

汲査の結果建物餘、 -<i糾憫溝、 J<)j形焼土土坑、カマド、便所、水琴窟、埋桶、土坑など屋敷に関

わる様々な遺構が出上した

1. 礎石建物 （図版113)

庇石痕跡の並ぴから、渇1i.ll汁j端に注物を復元した。並ぴは必ずしも一定ではないが洪脊区内でII間

X 5 llllの規模をイiする， 111.し、 tJ.llffpl'.の西側にも延ぴており、第75次潤企の東端に建物の萩きが検出さ

れている。昭和63年度閥芥時の窄中lf.J't撮影の建物の間取りと今阿検HIした悦石の位屈がほぽ重なって

いるため、礎石は現在まで建物の）針礎として使用されてきたようだ-fO_し、この迎石は後世の建て杵時

に店干移動したものと思われ、上面にコンクリートの付花が認められた また、佳物内の一部で七間状

の貼床を確認した。

2. 石組側溝 （図版113)

ヨ在区束辺に沿って南北方向に通るイi組隕溝 (SDOI)の内M部を検出したっ第99次囮査区で検出し

ている溝2と同一のものであるり深さは0.2m前後を設I]る。底部には漆喰を貼り、現在まで吊敷境の憫溝

として携能していた。

染付碗 (76)が出 1・している。

3. 長方形焼土土坑群 (SK 32・33・34・35) (図版113)

沿企区中央束寄りで検出した遺構群である SK 32・S K 33・S K 31・S K 35の4つの焼i:I→坑が屹

行して検出されたc いずれも'11I面が隅丸の只h形を呈するもので、尺柏を束Jllj方向に向ける。長さ3.8m

前後、転J.O-l.8m、深さ0.2n直後である＾内邪には多凪の炭 ・焼 Lが允収されていた。

rn1様の遺構は同じく伊汁飛行場線に伸う内在である第114次曲在Iえなどにも必められ、火事片付け土坑

ではないかと考えられている，

及方形焼土土坑群からは多品の炭・焼土と共に多汎の遺物が出上している S K32から磁器小碗(43)・

染付碗 (68)、S K33から社物il't(48)・染付碗 {70)・染付皿 (86)、S K31からば外 (20)、S K35から
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播鉢 (23)・北燭 (37)・丹波焼壺 (54)・染付碗 (71)が出土している。

4. カマド （図版114)

瀾企lヌ中央束よりで検出した辺情である 平面は柄鏡状を呈し、兵輪を南北方向に向ける心上部は人

きくJ'lll'I'されているため全く不明で、基底部分のみ残存していた。残存規校は長さ0.9m、船0.3~0.6m、

深さ約0.2mを測り、漆喰で碁底部を楽いていた。凹状に荏んだ燃焼宰上血は熱により赤変している U 

）j形焼 I_:坑群のSK32・S K33を切っている。

5. 便所（図版114)

"'11i.liの北内屈で検出された遺惜群である。便甕、便槽および排水施設がまとまって検出された 便

甕は2甚並んだ状態で検出した。上部は大きく削・Jlされているため底部のみ残存していた。史の内部に

は汝喰が塗ってあった。便格および排水施設は便売のすぐ北側に位四し、便槽とコンクリ ート製の集水

枡とrid21を帖ぶ排水笠の抜き取り痕を検Illした。便槽は長さ1.9m、幅1.6m、深さ約1.2mを測り、限の

ト半を漆喰で袖強している。珊め戻しの際、多ほの瓦を放り込んでいた。

6. 水琴窟 （図版115)

今回の濱査では明らかに水琴窟とわかる遺構を 2基検出した。

水琴窟 1(S K03)は，月企区の南西闘に検用された遺構である。上祁は長さl.lm、幅0.9mの範圃で石を

敷き漆喰を途り込めていた 漆喰の厚さは5CII前後で｀集水できるように中央をくぼめてある。下部は

径0.5m、深さ0.45mの円形の掘りJiに明治期の醤油瓶 (108)を正位に据えている。醤池舷は底部を打ち

欠いており、底部には•印凡を 1 枚敷いていた。 ·j.!瓦の上には染付碗の溢 005)を逆位に、染付llll(lOG) 

を正位に項ねて匠いて水受けとしていた。

水琴窟21ふ渇社区の北西端に検/11された遺構である。圧さ0.65m、幅05mの楕円形の掘り方内に）-~ 波焼

さ Q)甕を伏せた状懇で検出した~ r.部はSK22などによって破壊されている。

7. 埋桶 （図版116・117)

今[11Jの潤査では平面円形の上坑が多数検出された。本遺構は平面円形を呈するもので、検IH而から墨

が直に掘削され、底祁は水平に掘られる 総じて円筒形を呈する這構の一群であるし桶(/)が［跡が観寮さ

れたも(/)はないが、これまでの面査の類例と比較して埋桶と考えられる。埋桶の遺捐は16応出l:して

いるc 以下、筍l≪に埋桶の一Cを掲載する6

8. 土坑 （図版118)

上坑には、地下室の貯蔵穴 (SK62)、瓦蝶の片付けの為のゴミ穴、不明のものなどがある。以下、代

及的なものについて記述する。

S K62は逍ff(?{_の北束付近で検出された土坑である。平面は長方形を呈し、内部に,,f,1やを組み、小別

の屯を造る。堀方の規段は長さ1.75m、幅1.15m、深さ0.6mを測る。上坑内の木杵は底板3枚、開板は

各辺 l伯iの計4枚で作られており、形状は艮さ1.5m、幅0.95mの屁方形を呈する。開部と底邪には横板
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を糾み、屈沼を棧1しめする S K70をりJっていん

S K62からは多仕の淘磁器がIlll: している ミニ-!⇒ュア茶釜 (9l、柿釉灯IJJllll(29) (30l、困器,J、Illl

(35)、上瓶 (50)、染付碗 (6,1)、利押皿 (84)、台付鉢 (99)が出J:している。

深さ

回
形状

釦5 伽'I形~区也り[ ―甘百丙9)(103) _ ↓ 

0.6 円形 ~ff. 区虫也匹＿ ー＿「
0. 亙亙旦 a舷北東 (60) (62) 
0. 7 楕円形 1 /;l'41flメ・中央西溢 SKn7.72を切る

il_ .. I. 饂桁fTJ形叫［刈1内
暉 ご．」ば`間1翠,,,槽に切られる

-1~」__Q.8XQ. 7 0. 祁 f'I形 潟査区中火111ii'J,lI LI l (21 l (1021 

18~ む 1.2 0.25□三：郡悶湿;(72) 
19 J.9Xl.7 10.7 楕円形 囮介lメ:,,,央 IS K55に切られる

S K3:i. 71を切り
SK 18にりJられる

~~」 (2.Q)X(四旱. 35 _!~ff·rl'J形囚紐．中央東嬬 ＿
. --

S DOIにりJられる
66 I. 3X). 3 0. 7 11)形 ヨ立区北東隅 (~9) 

-'  
叩こ切られる

口；ぃ言円形f::ロ□ピ(61l IITTI (891一三
塁げ守岩躙侶芦腐：『上 郷：盆塁れる

追構
(SK) 

第 1表埋桶一覧喪
I 

fヽ:un
17 
↓ 
21 1. I 閂て.6X I. 5 
10 l. ;x I. I 

11 1. zx CO. 5) 

Ill I遺物 伽芳

S K34. 55を切る

第2表 土坑一覧表

遺情ー以桟1ml

s K I (紐 l
4 0. 65X0. 4 

深さ 1 

早
1 形状 {、>:in lli:I逍物

0.15 暉l'I形潤査区,IJJ'li -r3J - I 
伽 1形 召在区If直 CIIO) I日脊Ix.I引i危
百面~ ;f介区北西隅 （岱）

再 関1i.l丸It東閑
声西i陪
S K66をりJる

町 1形 潤炉I釦東屈ー竿27に面叩 _ S K27に切られる
隅丸力形咋IX:北東 (、17)(53)¥78) SK2Hを切る

御 1形 血I•叫,w火隅 はほ：｛悶，：77J ts K部を切る
44 (O. 7) xo. 5 0. 3 !-c }j Jti ;,』登区北東 (26) ~s1xa. ,7"-Jこ虹ll~麟 (5')両戸:)::: 三： ~=: 三：三｛闘~11 _SK46に切られる ＿ 

，1~~r:::lfJ厚こ(251 f~ 二::!

5
-8
-19-
28
-30 
38 I (0.8)XO. 7 

RI (2.2)X).Q 

燿考
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第3章 遺 物

今回の潟査で出上した辺物には近世～近代の遺物が含まれ．このうち近111-,n物には上師器 （皿・漏．

泡烙 ．鉢）、土製品 I・ミニチュア茶釜）、囚器 （ば鉢 ．皿 ・キ仄 ・!trI・小碗.~t須 ・ 上瓶 ・ 徳利 ・ 鉢 ．

壺 ・甍）．染付磁器 （猪ロ ・婉 ・み物 ・鉢.IIll・ 仏飯具）、 ,'f磁染付 （椀・と物 ・鉢）、げ磁（鉢）、白磁

（皿）、瓦 （軒丸瓦・鯖瓦）、銅錢 （空＊辿宜）がある。近代迂物には染付磁器 (llll. 益物 ・碗）、 ・,'i'磁
（婉）、困器（売 ・ix)がある 遺物の/11上数はコンテナ20箱であるが、この内図化したものは lll点

（拓影3点を含む）を数える。以卜では近ltt遺物のJ:師器 ・陶岱 ．磁器 ・丸 ・鉗銭、近代遺物の磁器・

陶器の顧に報告する。

1. 土師器・土製品

皿 (I~8 l出上した上帥器lilLはすべて小皿であるが．手づくねによって成形するもの (5・7・8)

とロクロ成形後底部を糸りJりする (1~4・6)2タイプがある Tづくね皿は外而の底体部の榜がIYJ

瞭でなく、 U緑祁が豆むものがめだち、内面底部には小定方1111のナデが観寮される。底部糸切りのIIllは

内面が平滑で I· 2·6 は外而(1)11~体祁の校が明眈である。糸切り痕跡は微細なlヽ1心1リの渦が観察され

る •

抱烙 (10~18)抱烙は小破Ji"が多く令形を知ることができるものは少ない。同化できた敲片から観察す

ると型造りによって成形された個体のみで占められていると判断される 10-14は底邪の成形に凹型を

使川し、 U縁部を底部とは別個に粘 I:を積み上げて造るものである 15~181がりによって底部を成形し

同時にLI緑部を造りだしたものである l I縁祁が断而三角形の＊がi,となり、屯磁り部分との間の段差を

削り取らずにそのまま残す

剛行とも底部は薄くケズリ潟暫し、ri粒部内外面はヨコナデ渇黙する

鉢 (I9) IJ径29.95cm、tふさ12.1cmの外で厄い器隈をもち、口絃部を1fi面に折ってI・燐面をつくる。

土製品 (9)茶釜を楳倣した L"品である 鍔を欠掛するが内lfiiにも牝みをもうけ、 Id部には把手をわ

ずかに表現する

2. 陶器

慣鉢 (20~27) 丹波焼 (20・21) と協前系 (22~27)のものがある l'H皮焼は斜め l・.J,に立ち上がる1本

部がLJ緑祁付近でやや外反気,4-になり.II枯部の縁行を三角形に肥財させるものである。外面には指頭

痕粉が多数残り、底部はヘラケズリする 内而の岱Hは10本前後をlj1.位として厖されるが、れ位ごとの

槌Hの問にやや間隔が開く 11絃部内曲はナデ凸整する。

伯前系の捻鉢は小破片が多く全形を知ることができるものはない 「1絃郊の観寮によれば口緑部内lfii

に突帝を持つもの (25)、11糾部内面に反を持つもの (22・24・ 26・27)、内1£11をKきくナデ、突帝や段

を持たないもの (23)があるヤ槌IIはすべて密に入り 、摘[lfllJに空fl比認められない，

皿 (28-36) 28-33は柿釉1Illと呼ばれるもので、ぷ焼きの生地に近り1釉を崖した飢体である。底部には

微細な糸切り痕跡が観察され、内liLi底部に鋭を持つ偕体 {2)もある
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3-1~3(iは伊灯 ・付楽焼の製品で36は受けのあるタイプである淡貨色の'I:地に透明釉を施す、内面にtl

芯を据えるための切り欠さを耕つ

彙燭 (37~38) 37・38は侶楽焼系の製品である閲部内lfliを空材にし、内面に灯、芯Inきのための切り欠

さを持つ.. 

猪口 (40)・小碑 (11~45)40・41は肥前系の猪IIである,42·43はI•~ じく肥前系の製品であるが京焼を

模倣したもので、 42の匂台内傾には泊水の刻日）が必められ.43の内lfllには楼閣山水の絵付けが施される。

44・45は萩焼ピラ掛け碗である

蓋物(47~49) 47は鉄釉を掛けた製品で壺などの沿と思われる。鉄釉と17..f・の器肉が叩り感を持たせて

いる製品である。48・19は急須や t瓶の社と考えられる。外面にイ ッチン掛けの汗花文と思われる文様

を施す。

急須・土瓶 (50~52) 50は瀬P系囚器の急須、 51・52は t.瓶ないし急須の破片である。いずれも器隈が

うすく、 50の外血には馬のn文が鉄絵で描かれる

憶利 (!)3)偏・ドで歪んだ体部をもつ徳利であるc

鉢 (46)偽前系の小型鉢である。fI径20.3cm、,¥',Sさ7.25cmを測る 形い器収を持ち．外面底部をヘラ削り

する内ffiiに粗い板ナデが観寮され、斜めヒ方に吃ち 1 がる体祁をイiする切体である~ I I縁邪は端部が

外反気昧に丸く終える。

壼 (5,1)躍前系の小問壺である Jf/. 手の器肉9こ．粘J:紐痕跡が明駁に残る鮒体であるe

甕 (104)水琴窟の共喝几として使mされた丹波焼の甕である。底部は大さく打ち欠いて使用していたと
思われる。II緑端部を水'fに厄肥させている。1本部全体に褐色の鉄釉が掛けられ、同部から｛本部に掛け

て黒出色の釉が流し掛けされる 体部ややJ-.'~には門線文と波状文が施文されているu

3. 染付磁器

猪口 (59)n緑端部が外反するもので、外面に赤墜賊が描カ・れる 内面はl」緑部に花文を描く

碗 (60~77)60~62・64・66~69はLI径9.7~1 l.05cmQ)ややIt/.手のもので、底部から内沿ぎみにヽtち上が

る体部を持ちu絃都を丸く納めるもので、科台伐付は黒袖である いわゆるくらわんか手と呼ばれる ・

群で、総じてJ•/.手の体部を持つ枡製品である。

60・66は外曲に卒化文を描き、 61は外lfiiに2if(網手文、内而には太く雑な網F文を描く。62は外面に

紅花文、点台に,,.,線窃台内に記号様の銘を持つ 糾は外iiに丸文を描く 部は外面にな花文と応台Jld

辺に同稼、67は外血9こ笹竹文と格子文、内面には形の崩れた菊文と 2項旧線.68は外面,','(化文と窃台f.'J

込に回線 69は内面に形のJ;Jれた菊文と旧線が描かれる。

63・70・71は小型の丸碗でやや町絵的にtちI・.がる体部と尖り気味に終える11籍部そ持つ ・詳であるc

70は見込みに寿字文、 71にも凡込みに衰文を描く

72~75は'I'ポ椅茶碗の一肝である 72は外面によろ1tmを描き店台側面に(11(線を持つ。/J・74は同形・

luJ文で外面に用紙摺の化文を描いている。77は益の付くタイプの碗である。閥台がハの字に踏ん張るも

ので外rfiif本部に松枝文、下邸に宙文を描く 。内,mにも松文と瀾線をhiiす 65は端反碗である 区両線で
区直された各々の中に斜格f文と梅文と思われる図柄を誨文する。76は広東碗であるc 見込みに昆虫文

の変影Lたものと隣線、外面は鏑文に扇子をあしらった文様を描く。
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蓋物179-81) いずれも碗の必である lu1 -溢形で 1~部に輪状の把手を付ける 79は内面に 3tji.('1の(O.

甲文、外血は仝体を亀甲文で怖る 80は見込みに諒氏香文、口緑部内1r11には斜格（・文、外r面には吋輪文

を描いている 81は内而に捩じり化文と1出線、 11紺部に11り方楳文、外血にコンニャクflt判で桐の岱文の

形が/i,Jれたものをスタンプする。

鉢 (82・83) I山j名•とも小削の鉢で、口粒部の破片である 82は外血に化J't文、 r端に述り＼文を描く、内
面のII枯部にはI'り）j搾文が入る-83は外血に窓松を措き内部：こ竹、外部には代化文を描いている

皿 (81-90)81は利押皿である、平面}j形で四隅r稜が人る 全体に沿い ·,•;色の釉渇で見込みの双凡の

部分のみにl'I濁袖が掛けられる・， 瀬巨の木哀焼の製品と考えられる

85は内血にit弁化、応台内面に渦h位）銘、内tITTf本祁に菊文、外而体部にl,lr仇文が描かれる。86は1人胤l

体祁に((lLjJ文が抽かれ外I面は黒文である

Siは外1f1iと内1f1i(J) J.l込みにコンニャク1wr1Jの幼文を押印し、見込みにはさらに 2前の閲線を描く

部は1柏fij見込みに帆掛け舟の記り・化したものとI/Ii船、体祁はn1,,;文と山水文を組み合わせたような文

様を描く 89は 1勺 l面に·叉文を描き外面体部にt.'仕;l文を描く 。 90は内wiに楼l~tll水を描き、 外面には硲台

内曲により様の銘、休沼に1,1f11文を抽く "

仏飯具 (39) I点を図化した。外血にな化文を描く ，

4. 青磁染付•青磁 ・ 白磁

行磁染付は外1(11がi'r磁、内面が染付になる・群である.,18世紀後・1:から多くなるもので、今回の，-111i

でも一定址がU¥I: している

青磁染付碗 (9 1 ) はすべて内血見込みに五弁化と ..:.. ~し旧線を描き｀口縁内rfiiに,,り方搾文を施す。91は小

型の岱茶碗、他は霰の張った婉形の観体である 92・91の底部店台内にはfり伽.9:lの底祁，'£/j台内には、な

味不明の文字が必められる。

青磁染付蓋物 (95~97)は碗の丑と考えられる・群で、輪状のつまみを持つ0 95の内血には五弁花と.::

直園線、外血把 f'JI~には，な味不明のくずし文字銘が必められ、口縁内I創には1/¥l}j搾文が描かれる 96で

は内而に波社文と てrfcl!線， 97は内面に形のJ~lれた Ii.弁化と二両閲線、さらに)J縁悩には四方搾文が紺

され、外rfii把 r,1J,Jにはfり福が品められる

胃磁染付鉢 し98)t, ぷ台内面が蛇の目凹利科白になるものである。窃台内山iには角福、内面には松文が描

かれ、見込みに四線、).)粒郊に四方隈の舷線が論され、内面の加飾が依やかなfl!.I{本である。

青磁鉢 (99) そ111・,り磁の外である 外向に,,-+-:xを削押し、口緑下に111形の1-J文を持つ。口緑部は内側
に折り込み体祁が1勺'fl]気味に立ちJ:.がる射f,t.である 底部にはおそらくaJiに獣足をつけていたと思わ

れるJ

白磁皿 (IOl)角吸った心j台とやや印手の脳収を!-rつ俯体で、見込みは露胎となる

5. 瓦

掲級した瓦は55・57・:i8は軒丸瓦.:i6は虻Jiの破Jヤである,55は 「東 」~j'」の文字を刻む。 56の鰍瓦

は鰭祁の小破}',である 沿諏こ虻を線刻し、縦に鮫の鯖を線刻する。
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6. 鋼銭

掲萩したものはすべて窃水辿宝である

7. 近代遺物

10'.iは染付の必、（品台内に勺人仙」の朱．りきの銘が観察され．外面は濃みが施されるJ 方形に往取りし

た内部に1:rI: に帆掛け舟.n・樹人に伍などの絵柄が描かれる 106はJillで1勺面見込みには幾(Pげ：文、さ
らに），り0月を囲む区画線の内部には蝶・菊水文 ・古祥文 ・化文などが拙かれる 105・106は水琴tfIの共

l!}H. として 108の底部に据えられていたものである~ 108は丹波焼の科illl瓶である、 水琴Q l に拙えられ

たもので底部を打ち欠いて使Jllする f,t-部ド端に直径I.位mの円孔があり、醤ill!の注ぎ口として使われた

と息われる

109・110は包含N道物であるがいずれも碗である。109は見込みに松枝文が描かれる。110は化弁を代

して口粕部に凹凸をつitる 107はとが付く丹波焼の並である小さく：！ち lがる11緑部と＂が張りやや

大きめの底祁を持つ闘体である。Iletl0.3cm、lぷさ11.35cmの小刑品で外血1こ鉄袖を施L殷色を．むぶした

釉fけしが観察されるし

8. 遺物の様相

ケWU上した遺物は概ね18flt紀後半-19世紀前半の迅物群であるが.,J:111: によってこの時期以Hに1il1

企地点周辺の町屈が人さく発bいしfふことを剛らかにした m後に選物群の様相について少し述べる。
tr火几としての皿はL師器と囚器のものがある 土師器の皿には手づくねのもの、ロクロを使JI]する

ものがあり、陶器には柚釉皿と呼ばれる一群が含まれていた。また、困器のtr火Rでは平仄や内ITliにtr

ふをのせる受けをftうものがはめられるなどパリエーションがある J..師器の製品については!Slit紀代、

刷悩のものについては181ft紀よから19lll. 紀初頭に出現しているとされる

焙烙は l8世紀前 1らまで Ill上するli(~<IJ ものと、 18 世紀後｀ドから~ffする J\l!近りのものがある

揺鉢はすべて淘器製で丹波焼のものと、協1111系のものがある。 J•J 波焼のものは 18世紀前 ·t<.に登場する

とされるものであるが．丹液位の拙外全般には18世紀の中頃にfJl)'J-褐町ではft退してゆくとされており、

frJ1iif系のものはlS世紀後.,.に仔楊するものである以上から、これらO)tdt鉢のも雑Iは18世紀代のものと

与えてよいだろう＾

婉には掏器のものと磁活のものがある泊器には関西系、肥〇妬系、妖焼などがある。磁器9がf!l前糸

（波佐見焼が大半を古める）．瀬戸系がある 磁器のものの人平はいわゆるくらわんか茶婉とよばれるも

(/)が多く 、つづいて'I:僻茶碗．丸碗.Iよ束碗、端反碗等がある これらの製品はすぺてH常に使用され

る雑器の類である時期はくらわんか茶碗の他に、広東碗、端反碗などの後出の碗が混仕してUIIして

いるので概ね18世紀後 ·1~から19flt紀1前半頃の一詳といえよう

以上のぺた通h、今阿肌lした選物群のうち丹波焼揺針や染付磁悩、 l: 帥器の幾つかは18世紀前半に

焼成された可能性もある丑物訂であるが．他の大,,~の遺物府は18llt紀後 't"から 19世紀前·,~に多くIllI: す

るものであるため、これらの直物の廃来の年代は18世紀後‘卜から 191I~紀1前·,~と捉えてl叩国がなさそうで

ある
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第4章 ま と め

今回の函査は伊丹飛行場線に関わる磁後の曲査で、この調究をもって本路線の有岡城跡 ・伊丹郷町の

調芥が終j'した。また、周辺の飛行場線の成果については 「有岡城跡・伊丹郷町1l」で既に報告がなさ

れたが、今回の頃査地点はこの第99次溝査の西側、第75次潤査の東側に挟まれた地点である。

第99次 ・75次の両潤査では一部に17~18世紀代前半の遺構も検1Hできたが、大多数の辺構は18世紀後

半~19llt紀前半以降のものであった。このことは今回の両査成果とも一致しており、第150次温査でも18

世紀代の遺物は少なからず認められたものの大半の遺構は18世紀後半以降に帰屈する。

以下、第150次潟査の僻々について概要をまとめると、辺構には①江戸期と②明治期以降の2時期があ

る 。 江戸期の迎構には埋桶や貯蔵穴 • 長方形焼土土坑 ．磁など多彩なものが見られ、明治期以降の迂構

には水琴窟やゴミ穴などが認められた。特に、明治期には屋敷の建て秤えに伴って廃材やゴミを敷地内

で処理した様子が明らかになった。また、この時期の選構では水琴問が完＃していたことや、便所が屋

敷の北西限に造られ何度かの改修を経ていることなどがたどれた。この便所の最後のものは漆喰による

大型の使肘で、現代まで使用されたものであるc

江戸期のjQ構では18枇紀後半~19世紀初頭と思われる長方形焼土土坑 (SK32・33・34・35)の検II:¥

から、この時期に火災によって敷地が整地され、極敷の建替えがおこなわれたことが明らかになった。

この時期に伊丹郷町で発生した火災には 「有l1G1庄年代秘記」に記載された明和 3年 (1766)の火市があ

るが、あるいはこの時の火災ではないかと思われる。また、 周囲の埋桶群は明らかに焼土土坑を切り込

んでおり、屈敷述替え後に据えられた遺構であることが明らかである。さらに、この埋桶群と埋上の状

況が酷似する遺構が多いことから、建替え後に遺構が激培していると推定される。追物についても前述

のとおりこの時期のものが大多数を占め、江戸期後半になって周辺の宅地化が進んだことを推測させる。

この他、この時期の遺構には足敷の北束に集中する埋桶と方形土坑の一群が特徴的で、この一角は裏庭

のような箇所に当たると推測される。

屋敷の建物については礎石構造の建物が南の道路に面して検11:1された。この建物は既述のとおり現在

の建物の基礎石に使用されたもので、総ての礎石が原位骰を保つものかどうかは疑わしい。このため構

造については疑わしいが．先の貯蔵遺楕の集中箇所と礎石の分布から考えると、建物は潤査区の南半分

に限定されていることが確実で、この範囲が娃物敷地であることは江戸期以降現代に至るまで大きく変

化していないようである。（但し、現代の屎敷では南が店棚、北東が衷庭であることに変わりはないが、

昭和63年の航空写兵によれば北西にも建物が屈かれていることが知れ、この点は江戸期と異なるようで

ある。）

以上、 18世紀後半以降の町家について述ぺた。しかし、当地では柳沢吉保碩伊丹郷町絵図によれば元

禄 7年 (1694年）には既に二郎術門が屈住したことが知られ、 17世紀後半には宅地となっていたことが

明らかである。たしかに、辺物の中には18世紀代のものが少なからず認められるため、恐らく町家追構

の存在は疑いのないものであろう。従って、この段階まで確実に逆J:れる遺構が皆無なのは18世紀後半

の町家建て替えに伴う上砂等の移動が大きな原因ではないだろうか。また、この現象は他の汎究区にお

いても既に報告のとおり大同小異で、 18世紀後,,~の建物の建替えが大規校であったことを推測させる。
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歴敷の範囲については既に前述の報店作によって考察が行われ、今rui閲査の地点については束側が第99

次瀾企の溝 I・Z (I~ 版121)、匝側が弟75次潟査の溝5が境となることが元禄絵図などとの比較から知

られている。従って、現代の敷地は江}; 期よりやや狭くなったことになる。また、北憫についても、 !Ai

隣と異なって-'V¼区のさらに北＂に延ぴて広いことが知られ、現代はやはり関企~の範囲に縮小されて

いる。注物の範囲はJiiJ述のとおり南謂に限定されるようであるが、 1r後には長＜ 一．郎衛門の敷地が延ぴ

ていたようであな束＂の敷地税の溝は第 150次，凋脊でも一部現代のものが検出されている。最終的には

コンクリート情造のものとなるが、その前はイj組開溝 (SDOl)であったようで、コンクリートの下には

石組みが残されていたe また、筍99次渇企区溝）との1lllは帽が lm代あるがこの空間は内に敷地が縮小

したか、裏路地が存在したかのどちらかであろう。

以上のとおり、m1so次潟査は囚囲の既H:J日介の成果と大きく変化はなく、これらの成呆を補強する講

企であると，；ffiづけできることがわかった。また、江戸期のI令｛敷地については現在のものと化四に大き

な変化は蕪いが、‘り時の敷地規伐は関囲に広がっていたことも判明したc
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第3衰出土遺物観霧表

、•。 器挿 Ill上場所 l 怯Iii(1lt位cm)

L I往 ．
I 

,fりさ
． 
． J氏往

協ぢ

王
喜
ー→
R I: 師器皿, ・ 
10 

11 
ギ― •

)2 上師岱泡烙
＇ 

13 上師器抱烙
I 

11 士師器抱烙
I 

lfi 土師器抱烙

IG日師器抱烙
， 

17 土師器抱烙
I 

18 上師器抱烙
I 

19 上邸器鉢

20 

21 

22 

23 

21 

揺鉢

ば鉢

拙鉢

揺鉢

梱鉢

皿

皿

lOL

皿

器

ー器

器

器

言
巴
三

2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
 

胸器平仄

災陶器 ·杓I)~

39 磁器仏飯J~

40 悶器猪11

包含~1

SK-11 

SK'11 

SK"1 

SK'11 

SK38 

SK8J I 7.50 
I 

SK75 9.RO 

三;SK 17 1 27.90 
SK04j 21.95 

SK57 I 31.00 
SK8l 

SK-11 

SK71 

SK81 

SK-11 

SK34 

SK15 

SK38 

r SK35 
SK68 

SK35 

a含屈
SK17 

SK62 

8.00 

6.05 

6. ヽ10

6.~) 

7.20 

7,(i() 

27.55 

30.70 

31.30 

38.GO 

Z!J.95 

36.30 

35.00 

~.50 

39.20 

34.60 

三寸―38.90
Sh.11 3~70 

SK7o 
I 

SK'18 6.95 

SK62 5.30 

SK64-5.90 
包含k-1 5.20 

包含~ 5.80 

a含層 6.10 

包含~ I 7.10 

SK62 t-8.40 

SK55 7.00 

3.05 

715 

5.90 

6.20 

1.20 

1.30 

1.40 

1.20 

1.50 

l.70 

I 70 

2.00 

~ 7.25 11.30 

4三 21.()(J

, 1.75 

7.60 

1.80 

1.15 , 

2.55 , 

4.(i5 

4.45 

12.40 

1:UO 

11.30 

IJ..10 

(8.70) 

(5.80) 

C:t85) 

23.30 

(5.921 

3.10 

o.so I 

詈 三：：ロ
t.60 I 3.10 

ロ

糸切り皿

糸切り皿

糸りJり皿

3.50 I糸切りIIIl

f・ づくねnn
,1.ss I糸切り11Il

ム―

千づくねllil

Fづくね皿

ミニわ7

II松部紐造り

I 
II粒部紐造I)

II粒部紐造り

II粒部紐造り

II絃部紐造り

II粒部・底部f•~時成形

I'*'部・｝氏部同時成形
11阜計部・底部同時成形

22.70 

16.20 

15.60 

J'J波焼

J•Ji皮焼

債1iil系

l"iJ,iiJ系

伽iir系

偏1liJ系

協tlil系

協前系

袖釉1Dl

柚釉1Dl

仙釉Dll

柚釉Jill

hll.flbllll 

柚柚Illl

誰｝ゴ施釉皿

瀬μ施釉皿

l 
瀬,,施釉皿

闇ぃ施釉皿

瀬Ji施釉lfil

肥1iiJ系

肥前系
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岱種 I Ml上場所 1
法は (t~.f:rrm)

偏どNo I -,. 

I 11ft 邸さ 底径

41 凶器ill'II SKG5 2 肥前系

42 淘器小碗 包含M

43 凶器小碗 SK:.12 2 Ji(焼万し肥前系
+ 

44 松焼小碗 a含り 820 3 萩焼
＋ 

4!1 萩焼小碗 SK'18 10.60 3 萩焼
＋ .,. 

46 瀾路鉢 SK47 20.30 7 偏1i1f焼

47 」淘砂
+-

SK30 8.10 2.60 
ヤ

48 凶岱み SK33 7 80 1.62 350 

49 

印;,;7 SK55 915 1.20 、関西系困器
← t I 00西系悶器急ガl SK62 11.30 1 11.80 

~.,:•J!t SKSI I 1.00 3.50 -1-関西系紺器

急ク(i SK46 7.40 9.45 関世系闊器

SK30 9.80 5.70 ィ溝JJ

SK35 12.50 15.30 I ffj直j焼

55 軒）L瓦 SK引

56 鮫瓦 SK41 

1 -
t 

!'i7 軒丸凡 SK48 

邸 軒丸凡 SK55 

59 染f•t磁溢猪11 SK65 6.00 (2.55) 戸肥ii160 染付磁器碗 SK39 9.70 5.20 4.20 肥前系

Iii 染付磁器碗 SK71 9.90 3.80 
• 

62 染付磁沿碗 SK39 I.OS 4.10 肥前系

63 染f,t磁岱碗 SK53 8.30 11.50 3.00 肥前系

&I I 染付磁器碗 SK62 12.60 3.90 肥前糸

65 染H磁器碗 !:>K18 10.90 '1.20 肥前系
I 

66 染付磁器碗 SKII I 1.05 5.80 (HO) 肥前系
'-一

磁器碗 SK: 双 10.70 5.45 4.25 肥前系

SK32 2.45 3.50 肥前系

磁茄碗 SK66 2.90 4.05 肥前系
~ 

磁器碗 SK33 9.90 4.50 3.GO 肥1iiI系

磁器碗 SK35 9.25 il.95 3.70 肥前系

磁器碗 SKIS 7.70 5 60 4.50 肥Ii肪系

73 染付磁器碗 SK53 8.'15 5.90 155 肥前系
•· 

染付磁器碗 SKII 8.40 5.70 3.80 肥,ii!系

染付磁憐婉 SK48 7.10 5.05 「3.GO 肥前糸
76 染付磁器碗 5D01 9.80 

77 1染付磁器碗 SK~l8 10.80 

''"{ '・" 」肥前系78 染付磁柑i碗 SK30 5.50 n.50 肥前系

79 染f寸磁器沿 SK18 9.65 2.80 3.: 日JEJjif系
80 染f寸磁器ふ SK38 9.70 3.00 3. 肥前系
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No 器植 出上場所
口径

法泣（恨位cm)
備考

fぶさ 底径

81 染付磁帯盆 包含層 10.10 2.95 肥前系

82 染付磁器鉢 SK53 14.50 !'i.70 肥前系

83 染付磁器鉢 SK53 22.60 5.95 肥前系

84 染付磁器皿 SK62 7.60 2.50 3.80 肥前系

85 染付磁器ffil SK38 13.40 3.90 7.80 肥前系

86 染付磁器1lll SK33 15.00 4.10 10.40 肥前系

87 染付磁器1l1l SK71 8.90 3.40 3.40 肥前系．． 
• 一

88 染付磁器皿 SK08 9.80 2.50 4.40 肥前系

89 染付磁器皿 SK71 17.70 3.25 9.90 肥前系

90 染付磁器llll SK46 20.20 2.45 11.40 肥前系

91 廿磁染付碗 SK53 7.30 6.10 3.45 肥前系

92 w磁染付碗 SK53 2.90 cl.JO 肥前系

93 w磁染付碗 ＇ SK,11 10.65 6.00 4.35 肥1iif系I 

94 w磁染付碗 」SK53 11.00 6.15 4.00 肥前系

95 w磁染付盗 SK75 9.70 3.20 3,80 肥前系

96 仔磁染付並 I SK48 10.60 3.80 4.00 肥前系

97 1'f磁染付正 SK53 9.80 3.05 420 肥前系

98 廿磁染付鉢 I SK,11 16.30 7.25 9.20 肥前系

99 行磁香炉 SK62 21.00 7.10 16.00 肥前系

100 存磁送 SK38 9.95 I 3.20 4.20 肥前系
I 

IOI 白磁皿 SK71 9.95 2.80 3.10 肥前系

102 白磁猪n SK45 6.55 ＇ 3.70 2.80 肥前系

103 白磁碗 SK17 13.55 4.85 4.35 肥前系

104 丹波焼甕 SK81 28.55 39.15 19.95 丹波焼
' 

105 染付磁器近 水琴QOJ 10.60 2.85 4.15 不明

106 染付磁器llll 水琴窟01 12.95 2.05 7,75 ,f, 明

107 丹波焼壺 SK43 10.30 11.35 8.70 

108 月波焼醤油瓶 水琴窟0] 7.45 43.15 27.75 

109 甘磁 包含陪 3.70 不明

IJO 斉磁 SK05 12.18 5.12 4.60 不明
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図
版
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1. 114次調査地点 12. 御願壕遺跡第1地点

2. 150次調査地点 13. 御●壕遺跡第2地点

3. 賓岡城主郭跡 14. 御願壕遺跡第3地点

4. 伊丹郷町遺跡 15. 御願塚古墳

5. 有岡城岸ノ砦跡 16. 平松町遺跡

伊丹市 6.大朧遺跡 17. 冑本町遺跡

7. 高台遺跡台第3地点 18.松原遺躊

8. 高台遺跡台第2達点 19.西桑渾遺跡

9. 昆陽林田遺跡 20. 森本居館跡

10. 繭野出口遺跡 21. ロ酒井遺跡

11. 南野遺跡 22. 森本遺跡
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J 

↓-．パ・ジ）^
こ

没
〗
芦

今．.^r
、.

Lヽ
f
}
、
/
-
し
r‘

l

.'

、.^

r
‘
J
‘
ふ
・
`
`

•I-

-・ 一

．．． 

... ~ •-.· .• ・•~-:1もf.... ・-、．．^
ク 今ー、:-・._-... 

•. 
ぇ.-,: .、~.. ~-,.. , .... 

'"''"'・・.:-.・: ~=--.. ~--::: ペご-•;そ'"!・や、！
. , .. . . --・. 
. ,. ―-

、 でみ．
ご'.II;,;生己・』
, ;;_l ... ~.-. L 

;,_,'・)-; 心~~-:.--:.ゞ ．．. --. . , _,,. -・. _-. 
、：... -~ 

匿rl

S14 

S15 S16 

石仏(3) • 一,fj五輸塔(1)



・裏`

J

と
ん

ニ
冨

r
崎
[
1
.

,＂

t1A 
C19 邑

写
真
図
版
一
〇
七

第
一
―
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
七
五
）

S17 S18 

石
製
品
（
五
）

S19 S20 

・
ロ~
｀

・ヽ

~

亀
{

，

..’-rs. 

記`
3
‘
、
.
)

名
人
5益‘・

4
`
 

ア
に9,

f』『

•‘ 

•. ．．
 

9

.

9

.

.

 

．．．

．．
 

．
 
ヽ

ヽ

．
 

、

、
.

9

．曹
．． 
• 

••.•• 、.•• 

鼻

ヽ
•

.
r

、
’
 
•• 

．
 

.
f・

t
心

·•• ,`
・ 
•• 

.
1
t
-
.
pし

t.ー、'.
｀
 

．ゞ．
J
4
、1

.

.
9
,
＇‘ 

i
{•

人
｀
ー
・

F
.
．．
 

．

．
 

ヽ

.• 

冒

．‘
 

．
 

p
‘
J
 
•. 

J

ヽ

．

．

 

ヽヽ
・

＾
 

．` 
J

ょ
g
'
一

S21 S22 

一石五輪塔(2)



I 
版図

゜J¥ 第
四
次

日
』
物

＾ 七~ I¥ 
-...; 

i 品

＾ 
..... 
I¥ 

、- ． 

．涵l足心 :'.~;._ 噌ぷf! ≫ ．ヽ、

4-~~ ・五経`ふ`
. . . .. .. 

':: .・'t . -~·1-~ ・ヽ ¥..
(¥・ ~-、鯵.'-(,:恣•
＼豆祐ぶ↓、編：＊`訳、；一・ヘ・9
沼~l,. しゞ ... 
、心ヽ濯こ喜さ；

一石Ji輪塔(3)

S23 

S25 

S32 

;Jf.~{' 対索fをな.,ふ';..r,. ~Iた、？ぷI< : ふ:~. 
,, ●、)~ • .. : ,. . ・. . 1, ・;,; クし

1~<- .! : ビ~~-心・・,.. ・・:; •• お:'.••• 
I~- .• ・ '.• ~:'、.. • ,'T .、・,•• , . 
·-~-・尻 ら、.・, .-: ~ ふ""~

ふぇぷ嘉{~』，ヽ ．．．ヽ．ヽ・-~-•-t. 
. ~-.. ・:.. •·,.; <'・, .. , < " 鼻．

，．ヽ、,•'.・・_lぐ.-.'・-1;
• :、

·.~. 
~ 

S24 

S31 

S33 



.. 
.ヽ;: v-, 

点々 ・、ベヽ:・:,が・・；. . . . • • . ~、·-・'··“啜臼{f . .., .、 ．． ・., ·• .... ~ •. .ヽ..,,,・,・"-' 
Kゞ_r.,.か.••··..

写
真
図
版
一

0
九

第

一
四
次
関
董
出
土
遺
物
（
七
七
）

S34 S35 石
製
品
（
七
）

S37 S38 

｀
 
~1ぶ'~

S39 S40 

ーイill.恰搭(4)



写
真
図
版
―

10

第
＿
一
四
次
調
査
出
土
遺
物

（七
八
）

ヽ
鳩麟~
ー、,_,._1,.11.,t',、•• ., ・ヽ.・...,'-\~ ヽ；", -. ~ '-"'1'.• :、 i

. ·•·-· 
~-•• , ... ~;、全ふ沿．
唸

ぶ:~·?,
-(-・ 

・玉絃ら立
.、'n._."・_.

響翫

石
製
品
（
八
）

S41 

.,. 

I, •. ,_ .. 
: -~... ::,_-
-・.  .. 
心i:i'.i.ci..,X1.• 
； 

”疇. 
. . : .'を一.-,.. ,_ ., . . . ;, 

• .:. ii,.,: さ・
• ... , 
- --~... --.. 

；，、人~.: ~. ・'.
し,. ..-ヽ・々"1.1--ミ・-._:..-t公";~-ヰ~--・.、,,~I•'、.. . • 
らな-~・・パご

--• 

ロ琶疇璽・

S42 

S43 

S44 

S45 

'ヽ
,
9
.. 

．
 .̀ 

符．
t
ふ
｀
：
な
・
9

t
□

9
l
 

9

し

•• 

9‘,•‘ 

ヽ

``• 

ぇ，．
iし
1
ヽヽ
●r
k

、

．
 

＼
 

.＇ 

.

.
,
．
,
 

ゃ肉：‘＇•• 
；
.
.
.
 

'ヽ
[
．^

”
¥
iー＞fi

ヽ
，

．
．
．
 

1
 

•. 
，
 

•
へ

．．
 

、1

,r 

ー

-

.`
,'・‘

，

i

り心“,

一9
.
.
.
]
r
lか．

•
,
·
公
．

.‘
 ．
 

＂＂＂＇し

・・〇い

7
し、

d
 
.• 

,
 

ン
ノ

．．
 

¢
.A" 『

S46 S47 

一石万輪塔(5)



写
頁
図
版
一

第

＿
四
次
調
査
出
土
遺
物
（

S49 
七
九
）

S48 

石
製
。
1g 
(九）

S53 

~ 

S50 

S51 

ヽ

i-
” 三瓢

遭―~.a;;.;.~-

S56 

S52 

五輪塔(l) • 石臼(1)



写
頁
図
版
＿

第

一
四
次
調
査
出
土
遺
物

．
 

．
 

r
 

r
 

．

，

．

 

,
9
、

『
•
9

,

 

• 
ー

•» 

．
 

で

．．． 
．` 

，
 

'
,
．
 
＇ 

｀
 

＇ `
，

 

．
 

．
 

.,' ，

｀

．

 

，
 

．
．
 

•9,.'

. 

，
 

f
>

.

.

 

●
●

9

 

｀
 
3
k
4
,
．
I
 

1
:
”
9
 

一、

ゞ`；
L

、̀
9

.

9

、"・
4
・```ぃ`

ー

、

5

、しr
,
9

.
2
,
＇

r

.
 

L

,

?

．` 

l

.

 

、,．

• 

• 
‘.',‘ 

4
.
.
.

｀
 

:

J

i

 
• 

.• 

`
.
.
.
.
'
,
 

．

．

 

、

9

9

.• 
,
 

し

＾ )¥ 0
)
 石
製
品
（

0
)
 

S54 

S55 

石臼(2)



写
真
図
版
一
―
―
―
―

r
 
4 

P::l 

｀ 
m
 

.＇ 

．．
 

,．ふゞ
も．ー＿ャ・'

・‘ 
.
.
 t
 

.
9
 

’
い
．
羹
池
．．．． 
)

●

 

茫心如拭．＇
i

．
 

と

1

•• 

)
 
．．
 
r
 ..• 

＇．
C

.

 

0
 
•.. 

9

、

．．
 
．
．
．
 

．．．．（ 9. 

,

．

'

.

 

,

9

 

｀
 

・
:
f
i
‘
入

J
I，
 

9

.

 ．．
 ，
 

9

,

 

“
 

., ー・

•L~ 

.

.

 

~, 

]ゞ
ヽ

麗晶
一

ー嗜一r-. .. 1 

，
 

.. 

第
一
＿
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
一
）

S57 S59 

石
製
品
（
＿
一
）

一 S62 

~ 
f、~,:t令~:；9_

ぺ
甘
fJ
刈
濃

..‘9..

，ヽ屯

，ヽ
“

'

,

1

，`ヽ
茫
j

霰

闇
J

S58 S60 

S61 S63 

硯・砥石



写
真
図
版
＿
一
四
第
一
―
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
二
）

F1 

塁

~ 霞重

｀ 
. ,. 

... • #-

金
属
製
品
(
-
)
・
骨
製
品

F2 F3 

― F4 
~~ 

F5 

r-・・_・-=-,~--- 、 ――-~
F6 

ー
白

/
 

！
 
,
!
l
l
l
l
 

/

＇ 

ー

／
ー
/
|
ー

¥
¥
E

I
l
¥＼
雨

F8 F13 F14 F15 

6
 

I

I

E
 

• 

•
一

B1 B2 B3 

坪行 ・銅線 ・骨製品



F24 

F25 

F18 

噛
F26 

F19 

F27 

F32 

F28 

F20 

F31 
F33 

F21 

F36 

F23 
F22 

7
 

•• ,[~ 

写
真
図
版
＿
一
五
第
＿
一
四
次
調
査
＿
出
土
遺
物
（
八
＝
＿
）
金
属
製
品
（
二
）

F34 F38 

釘(I)



写
真
図
版
―
―
六
第
＿
一
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
四
）
金
属
製
品
（
三
）

＇ 
,
‘
a
・
 

F40 F42 

ーF 4 8 t 臼， 
ー

•-
．．．．
 
＇ 

． 
一

＇ 

． ーF 5 ， 
F60 

．
 

F52 
F54 

F70 

F 6 2 ーF 6 3 

F55 

F56 ＇ F 5 7 

4
 

6

7

 

6

F

 

F

鍼

ー

3
 
7
 ，
 

釘(2)他



F75 

9
7
8
 

写
真
図
版
一
＿
七
第
一

F77 F79 F80 
F82 

一
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
五
）

F81 

ー

＇ 
F85 

F83 F84 

尼冨貧亨弓-’ ｀じ叶．改~~;,,.・足 又． 、.... -. ・-:,,'. ぷ島
・— c... _; 
．ヽ...: ,•!, ·-~ 尽'. ,・.,, . ,1- . . -.·.'•.·. . ....、 ‘ぷ.:,:蛾
.·•. •• ; 電:•..' . す・..• , ヽ．、·_;,,~,·・;:ti

F86 
F88 

F87 

F92 

金
属
製
品
（
四
）

F89 F90 

。函
釘(3) ・鎌他



i 
畠

)¥ 

第 ―-エー—- “ （ 
嬰 F94 

I 

＾ )¥ 六
、一 —, " .. し一

l .1 
畠＇ 菖

＼ 
F96 

＾ 五、一
』.
’
 

F95 

F97 

F98 

5
i
 
F99 

F100 

t抜き他



F101 

F102 

写
真
図
版
一
＿
九

第

一
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
七
）

金
属
製
品
（
六
）

~ ~ 

一冨
F104 

贔

• ｀
 
、一

•; ●

`
4
”—
●
5

、
し▲

.`
 .
• 
r
、
~
•

•. 

‘
 

t̀’ •• 

．
 

99
4
,
．
 

t
.
 

r
"
3
 
ぶヽ
i

會
”
....c..『

r
 

• 

• 

;‘̀4 
•• 

-・
 

、

た

r̀・

·~ 

F103 

F105 

Lニサー:_;..... 
F106 

把手 ・IJ子他



写
真
図
版
―
二

0

第
一
―
四
次
調
査
出
土
遺
物
（
八
八
）

金
属
製
品
（
七
）

ー

．
 

F113 

゜
ーF ーー4 F115 

F110 

F111 

｀
 

‘
 

J
.
-

•.• 
．、f
 

．
．
 

＾
 

＊
 

.9/iぃr1£疇．
ベ
r
ヽ

が

4

し・・ベ登

r
:
¢
'
‘`, 

ゾ
會

9

會`．袋

:.i.̀.̀ 

V
`
 

．．
 

I
.
~^
●
～
克
忠
・

4

・ロ嗜
ì
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